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まちづくりの方針A

A 1 地域の個性を守り、活かし、伝えます・・
A2 交流のための都市機能を高め、賑わいを創出し、

観光まちづくりを進めます
A3 国際性を豊かにします

まちづくりの方針B

B 1 被爆の実相を継承します・・・・・・・・
B 2 核兵器廃絶の実現に向け、着実に歩みを進めます,・

B3 平和の文化を醸成します

まちづくりの方針C・

C1 地場事業者の成長を支援します
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C3 次世代につながる農林業を育てます

C4 水産業を環境変化に強く活気のある持続可能な

産業にします

C5 地元農水産物の消費を拡大します
まちづくりの方針D

D1 脱炭素社会の実現をめざします

D2 資源を守り大切にする社会の実現をめざします

D3 豊かな地域環境を守り活かします

D4 環境意識・行動の定着を図ります
まち・づくりの方金十 E ・・・・

E 1 地域の連携・協力を促進し、防災体制の充実を
図ります

E2 犯罪、交通事故のない地域づくりを進めます

E3 安心できる消費生活環境をつくります

産業を強くします
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E4 暮らしやすいコンパクトな市街地を形成します
E5 安全・安心で快適な住環境をつくります

E6 車や公共交通による移動の円滑化を図ります
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まちづくりの方針F・・
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充実します

F 7 自らすすめる健康づくりを推進します・・

F8 安心できる衛生環境を確保します・・

F 9 安心できる医療環境の充実を図ります・・
まちづりの方針G・

G 1 長崎のまちを愛し、新たな時代を生き抜く子どもを
育みます

G2 だれもが生涯を通じていきいきと学べる社会を
つくります・・・・・

G 3 スボーツ・レクリエーションの振興を図ります

G 4 芸術文化あふれる暮らしを創出します・・・
まちづくりの方針H

H 1 市民との良好なコミュニケーションを図ります
H 2 参画と協働による持続可能なまちづくりを進めます

H3 市民に信頼される市役所にします

(3)施策横断的な取組みを要する課題への対応

人口の将来展望と人口減少対策
(1)人口の将来展望
(2)長崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略
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1 総合計画の策定にあたって

(1)総合計画策定の趣旨

本市では、平成 23年度から令和3年度を計画期間とする「長崎市第四次総合計

画」において、将来の都市像を「個性輝く世界都市」「希望あふれる人間都市」と

掲げ、「つながりと創造で新しい長崎へ」をまちづくりの基本姿勢として、その実

現に向.け、市民、企業、大学など様々な主体(以下「市民等」という。)と一緒に

なって、まちづくりを進めてきました。

以上のような認識のもと、引き続き、総合的かつ計画的な市政の運営を図るため、

また、市民等と協働してまちづくりに取り組むための共通の指針として、令和4年

度から始まる「長崎市第五次総合計画」を策定します。

(、、 14

この間、人口減少や少子化・高齢化の進展、テクノロジーの急速な発展、地球規

模の気候変動に伴う災害の激甚化などをはじめとして、私たちを取り巻く環境は大

きく変化してきています。

その中で、そうした変化に対応するための新たな取組みや仕組みづくりを行いな

がら、変化を先取りして自ら変化していくための準備を進めてきた結果、これから

先のどのような変化にもしなやかに対応していけるような「まちの基盤づくり」が、

ハード・ソフト両面において進み、形になり始めています。

これからは、とれらの基盤をより良い形で完成させ、その基盤を活かして、市民

の暮らしの質を高めるとともに、訪れる人の満足度も向上させるような取組みを進

めていかなければなりません。

また、急激な人口減少に歯止めをかけるための対策を、とれまで以上に強化して

いかなければなりません。
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(2)第五次総合計画策定の視点

「第五次総合計画」は、「第四次総合計画からのつながり」を意識するとともに、印寺

代の大きな流れを捉えた中で特に求められる視点」と、そとから導かれる[5つの

キーワード」を意識して策定します。

【第四次総合計画からのつな力札n

●変化に対応するためのハー
ド・ソフト両面における基盤づ

くりが進んだ。

●急激な人口減少を避けるため

に対策を強化したが、減少のス
ピードを遅らせることができな

かった。

第四次総合計画の総括

【時代の大きな流れを捉えた中で特に求められる視点】

【時代の大きな流れ】
・人口減少、少子化、高齢化の進展・新型コロナウイルスの世界的な流行

・society5.0 の実現をめざす動き・テクノロジーの急速な発展

・地球規模の気候変動に伴う災害の激甚化・SDGS達成をめざす動き

E才

(うまく進んでいることをさらに進

める)

●基盤を完成させ、その基盤を活かし

て市民の暮らしの.質を上げるととも

に、訪問客の満足度を向上させる。
(うまく進んでいないことを改善す

る)

●急激な人口減少に歯止めをかける
ための対策を強化する。

第王次総合計画の着実な推進

【特に求められる視点】
.社会経済の規模縮小や、世代間のバランス崩壊などから生じる様々な問題
を喫緊の課題と捉えて対応する。

・働き方やライフスタイルなどの価値観の変化に対応する。まちの個性を活
かして選ばれる。

・進歩するテクノロジーや、まちづくりに関わるあらゆる主体.とのつながり
などを活かし、新たな手法で安全安心や暮らしやすさを実現する。

・持続可能な世界の実現に向けた貢献を意識する。自律した都市経営をめざす。

0-

【5つのキーワード】
QOL (生活の質)、ダイバーシティ(多様性)、テクノロジー(科学技術)
サステナビリティ(持続可能性)、レジリエンス(しなやかな強さ)
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(3)計画の位置づけと性格

①市政運営上の最上位計画

持続可能な行政運営の指針として市政全般を網羅した計画であり、各分野にお

ける諸計画や事業の最上位計画として位置付けます。

②市民等と行政に共通のまちづくりの指針

まちづくりの担い手として、行政のみならず、市民等にとっての活動指針とも

なり得る「市民等と共有し、共に取り組む計画」として策定します。

(、、' 49

③市民等にとって分かりやすい計画

市民等と行政が一体となってまちづくりを進めるために、どういう状態をめざ

しているのか、そのためにどのようなことに取り組むのかということを分かりや

すく示します。

④戦略性と実効性の高い計画

社会経済情勢や行財政状況の変化及び市民二ーズの高度化・多様化などを踏ま

えた中長期的な見通しに基づく、戦略性を持った計画とするとともに、適切な指

標等の設定により施策の成果を明確に把握し、これまで以上に政策評価を計画推

進につなげる仕組みを確立するなど、より実効性の高い計画をめざします。

また、計画の実現のためには、それを支える健全な行財政基盤が不可欠であり、

限られた経営資源の効果的な配分や新たな財源の創出などを行いながら、持続可

能な行財政運営のもとで計画を推進します。

('.

⑤他の計画との整合

計画の推進にあたっては、国、県等の計画と十分に整合を図ります。

また、各分野の個別計画等の策定や変更にあたっては、本計画との整合を図り

ます。

63

6
 
7
 
8
 
9
 
0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8

3
 
3
 
3
 
3
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6



64

65

66

67

68

69

70

,71

72

73

74

75

76

フフ

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

(4)計画の構成及び期間

【構成】

①基本構想

長崎市における将来の都市像やそれを実現するためのまちづくりの方針など

を明らかにし、行政と市民等の共通の指針とするものです。

②基本計画

基本構想において定めたまちづくりの方針などに沿うた各種施策を体系づけ

るとともに、施策ごとのめざす姿やそれを実現するための取組方針などを示すも

のです。

③実施計画

基本計画において定めた各種施策の取組方針に沿った具体的な事業計画を示

し、行財政運営の指針とするものです。

【期閻】

本計画の期間は、令和4年度(2022年度)から令和 12年度(2030年度)まで

の9年間とします。

ただし、基本計画は、社会情勢の変化、市民二ーズ、施策の進捗状況などを踏
まえ、おおむね半期で見直しを行うこととし、前期を令和4年度(2022年度)'か

ら令和7年度(2025年度)までの4年問、後期を令和8年度(2026年度)から令
和 12年度(2030年度)までの5年間とします。

また、実施計画は、計画期間を3年間とし、毎年度、事業の評価、検証に基づ

く見直しを行いながら、その進行管理を行います。

蹟十画期間の考え方】

長崎市第五次総合計画ば、本来、令和3年度(2021年度)から令和12年度(2030

年度)までの10年間の計画と想定していたととろ、新型コロナウィルスの影響に

より開始時期を1年遅らせて9年間の計画としています。

終期も 1年遅らせて令和 13年度(2031年度)までの 10年間の計画と,、ること

も検討しましたが、目標年次を2030年とするSDG S (持続可能な開発目標)の

達成に向けた取組みを一体的に推進していくため、終期は変更せず、令和12(203の
年度までとしたものです。

基本計画にっいては、当面の問、新型コロナウィルスの影響で先行き不透明な

状況が続くと考えられるため、前期計画の期間を短く4年に設定し、より確かな
見通しに基づく後期計画へ早期に移行することとしています。
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【長崎市におけるSDGSの推進】

経済・社会・環境の3つの側面における広範な課題に統合的に取り組むSD.G

Sは、発展途上国にも先進国にも共通する普遍的目標で、各国政府には、それぞ

れの国に特有の優先課題や強みを踏まえた積極的な取組みが期待されています。

そのようななか、 SDGSは地方自治体における様々な取組みとも密接に関

係しており、本市においても、各施策に17のゴールを関連付け、その達成に向

けた取り組みを一体的に推進していきます。

【SDGSの 17のゴールと自治体行政の果たしうる役割】

国際的な自治体の連合組織であるUC LG (un北ed C北ies and Local

Gove血me址.)は、17のゴールに対して自治体の果たし得る役割を次のように示

していま司一。
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(
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SDG8の17のゴールと自治体行政の関係

自治体行政の果たし得る役割

1.貧困をなくそう

自治体行政は貧困で生活に苦しむ人々を支援する上で最も適したポジシヨン1
います。各自治体において、すべての市民が必要最低限のらしを確保する
とができるよう、きめ細やかな支援策が求められています。

2.飢餓をゼロに

自治体は土地や水資源を含む自然資産を活用して農業や畜産などの食料生産の
支援を行うことが可能です。そのためにも適切な土地利用計画が不可欠です。
公的・私的な土地で都市農業を含む食料生産活動を推進し、安全な食料確保に

献する二ともできます。

3.すべての人に健康と福祉を

住民の健康維持は自治体の保健福祉行政の根幹です。国民皆保険制度の'も
住民の健康維持に貢献しています。都市環を良好に保っことが住民の健康状
態を維持・改善に必要であるという研究も報告されています。

すべての人に

儀氏と根量を

4.質の高い教育をみんなに

教育の中でも特に義務教育等の初等教育においては自治体が果たすべき役割は
非常に大きいといえます。地域住民の知的レベルを引き上げるためにも、学校
教育と社会教育の両面における自治体行政の取組は要です。

ゾ1ンクー中苓を
晃珊しょう

白

史全む亦ι1イレ

,を世W中に

5.ジェンダー平等を現しよう

自治体による女性や子供等の弱者の人権を守る取組は大変重要です。また、自
治体行政や社会システムにジェンダー平等を反映させるために、行政職員や審
議会委員等における女性の割合を増やすのも要な取組といえます。

0

6.安全な水とトイレを世界中に

安全で清潔な水へのアクセスは住民の日常生活を支える盤です。
自治体の行政サービスとして提供される二とが多く、水源地の環
て水を良好に保つことも自治体の大な務です。

フ.エネルギーをみんなにそしてクリーンに

公共建築物に対して率先して省エネや再エネ利用を推進したり、住民が省/再工
ネ対策を推進するのを支援する等、安価かつ効率的で信頼性の高い持続可能な
エネルギー源利用のアクセスを増やすことも自治体の大きな役割といえます。

8.働きがいも経済成長も

自治体は経済成長戦略の策定を通して地域経済の活性化や雇用の創出に直接的
に関与することができます。また、勤務環境の改善や社会サービスの制度整
を通して労働者の待遇を改善することも可能な立にあります。

水道事業は

保全を通しT



旺窯と技鞆革闘の
革割をっ(6う

鳥゛
、゛?

9.産業と技術革新の基盤をつくろう

自治体は地域のインフラ整備に対して極めて大きな役割を有しています。地域

経済の活性化戦略の中に、地元企業の支援などを盛り込むことで新たな産業や

イノベーションを 1出することにも貢献することができます。

人や田の不平雪

壬なくモ?

11

10.人や国の不平等をなくそう

差別や偏見の解消を推進する上でも自治体は主的な役割を担うことができま

す。少数意見を吸い上げつつ、不公平・不平等のないまちづくりを行う二とが

求められています。

「私たちのまちにとってのSDG3 (持続可な発目)一導入のためのガイドラインー

2018年3月版(第2版)」(自治体SDG Sガイドライン検討委会編集)

11.住み続けられるまちづくりを

包摂的で、安全、レジリエントで持続可能なまちづくりを進めることは首長や

自治体行政職員にとって究極的な目であり、存在理由そのものです。都市化

が進む世界の中で自治体行政の果たし得る役割は益々大きくなっています。

12.つくる任つかう任

境負荷削減を進める上で持続可能な生産と消は非常に重要なテーマです。

これを推進するためには市民一人一人の意識や行動を見直す必要があります。

省エネや訳の徹底など、市民対魚の環境教育などを行うことで自治体はこの

流れを加速させることが可能です。

13.気候変動に具体的な対策を

気候変動問題は年々深刻化し、既に多くの形でその影響は顕在化しています。

従来の温室効果ガス削減といった緩和策だけでなく、気候変動に備えた適応策

の検討と策定を各自治体で行うことが求められています。

14.海の豊かさを守ろう

海洋汚染の原因の8 割は陸上の活勤に起因していると言われています。まちの

中で発生した汚染が河川等を通して海洋に流れ出ることがないように、臨海都

市だけでなくすべての自治体で汚染対策を講じることが重要です。

且の盟かさ玉

,みう

岡

15.陸の豊かさも守ろう

自然生態系の保と土地利用計画は密接な関係があり、自治体が大きな役割を

有するといえます。自然'産を広域に保護するためには、自治体単独で対策を

じるのではなく、国や周辺自治体、その他関係者との連が不可欠です。

16.平和と公正をすぺての人に

平和で公正な社会を作る上でも自治体は大きな務を負っています。地域内の

多くの市民の参画を促して参加型の行政を推進して、暴力や犯罪を減らすのも

自治体の役割といえます。

◆、,●
風◆,

17.パートナーシップで目を達成しよう

自治体は公的/民間セクター、市民、NGO/NP0 などの多くの関係者を結び付

け、パートナーシップの推進を担う中核的な存在になり得ます。持続可能な世

界を構築していく上で多様な主体の協力関係を築くことは極めて重要です。
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1 1 基本構想策定の趣旨

長崎市では、平成23年度から令和3年度までを計画期間とする第四次総合

計画において、めざす将来の都市像を「個性輝く世界都市」「希望あふれる人

間都市」と掲げ、「魅力あふれるまち」「市民が暮らしやすいまち」の実現に向

けて取り組んできました。

また、「つながりと創造で新しい長崎へ」をまちづくりの基本姿勢とする中

で、「長崎市よかまちづくり基本条例」を制定し、市民、企業、大学など様々

な主体(以下「市民等」という。)が当事者意識を持ち、お互いのつながりを

深めてまちづくりに参画、協働することによる_、長崎らしいまちづくりを進め

てきました。

これまでの取組みを通して、社会がどのように変化しても対応することが

できる基盤が、ハード・ソフト両面において形になり始めています。

これからは、その基盤をより良い形で活かし、より質の高い、豊かな暮らし

を実現していくことに取り組んでいかなけれぱなりません。

一方、この 10年間における社会の変化に目を向けると、情報通信技術の急

速な発展により、インターネットに常時接続できる環境やSNS (※1)によ

るりアルタイムの情報拡散が当たり前になるなど、世界は私たちの予想を超

える速度で変化してきました。

そして今、新型コロナウイルス感染症の流行が、世界中の人々の生活や行動、

価値観を大きく変容させつつぁり、社会経済情勢に多大なる影響を及ぼして

います。

その収束時期も未だ不透明である中で、ポストコロナ社会に対する確実な

見通しを持つことは困難な状況ですが、一定の想定のもとで進むべき大きな

方向性を捉え、変化に対応しながら前に進んでぃかなければなりません。
また、国内においては、20卯年頃に65歳以上人口がピークを迎えるととも

に、生産年齢人口も毎年100万人程度の減少が生じる見込みであり、1人の高

齢者を 1.5 人の現役世代で支えるという世代問のバランス崩壊をはじめとし

て、雇用や教育、産業振興などの分野で、様々な問題が重層的に発生すること

が予測されています。

そのようななか、長崎市においては、価歳以上人口が全国よりも約15年早

い2025年にピークを迎える予測となっているほか、若い世代の社会減が継続

し、少子化も進行しており、これらの問題を喫緊の課題と捉えて対策に取り組

んでいくとともに、急激な人口減少に歯止めをかけるための対策を、これまで

以上に強化していかなければなりません。

そこで、この基本構想は、令和4年(2022年)度から令和 12年(2030年)

度までを計画期間とし、人口動態や産業構造の変化など、これから予想される

様々な社会経済の変動を勘案することはもとより、市民一人、ひとりの幸福を実

現するため、 society5.0 (※2)の実現やSDG S (※3)の達成に向けた視

Ⅱ
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1 点を導入するなど新しい時代の流れを捉えたうえで、市民等が共有する「めざ

す都市像」と「めざす2030年の姿」を掲げるとともに、その実現に向けた基

本的な姿勢や道筋を示すものとして策定するものです。

※I SNS

ソーシャノレネットワーキングサービス(sooial Networking seヱVico)の略。登録され
た利用者同士が交流できるWebサイトの会員制サー.ビス。

※2 Society5.0

狩猟社会(sooi.ty l.の、農耕社会(sooi.切 2.の、工業社会(sooioty 3.の、情報社
(sooiety4.のに続く、新たな社会を指すもので、第5期科学技術基本計画におい^

ユ=

て我が国がめざすべき未来社会の姿として初めて提唱された。サイバー空間(仮想空間)
とフィジカル空間(現実空間)を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的
課題の解決を両立する、人間中心、の社会(socioty)。 A 1やロボットなどの技術で、世
界の様々な課題の解決をめざす。

※3 SDGS (エスディージーズ)
「sust.i舶blo Deve1叩m巳址 G舶IS (持続可能な開発目標)」の略称。平成27(2015)年9

月25日に国連サミットで採択された、令和 12(203の年までに持続可能でよりよい世界
をめざす国際目標。17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取
り残さない(1.部e no one bohind)」ことを誓っている。

【17のゴール(持続可能な開発目標)】
目標1:あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる
目標2.飢餓を終わらせ、食糧安全保障および栄養改善を実現し、持続可能な農業を促

進する

目標3:あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する
目標4:すべての人に包摂的かっ公正な質の高い教育を確保し生涯学習の機会を促進

する

目標5:ジェンダー平等を達成し、すべての女性および女児の能力強化を行う
目標6:すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する
目標7:すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセ

スを確保する

目標8:包摂的かっ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かっ生産的雇用と働
きがいのある人間らしい雇用(ディーセント・ワーク)を促進する

目標9:強靭(レジリ=ント)なインフラ構築、包摂的かっ持続可能な産業化の促進及
びイノベーションの推進を図る

目標10:各国内および各国間の不平等を是正する

目標1上包摂的で安全かっ強靭(レジリエント)で持続可能な都市および人間居住を
実現する

目標12:持続可能な生産消費形態を確保する

目標13:気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる
目標14:持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、'持続可能な形で利用する
目標15:陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持絖可能な森林の経営、砂

漠化への対処、並ぴに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する
目標16:持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法

へのアクセスを提供し、あらゆるレベノレにおいて効果的で説明責任のある包摂的
な制度を構築する

目標17:持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローノ勺レ・パートナーシップ
を活性化する
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1 2 めざす都市像とまちづくりの基本姿勢

①めざす都市像

第四次総合計画に掲げた「個性輝く世界都市」「希望あふれる人間都市」と

いう都市像は、私たちに進むべき方向を示してくれる北極星のようなものです。

「世界都市」とは、平和、交流、産業などを通して長崎ならではの価値を世

界に向けて発信するとともに、長崎市にしかできない役割を果たし、世界に貢

献することで、「世界のナガサキ」としてキラリと光る存在感のある都市の姿

を表しています。

そして「人間都市」とは、人間性が尊重され、お互いの個性を認め合い、他

者を思いやり支え合いながら、子どもから高齢者までライフステージに応じて

だれもが豊かでいきいきと、幸福に暮らせる都市の姿を表しています。

これまでの 10年間、私たちがめざしてきた「世界都市」「人間都市」は、市

民二ーズや社会の変化に応じ、より良い状態を求めて進化し続ける都市の姿で

あり、私たちが理想を持って進み続けるための目印であって、それをめざす道

のりは常に道半ぱにあります。

また、折しも、新型コロナウイルスの流行をきうかけに、世界の人々の価値

観が改めて見直されています。

「幸福に生きるために大事なことは何か」という問いから導かれる、より本

質的な価値が求められ、都市の評価においては、人口の多さや経済力の高さと

いった数字で比較できる価値もさることながら、暮らしやすさや歴史・文化の

深さなど、その都市ならではの価値にも注目が集まりつつぁります。

とのような背景のもと「世界都市」「人間都市」という都市像は、 10年前と

比較しても、更に輝きを増していると考えられることから、第五次総合計画に

おいても、「個性輝く世界都市」「希望あふれる人間都市」をめざす都市像とし

て掲げることとします。

ぐ

(
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②まちづくりの基本姿勢

第四次総合計画に掲げた「つながりと創造で新しい長崎へ」というまちづく

りの基本姿勢は、市民等がお互いにつながることで、まち全体がネットワ」ク

化し、文化や産業等の長崎市が持つ様々な価値を高めながら、世界にも通用す

る新たな価値や仕組みを創造していくことを示しています。

人口減少や少子化、高齢化が進む中で直面する様々な課題に対し、市民等が

つながりを深め、各々の強みを活かして協働していくことは大切なことであり、

さらに、世界中とつながって、新たな価値や仕組みを創造していこうとする姿

勢の重要性は、これからますます高まっていくと考えられます。

したがって、第五次総合計画においても、「つながりと創造で新しい長崎へ」

をまちづくりの基本姿勢として掲げることとします。
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1 3 めざす2030年の姿

「個性輝く世界都市」「希望あふれる人間都市」という都市像は、第五次総

合計画の最終年度となる2030年度においても、なお変わらずにめざす姿であ

り続けているでしょう。

それでは、これからの計画期間に、私たちがめざすべき到達点はどこになる
のでしょうか。

私たちの価値観は多様であり、だれもが共感できる到達点を数値的に定め

ることは、とても困難です。

そこで、 2030年の長崎市の姿として、めざすところを少しでも具体的にイ

メージできるよう「めざす2030年の姿」を描いておくこととします。

◆みんなでつながって、暮らしやすさをつくり続けています

長崎のまちは、その独特の地形がつくり出した天然のコンパクトシティです。

港や.山地、丘陵地に囲まれて点在する狭い平坦地に店舗やオフィスなどが

集まり、その周辺に住宅地や農地などが広がって地域が形成されていて、それ

ぞれの地域は、歴史や伝統、豊かな自然に支えられた農業や水産業なゼ多様な

資源に恵まれています。

各地域においては、コミュニティによるまちづくりが活発で、地域の特色を

活かした取組みが、様々な団体の連携・協力のもとで積極的に行われ、それぞ

れの地域に合った暮らしやすさがつくり出されています。

また、地域の活動には様々な世代の方が参加していて、近所のつながり、地

域のつながりが深まっています。

こうしたっながりが土台となって、医療や介護が必要になっても住み慣れ

た地域で安心して暮らし続けられる仕組みや災害時に地域で助け合う仕組み、

地域全体で子育てを応援する仕組みなど、いろいろな課題に地域で対応でき

る仕組みが育ったり、新たに生まれたりしています。

もちろん、市内の各所で道路や公園、河川、斜面地などの計画的な整備が進

んでいることで、まちの快適性や防災性の面でも暮らしやすさが向上してい

ます。

0

0
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長崎市全体としての暮らしやすさをつくる取組みも進んでいます。

中心部では、100年に 1度とも言える官民の投資などにより、交流、交通、

産業、医療、福祉、行政など、あらゆる分野で都市機能が向上Lていて、様々

な目的で県内外からたくさんの人が訪れています。

その中心部の活力は、道路交通網、公共交通、情報ネットワークなどによっ

て、周辺の市町も含めた各地域にも波及していて、地域間の役割分担のもとで、

普段の生活に必要な機能は近隣に十分確保されています。

地域や企業、大学、行政など様々な主体が、それぞれの強みを活かして役割
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を果たしながら、暮らしやすさをみんなでつくり続けています。

1 Π 1 Π 1 ΠΠ 1 Π 11 Π 1 Π 1 Π 1 Π 111111111111 Π 1111 Ⅲ 1 11 1 Ⅲ
PO INT

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

,地域コミュニティ活動の定着と、地域に寄り添う行政との連携体制を確立し、

地域の特色を活かしたまちづくりを進めます。

す地域に羚けるあらゆる主体のつながりを深め、各々が強みを活かして協働し

ながら、人口減少、少子化・高齢化社会における様々な課題に対応できる仕

組みづくりを進めます。

中「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」を形にし、安全安心で快適な暮ら

しづくりを進めます。

,周辺市町との広域連携の取組みを進めます

まちには、子どもたちの元気な声があふれています。

未来を担う子どもたちを「まち全体で育てる」という意識が根付いていて、

地域や企業なども一緒になった取組みの成果として、安心して子どもを生み

育てられる仕組みや制度が充実しています

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

◆産業がもたらす活力と技術の進歩を取り入れ、生活の質がまってぃます

長崎のまちは、江戸幕府による鎖国の中にあっても世界に開かれ、全国から

夢や希望を持った人材が集まる遊学の地でした。そのため長崎には、様々な形

で交流を広げ、新しいモノやコト、訪れる人を受け入れる素地が受け継がれて

います

産業の分野では、これまでも長崎を支えてきた産業が、社会経済情勢や価値

観の変化を的確に捉えて進化を続けています。

また、地場企業や市内に集が進んでいる情報系企業、大学、金融機関など

様々な主体が協力して、地域課題の解決などに積極的に挑戦していく中で、新

たな産業と雇用が生み出されています。

そして、このような先進的な動きは、若い世代を中心に、学びたい人や起業

したい人などを長崎に引き寄せ、世界の舞台で活躍する人材も輩出していま

す

若い世代の間では、それぞれのライフスタイルに応じて住まいの選択肢が

多いことや、余暇を楽しんだりチャレンジしたりできる場所や機会が充実し

ていることなど、自分たちの望みが叶う、暮らしやす、いまちという評価が高ま

り、その評価がまた若い世代を呼び込むという好循環で人口流出に歯止めが

かかっています
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1 また、国際性を育むプログラムなど特色ある教育が展開されていたり、一流

の芸術文化、学術、スポーツなどに触れられる機会が増えたりしていることで、

一人ひとりが夢や希望を持って成長しています。

これらの個性を大切に守り、磨き上げながら、美しさと快適さを兼ね備えた

景観整備などにも力を入れ、さらには、その独特で魅力的な都市個性を最も効

果的に伝えるための情報発信によって、観光はもちろん、MICEやスポーツ

などを通じて、国内外から多くの人が訪れています。

暮らしの部分では、進歩したテクノロジーが広く普及し、情報、交通、医療・

介護、防災、産業、流通など、様々な分野で大きな変化がもたらされています。

これまで不足してぃた部分や不便であったことが解消されるに止まらず、

私たちの想像を超えて、より快適で便利な暮らしが実現しています。

仕事や家事などの生産性や効率性も大きく向上していて、そこから生まれ

た経済的・時間的な豊かさが、人でなければできない仕事の質の向上や、更な

る地域課題の解決、芸術文化、スポーツ、レジャーを楽しむといった心の豊か

さにつながる活動の充実などにつながっています。

市民一人ひとりが、夢や生きがいを持って心身ともに健康に暮らす、質の高

い生活を送っています。

,^

PO INT

中既存産業の振興に加え、新たな産業を生み出す取組みを進めます。

中若い世代の多様な希望にかなうよう、仕事の選択肢を増やすとともに、住環

境の整備や楽しみの創出などに取り組み、若い世代に選ばれるまちづくりを

進めます。

中子育て支援や教育環境を、より一層充実させる取組みを進めます。

中10T、 AI、ロボットなどの新技術を積極的に取り入れ、経済発展と社会

的課題の解決を両立する人間中心の社会(society5.0)の実現に向けた取

組みを進めます。

す芸術文化・スポーツなどを振興し、子どもから高齢者まで、健康で心豊かに

生活できるまちづくりを進めます
L

◆交流の歴史に培われた多様な魅力で人を惹きつけています

長崎のまちは、開港以来450年の間、国内外から多くの人が訪れ交流する

とで、新たな価値を創造しながら栄えてきました。

交流の歴史に培われた多くの個性は、時間をかけても他のまちにはつく

ことができない、唯一無二のものです。
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1 まち全体で訪問客を歓迎する長崎らしいおもてなしが充実していることや、

快適に滞在できる環境が整っていることで、「国際的な交流のまち」として世

界に広く知られていて、とれまでは訪れることがなかった地域まで足を運ん

で長期間の滞在を楽しんだり、繰り返し訪れたりする人も増えています。

こうした交流は、新たな学びや楽しみの機会とともに、多くのビジネスチャ

ンスをもたらしています。

まちには、市民も訪問客もいつでも楽しめる長崎ならではの食や体験があ

ふれていたり、交流の中で生まれた新たなサービスが提供されていたり、様々

な形で消費が喚起されていて、経済の好循環が市民生活を豊かにしています。

17

ぐ

1ΠIHΠ1Π11Π1Π1Π1ΠΠΠΠ1Π川Π1111川Π1111ΠHΠΠ11ΠΠΠ111
POINT

r-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー^一『

す歴史、文化、景観、自然などの地域資源を守り、育て、創造し、都市の魅力

を高める取組みを進めます。

す訪問客をまち全体で歓迎し、長崎らしくもてなすことができる、世界に通用

する交流のまちづくりを進めます。
」

◆平和な世界、持続可能な世界の実現に貢献しています

「核兵器廃絶」と「世界恒久平和」の実現に力を尽くし続けることは、被爆

地長崎の使命です。

被爆者のいない時代が現実となりつつぁる中でも、世界中の都市や市民社会

と連帯し、歩みを止めることはありません。

(

被爆の実相の継承や核兵器廃絶に向けた活動は、行政だけでなく、多くの団

体が特色や強みを活かして、様々な形で活発に展開されていて、被爆者の思い

は、確実に、力強く未来につながれています。

そして、「平和の文化」は日常の中にも根付いていて、一人ひとりが平和に

ついて考え、行動しています。

、

日々の生活の中には、思いやりとやさしさがあふれています。

「国際的な交流のまち」として、人種、民族、国籍、性別、年齢、障害の有

無、思想、宗教、性自認や性的指向など、多様性が尊重されています。

また、貧困や飢餓、環境破壊など、世界中が抱える様々な問題に対し、企業

や大学、行政、金融機関など様々な主体が連携して「誰一人取り残さない世界」

をめざした積極的な取組みが行われています。

特に、医学や環境などのいくつかの分野では、長崎市における先進的な取組

みに対し、世界からの期待が高まっています。

^^
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このように、世界の人々と連携して平和な世界、持続可能な世界の実現に貢

献するまちを、市民のだれもが誇りに思っています

4 L _ J L LI」.1」 L LI_________________________________
5

1す被爆者のいない時代の到来に備え、被爆の実相の継承や核兵器廃絶に向けた

活動を進めるとともに、「平和の文化」を市民社会に根付かせていきます。

-SDGS(持続可能な開発目標)の達成に向けた取組みを通じて、地球と世界

1 に貢献できるまちづくりを進めます。

POINT

めざす2030年の姿に近づくためのまちづくりの方針

「めざす2030年の姿」に近づくため、8つのまちづくりの方針を示します。

なお、これらの方針にはSDG.(持続可能な開発目標)がめざす17のゴ

ールを関連付けることで、その達成に向けた取組みを一体的に推進していく

こととします。

この計画期間におけるSDG.への取組み姿勢や主要な取組みの成果が、

全国的にも高い評価を得られることをめざして取り組みます。
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1 【まちづくりの方針A】

私たちは「独自の歴史・文化を活かし、多様な交流と満足を生み出すまち」を
めざします

川長崎市の現状と課題

◇長崎のまちが持つ個性の継承・活用に向けた取組みは一定進み、長崎に誇りを

感じる市民は増えている。今後は、その魅力の発信の充実と更なる資源磨きが必

要である。

◇人口減少や、旅行のトレンドが団体から個人・小グループの旅行へと変わって

きていることなどを背景に、観光のあり方は変化しており、以前は観光客数など

の「量」を追い求めてきたが、現在は観光消費額や満足度などの「質」を重視し、

官民連携のもと高付加価値のサービスの提供などに取り組んでいる。

◇長崎市を訪れる観光客数は増加傾向にあったものの、コロナ禍により観光需

要が激減し、観光関連産業は大きく落ち込んでいることから、新しい生活様式や

新しい旅のスタイルに即した観光客の受入れと段階的な誘客拡大を図る必要が

生じている。

併せて、当面の間、コロナ禍前のような観光客数が望めない状況にあうては、

これまで以上に「量」より「質」を重視する必要が生じている。

◇出島メッセ長崎、新幹線、長崎スタジアムシティプロジェクト、松が枝国際観

光船埠頭の2バース化等の基盤整備が進んでいる。

◇コロナ禍において国を超えた移動に伶亦艮があるなか、新たな方法による国際

交流を模索する必要がある。

③主な取組み方針

◇将来にわたって持続的にまちの個性を継承・活用していくため、引き続き、ま

C

(

②長崎市がめざす方向

世界に通じる長崎独自の歴史文化などの資源を磨き、活かし、その魅力を発信

します。市民に愛され、市民の誇りとなり、世界の人々から選ぱれ、多様な交流

を生み出すまちをめざします。

世界レベルの質の高いサービスの提供を促進するとともに、観光・ MICE

(※1)等での訪問客に関わる新たな雇用の創出を実現させ、かっ観光関連産業

を生産性の高い産業へと変革させます。市民や事業者が観光まちづくりに参画

し、楽しめる環境づくりをすることで、訪問客と受け入れ側である事業者、市民

の3者がそれぞれ満足するまちをめざします。

世界の一流を学び、世界に通用する人材、文化、芸術、技術等を生み出し、様々

な分野での交流により世界をつなぐ役割を果たします。今後、更に海外からの訪

問者、外国人住民が増加する中で、市民の国際理解をより深めていきます。

19

2
3
4
5
6
7
8
9

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5

6
 
7

3
 
3



ちdくり活動への支援及び人材の育成に力を入れていきます。

◇長崎のまちが持っ価値を多くの人が認知し、まちづくり活動へ参加してもら

うための取組みを強化することでシビックプライド(※2)を高め、地域社会全

体で個性の継承・活用に取り組む士台をつくります。

◇地域の恵まれた景観や自然に加え、歴史や産業や人々の暮らしを含む魅力を

市民が共有し、来訪者も共感できるまちづくりや地域づくりに取り組みます。

◇長崎のまちが持っ魅力を、住む人も訪れる人もだれもが安全・快適かつ効果的

に感じることができるようにするため、都市機能の向上を図るとともに、 DMO

(※3)をはじめとした民間団体等と連携し、様々なエリアの周遊を促進する仕

組みづくりや高付加価値のサービスの提供などに取り組み、観光消費額の拡大

を図ります。

◇DM0を中心としてICT (※4)を活用した戦略的・効果的なプロモーシヨ

ンを行うことで、国内観光客だけでなく、外国人観光客やMICE参加者等の新

たな来訪者の得をめざします。

◇地域課題の解決や将来的な移住に向けた裾野を拡大するため、市外に居なが

ら継続的に多様な形で長崎を応援してくれる「関係人口」の創出・拡大に取り組

みます。

◇市民の国際性を豊かにするため、 A1などを活用し、より身近に、より気軽に

国際交流できる環境整備、情報発信を行うことで、市民の国際交流の機会を増や

します

【関連が深いSDG 8】

【関連する外部環境】

◇過疎化・少子高齢化などを背景に、文化財の滅失や散逸等の防止が緊急の課

題であり、未指定を含めた文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会総がか

りで、その継承に取り組んでいくことが必要であり、地域における文化財の計

画的な保存・活用の促進や、地方文化財保護行政の推進力の強化を図るため文

化財保護法の改正が行われている

◇2019年4月のフランスのノートルダム大聖堂の火災に続き、 2019年10月に

は沖縄県那覇市の首里城跡でも火災が発生したことを契機に、より厳しい文化

財防火対策等の必要性が再認識されている。

囲囲 ◆、,鳥
風◆,

'◇UNWTO (国連世界観光機関)の2020年(令和2年) 1月の発表では、

,2019年(令和元年)の世界全体の国際観光客数は前年より約5,400 万人増

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^『
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(前年比3.既増)の 14 億6,100 万人となった。 20四年(平成21年)はり

ーマンショックの影から減少したが、それ以降は10年連続での増加となっ

た。

◇2020年(令和2年) 1月、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、中国政'

府により国内に加え海外への団体旅行等が禁止され、その後、多くの国において'

政府による入国制限や海外渡航禁止等の措置が講じられたこと等により、日本,

向けに限らず、全世界的に旅行者の往来が大幅に減少した。

◇特定の時期、特定の場所に集中しがちな従来の旅行スタイルから転換するた

め、より安全で快適な「新しい生活様式」による旅行スタイルのあり方が検討

されている。

◇ウィズコロナ時代の旅のありかたとして、自宅近隣への日帰り観光や宿泊観:
光といったマイクロツーリズムに注目が集まうている。

◇政府は、ポストコロナ時代においてもインバウンド(※5)は大きな可能性が'

あり、観光先進国を実現するために官民一体となり観光の活性化に向けて取り

系且むとしている

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

※I MICE

MICEとは、企業等の会議(Meotin三)、企業等の行う報奨・研修旅行(インセンテ

イプ旅行)(1ncenti"e Ttavel)、国際機関・団体、学会等が行う国際会議(convention)

展示会・見本市、イベント(Exh北ition/EV印t)の頭文字を使った造語で、これらの

ビジネスイベントの総称。

※2 シビックプライド

自分たちが住むまちに対して愛着や誇りを持ち、まちづくりに当事者として関わろ

うとする気持ち。

※3 DMO

DMO : Destinetion Mana宮ementAlatketing otgeni乞ヨtion の略。様々な地域源を

組み合わせた観光地の一体的なブランドづくり、ウ=ブ・SNS等を活用した情報発信・

プロモーション、効果的なマーケティング、戦略策定等について、地域が主体となっ

て行う観光地域づくりの推進主体

※4 1CT

InfoTmation & C01皿Unications Techn010gyの略情報通イ言技術。

※5 インバウンド

外国人が訪れてくる旅行のこと。日本へのインバウンドを訪日外国人旅行または訪

日旅行という
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【まちづくりの方針B】

私たちは r平和を愛し、平和の文化を育むまち」をめざします

m 長崎市の現状と課題

◇核兵器廃絶、世界恒久平和に向けた役割を担う都市として、被爆都市長崎への

期待が高まっている。

◇国内外で平和アピールを効果的に行う人材が長崎大学核兵器廃絶研究センタ

ー(RECNA)を中心に長崎に集まるとともに、若い世代を含めた個人や団体

がそれぞれの特色や強みを活かし、平和分野で目覚ましい活動をしているが、団

体間の連携を進めるととで、更に平和アピールカを高めることが期待されてい

る。

◇被爆者が高齢化し、「被爆者のいる時代の終わり」「被爆者のいない時代の始ま

り」が目前に迫り、限られた時間の中で被爆の実相を次世代に伝える取組みがま

すます求められている。

◇これまでは被爆者が先頭に立って取組みを進めてきたが、やがて訪れる被爆

者がいない時代にも歩みを止めず前に進むためには、市民社会の力強い後押し

が必要である。

◇国内外の多くの市民が当事者として平和について考え、行動する必要がある

が、平和活動の裾野の広がりが十分でなく、平和活動に参加する人が固定化し、

核兵器の問題や平和活動は特別な人たちのものと捉えられる傾向がある。とれ

まで平和に関心のなかった人々も含め、それぞれの興味や関心のあることを通

して平和について考える新たな仕組みが必要である。

②長崎市がめざす方向

核兵器の悲惨さを体験したまちとして、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に

力を尽くすまちであり続けます。

「被爆者がいなくなる時代」が現実のものとなる被爆 100 周年を見据え、被

爆者に代わって様々な方法で、次世代に被爆の実相や平和への思いを伝えるま

ちであり続けます。

また、多くの人々が、それぞれの興味や関心のある活動を通して被爆の実相の

継承と平和の発信に関わることができるよう新たな手法を取り入れるとともに、

市民の日常の中に平和の文化を根付かせ、その文化を世界中に広げるまちをめ

ざします。

22

③主な取組み方針

◇「核兵器廃絶」と「世界恒久平和」の実現に向けて力を尽くすことは、被爆地・

長崎の使命であり、国内外の平和団体や関係機関等と連携・協働しながら、これ

からも引き続き取り組んでいきます。

◇原爆の悲惨さを将来にわたって伝え続けるため、語り継ぐ「ひと」の育成や、
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1 無言のうちに被爆の実相を伝える「もの」や「場所」の保存活用を図ります。

◇国際社会において、「核兵器のない世界」こそが世界のルールだという流れを

確立するため、市民社会が声を上げる環境をつくっていきます。

◇国内外の多くの市民が当事者として平和を考え、行動する機会づくりが重要

であることから、芸術やスポーツなどを通して、その活動の入口を増やしていき

ます

【関連が深いSDGS】

田圃
C

L

【関連する外部環境】

,◇2021年1月、人類史上初めて「全面的に核兵器は違法」と明記した国際法で
ある「核兵器禁止条約」が発効したものの、核保有国・核の傘の下にいる国々は.

批准していない。

◇依然として世界には 13,410発もの核弾頭が存在し(2020年6月時点)、新しい

高性能の核兵器や、使いやすい小型核兵器の開発と配備も進められており、その

'結果、核兵器が使用される危険性が高まうている。

,◇第二次世界大戦、原爆投下から75年が経過し、戦争・被爆の記憶の風化が進

,み、平和について考える機会や認識の地域間・世代間の格差が広がっている。

,◇VR (※1)など最新の映像技術による被爆の実相の継承や、 SNSなどのツ

,ールを使った平和活動の情報発信など、若い世代を中心に新たな手法を使った

1取組みが生まれている

VR

Viτ加alRealitγの略。仮想現実などと訳される

覚的には本物巴同等の本を感じさせる技術

物理的には存在しないものを、感

.

※1

2
3
4
5
6
7
8
9

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1



【まちづくりの方針C】

私たちは「人や企業に選ぱれ、産業が進化し続けるまち」をめざします

24

m 長崎市の現状と課題

◇水産農林業の従事者数は、総人口の減少率以上に減少し、高齢化している。

◇耕作面積の減少により、農地の遊休化、荒廃が拡大している。

◇長崎産品の域外における認知度が低く、消費拡大が十分に図られていない。

◇商工分野においては、基幹産業が大きな転換期を迎えるなか、ロボットや10

T (※1)の導入などにより、製造工程などにおける従来型の労働環境も変化し
ようとしている。

◇首都圏をはじめ大都市部の採用圧力が強い中で、若年者の県外就職、県外進学

などによる転出超過が著しい。

◇地場企業の人材確保は、依然として厳しい状況が続いている。

◇情報系企業を中心に企業誘致が進んでおり、長崎市が抱える社会課題を解決

しようとする試みが始まりつつある。

◇新型コロナウィルス感染症の流行を契機として、デジタル化など、市内企業の

早急な対応強化が望まれている。

②長崎市がめざす方向

水産農林業の収益性を向上し、職業としての魅力を高めることで、次世代につ

ながる水産農林業をめざします。また、長崎が誇る高品質な農水産物の魅力を発

信し、供給を推進します。

企業や事業者等が新たな分野へのチャレンジなどを通して経営力と競争力を

高め、多くの雇用を生み出す活気のあるまちをめざします。

長崎の強みを活かして情報通信関連分野や医工連携関連分野などの企業の誘

致を進めることにより、企業に選ばれるとともに、働く意欲のあるあらゆる人に

とって働きやすいまちをめざします。

③主な取組み方針

◇水産農林業にっいては、官民連携のもとで生産基盤の強化やスマート化によ

る効率的で安定した経営を推進し、稼げる、魅力的な産業に育てることで、担い

手の確保につなげます。

◇地域との連携のもと、小規模で分散した農地を集約し、意欲ある担い手にまと

めて託すなど、地域の農業を守り、持続するための取組みを推進します。

◇地元農水産物にっいて、域内外に向けた効果的な情報発信により、消費拡大を

推進します。

◇商工分野にっいては、人口減少や新型=ロナウィルス感染症の影響が続くな

か、各産業を維持・拡大する取組みを引き続き進めます。

◇企業誘致に関しては、災害が少ない、高等教育機関の数が比較的多く、若い世
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代の秀な人材が多いなどの長崎が持つ「強み」の発信を更に進めるとともに、

誘致企業の人材確保や地場企業との協業の取組みを支援します。

◇若い世代の転出超過に歯止めをかけるため、新たな産業の創出と育成や企業

誘致、創業・スタートアップの促進、地場企業の雇用の強化などに取り組み、将

来に向けた安定的な雇用の確保・拡大の実現に向けて取組みを推進します。

◇企業や事業者等の経営力強化に向けて、人材の育成を支援します。

◇産学官金が連携しながら、新たな産業の創出に向けた取組みを後押しするこ

とにより、まちの経済の活力維持と働く場としての魅力向上を図ります。

◇移住希望者に対して、長崎で働く魅力、長崎で暮らす魅力の発信を行い、仕事

のマッチングなどきめ細やかな移住相談の対応を行うことにより、働く世代の

移住を促進します

C

【関連が深いSDG.】

q
..,

.

きかいも

邦済抜長も

【関連する外部環境】
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

,◇世界の食糧需給は、人口の増加や開発途上国の経済発展による所得向上に伴'

陸の豊力さも

寸ろう

う畜産物等の需要増加に加え、異常気象の頻発、水資源の制約による生産量の減

少等、様々な要因によりひっ迫する可能性がある。とのような世界の食糧需給を

踏まえ、日本の食糧の安定供給は、国内の農業生産の増大を図ることを基本とし

輸入や備蓄を適切に組み合わせることにより確保することが必要となうている。

◇日本経済を取り巻く国際経済環境においては、持続可能で包摂的な経済社会

を実現するべく、世界が一体となってSDGS(※2)の達成に取り組む機運が

高まる一方で、新たな技術や知的財産をめぐる国際的な刺礫や大国間の貿易摩

擦が発生している。

◇グローバル化の進展に対して、保護主義に代表される内向きで自国中心主義

的な動きが台頭している。特にエネルギー等で対外依存度が高い日本は、こうし

た国際政治動向や経済情勢の不安定化に大きな影を受けやすい。

◇世界の経済活動は、新型コロナウィルス感染症拡大の影とそれに伴う需給
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1 の混乱により、2020年には急激に縮小することが見込まれる。世界経済の見通

しは引き続き不確実性が高く、より大きな下方りスクにさらされている一方で、

経済活動が少しずっ再開し、各国の政策効果が現れることにより、世界の経済活

動は徐々に回復に向かうことが見込まれる。

◇Society5.0(※3)の実現に向けて進められてきたイノベーション(※4)を

前提とした社会づくりが、新型コロナウィルス感染症拡大を機に加速しつつぁ

り、一気に実現時期が早まる可能性がある。

◇新型ニロナウィルス感染症の影がく続き、これと共生する社会に移行す

る場合、国民の意識改革によって、技術のイノベーション、経済・産業構造の変

革、経営改革、社会のパラダイムシフト(※5)等、経済社会が根底から変わる

可能性がある。

◇新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、都市部での働き方や暮らし方につい

て、労働意識にも変化が生じており、地方部への人口分散に向かう可能性もある

4

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

※5

」

※1 1 0 T

Internet of ThinESの略人を介さず、モノが自動的にインターネットと繋がる技

術のこと

SDGS

「sU武.ineble Development Goals (持続可能な開発目標)」の略称。平成27(2015)
年9月25日に国連サミットで採択された、令和12(203の年までに持続可能でよりよ
い世界をめざす国際目標。17 のゴーノレ・169 のターゲットから構成され、地球上の
「誰一人取り残さない Qe劃e no ono behind)」ことをっている

Society5.0

狩猟社会(society l.ω、農耕社会(society 2.0)、工業社会(society 3.0)、情報
社会(society4.0)に続く、新たな社会を指すもので、第5期科学技術基本計画に
おいて我が国がめざすべき未来社会の姿として初めて提唱された。サイバー空間(仮
想空間)とフィジカル空間(現実空間)を高度に融合させたシステムにより、経済発
展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会(society) A1やロボットなど
の技術で、世界の様々な課題の解決をめざす

イノベーション

技術革新。社会の変革。

パラダイムシフト

社会の規範や価値観が変わること

※2
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【まちづくりの方針D】

私たちは「環境と調和した持続可能なまち」をめざします

a)長崎市の現状と課題

◇環境負荷の低減につながる様々な取組みにより、多くの市民の中に省エネや

ビみ減量など身近な環境行動の意識が広がりつつぁるが、幅広い市民への浸透

度はまだ十分とは言えない。

◇地球規模での気温上昇、干ばつなどの気候変動や災害の顕著化により、市民に

も地球温暖化問題に対する危機感が広がうてきている。

◇地域における再生可能エネルギーの活用は徐々に拡大しつつぁるものの、ま

だ化石燃料等への依存度が高く、新たな再生可能エネルギーの導入やエネルギ

ーの地産地消、先端技術を活用した自立分散型のエネルギーシステムが求めら

れている。

27

ぐ、 ②長崎市がめざす方向

豊かな自然を大切にし、自然と触れ合う機会を増やすなど、自然との共生を図

るとともに、ごみの分別やりサイクルの推進等により資源循環型のまちをめざ

します。また、脱炭素社会の実現をめざし、地域で生まれた再生可能エネルギー

を地域で活用する「エネルギーの地産地消」を推進するなど、地域の資源を最大

限活用しつつ、環境と調和した持続可能なまちをめざします。

③主な取組み方針

◇世界的にも環境への関心が高まってきたこの機会を捉え、環境と調和した持

続可能なまちの実現に向け、一人でも多くの市民が当事者意識を持ち、日常生活

における環境に配慮した行動(エコライフ)につなげていくための取組みを更に

加速させていきます。

◇市民や環境団体、事業者等と連携し、豊かな自然を守り育てる環境保全の取組

みを拡大させます。

◇4R (りフューズ・りデュース・りユース・りサイクノレ)の意識を醸成し、ご

みの減量及びりサイクル活動を促進するために、市民及び事業者に対して戦略

的な周知・啓発を行います。

◇官民連携のもと、再生可能土ネルギーの更なる利活用と地産地消の推進・拡大

を図るとともに、自治体新電力の取組みや新たな脱炭素事業を創出することで

環境と経済の好循環を図ります。

◇ごみ焼却施設の建替えに伴い、ごみ焼却で生み出されるエネルギーを最大限

に活用する地域エネルギーセンターへの転換を図り、各産業への電気や熱の供

給等で地域に貢献することをめざします。

(

2
3
4
5
6
7
8
9

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7



1 【関連が深いSDGS】

質の嵩い穀青を

みんなに

L

臼工囲
囲圃

海のn九さを

守ろう

住み続け'る

まつく1 を

巧
陸の豊かさ屯

寸ろう

,◇2015 斥9月の国蓮子ミテトにおいて、藁虜の保至7豆番活'動の発晨二1士会の,
【関連する外部環境】

向上を統合的に実現するための国際目標である「持続可能な開発目標(SDGS

(※ 1))」が成立している。

◇2020年以降の温室効果ガス排出削減等のための新たな国際枠組み「パリ協定」

が本格運用を開始している。

◇パリ協定を契機とする「環境面への配慮の度合いを企業価値と捉える」動きの

拡大などと相まった、企業や金融機関における脱炭素化を取り込んだ企業経営

の世界的進展【E S G (EnⅦto"m.nt 環境・sooi01社会・G0兜t始"ce 企業統治)

投資(※2)等】がみられる。

◇産業革命前に比べて世界の平均気温が約1て上昇し、世界各地で熱波、山火事、

洪水、海面上昇、干ばつなどの気候変動による影が頻繁に起こり始めて粘り、

日本各地でも、猛暑、台風、集中豪雨、洪水などの異常気象により痛ましい被害

が発生している。

◇「気候非常事態宣言」の動きや若者による気候変動への対策を求める動きなど、

環境問題に対する危機意識や関心の高まりが見られる。

◇国内においては、 society5.0 (※ 3)が提唱されており、 1 0 T (※4)、ロ

ボット、 AI(※5)等の先端技術を取り入れて新たな価値を生み出すことによ

り経済発展と社会的課題の解決の両方を実現することが期待されており、新型

コロナウイルス感染症を契機にその動きが加速する傾向がある
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※1 SDGS

「susteineble D即eloP鵬nt G卵1.(持続可能な開発目標)」の略称。平成27(2015)

年9月25日に国連サミットで採択された、令和 12(203の年までに持続可能でよりよ

い世界をめざす国際目標。17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の

「誰一人取り残さない(1e卸e no ono behind)」ことを誓っている。

ESG投資

環境・社会・企業統治に配慮している企業を重視・選別して行う投資のこと。

Society5.0

狩猟社会(sooioty l.0)、農耕社会(society 2.の、工業社会(sooi.ty 3、の、情報

社会(sooioty4.のに続く、新たな社会を指すもので、第5期科学技術基本計画に

おいて我が国がめざすべき未来社会の姿として初めて提唱された。サイバー空間(仮

想空間)とフィジカル空間(現実空問)を高度に融合させたシステムにより、経済発

展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会(socioty)。 A1やロボットなど

の技術で、世界の様々な課題の解決をめざす。
1 0 T

Int0血.t of thingS の略。人を介さず、モノが自動的にインターネットと繋がる技

術のこと。

AI

紅tificia11nte11igeno0 の略。人工知能。知的な機械、特に知的なコンピューター

プログラムを作る科学と技術のこと。

※2

※3

ぐ、

※4

※5
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1 【まちづくりの方針日

私たちは「だれもが安全安心で快適に暮らし続けられるまち」をめざします

a)長崎市の現状と課題

◇道路構造物や上下水道施設、市営住宅等インフラの老朽化が進み、今後莫大な

更新費用や維持管理費用の上昇が予想される。

◇市中心部への都市機能の集中と民間投資が継続することにより、都市のコン

パクト化が加速している一方で、都市部における住宅の分譲価格や賃貸価格の

上昇のほか、賃貸住宅に関しては量的不足が生じている。

◇世帯数の減少や高齢者の増加により、管理が適正になされていない空き家が

増加し、周辺へ悪影響を及ぼしている。

◇火災発生件数や犯罪発生件数、交通事故死傷者数が減少している。

◇人口減少、少子化・高齢化、核家族化の進展などにより、地域の防災や防犯活

動の担い手が不足しており、地域の様々な団体と連携したまちづくりが求めら

れている。

②長崎市がめざす方向

地域ごとに都市機能が集約され、市中心部と市内の各地区とが公共交通機関

や道路、情報などのネットワークで結ばれ、それぞれの地域にあった暮らしやす

さがあるまちをめざします。また、地域のつながりにより、災害に強く、犯罪や

交通事故が起こりにくい安全安心なまち、人と環境にやさしい住環境や利用し

やすぃ公共交通機関などが整った快適に暮らせるまちをめざします。

③主な取組み方針

◇安全・安心で快適に暮らせるまちであることは、市民が生活するうえで、全て

の土台となるものであり、公共インフラの適切な整備、維持管理については継続

性を持って取組みを進めます。

◇今後の人口減少や少子化・高齢化の中で、これまで以上に「コンパクト+ネッ

トワーク」(※1)を意識し、総合的な視点で進めていくため、あらゆる施策に

つながりを持たせ、組み合わせて取り組みます。

◇若者、子育て世帯、単身高齢者など、だれもが収入や家族形態、身体の状況、

ライフスタイルに応じて住まいを選択できるようにする取組みとともに、人と

環境にやさしく、空き家対策や建物の耐震化、宅地のがけ災害対策により安全・

安心な住環境をつくる取組みを進めます'

◇地域の防災や防犯、交通安全に関しては、自分の安全は自分で守るという意識

や、地域で助けあう意識を高めるとともに、地域の様々な団体と連携した取組み

を進めます。
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1 【関連が深いSDG S】

固0目
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すべての人に

哉康と福祉を

◇道路や橋、上下水道、市営住宅など経済成長期以降に整備した公共インフラが

老朽化し、今後、維持管理費用や更新費用が加速度的に増加する。

◇世帯数の減少や高齢者の増加により空き家が増加している。

η
住み挫けられる

まちづくりを

罪■

■卸

..'冨

..

..

'

..

.. ^

....

12

ーンソフでハー

目拝を遭凪しよう

や
今忽
、◆,

【関連する外部環境】

◇近年、我が国は気象の急激な変化や自然災害の頻発化・激甚化にさらされてお

り、南海トラフ地震や首都直下地震も今後発生す、ることが危恨されている。国民

の生命・財産を守る防災・減災、国土強靱化については、防災、消防など公助の

役割は一層重要性が増すとともに、自助、共助の役割も重要性が増しているもの

の、人口減少、少子化・高齢化が進むなか、地域のつながりが希薄化し、地域防

災や防犯の担い手が不足している。

◇刑法犯の認知件数は年々減少しているものの、女性や子どもを狙った凶悪な

犯罪や、高齢者を狙った特殊詐欺が発生している。また、インターネットやスマ

ートフォンを介した消費者トラブルや犯罪、コンピュータウイルスの流布や不

正アクセスなどのサイバーテロ(※2)が年々増加するなど、消費者被害や犯罪

が多様化している。

陸の豊力さも 1

't
^

^

◇人口減少、高齢化が進む中、地域の活力を維持するとともに、医療、福祉、商

:業、住宅等の生活機能を確保し、だれもが安心して暮らせるよう、地域公共交通
と連携して、ニンパクトなまちづくりを進める「コンパクトシティ・プラス・ネ

'ツトワーク」の考え方によるまちづくりが地方自治体に期待されている
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※1 コンパクト十ネットワーク

人口減少が進む状況においても、それぞれの地域に合った暮らしやすさを整えてい

くために、都市や地域の暮らしに必要な施設がまとまって(コンパクト)確保された

拠点と周辺の生活地区が公共交通や道路、情報などで結ばれた(ネットワーク)「ま

ちの形」。

サイバーテロ

コンピュータ・システムに侵入し、データを破壊、改ざんするなどの手段により、国

家又は社会の重要な基盤を機能不全に陥れる行為。

※2
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【まちづくりの方針日

私たちは「みんなで支え合い、だれもが健康にいきいきと暮らせるまち」をめざ

します

③主な取組み方針

◇すべての人の人権が尊重され、男女が社会の対等な構成員としてあらゆる分

野で活動に参画できるよう、市民意識の向上及び学習の機会の確保に努めます。

◇すべての人がそれぞれのライフステージにおいて元気でいきいきと暮らすこ

とができるよう、医療・介護・福祉におけるそれぞれの提供体制の確保を行いつ

つ、これらの専門分野における更なる連携強化による長崎版地域包括ケアシス

テムの推進や、民間団体の積極的な参画を促進することなどにより、様々な課題

を解決し、全世代にわたって切れ目のない支援ができる地域づくり・体制構築に、

より一層力を入れていきます。

◇結婚、妊娠、出産、子育てのすべてのステージにおいて、また、あらゆる場所

①長崎市の現状と課題

◇地域包括ケアシステム(※1)の構築、障害者や生活困窮者の自立支援、救急

医療体制の確保等、だれもがいきいきと住み続けられるための取組みが着実に

進んでいる。

◇婚活支援、子ども医療費の助成対象の拡大、「赤ちゃんの駅」の認定、待機児

童の解消、放課後児童クラブ等への支援など、結婚、妊娠、出産、子育てへの切

れ目のない支援の取組みが進んでいる。

◇若い世代の転出超過などに起因して、出生数は一貫して減少し続けている。

◇行政サテライト機能の再編成により、市民に近い場所で相談や支援を行うこ

とができる体制が整っている。

◇価値観が多様化し、家庭や地域における問題は複合化・複雑化しており、発達
障害や医療的ケアが必要な子どもへの対応、子どもの貧困、子どもへの虐待など

の問題が顕著化するとともに、医療や福祉サービスを維持するための人材確保

の問題など、新たな課題が発生している。

◇令和2年3月31日現在、長崎市の被爆者は25,726人、被爆体験者は5,244人

であり、どちらも平均年齢は80歳を超えて高齢化が一段と進んでおり、介護や

医療の必要な方が多く見受けられる。

◇被爆者と被爆体験者に対して国による総合的な援護施策が実施されているも

のの、更なる充実が求められている。

33
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②長崎市がめざす方向

すべての人の人権が尊重され、平等に社会に参画できるまち、住み続けたいと

思う地域で生涯を通して健康でいきいきと心穏やかに暮らすことができるまち

をめざします。また、子どもをみんなで育てる子育てしやすいまちをめざします。
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1 において、切れ目のない支援の充実を図ることにより、子どもの貧困や子どもへ

2 の虐待をなくすとともに、子どもをみんなで育てる子育てしやすいまちづくり

3 を推進します。

4 ◇外国人が暮らしやすい環境づくりと、日本人も含めた多文化共生のまちづく

5 りを更に推進していきます。

6 ◇高齢化する被爆者、被爆体験者への支援を国に対して引き続き求め、安心して

7 支援を受けられるようにします。

8

9 【.関連力t深し、S D G S I__________________
10

11

12

13

14

15

16 ンエンター干等を

実現しょう
17

18

白19

20

」すへての人に

.促康と;研止を

圖囲
21

22 【関連する外部環境】

L

23:◇人種差別、ジェンダー(※2)問題、障害者や子どもへの虐待、様々なハラス
24:メントなど人権侵害は多様化しているなか、世界人権宣言の精神を引き継ぐS
25:DG S (※3)が採択されるなど、すべての人の人権を保護し、平等で暮らしや
26:すぃ社会を実現していく機運が高まっている。
27 1◇令和元年10月1日現在、国内における高齢化率は28.4%となうており、総

28,人口が減少する中で砧歳以上人口はその後も増加し、2036年には高齢化率は

29.33.3%となり、 3人に1人が高齢者となる時代が到来すると推計されている。

30.超高齢社会の進行にあわせ、一人暮らしや高齢者夫婦のみの世帯が増加すると

31,ともに、介護が必要な方や認知症の方が増加している。

詑,◇だれもが、住み慣れた地域で自分らしく、心身ともに健康に、生きがいを持っ

開,ていきいきと暮らすことができるよう、医療の充実とともに、高齢者等の社会参

34,加の促進や障害者等の自立支援に向けた取組みが進んでいる。

闘:◇国内における出生数は減少が続き、 2019年には、初めて 90 万人を割り込み、
36:いわゆる「86 万ショック」と呼ぶべき状況であり、社会経済に多大な影響を及
37:ぽす少子化対策は喫緊の課題である。少子化に歯止めをかけるため、結婚の希望
謁:をかなえる出会いの場の創出や、妊娠期から子育て期にわたり経済的及び精神
39:的負担を軽減する切れ目のない支援などに加え、仕事と子育てを両立できる環

^^^^^^^^^^^^^^^^^



1 境整備、男性の家事・育児参画の促進など総合的な少子化対策に取り組む必要が

ある

◇国民生活基礎調査によると、平成30年の子どもの貧困率は13.5%であり、約

7人に1人の子どもが相対的貧困の状態であることが示された。子育てや貧困

を家庭のみの責任とするのではなく、地域や社会全体で課題を解決するための

取組みが求められている。

◇平均寿命の延び以上に健康寿命を延ばすことは、個人の生活の質の低下を防

ぐ観点からも、社会的負担を軽減する観点からも重要となっており、体や心の健

康づくりの推進を一層図ることが必要となうている。

◇高齢化が進む被爆者や被爆体験者の援護の充実を国に対して引き続き求めて

いく必要がある。

◇外国人労働者の受け入れ拡大をめざし、出入国管理法が改正されたことによ

り、今後多くの外国人労働者を受け入れる態勢を整える必要がある。

◇新型コロナウイルス感染症の拡大により、各種医療機関、大学、行政等が連携

し、医療体制の確保、感染防止対策の徹底などに継続して取り組んでいる

※3

※1 地域包括ケアシステム

超高齢社会への対応として、だれもが住みれた地域で安心して暮らし続けられる

よう、地域ごとに必要な医療や介護、介護予防の提供体制を整備し、住まいや日常生

活の支援を一体的に提供する仕組み

こフェンダ^

社会的・文化的に形成された性別男性像、女性像」

SDGS

「sustain北le Development G始1.(持続可能な開発目標)」の略称。平成27(2015)

年9月25日に国連サミットで採択された、令和 12(203の年までに持続可能でよりよ

い世界をめざす国際目標。17 のゴール・1印のターゲットから構成され、地球上の

「誰一人取り残さない(10創e no one behind)」ことをっている
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【まちづくりの方針G】

私たちは「未来を創る人を育み、だれもが学ぴ、楽しみ続けられるまち」をめ

ざします

5 a)長崎市の現状と課題

◇子どもの教育に関しては、個々の児童生徒の課題に沿った学習指導が行われ

ているが、学力調査の結果においては目標値を下回っているものもある。

◇胱学援助、通学費の助成などによる経済的援助の拡大や、すべての市立小・中

学校へのエアコン設置など、教育環境の改善が図られている。

◇少子化で児童生徒数が減少し、学校が小規模化しているため、統廃合などによ

る教育環境の整備を推進している。

◇施設の老朽化に伴い、建替えや大規模改修の必要性が高まっている。

◇生涯学習、スポーツ、芸術文化等においては、多くの市民が施設を利用し、利

用者の満足度も高いほか、経験や学びの機会は一定の充実が図られているが、競

技スポーツやレクリェーションの場の整備が求められている。また、芸術文化に

おいては、長崎市公会堂の廃止に伴い、市民が芸術文化活動を発表する場や鑑賞

する場が不足している。

◇少子化、高齢化、人口減少が進む中で、芸術文化等の担い手不足や、活動への

支障などが生じており、生涯学習、スポーツ、芸術文化等を通じた仲間づくりや

地域づくりなどの更なる広がりが望まれる。

0

②長崎市がめざす方向

未来を創る子どもたちが確かな学力と長崎を愛する心を身につけ、だれもが

生涯を通じて学び続けることができる社会の構築をめざしまt。

また、スボーツや芸術文化、イベントなどを気軽に楽しめる暮らしの創出をめ

ざします。

36

③主な取組み方針

◇子どもの教育に関しては、学力恂上や健やかな心と体の育成に向けた基礎的

な取組みの更なる充実を図ることはもとより、長崎のまちを支える担い手を育

てる長崎市独自の取組みの充実を図ります。

◇Society5.0(※ 1)時代を生きる子どもたちの未来を見据え、この時代を生き

るために必要な力となる情報活用能力を育成していきます。

◇生涯学習やスポーツ、芸術文化などの面では、新たな文化施設やスポーツ施設

などのハード面の充実とともに、個々の体験や知識を通じて人と出会う、つなが

るといった流れを創出し、だれもが生涯を通じていきいきと学び、楽しむととが

できる仕組みづくりを官民連携して行います。
,、
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【関連が深いSDG5】
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【関連する外部環境】

,◇グローバル化や知識基盤社会(※2)の到来,少子高齢化の進展など、社会が

,急速な変化を遂げていることに伴い、子どもたちが様々な変化に積極的に向き

合い、他者と協働して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め、そこか'

゛」

の高い教訂を

ら得た知識を再構築するなどして新たな価値につなげていくことが求められる

中で、今後、教育の多様化がますます進んでいくと思われる。

◇日常生活の様々な場面でICT (※3)を用いることが当たり前となっている

子供たちは、情報や情報手段を主体的に選択し活用していくための基礎的な資

質としての「情報活用能力」を身に付け、情報社会に対応していく力を備えるこ

とがますます重要となっている。

◇人口減少やコミュニティの衰退を受けて、住民参画による地域づくりがこれ

まで以上に求められる中、「『社会教育』を基盤とした人づくり・つながりづくり・

地域づくり」が一層重要になうている。

◇人口減少、少子高齢化社会を迎え、新型コロナウイルス感染症に起因した新し

い生活様式が確立されるなど、社会環境が大きく変化する中で、スポーツには、

これまでの健康増進や生きがいづくりという目的だけでなく、スポーツ資源を

地域の魅力づくりやまちづくりの核とすることで、地方創生に貢献することや

シェンター平等を

寅現しよう

白

,人と人とのつながりにより、人々の意識や行動を変え、社会の課題の解決につな

げることが求められている。

◇平成30年3月に閣議決定された「文化芸術推進基本計画一文化芸術の「多様

な価値」を活かして、未来をつくるー」では、文化芸術は、国民全体及び人類普

遍の社会的財産として、創造的な経済活動の源泉や、持続的な経済発展や国際協

力の円滑化の基盤となるものであり、文化芸術の本質的価値に加え、社会的・経

済的価値を有していることが明確化されている。

◇インターネットの普及や価値観の多様化により、時間や場所を問わず、趣味、

芸術文化、スポーツなどを楽しみ、教養を高めることができる時代となっている
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1 からこそ、他者との共感、体感を通じて、人と人をつなぐ場や機会の提供が、ま

すます重要となってきている
^^^^^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

※1 Society5.0

狩猟社会(society l.0)、農耕社会(society 2.0)、工業社会(sooiety 3.0)、情報

社会(sooioty4.0)に続く、新たな社会を指すもので、第5期科学技術基本計画に

おいて我が国がめざすべき未来社会の姿として初めて提唱された。サイバー空間(仮

想空間)とフィジカル空間(現実空間)を高度に融合させたシステムにより、経済発

展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会(sooioty)。 A 1やロボットなど

の技術で、世界の様々な課題の解決をめざす。

知識基盤社会(血OwlodEe-based sooioty)

2005年(平成17年)の中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」で示され

た言葉。「新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域

での活動の基盤として飛躍的に重要性」を増した社会。
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1 【まちづくりの方針H】

私たちは「参画と協働によるまちづくりと確かな行政経営を進めるまち」をめ

ざします

4

①長崎市の現状と課題

◇長崎市よかまちづくり基本条例の制定により、まちづくりの当事者としての

市民の取組みを推進している。

◇吐也域コミュニティを支えるしくみ」の制度が構築され、課題解決に恂け主体

的に取り組む地区が増えてきた。

◇行政サテライト機能の再編成により、市民に身近なところで、寄り添った支援

を行う体制が整った。

◇長崎市は税収基盤が弱く、地方交付税などの国からの財源に大きく依存して

いるため、国の歳出抑制や効率化の影響を受けやすいことから、歳出の見直しや

自主財源の確保に努め、自律的な財政運営を行う必要がある。

◇施設の老朽化、人口減少など、公共施設を取り巻く環境が変化しており、全市

的な配置バランスや保有量の見直しが必要である。

◇幅広い世代への広報がうまくいっていないため、広報戦略を策定し、職員に広

報の指針を示して取組みを推進している。

◇社会のデジタル化に対応し、市民の利便性を向上させるためには、市役所のデ

ジタル化を強力に進める必要がある。
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②長崎市がめざす方向

まちづくりの当事者としての市民の力、地域の力により、少子化や高齢化など

の社会状況の変化の中でも暮らしやすいまちを維持していくため、市民がまち

づくりの主役となるまちをめざします。

多様化、複雑化する行政需要に対応できる市役所をめざします。

市民の声を聴き、サービスの質を向上させたり、市の政策や情報を正確にわか

りやすく伝えたりすることなどで、市民に信頼される市役所をめざします。(

③主な取組み方針

◇長崎市よかまちづくり基本条例に定める「情報の共有」「参画」「協働」の基本

原則に基づき、自治会をはじめとする地域の様々な団体や地域コミュニティ連

絡協議会、市民活動団体、市が相互に連携し、多様な地域課題の解決につながる

よう、時代の変化に合わせたまちづくりに参加しやすい仕組みづくりを引き続

き進めていきます。

◇自律的な財政運営を行うための自主財源の確保に向け、債権管理の適正化を

図り、効果的かつ効率的な未収金の縮減をめざすとともに、積極的な財産運用を

図ります。また、引き続き国等の動きを注視しながら、財源確保に努めます。

◇市役・所のデジタル化を強力に進め、行政手続きのオンライン化や業務の自動
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1 化・ペーパーレス化など社会のデジタル化に対応することで、市民の利便性向上

や業務の効率化を図ります

◇時代の変化に対応していくため、引き続き社会情勢等に見合った職員採用を

行うとともに、職員研修をはじめとする様々な取組みを推進し、人材の確保と

育成を行っていきます

{関連が深いSDG S】

固■§..囲
【関連する外部環境】

◇本格的な人口減少と少子高齢化時代を迎え、地域社会における課題解決のた

めの担い手の不足、連帯感希薄化等の問題に直面している地域も存在してい

る。多様化、複雑化する地域社会の諸課題に対する解決策は地域の特性に応じて

様々であり、行政中心の取組みだけでなく、地域住民、企業等、様々な地域社会

の担い手が主体的に協働し、ともに課題を解決する地域共生社会の実現に向け

て取り組む必要がある。共助の精神は、コミュニティの力を向上させ、地域社会

が抱える諸課題の解決に向けた大きな原動力となることが期待されている。

◇住民一人一人が、地域における課題を認識するとともに、地域における地域資

源を見っめ直し、時問をかけてそれを磨き上げていくことにより、多様性を持っ

た魅力的な地域社会が形成されることが期待されている。

◇新型コロナウィルスの感染拡大により、経済活動の低迷や大規模な経済対策

による歳出増で、財政赤字は2020年度に大幅に拡大し、令和2年度末の普通国

債残高は約 946兆 6,468億円にも上っている。また、一般政府債務残高は対G

DP比238%に達しようとしており、我が国は主要先進国の中で最悪の水準とな

つている。

◇令和2年(2020年) 7月に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針

2020一危機の克服、そして新しい未来ヘー」に船いては、我が国社会全体のデ

ジタル化を強力に推進するため、まずは、デジタル・ガバメント(※1)の構

築を最優先政策課題として位置付け、行政手続のオンライン化やワンストツ

プ.ワンスオンリー化(※2)など取組みを加速すること。また、民間部門

のデジタルトランスフォーメーション(※3)を促進し、民間の投資やイノベ

ーションを誘発する環境づくりを進めることが樞われている

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

.
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※1 デジタノレ・ガバメント

行政のIT・デジタル化を進める政府の取組み

ワンストップ・ワンスオンリー化

1か所でサービス(手続き等)が完了すること、一度提出した情報は再提出不要とす

ること。

デジタルトランスフ分ーメーション

「デジタルによる変革」を意味し、1Tの進化にともなって新たなサービスやビジネ

スモデルを展開することでコストを削減し、働き方改革や社会そのものの変革につ

なげる施策を総称したもの。

4

※2

※3

(、
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3 1期基本、画

(1)第五次総合計画(基本構想・前期基本計画)の施策体系図

rめざず都市ノ

★個性輝く世界都市

★希望あふれる人間都市

●「世界都市」とは

平和、交流、産業などを通して長崎ならで
はの価値を世界に向けて発三するととも
に、長崎にしかできない役割を果たし、世
界に貢献することで、「世界のナガサキ」と
してキラリと光る存在感のある都市の姿

●「人間都市」とは

人間性が尊重され、お互いの個性を認め
合い、他者を思いやり支え合いながら、
子どもから高齢者までライフステージに
応じてだれもが豊かでいきいきと、幸福に

らせる都市の姿

rめざず2030年の聾ノ

・みんなでつながって、
らしやすさをつくり続

けています

・産業がもたらす活力
と技術の進歩を取り入

れ、生活のが高まっ
ています

・交流の歴史に培われ
た多様な魅力で人を惹
きつけています

・平和な世界、持可
能な世界の実現に貢
献しています

まちづぐりの方針r8項目ノ

A:私たちは「独自の史・文化を活かし、多
な交流と満足を生み出すまち」をめざします

rまちづぐりのぎ本聾身ノ
●つながりと創造で新しい長崎へ
市民等がお互いにつながることで、まち全体
がネットワーク化し、文化や産等の長崎市
が持つ様々な価値をめながら、世界にも通
用する新たな価値や仕組みを創造していくと
いう姿勢でまちづくりを進める

B:私たちは「平和を
まち」をめざします

【めざす2030年の姿】

「世界都市」「人都市け創ナでは、計画期中にめざすところが暖昧との市民の声を受け、計画の最終年度で
ある2030年度までにめざす状態を、市民等が少しでも具体的にイメージしやすいように描いておく「まちの姿」

C:私たちは「人や企業に選ぱれ、産業が進化
し続けるまち」をめざします

し、平和の文化を育む

D:私たちは「環境と餌和した持続可能なまち」
をめざします

【キーワード】
すQOL(生活の質)
すダイバーシティ(多様性)
すテクノロジー(科学技術)
すサステナビリティ(持続可能性
中レジリエンス(しなやかな強割

廓期臺本計酉の毒本施黄B9項目ノ

域の個性を守り、活かし、伝えます

交流のための都市機能を高め、賑わいを出し、観光まちづくりを進めます
国際性を豊かにします

爆の実相を継承します

兵器廃絶の実現に向け、着実に歩みを進めます
平和の文化を醸成します

場業者の成長を支援します

人や企業を呼び込み、新たな業を創出して、産業を強くします

世代につながる農林業を育てます
産を環境変化に強く活のある持可能な産業にします
元農水産物の消を拡大します

素社会の現をめざします

源を守り大切にする社会の現をめざします

を守り活かしますかな地

意・行の定着を図ります

域の連携,協力を促進し、防災体制の充実を図ります
犯罪、交通故のない地域づくりを進めます

0できる消生活環境をつくります
らしやすいコンパクトな市街地を形成します
全・安心で快適な住境をつくります

や公共交通による移動の円滑化を図ります

全・安心で快適な道路・公園をつくります

道水を安定して供給し、下水を適正に処理します

人権が尊され、様々な分野で男女が参画するまちをめざします

齢者が安心して自分らしい暮らしけられる地域づくりを進めます

者が安心して自分らしくらせるまちづくりを進めます

どもをみんなで育てる子育てしやすいまちづくりを進めます

爆被爆者の援護充します

活困窮者等が将来への希望を持てる支援を充実します

自らすすめる健康づくりを推進します
心できる衛生環境を確保します

心できる医境の充を図ります

崎のまちを愛し、新たな時代を生き抜く子どもを育みます
だれもが生涯を通じていきいきと学べる社会をつくります

スポーツ・レクリエーションの振興を図ります

芸術文化あふれるらしを創出します

市民との良好なコミュニケーションを図ります

回と協働による持続可能なまちづくりを進めます

民に信頼される市役所にします

H:私たちは「参回と協によるまちづくりと
かな行営を進めるまち」をめざします

E:私たちは「だれもが全安心で快適に暮ら
し続けられるまち」をめざします

'れる

F:私たちは「みんなで支え合い、だれもが健
にいいと暮らせるまち」をめざします

人たち1「
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まちづくりの方針A

私たちは「独自の歴史・文化を活かし、多様な交流と満足を生み出すまち」を
めざします

地域の個性を守り、活かし、伝えます

歴史文化遺産を市民の誇りとして保存・継承し、有効活用を図りますAI-1

歴史文化に対する市民識を高めその魅力を発信しますAI-2

地域の景観や自然などの個性を守り、みがき、活かしますAI-3

交流のための都市機能を高め、賑わいを創出し、観光まちづくりを進めます

観光源を磨き、魅力あるコンテンツを創造しますA2-1

戦略的な魅力発信と誘致活動を推進しますA2-2

交流のための都市機能を高め、安全安心,快適な滞在境づくりを推進しA2-3

観光・MICE関連産業を活性化しますA2-4

国際性を豊かにします

国際交流・国際理解の機会の充実を図りますA3-1

外国人住民がらしやすい境づくりを進めますA3-2

留学先としてのの向上を図り、魅力を高めますA3-3
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施策 AI

地域の個性を守り、活かし、伝えます

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

◆めざす姿を

AI-1

成るための個別施策

歴史文化'産を市民の誇りとして保存・継承し、有効活用を図ります

AI-2

文化財課

かけがえのない個性として、地域の中で大切1

守、活かされ、伝えられている。

A I-3

◆成果指標

成果指

文化財の指定等件数

[累計]

歴史文化に対する市民識をめ、その魅力を発信します

地域の観や自然などの個性を守り、みがき、活かします

基準値

254件

(R 2年度)

目標値

257 件

(R 7年度)

指の説明

①文化財の指定等(国指定(国宝など)・国選定文化

財、指定文化財、市指定文化財)件融

②件数がえることで、保存すぺき価債が高い文化財

に対する技術的・財政的支援を含む保措置の推進

が図られ、文化財の顕在化と効果的な維持管理が可

能となり、適物に活用・継承されると青えられるた

め。

③年虚末の実績件数を把握する.

④過去3年闡(H30~R2)で大きな減はないが、

今後指定となりうる文化財の候補の状況から3件を

目標とする。



主要な歴史文化施設

を訪れたことがある

市民の割合

66.5%

(R 2年度)

長崎の街並みや景観

に誇りを感じる市民

の割合

69.0%

(R7年度)

①市内の主要な歴史文化施設を訪れたことがある市民

の割合歴史文化博物館、歴史民俗資料館、外海歴

史昆俗資料館、シーボルト記念館、サント・ドミン

ゴ教会跡貴料館、高島石炭資料館、軍艦島資料館、

長崎(小島)養生所跡資料館)。

②歴史文化施設を訪れる人が増える二とで、歴史文化

に対する市民の関心が深まると考えられるため。

③市民意識調査により把握する.

④現状を維持し、少しでも増加に転じるものとして、

基準値から毎年度0.5ポイント増を目標とする。

①長岐の街並みや景翻に誇りを感じる市民の割合。

②市民が観に誇りを持っことは、施策の重要な成果

であると考えられるため.

③市民意識調査により把握する。

④市民の9割が誇りを感じている状態を維持する二と

を目標とする。

89.0%

(R 2年度)

◆関連するSDG8

巽の轟い敦自き

'んむに

90.佛

(R 7年度)

囲阿囲



別施策 AI-1

歴史文化遺産を市民の

ます

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

歴史文化遺産が

◆現状分析と取組方

りとして保存・継承し、有効活用を図り

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること1

02つの世界遺産登録により、歴史文イヒ産保全

の機運が高まり、文化財の保存整備が進んでい

る。

【強み】

0歴史が生んだ多様で多くの文化財がある。

【チャンス】

0出島メッセ長崎及び九州新幹線西九州ルート

の開業により交流が拡大し、ユニークベニュー

文化財の更なる活用が見込まれる。

適切1、保存継承され、広

ている。

文化財課

分析

開・活用が図られ

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0文化財の保存整備には多くの財源と技術者

を要するため、保存整を行うべき物件の

すべてに手できていない。

0文化財によっては活用方法が限定され、市

民や来訪者の二ーズと合致していないものが

ある。

【弱み】

0老朽化によりんだ文化財が多い。

【脅威】

0地域における少子高齢化等により伝統芸能

など無形の文化財において後継者が不足して

いる。

0所有者の高齢化等により、文化財の保存整

備が困難となっているものがある。

Ⅲ取組方

①文化財の指定等の推進

0多様で多くの文化財を適切に保するため、指定等を推進します。

②文化財の保存整・活用

0洋館などの有形文化財、出などの史跡及び世界遺産の構成'産等を地域で継承していくた

め、保存整を計画的に行うとともに、保存に係る知識や技術を習得するための機会をつ

くります。



0歴史文化遺産の活用にあたっては、その特性・価値を活かしながら、広く民間と連携.協力し、

より魅力的で効果的な企画・運営等を進めます。

0地域独自の伝統や文化を継承するため、後継者の育成を支援し、伝統芸能など無形の文化財の

保存を図ります。

◆成果指標

成果指標

市内の文化財の1年

当たりの保存整備件

数(引一1 に記載の被

を除く)

基準値

13 件

(R2年度)

出の入場者数

目標値

13 件

(R 7年度)

グラノ{^

数

指標の説明

①毎年実施されている文化財保存整備の件数.

②計画的に保存を継続することにより、文化財が

かけがえのないものとして大切に守られていると考え

られるため。

③年度末の実績により把握する。

④過去3年間の平均や今後の甍予定件数を勘案し、

毎年度13件を目標とする.

①出島の入者数.

②入場者が増えることで、国指定史跡出島和蘭商館

跡の活用が図られていると考えられるため

③入場者実績報告により把握する。

④過去の実緩を勘案し、600.000人を目標とする。

①グラバー園の入園者数。

②入圖者がえる二とで、国指定要文化財であり、

世界遺産「明治日本の産業革命遺産」の権成産で

ある旧グラバー住宅の活用が図られていると考えら

れるため。

③入園者実績報借により把握する。

④過去の実績を勘案し、996,000人を目標とする。

島の上腔者数。

②上陸者が増えることで、国指定史跡であり、世界遺

産「明治日本の産案革命遺産」の構成資産である端

島の活用が図られていると考えられるため。

③上陸者実績報告により把する。

④過去の実績を勘案し、 291.000人を目標とする

①指定等文化財を活用した市が所有する有料施設須

加五々道蔓術館、旧讐港上海組行長崎支店記念館、

ド・口神父記念館、中の茶屋、べっ甲工芸館、古写

真資料餓)の入館者数.

②入館者がえるこ七で、文化財の活用が図られてい

ると考えられるため.

③入館者実績松皆により把する。

④全座設における入館者数の過去3年間の平均値によ

り目標を設定する。

459,147 人

(R元年度)

の入園者

600,000 人

(R7年度)

769,218 人

(R元年度)

端(軍艦

陸者数

)の上

996,000 人

(R7年度)

上記以外の指定等文

化財を活用した市が

所有する有料施設入

館者数

124,935 人

(R元年度)

291.000 人

(R7年度)

能,719 人

(R元年度)

35,000 人

(R7年度)



◆連するSDG8

口の高い"nを
●ん4

〔連する計等〕

0 崎市文化財保纏条例

0長崎市歴史文化基本構想

0長崎市歴史的風致維持向上計画

0個別保存活用計画

0史跡「出島和蘭商館跡」復元整備計画

0出島条例

0国指定史跡「出島和蘭商館跡」保存活用計画

0世界遺産推蕭書

0管理保全計回

0修復・活用計画

0包括的保存計画

0長市景観計画

■囲因
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別施 A I-2

歴史文化に対する市民意を高め、その魅力を発します

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

長崎の歴史文化が

◆現状分析と取方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0長崎の歴史を学びたいという市民二ーズに応

えるために「ながさき歴史の学校」を開し、市

民の学ぴのを提供できている。

0長崎学ネットワーク会議において、民間団体等

との連携が図られている。

【強み】

0多くの歴史文化'料と報の拠点となる博物

館や'料館等がある。

0日本全国で唯一、1つの自治体内で2つの世界

'産をもつ。

【チャンス】

0インターネットやSNSの普及により、歴史文

化の魅力や価値を人々や行政が発信すること

が容易になっている。

市民に学ぱれ、親しまれ、国

いる

文化財課

分析

豆〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0効果的な報発信や常設展示の見直しが

十分でないため、歴史文化施設の入館者数が

減少傾向にある。

02つの世界'産があるまちである二とを

はじめ、長崎の歴史文化を極的にPRでき

ていない。

外に発信されて

皿取組方

①歴史文化の情報発信・理解促進

0歴史文化を学ぴ、親しむ二とができるよう、講座内容の充実に心がけて「ながさき歴史の学

校」をします。

0民間の歴史研究団体等と連し、長崎学の調査研究を推進します。

02つの世界'産があるまちとしての認知度を高め、世界遺産価値の理解促進を図ります。

0子どもから大人まで幅広い世代が楽しみながら、長崎の歴史文化を学ぶことができる仕組み

をつくります。



②歴史文化施設における展示・公開の充実

0長崎の歴史文化に触れる機会をっくり、理解促進を図るため、歴史文化博物館、歴史民俗'

料館等において充実した展示・公開を行います。

0展示・公開にあたっては、多語を含む丁寧な内表示と情報提供に努めます

◆成果指標

成果指標

歴史文化博物館等の

入館者数

基準値

404,659 人

(R元年度)

目標値

439,000 人

(R 7年度)

歴史文化請座参加人

数

指の説明

①歴史文化物館、歴史民俗資料館、外海歴史民俗資

料館における入館者數。

②入館者が増加することで、歴史文化に触れる機会の

創出と理解促進につながるとともに、長崎の歴史文

化に対する市民意識が向上し、国内外へ発信する二

とにより施設の入館者赦のにつながると考えられ

るため。

③対象施設の実績報告により把握する.

④歴史文化博物館は、市、指定理者で設定する目

標値、歴史民俗資料館及び外海歴史民俗資料館につ

いては過去3年間の実績をもとに目標を設定する。

①歴史文化施設(歴史文化物館、シーボルト記念

館、出で開催される講座及びながさき歴史の学

校の参加者数。

②歴史文化を効果的に発信できる講座への参加者数が

えることで、市民の歴史文化に射する意識が高ま

ると考えられるため。

③対象施設の実績綴告により把握する。

④過去3年間の実績(特別講座を除く)により目標を

設定する。

①長にある2つの世界遺産の両方を訪れたことがあ

る市民の割合。

②来訪者数がえることで、市民の世界遺産に対する

関心が高まっていると考えられるため.

③市民識調査により把する.

④毎年度2%増を目梶とする。

3,327 人

(R元年度)

2つの世界遺産を訪

れたことがある市民

の割合

3,700 人

(R 7年度)

◆閲連するSDG8

45.996

(R 2年度)

臂の轟い"nを
み'.1'に

郭.9%

(R 7年度)
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〔関連する計画等〕

0長崎市歴史文化基本構想

0長崎市歴史的風致維持向上計画

0世界遺産推薦書

0包括的保存計画

0個別保存管理整備活用等計画

55

ぐ

(



※白紙 ペ

、

0

0

56

ジ



別施策 A I-3

地域の景観や自然などの個性を守り、みがき、活かします

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

C

観や自然など地域の個性が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0ながさきデザイン会のアドバイスにより

規模建築物や工作物のデザインが向上し、良好

なまちなみ形成につながっている。

0景観門監の配により、公共施設を中心に良

好な景観づくりが進んでいる。

0遠及び中・近景の夜景整が進み、夜間景観

の魅力向上に繋がっている。

0長崎市歴史的風致維持向上計画が国の認定を

受け、東山手・南山手地区において、官民共同

の歴史まちづくり計画を策定しナこ。

守られ、みがかれ、活かされている。

景観推進室

状 分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていない二と】

0市民の景観に関する識醸成は一定図られ

ているが、指を要する合がある。

0職員の景観に関する識醸成は一定図られ

ているが十分ではない。

0条例反となっている屋外広告物について

一定改善はしているが、指は継続してい

く必要がある

皿取組方針

①良好な景観形成に係る助言・指導

0良好な景観形成に関して、観法に基づく観計画の適切な運用のため、観条例や屋外広

告物条例による助・指を行います。

②公共空間のデザイン向上

0景観門監やながさきデザイン会議などによる助言・指のほか、職員の景観に関する研修

を行います。また、景観に配慮した都市サインの適切な整備と維持を行うことで、公共空間

のデザイン向上を図ります。

③地域の魅力向上

0地域の自然や風土を活かしたまちの魅力向上と、「長崎独自の歴史や伝統を反映した人々の

営みと一体となって形成された良好な市街地の環境」いわゆる歴史的風致をみがき活かし

ていきます。



◆成果指標

成果指

長崎の街並みや景観

に誇りを感じる市民

の割合

基準値

89.0%

(R2年度)

「自然やまちの景

観」に関する観光客

の満足度

目標値

90.叫

(R 7年度)

89.フ%

(R2年度)

◆連するSDG8

指標の説明

1 崎の街並みや観に誇りを感じる市民の割合。

②市民が景銀に誇りを持つことは、施策の要な成果

であると考えられるため。

査により把握する。③市民

④市民の9割が誇りを感じている状態を雑持する二と

を目標とする。

①自然やまちの景観に、「大変満足」、「やや満足」 L

た観光客の割合。

②良好な景観形成は市民生活だけでなく、銀光の観点

から評価する二とも要であるため.

③翻光向調査により把握する.

④令和7年度までに観光客の飾"が満足する二とを目

標とする

..

分忽曲昏'

風◆,^^^^
■盾..■■

95.0%

(R 7年度)

〔関連する計等〕

0 市景観条例

0長市景観基本計回

0長崎市景観計画

0長市歴史文化基本構想

0長市歴史的風致維持向上計画

0環長崎港夜観向上基本計画

0長駅周辺エリアデザイン指針

0長市外広告物条例

J{ート,ーシリブτ
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基本施策 A2

交流のための都市機

※1を進めます

◆2025年度にめざ姿(なにが、どうなっている)

を高め、賑わいを創出し、観光まちづくり

訪問客・事業者・市民が

◆めざす姿を

A2-1

成するための別施策

観光'源を磨き、魅力あるコンテンツ※2を創造します

A 2-2

観光政策課

1 交流を通して、ともに満足している。

A 2-3

戦略的な魅力発と誘致活動を推進します

A 2-4

交流のための都市機能をめ、安全安心・快適な滞在環づくりを推進します

観光・MICE関連産業を活性化します

観光まちづくり

行政・ DMO ・事業者・市民が協力して「交流の産化」を加速させ、まちが潤い、暮らしやすさが向
上する二とで、訪問客・事者・市民が相互にWin-winとなる調和のとれたまちをつくること。

コンテン'y

観光の目的となる商品(モノ・サービス)のこと。

※2



◆成果指標

成果指

旅行消費額

[暦年]

準値

1,492億円

(R元年)

MICE消費額

[暦年]

目標値

1,604億円

(R 7年)

56億円

(R元年)

指標の説明

①霞光客による旅行消費額の推計値。

②資源の磨き上げにより、観光客の消費額が加する

と考えられるため.

③観光客等へのアンケートにより把握する。

④訪問客数は令和5年に令和元年レベルまで回復し、

その後2.2怖ずつ増加すると見込む。また、消費単

価につぃては、平成27年から令和元年の平均伸び

率をもとに、1.096ずつ増加すると込み、算出し

た数値を目標とする。

①訪問客の市内での消費額のうち、 MICEの参加者

及び主催者の消費額。(主催者消額は、「旅行消費

額」に包含Lていない。)

②MICEがまちにもたらす経済効果を示すと考えら

れるため.

③DMO((一社)崎国際観光コンベンシヨン協

会)の謂査等により把握する.

④令和3年の出島メッセ長崎の開集、令和6年の

スタジアムシティの開業等を加要因として見

込み、催事種別ごとに設定した主催者消費単価、

参加者消費単価を基に主催者及び参加者の消費額

を算出した数値を目標とする。

①訪客の足度調査の「大変満足」及び「満足」の

割合

②源の磨き上げにより、訪間客の満足度が向上する

とえられるため。

③観光客等へのアンケート査により把握する。

④毎年0.4,6ずつ増加すると見込み、算出した数値を

目標とする.

①市の観光施策に「大褒滴足」及び「満足」した市内

事業者の割合。

②市内事業者の満足度が高まる二とで、地城の稼ぐ力

が向上し、翻光・MICE関連産業が活性化してい

ると宥えられるため.

③DMO ((一牡)長崎国際観光コンベンシヨン協

会)の調査により把握する。

年約17,6司'つ増加すると見込み、出した数値

を目標とする

①市の観光施策に「大変満足」及び「滴足」した市民

の割合.

②市民の満足度力儁まることで、地域の稼ぐ力が向上

L、交流の産業化が実現Lているとえられるため。

③市民意識謂の詞査により把握する。

年2.0,6ずつ増加すると見込み、算出した数値を

目とする.

訪問客の満足度

194億円

(R 7年)

事業者の満足度

91.9%

(R元年度)

94.096

(R 7年度)

33 3%

(R3年度)

市民の満足度

◆関連するSDG容

和. og6

(R 7年度)

70.5%

(R2年度)

口の麝い"帝を
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80.0%

(R 7年度)
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別施策 A 2-1

観光資源を磨き、魅力あるコンテンツを創造します

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

観光資源が

◆現状分析と取組方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること1

0まちなか軸(新大工~浜町~大浦)を中心とし

た各エリアの魅力の顕在化や新たな魅力の 1

出が進んでいる。

【強み】

0特徴ある歴史・文化を有する観光施設や文化財

などが豊富である。

0食の美味しさに関する満足度は、い。

02つの世界'産や世界・日本新三大夜の力

がある。

【チャンス】

0九州新幹線西九州ルートの定開業や松が枝

国際観光埠頭の2バース化へのきなどの『「100

年に一度」のまちの変革』が進んでいる。

観光交流推進室

磨かれ、魅力あるコンテンツとして活用されてい

る。

状 分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていない二と】

0顧客二ーズに対応した'源磨きと活用、魅

力あるコンテンツづくりが不十分である。

0地域の食文化を体験するなど、食を活かし

た魅力づくりができていない。

0出メッセ長崎やスタジアム施設が稼す

るにあたり今後、スポーツや文化・芸術な

どを活かした取組みが魅力あるコンテンツ

となる可能性があるが、それらを魅力的に

する取組みが不十分である。

皿取

①長崎独自の歴史・文化、観の活用

0整活用計画などにづき、 2つの世界'産の活用を図ります。

0歴史文化本樽想等を踏まえ、歴史的風致維持向上計画などに沿って、歴史的建造物等の活用

を図ります。

0夜の魅力向上及び鑑メニューの充実を図ります。



②多様な分野における魅力の創出

0テーマ性を持たせた体験型コンテンッの充や滞在型の新しい旅のスタイルを創造します。

0食と体験を組み合わせたコンテンッの造成など食を活かした魅力づくりを推進します。

0スボーツ、芸術・文化等の多様な分野におけるツーリズム等を創出します。

0まちなかエリアの特性に応じた魅力の向上や、賑わいの創出等を推進します。

◆成果指標

成果指標

コンテンツ利用者数

[暦年]

基準値

560人

(R元年)

◆関連するSDG8

目標値

6,100 人

(R7年)

指標の説朋

①訪問客による体験型コンテンツの利用人数

②DM0のワンストップ報発信により、訪問客が体

験型コンテンッの情報を取し、利用につながる

えられるため.

③DMO((一社)国際観光コンベンシヨン協

会)のにより把握する。

崎市DM0事業計画の成果指橿を元に、出した

数値を目とする。

,住'暢廿られる
■ユちづ(りを

▲..'=
^■巨..■.

〔連する計等〕

0長崎市観光・M ICE 略

0 崎市歴史文化基本構想

0 崎市歴史的風致維持向上計画

0環港夜間観向上基本計画

0 崎市新幹線開業アクションブラン

0長市中心市街地活性化基本計画



別施策 A 2-2

略的な魅力発信と誘致活動を推進します

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

DM0が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

ODM0において、マーケティングデータ等

による継続的な訪問客の二ーズの把握や分

析を行う体制が整ってきている。

OM ICE誘致について、経済界、地元大学

等と連携し、オール長崎による誘致活動が

促進され、全国規模の学会、大会等の誘致

が進んでいる。

【チャンス】

0様々な分野において、 DXの取組みが加速

することで、効果的な誘致活動が可能とな

る。

ターゲット毎の二ーズに応じた情報を発信し、

問客数が増加している。

観光交流推進室

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0インバウンドの二ーズに即した宿泊に繋が

るコンテンツの造成が不十分であり、宿泊

者数が伸び悩んでいる。

【脅威】

0新型コロナウイルス染症等の影響によ

り、国内観光客及びインバウンド客、 M I

CE客数減少している。

0インバウンドについては、国際勢等の影

響に大きく左右されることもあり、宿泊者

数が伸び悩んでいる。

皿取組方

①戦略的な魅力発信

0観光客の効果的な誘致の推進のため、マーケティングデータ等の継続的な収と分析をもと

に、 DM0において策定した長崎市DM0事業計画に基づき、ターゲットを見極め、国や地

域、性別や年齢等に応じたコンテンツの造成と、デジタルマーケティングを強化します。

0世界新三大夜や2つの世界'産等の長崎の魅力や旬な報を、 DM0が関係団体や事業者

に対し発信することにより、新たな旅行商品造成や報発、誘客を促進します。

②M ICE誘致における連強化

0長崎市、 DM0及び出メッセ長崎の指定管理者である株式会社ながさきMICEの3者の

連携を強化し、一元化したセールス情報にづく戦略的な誘致活動を行います。



◆成果指標

成果指

訪問客数

[暦年]

基準値

6,917,800 人

(R元年)

MICE客数

[暦年]

目標値

フ,300,000 人

(R7年)

国際会議開催件数

(J NT0基準)

[暦年]

426,7部人

(R元年)

指の説明

①市を訪れた訪問客数。

②戦的な魅力発と誘致活動を推進することで訪問
客が加すると考えられるため。

③各交通機関による入込客数や高速道路及ぴ主要幹線
道の交'をもとに椎計する.

④訪問客数は令和5年に令和元年レベルまで回復し、

その後2.2"ずつ増加すると見込み、算出した敷
を目標とする.

Φ市内で行われるMICEの参加者数.

②MIOE参加者の増加は、消費拡大による経済効果
をめ誘致活動の成果を示すものと考えられるた

め。

③DM0 α一牡)長国際銀光コンベンシヨン協
会)の謂により把握する.

④令和3年の出島メッセ長崎の開柴、令和6年の長崎
スタジアムシティの業等を増加要因として、算出

した数を目標とする.

①市内で開催された国際会議の件数.

②国際会機の開催は、大きな経済効果をはじめ都市プ
ランドの向上にも資するものであり、モの増加は誘

致活動の成果を示すものと考えられるため.

③DMO ((一社)長崎国際観光コンベンシヨン協
会)のにより把握する.

④令和3年の出島メッセ長崎の開業を据え、国際会
謎開催件数上位30都市の目安となる数値を目標と
する。

①市内での日本人延ぺ宿泊者数(1人が2泊した場
合、延2人とカウント)。

②日本人観光客へのサービス・受入環境の充実、情綴
発信の強化により日本人宿泊者が加すると考えら

れるため.

③訪問客数のうち延べ宿泊者数から外国人宿泊者数を
減じて出する。

④令和7年に向けた訪問客数の伸び率をもとに算出し
た数値を目標とする。

①市内での外国人延ぺ宿泊者数 0人が2泊した場
合、延2人とカウント)。

②外国人篭光客へのサーピス・受入環境の充実、情無
発信の強化により外国人有泊者が増加すると考えら
れるため。

③各施設からの報告をもとに推計する.

④外国人延ぺ宿泊者数は令和5年に令和元年レベルま
で回復し、その後5"ずつ増加すると見込み、算出

した数値を目棚とする。

①長港に入港するクルーズ客船の桑客と桑務の合
計人數。

②桑客・乗務が増加することで、国際銀光文化都市
としての長崎が持つ交流機能の充実が図られると

えられるため。

③船舶代理店への確認により把する。

④の目撫入港隻数の伸び率を考慮して算出した敷値
を目標とする。

1,730.000 人

(R 7年)

日本人延べ宿泊者数

[暦年]

8件

(R元年)

15 件

(R7年)

外国人延ぺ宿泊者数

[暦年]

3,0刀,643 人

(R元年)

3,457,000 人

(R7年)

クルーズ客数【暦年]

323,306 人

(R元年)

◆関連するSDG8

339,000 人

(R7年)

732,538 人

(R元年)

'广

795,000 人

(R7年)



〔関連する計面等〕

0長崎市観光・MICE戦略

0長崎市DM0事業計画

0長崎市新幹線開業アクションプラン
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別施策 A 2-3

交流のための都市機能を高め、安全安心・快

を推進します

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

全ての訪問客が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0新型コロナウイルス感染症等の情勢の変化に

応じた安全安心な滞在境の整を推進して

いる。

【チャンス】

0九州新幹線西九州ルートの暫定開業が予定さ

れており、長崎駅周辺の整備が進んでいる。

0松が枝国際観光船埠頭の2バース化への動き

が進展している。

0九州新幹線西九州ルートの暫定開業や松が枝

国際観光埠頭の2バース化への動きなどの『「100

年に一度」のまちの変革』が進んでいる。

0「崎スタジアムシティプロジェクト」などの

民間主による地方創生の動きが加速化してい

る。

観光交流推進室

安全安心・快適に滞在できている。

な滞在環境づくり

状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

0 内板や駐車の充実、バリアフリー対応

などによる快適な滞在環境の整備が不十分

である。

0観光客等へのアンケート結果によると「「長

崎市」がもっと良い観光地になるために何

を望まれますか。」の問に対して「交通の

便を良くする」ことが多くあげられるなど、

交通アクセスの充実や周遊を楽しめる環境

づくりができていない。

【弱み】

0 崎空港の国際線の運航便数が少ない。

【脅威】

0世界的な感染症の感染拡大や自然災の影

により、今後も人の移動が制限されるこ

とが見込まれる。

Ⅲ取組方針

1交流のための都市機能の向上

0新型コロナウイルス感染症などの感染症や災に対する安全安心な滞在環境づくりを引き

続き行います。

0公衆無線LAN環境の整備・運営や分かりやすい多言語表記・説明の充実を図り、訪日外国

人観光客の受入環境を引き続き整備します。



②安全安心で快適な滞在環境づくりの推進

0ユニバーサルデザインの充実及びバリアフリー化を図り、ユニバーサルツーリズムを推進し

ます。

周遊しやすぃ環境づくりのため、新たな駅につくる観光案内所の機能充実や、民間事業者と

連携したICTの活用による交通案内・情報発信の強化を行うととともに、二次交通の充実を

図ります。

0周遊しやすぃ環境づくりのため、新たな駅の観光案内所の機能充実や、民間事業者と連携し

たICTの活用による交通案内・情報発信の強化を行うととともに、二次交通の充実を図り

ます。

◆成果指標

成果指標

安全安心・快適な滞

在環境に関する満足

度

基準値

リピーター訪問客率

[暦年]

目標値

(R 7年度)

指の説明

①訪客の満足度調査の T大変満足」及ぴ「満足」の

割合。

②安全・快適な滞在環境の整備により、安心安全・快

適な滞在環境に関する満足度が向上すると考えられ

るため。

③観光客等へのアンケートにより把握する。

④調査結果を考慮し.目標値を設定する。

崎市へのりピーター訪問客率の推計値

②資源磨きと魅力あるコンテンツづくりにより、かつ

て訪れた訪間客の再来訪が加するとえられるた

63.9%

(R元年)

◆関連するSDGa

.

66.9%

(R 7年)

〔関連する計圃等〕

0長崎市観光・MICE戦略

0長崎市新幹線開業アクションプラン

人や田の干ギ芥

を f'くモ?

め.

③訪客等へのアンケートにより把握する。

④年平均で0.5,6ずつすると見込み、出した数

値を目標とする.



別施策 A 2-4

観光・ MICE関連産業を活性化します

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

多様な関係者が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

ODM0の専門人材を充実させたことで、観

光まちづくりの舵取り役としての体制づく

りが進んでいる。

OMICEの開催によって生まれる様々な業

務を地元事業者が受注し、地域経済の活性

化につなげていくため、長崎M ICE事業

者ネットワークを中心に「長崎M ICEス

クール」などを通じ、市内事業者がM IC

E関連業務を受注するためのスキルアップ

が図られている。

【チャンス】

0九州新幹線西九州ルートの定開業や松が

枝国際光埠頭の2バース化への動きなど

の『「100年に一度」のまちの変革』が進ん

でいる。

0民間の地方生の動きが加速化している。

観光まちづくりへ参画し、稼ぐ力が向上してい

る。

観光交流推進室

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0経済界に対するDM0活動の報共有と理

解促進が不足しており、連'が図られてい

ない。

0観光者以外の水産・林者や市民

に対し、 DM0の取組みや成果の周知が不

足しており、十分な理解が得られていない。

0観光客やM ICE受入のためのDM0にお

けるワンストップ機能が不十分である。

【脅威】

0新型コロナウイルス感染症の影響により、

インバウンド及び国内観光、 M ICEの訪

問客数の大幅な減少がみられており、観光

消額等の落ち込みによる地域経済への悪

影響が生じている。

皿取組方針

①観光客やMICE参加者等の周遊・滞在の促進による消拡大

0観光客やM ICE参加者等の周遊・滞在を促進し、消拡大を図るため、 DM0や民間事業

者と連携し、ユニークベニューや体験プログラムを拡充します。

ODM0におけるワンストップ機能を向上させるとともに、観光客やM ICEの主催者・参加

者二ーズにづき、市内事業者の収益力向上につなげるための仕組みを確立させます。



②観光まちづくりの推進体制強化

ODM0において、マーケティングデータ等の分析結果や抽出した課等を関係団体や事業者

と共有することにより、観光まちづくりの推進体制を強化します。

0観光まちづくりを発展的に進めるための持続的な財源となり得る、宿泊税の導入に向けた準

備を進めます。

◆成果指標

成果指標

就者誘発数[暦年]

日本人旅行消

[暦年]

基準値

24,816 人

(R元年)

単価

目値

26,678 人

(R 7年)

外国人旅行消費単価

[暦年]

21,566円

(R元年)

指標の説明

Φ長市の旅行消費額を中心として波及した県内の就
業者誘発数.

②般光がまちにもたらす経済効果を示すものであると
ともに、この数値のが長崎観光基盤の充実の度

合いを示すと考えられるため。

③経済波及調査により把握する。

④令和5年に令和元年レベルまで回復し、モの後は毎
年1.096ずつ増加すると見込み、目標とする。

Φ日本人観光客の市内での消費単価。

②観光がまちにもたらす軽済効果を示すとともに、ニ
の増加が長鮪観光の魅力向上・メニュー充実の度合

いを示すと考えられるため。

③市銀光銃計により把する。

④年平均で1.0,6ずっ増加すると見込み、目標とす
る.

①外国人観光客の市内での消費価.

②般光がまちにもたらす経済効果を示すとともに、こ
の増加が長崎観光の魅力向上・メニュー充実の度合
いを示すと考えられるため.

③市外国人観光客動向査により把握する。

④年平均で1.0,6ずつ増加すると見込み、目標とす
る。

Φクルーズ客の市内での消費単価。

②観光がまちにもたらす経済効果を示すとともに、こ
の増加が嶋観光の魅力向上・メニュー充実の度合

いを示すと考えられるため。

③市外国人観光客動向論査により把握する.

④長嶋が実施した「外国人消費動向謂査(平成27年
度)」の結果から、年平均で0.5,6ずつすると

込み、算出した数を目標とする。

クルーズ客消費単価

[暦年]

21,967円

(R 7年)

54,7和円

(R元年)

◆関連するSDG8

58,108円

(R 7年)

29,闘0円

(R元年)

,
.

30,242円

(R 7年)

〔関連する計等〕

0 崎市観光・ M ICE 略

0 崎市DM0事画

0 崎市新幹線開案アクションプラン

つ(る典仟

つかう貴任

◆.●
電◆,



施策 A3

国際性を豊かにします

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

市民が

◆めざす姿を

A3-1

成するための別施策

国際交流・国際理解の機会の充

A 3-2

国際課

A 3-3

◆成果指標

成果指

国際交流イベント・

国際理解に係る座

への参加者数

外国人住民がらしやすい環境づくりを進めます

を理解し、世界の人と活発に交流し

留学先としてのの向上を図り、魅力を高めます

を図ります

基準値

3,653 人

(R元年度)

◆関連るSDG容

■圖囲

目値

4.060 人

(R 7年度)

指の説明

①国際交流イベント、国際理解に係る講座への参加者

数.

②参加者が加することで、市民の国際理解・国際交

流のきっかけづくりができると考えられるため。

③開催実績により把握する。

④過去5年問の最値程度に戻す二とを目標とする。
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別施策 A3-1

国際交流・国際理解の機会の充実を図ります

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0外国文化体験出前講座など、小・中学生の時期

から異文化に対する関心・理解を深めるための

機会を設定できている。

0国際交流員、外国語指導助手(ALT)を配置す

ることで、異文化や甘語に直接触れることがで

きている。

0中学校卒業までに英検 3 級以上を取得

はそれ相当の英語力を有している生徒が増え

ている。(H27:37.9%→RI:38.9%)

【強み】

0中核市の中では、姉妹都市、市民友好都市とし

て提している都市数はトップクラスであり、

それぞれの都市と様々な国際交流ができてい

る。

【チャンス】

0コロナ禍において、直接的な交流ができないな

か、オンラインを活用した新たな手法による交

流が生まれている。

国際交流を体験し、国際的な理解を高めている。

国際課

分析

π〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていない二と】

0姉妹都市との少年交流事業など、小人数

しか参加できない事業の成果を幅広く普及

させることができていない。

【脅威】

0コロナ禍において人の往来による直接的な

交流ができていない。



皿取組方針

①国際交流の機会と内容の充実

0市民が気軽に、かっ、身近に国際交流を体験することができるよう、国際交流イベントの施

や国際交流員、 ALTとの協働などによって、交流や国際理解の機会を増やすとともに、新た

な手法を含め内容を充させます。

②姉妹都市等の情報提供と市民交流の支援等

0姉妹都市、市民友好都市等との交流業を実施するとともに、その成果も含めて姉妹都市等に

関する報を市民へ提供します。

0新たな手法による交流の情報発信など、市民レベルでの主体的な国際交流について支援等を

行います。

3国際的に活躍できる人材の育成

0幼少期から国際的な理解と多文化共生の認識を高める環をっくることで、国際的に活躍で

きる人材を育てます。

◆成果指標

成果指標

国際交流イベント・

国際理解に係る座

の実施回数

基準値

107件

(R元年度)

国際交流を実施した

小・中学校数(ALT と

の共同授業を除く)

目標値

130件

(R 7年度)

指標の説明

①国際交流イペント、国際交流等が行う国際理解に

係る講座の実施回数.

②イベントや講座を開催することで、市民の国際理

解・国際交流のきっかけづくりが出来るとえられ

るため。

③開催実績により把握する.

④過去5年間の最高値程度に戻すことを目標とする。

①外国人と国際交流等を実施した小・中学校数.

②国際交流等を実施する二とで、興文化に対する関心

を高め、国際理解を深める二とができると考えられ

るため

③「国際理解教育調査」により把握する。

④'の年度であるH28年度の数値を基準値と

し、毎年1校ずつの増加を目標とする。

65校

("28年度)

◆関連するSDGB

74校

(R 7年度)

口の乱い"nを

J." f l-

〔関連する計固等〕

0 市教育大綱

人ウ国の不T導

をむくモウ

◆.●
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追加



別施策 A 3-2

外国人住民が暮らしやすい環境づくりを進めます

◆2025年にめざ姿(なにがどうなっている)

外国人住民が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0冊子やホームページを通じて、外国人住民が生

活に必要な報を容易に得られるようになっ

ている。

0行政手続きやらしの報、災害に備えるため

の'報などは、国際交流員による英語、中国語、

韓国語の多言語表記が進んでいる。

0 「やさしい日本語」を活用することで、英語・

中国語・韓国語が母語でない外国人住民にも分

かりやすい情報提供ができている。

0初級日本語講座など、国際ボランティアによる

外国人の生活支援のための活動を行っている。

暮らしやすい環になっている。

国際課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0外国人の多様化が進み、必要とされる言語

などの二ーズの把握と対応が難しい。

0外国人と接する機会がある市民等に「やさ

しい日本語」の周知・普及をさらに行う必

要がある。

Ⅲ取組方針

①多言語による情報提供の充実

0外国人住民の生活利便性をめるため、「やさしい日本語」の活用やSNSなどを利用した

言語による情報提供を充実させます。

②生活支援と市民との交流機会の充実

0言語面からの生活支援としての日本語講座の実施や、市民と外国人住民が異なる文化や習

をお互いに理解しあうことが出来るよう、交流できる機会の提供・支援を行います。



◆成果指標

成果指

国際ボランティアの

登録者数

基準値

176 人

(R元年度)

初級日本語講座の受

講者数

目標値

190人

(R7年度)

◆関連するSDG8

6朝人

(R元年度)

指の説明

①国際ボランティアの登録者数。

②共生のための支擬や相互理解に主体的に取り組む市

民が増えることで、ボランティア窒録者が増えると

考えられる。

③年度末の実績により把握する。

④過去5年の最高値程度に戻すことを目標とする。

①初紐日本語講座の受講者数

②生活支擾のーつとして講座の開催及び周知に積極的

に取り組むことで、受講者が増えると考えられるた

め。

③年度末の実績により把する.

④過去5年間の最程度に戻すことを目標とする。

質の高い"脊を
再んi'に

750人

(R7年度)

.^^甲^雫^耳雫.^.^^.^.^..^^^.^^^..^.^....^.^^^..■..^..^^...^..●^■●^■闇^^^◆◆^■■^■◆弔早闇◆^..^^^^^.^^.^..^.^..^.^.^^^^^.^...

園囲
〔関連する計画等〕



別施策 A 3-3

留学先としての質の向上を図り、魅力を高めます

◆2025年度にめざ姿(なにが

外国人留学生が

◆現状分析と取組方針

現状

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいってること】

0長崎留学生支援センターを中心として、産学官

が一体となった効果的な留学生の各種支援に

取り組んでいる。

0市有施設の入場料等の免除や平和大学の開催

などにより、多くの留学生に長崎の歴史・文化

に触れる機会を提供できている。

どうなっている)

長崎留学の魅力を見出すとともに、

生活を送っている。

Ⅲ取組方

①産学官が一体となった各種支援策への一元的な取組み

0長崎留学生支援センターを中心に産学官が一体となって、留学生の二ーズに応じた各種支援

の取組みを進めます。

②外国人留学生との協

0留学生が自らの力を活かすことができるとともに、市民の異文化理解や多文化共生にも寄与す

るよう、様々な機会をとらえ留学生との協働に取り組みます。

国際課

分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【威】

0就職支援や多言語による報発信など留

学生の状況に応じて必要とされる取組みが

多様化している。

0コロナ禍において、新たな留学生の来日が

制限されるとともに、留学生がアルバイト

の止めなどによる収入減により長崎での

生活に大きなを受けている。



◆成果指標

成果指

外国人留学生数

基準値

1,272 人

(R元年度)

外国人留学生の公共

施設入場料免除利用

者数

目値

1,560 人

(R 7年度)

3,293 人

(R元年度)

指標の説明

①住民畳録における在留格が留学の者の数.

②留学地としての魅力が高まるような環境が整うこと

で、留学生が増加するとえらえるため。

③年末の実績により把握する.

④過去5年間の増加人数である約290人増を目標とす

る。

①外国人留学生に対し入場料を免除している公共施設

の延ぺ利用者数。

②長崎の文化般光施設等を利用することで、崎の良

さを知ってもらい、将来にわたり嶋とつながりを

持つ外国人留学生がえると身えられるため。

③年度末の実績により把握する.

④智学生1人当たりの平均利用回敷を過去5年の平

均値(2,6回)とし、籾学生数を乗じた数値を目標

とする。

◆関連するSDG8

4,0印人

(R 7年度)

口の乱い"口を
'んj
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園囲
〔関達する計,等〕

追加



まちづくりの方針B

私たちは「平和を愛し、平和の文化を育むまち」をめざします

BI 被爆の実相を承します

平和・原関連施設の整備及ぴ被爆料・BI-1

平和教・学習の充実を図りますBI-2

多様な方法で継承の取組みを推進しますBI-3

B2 核兵器廃絶の実現に向け、着実に歩みをめます

平和メッセージの発信力を高め、核兵器廃絶の世諭を喚起しますB2-1

平和な世界の創造に向け、ネットワークの構築を進めますB2-2

B3 平和の文化を醸成します

スポーツや芸術などを通して、身近なと二ろから平和について考え、行
B3-1

増やします

若い世代を中心に平和の輪を広げますB3-2

遺の保存・活用を図ります

する機会を
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基本施

被爆の

BI

◆2025年度にめざ姿(なにが、どうなっている)

相を継承します

多くの人々が

◆めざす姿を達成るための別施策

平和・原爆関連施設の整BI

指標の説明

1原賓料館(舶 2万人)、永井隆記念館( )、

旧城山国民学校校舎(28万人)・山里小学校原

料室(5万人)の入場者數の合計。

②入者が増加することで、被恨の実相が伝わると

考えるため。

③年度末の実績により把握する。

④コロナ禍で減少した入場者数を令和元年度実績と

同程度まで回復させる二とを目標とする。

①原資料館が開設Lているホームページの閲件

数の合計。

②インターネットを'じて原爆資料館ホームページ

を閲覧してもらうことで、被爆の実相を広く伝え

る二とができるとえられるため。

③年度末の実績により把握する。

④令和3年7月に全面りニューアルした新サイトの

閲臭(8月~9月)を基に定した令和3年

度の見込み数を基準値とし、過去5年問(H28~

R2年度の閲件数の増加車を参に毎年約2

万7干件増を目標とする。

106 万件

(R3年度見込

116.8 万件

(R 7年度)

BI

BI-3

◆成果指標

成果指標

平和・原爆関連施設

入者数

2

被爆継承課

平和教育・学習の充実を図ります

の・相の継承を進めている。

多様な方法で継承の取組みを推進します

及び被爆料・被爆'構の保存・活用を図ります

基準値

89万人

(R元年度)

「ながさきの平和」

ホームページ閲覧件

数

目標値

釣万人

(R 7年度)



被爆継承活

いる人数

をして 422 人

(R 2年度)

人

(R7年度)

◆関連するSDG8

孝'1ι公王舌

1へτの人に

①青少年ビースボランティア、家族・交流証言者、平

和案内人、朗読ボランティアの含計。

②人数が加することで継承が進むと考えられるた

め。

③各活動の年度末実績により把する。

④令和2年度の青少年ピースボランティア a41人)、

家族・交流証言者(典人)、平和案内人a価人)、朗

読ボランティアロ2人)の合計を値とし、青少

年ピースボランティア、平和案内人、朗読ボラン

ティアについては雑持、家族・交流証看につい

ては毎年度6人増を目標とする。

,

,
◆、4●
、,,



別施策

平和・原爆連施の整備及び被爆資料・被爆遺構の保存・活用

を図ります

BI-1

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

和・原爆関連施設、被爆

料・被爆遺構が

◆現状分析と取組方針

現状

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0民問の旅行サイトで、原爆'料館がい

評価を受けている。

0被爆'構を継続的に公開できており、一部の

については、国の史跡に指定されたもの

もある。

0被爆樹木は、クスノキ基金※を活用し、所有

者の負担なしに保存・整できている。

適切に保存・整備され、被爆の実相が効果的に伝

わるよう公開されている。

被爆継承課

分析

Ⅱ〔うまくいっていない二と、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

0学芸のマンパワ一が不足しており、被爆

料の十分な調査・研究、活用・公開が行わ

れていない。

【弱み】

0原爆'料館は開館から25年以上が経過し、

施設が老朽化していることから、展示方法

等について、新たな整を必要とする。

0被爆'構の保存には、多額の用がかかる。

0被爆'料・被爆'についても長い年月が

経過しており、また、被爆者のいない時代

にえ「語り部」に代わる「物言わぬ語り部」

として保存や整備を必要とする。

皿取組方

①平和・原爆関連施設の整備

0平和・原爆関連施設の見学環の整を行うとともに、時代の二ーズに合わせた展示のあり

方を検討します。

②被爆料・被爆'構の保存整

0被爆'料・被爆'を調査・研究し、その保存と整にあたっては、国の補助制度を有効的

に活用し、見学者にわかりやすい公開を目指します



※ クスノキ基金

福山雅治氏の呼び掛けにより全国から集まった寄附金が本市に寄附されるのを機に、被爆樹木の保存'
整・活用の財源に充てるために設置された基金

◆成果指標

成果指

インターネットによ

る被爆料等の閲覧

件数

基準値

100 万件

(R元年度)

被爆遺

備件數

目標値

100万件

(R7年度)

の保存・整

指標の説明

Φインターネットでの収蔵品検索サイトによる被爆資

料等の閲覚件数。

②インターネットを通じて被爆貴料等を閲覧してもら

うことで、被爆の実相を広く伝えることができると

考えられるため。

③年度末の実績により把する。

④被爆乃周年を前に関心が高まり増加した閲覧件数

(R元年度 1,009.717件)を基準値とし、毎年度 100

万件の維持を目標とする。

①被爆遺構を保存・整した件数。

②被爆遺犠の保存・整備を進めることで、被爆遺構の

効果的な公開につながると考えられるため。

③年度末の実績により把する.

④毎年1件の保存・豊を目標とする。

◆関連するSDG容

1件

(R2年度)

岡囲

1件

(R 7年度)

〔連する計等〕

0 原料館条例

0長崎市歴史文化基本構想

0国指定史跡長崎原爆遺跡保存活用計画

0国指定史跡原爆遺跡基本計画



別施

平和教

B I-2

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

・学習の充実を図ります

市民や若い世代が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0市立小中学校において、児童・生徒への被爆体

験話や原爆料館見学など学齢に応じた平

和教育が毎年計画的に行われている。

0平和学習の教材作成や発表会が毎年実施され

ている。

0核兵器廃絶市民講座など成人を対象とした講

座が継続して開催されている。

0一部の小学校では、来崎した県内外の小・中・高

校生を対象に、被爆の実相や平和の尊さを伝え

る活動をしている。

0長崎平和・原ホームページを目的別に分類し

直したことにより、サイト利用者が平和学習を

行いやすくなっている

被爆の実相や平和の大切さを学んでいる。

被継承課

現状分析

立〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていない二と】

0インターネット等を活用した平和学習

ツールの二ーズが高まっているが、コンテ

ンツが十分ではない。

0成人を対魚とした平和学習の場が不足し

ており、受するメンバーも固定化してい

る。

Ⅲ取組方針

①平和教育・学習の拡充

0市民はもとより、広く国内外を含めた若い世代に対する平和学習の機会を増やします。

0インターネット等を活用した平和学習ツールの充実を図ります。

0被爆の実相をわかりやすく学ぶため、小・中学生を対象とした学習教材等の作成・配布を行い

ます。

0子どもたちの被爆の実相に関する正しい理解と平和の意識を醸成するため、学齢に応じた平

和教育を進めます。

0平和教育をさらに推進するため、教職員への研修の充実を図るとともに、家庭での平和学習を

促進します



◆成果指標

成果指標

対話型授業の実践の

割合

基準値

81%

(R 2年度)

目値

%

(R 7年度)

核兵器廃絶市民講座

受講者数

指の説明

1市立小中学校における平和教育手引書に基づいた対

話型授業の実施校の割合。平成30年度から「他者

の見を算重しながら自分の言葉で平和を語り、行

動できる児童生徒の育成」を目指し、実践協力校を

年度ごとに指定し、対話型授業の浸透と検証を図っ

ている

②小中学校で対話型授集が実施されることで平和教育

が推進されるとえられるため

③年度末の実績により把握する。

④令和2年度の対話型授集の実践の割合を基準に、毎

年度2校(全小中学校の約2兆)程度の実施を達成さ

せるものとして、毎年度2,6の増加を目糎とする.

①核兵器廃絶長崎連絡協臓会における市民講座の受講

者数(オンラインによる視聴を含む)。

②多くの人々に核兵嬰に関する情報を発信すること

で、核兵器廃絶への歳高につながると身えられ

るため.

③年度末の実績により把する.

④令和2年度の受講者數を基準に、過去4年間(H29

~R2年度)の平均増減率である毎年度6怖の増加

を目標とする。

539 人

(R2年度)

◆関連するSDG8

人

(R 7年度)

坪 laと公卓壬

オへτの.、に

〔関連する計等〕

◆勗●
風◆,



別施

多様な方法で継承の取組みを推進します

B I-3

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

多くの人々が

◆現状

現状分析

1〔うまくいっている二と、強み、チャンス〕

Bまくいっている二と】

0家族・交流証言者の育成は、被爆体験講話への

被爆者派'を行っている(公財)長崎平和推進

協会と連し、順調に進んでいる。

0被爆体験話の聴講や原爆展の解説視聴、平和

に関する意見交換などオンラインで経験して

もらう取組みにより、継承の取組みを推進する

可能性が広がり、進展している。

【チャンス】

OAR※1やVR※2などの技術が発展し、被爆の

継承に新たな手法を取り入れることが可能と

なっている。

と取

被爆継承課

的に継承の取組みを進めている。

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

0被爆'構や被爆樹木の見学者に対する案

内・誘環が十分に整っていない。

0県外や国外の人々が被爆の実相等にふれ

る機会が少なく、十分に伝わっていない。

【威】

0被爆者が齢化し、被爆体験を直接聞ける

機会が年々少なくなっている

皿取組方針

①新たな継承の取組み

0現地で被爆当時の悲惨さをより実感してもらえるように、新たな技術を活用し、継承の取組み

を進化させます。

②被爆継承活動の推進

0被爆の体験や思いを受け継ぎ、次の世代に伝えていく家族・交流証言者を増やすとともに、請

話の機会を確保します。

0国内外で被爆の実相等を伝える原爆・平和展を開催します。

A R (AU師θnted Reality=拡張現実)

現の情報にバーチャルの視覚情報をねて表示することで、現実を拡張する技術。

V R (vir加al Reality=仮想現実)

コンピューターで作り出した世界を、視覚や聴などを刺激し、現実のように感じさせる技術

※2



◆成果指標

成果指標

家族・交流証言者数

基準値

44人

(R2年度)

被遺構デジタルマ

ツプ閲覧件数

目値

74人

(R7年度)

指標の説明

1家族'交流証言者として豊録し、研修を終えて講話

可能となった者の人数。

②講話者が増えることで、被爆体駿の継承が推進され

ると考えられるため.

③年度末の実績により把握する。

'去5年間(H28~R2年度)の平均増加人数(6

人)を毎年度の目操とする。

①崎原爆遺跡めぐりで、現地ORコードの読み取り

により〒ジタルマップを閲覧した件数(現地見学件

数)。

②屋外にQRコードを示す標柱を設置(R3年度末完

成)し、観光客等を被遺構に誘導・案内するHPに

容易にアクセスできるようにすることで、学され

る遺構がえ、より継承を推進するとえられるた

め。

③年度末の実績により把握する。

④R4年4月以降の利用実績を考慮し、目根値を設定

する.

◆関連するSDG8

(R7年度)

.

分忽
、◆,
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〔連する計等〕



施策 B2

核兵器廃絶の現に向け、着実に歩みを進めます

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

◆めざ姿を

B2-1

成するための別施策

平和メッセージの発力を高め、核兵器廃絶の世論を喚起します

平和な世界の造に向け、ネットワークの構築を進めます

◆成果指標

成果指標

平和首長会議加盟

都市数

平和推進課

B2-2

核兵器廃絶を求め、更に拡大している。

準値

8,024都市

(R2年度)

目標値

8,784都市

(R 7年度)

◆関連するSDG容

指標の説明

①世界の約8,000都市が加盟する平和首長会議の加盟

都市數。

②国内外の多くの都市が加盟することで、ネットワー

クが拡大し、国際社会での力がまるとえら

れるため。

③年度末の実績により把握する。

④過去3年問 H30~R2年度の加盟都市の平均

加数 U52都市)を毎年度加させることを目標と

する。なお、平和首長会議においては、今後とも加

盟10,000都市を目指す二ととしている

尋"t公王壬

1へτのAに 重

,
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別施策

平和メッセージの発信力を高め、核兵器廃絶の世諭を喚します

B 2-

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

国内外の人々が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0世界の平和団体や関係機関との連携が取れ

ている。

0長崎平和宜言をはじめ、国際会議等での演

説、関係者への要望等により、核兵器廃絶を

希求する強い思を国内外に発している。

0ナガサキ・ユース代表団など、平和を発信す

る若い世代の育成が進んでいる。

【強み】

0核兵器廃絶、世界恒久平和に向けた役を担

う都市として、被爆地長崎に期待が高まって

いる。

【チャンス】

0核兵器を全面的に国際法違反とする核兵器

禁止条約が発効された。

核兵器の恐ろしさを理解し、核兵器のない世界を

希求している。

1

平和推進課

現状分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0平和活動をけん引してきた被爆者が高齢

化するなか、これからも力強く平和をアピ

ールし続けるためには、人材が不足してい

る。

【威】

0世界にはいまだ核兵器が存在し、核軍縮は

停滞している。

皿取組方針

①平和の発

0世界の平和団体や関係機関と連携し、世界中の多くの人に核兵器廃絶に向けた効果的なアピ

ールを行います。

0国際社会において、「核兵器のない世界」こそが世界のルールだという流れを確立するため、

様々な機会を捉えて市民社会のを国際社会に届け、核兵器廃絶につなげていきます。

②人材の育成

0長崎地域の大学等と連携し、平和をアピールできる人材を育成します。



◆成果指標

成果指

核不拡散条約(NP

T)及び核兵器禁止

条約に係る国際会議

等での演説、関係者

への要望回數

基準値

11 回

(R元年度)

ナガサキ・ユース代

表団の育成人数

目値

Ⅱ回

(R 7年度)

指標の説明

①国際会議等において市や市が派遣Lた者が演説、

関係者等への要望を行った回数。

②国際会議でのスピーチや各国政府代表等との

面談の折に核兵器廃絶を訴えることで、国内外へ

向けて強く平和メッセージを発信できると考えら

7人

(R 2年度)

◆関連するSDG8

岡囲

れるため。

③年度末の実績により把握する。

④過去3年間(H29~R元年度)の平均回数(Ⅱ回)

を毎年度維持することを目標とする.

①ナガサキ・コ.ース代表団の育成人数.

②国際的に通用する次世代の人材育成をすることは、

平和のアEールカを高めることにつながるとえら

れるため。

③年度末の実績により把握する。

④過去3年間(H30~R2年度)の平均育成人数(8

人)を毎年育成する二とを目標とする。

8人

(R 7年度)

.^.^.^..■..冒_.■^^甲■^.^卑^.^.^.^^.^^^^.^..^^...^.^^..^.ー^●,^^●●^●◆■◆^^,◆^甲弔^^^.^.^.^.^.^^.^.^.^.^^.

〔関連する計回等〕



別施策

平和な世界の創造に向け、ネットワークの構築を進めます

B 2-2

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

民・NGO・都市等が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0国連や国際社会において、平和首長会議等の

NG0の活が盛んになり、影響力がまっ

ている。

0国際交流として、都市問交流、人的交流を進

めることで、姉妹都市、市民友好都市等と相

互理解、信頼構築が行われている。

0被爆(曝)者医療にかかる人的交流により、

国際協力関係を深め、平和な世界の造に寄

与している。

【強み】

0長崎は被爆地として、平和の連帯を呼びかけ

る主体的役割を担うことができる。

【チャンス】

0核兵器禁止条約の発効が、平和ネットワーク

の連携を深める契機となっている。

平和ネットワークの輪を広げ、連携している。

平和推進課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0国内外の人々に原爆の悲惨さや平和を希

求する被爆地の思いを訴えているものの、

今なお、核抑止力に依存する考えが根強

<、核兵器廃絶に向けた世論の醸成が十分

ではない。

0核兵器禁止条約に参加していない国が多

<、国際社会の十分な理解が得られていな

い。

Ⅲ取組方

①関係機関との連携強化

0国際機関や都市、NG0などとの平和のネットワークを拡大するとともに、核兵器禁止条約の

発効を力に関係機関との連携を強化します。

②平和ネットワークの構築

0姉妹都市、市民友好都市等との交流や被爆(曝)者医療にかかる人的交流を推進し、国際協力

関係を深めることで、平和ネットワークの構築に寄与します。



成果指標

日本非核宜言自治体

協議会会員自治体数

基準値

342 自治体

(R 2年度)

長崎平和特派数

目値

347 件

(R7年度)

指標の説明

①非核宜言等を行っている国内自治体が加する日本

非核言自治体協議会の会員自治体数。

信陰自治体数が加する二とで、ネットワークが広

がり、国内における核兵器廃絶に向けた取組みが拡

大すると考えられるため。

③年度末の実績により把握する

④過去2年間(R元~R2年度)の平均増加数(0.5

自治休)をもとに、毎年度1団体を増加させること

を目標とする。

①国外で平和活動を行っている者を崎平和特派と

して認定Lた数.

②特派員が加することで、平和ネットワークが拡大

し、市民社会との連携が深まると考えられるため。

③年度末の実績により把握する。

④過去5年間 H27~R元年度)の平均加数(1.4

団体・人)をもとに、毎年度2団体・人の累計認

定数を加させることを目標とする。

・ヒバクシャ医療国際協力事業における医師等

研修受入者数。

②在外被爆者や放射線被曝事故による被災者の医

活動に従事している医師等を受入れ、長崎が有す

る被医療の実や放射線障害に関する査研

究の成を活用して研修をすることで、海外にお

ける被爆者や被災者の健康増進が図られるととも

に、国際協力関係が深まるものであるため.

③毎年度の実績により把する。

④毎年度25人の受入れを実施し、協力係を維持し

ていくことを目標とする。

25団体・人

(R2年度)

長崎・ヒバクシャ医

療国際協力事業にお

ける医師等研修受入

者数

35団体・人

(R 7年度)

22人

(R元年度)

25人

(R 7年度)

◆関連するSDG8

阿囲
〔関連する計直等〕

0平和首長会行指針「持続可能な世界に向けた平和的な変革のためのビジョン中Xビジョン)」

0平和首長会行動計画



基本施策

平和の文化※を醸成します

B3

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

多くの人々が

◆めざす姿を達成するための別施策

B3-1

B 3-2

平和推進課

◆成果指標

成果指標

平和の文化認定事業

数[累計]

スポーツや芸術などを通して、身近なところから平和について考え、行動する

機会を増やします

当事者として、平和を考え行動している。

若い世代を中心に平和の輪を広げます

◆関連るSDG8

基準値

5件

(R3年度見込

早きユι公王垂

キべτの.、1;

目標値

25件

(R7年度)

◆勗●
電゛,

※

指標の説明

①平和の文化認定事業数。

②認定業数が増加することで、身近なと二ろから平

和を考え、行動する機会が増えることが考えられる

ため。

③年度末の実績により把握する.

④毎年度5件認定することを目標とする。

平和の文化

スポーツ・文化等の様々な入口を通して、多くの人々が当
輪を広げること。

として平和について考え、行動し、平和の



※白紙 ペ

0

0

96

ジ



別施策

スポーツや芙術などを通して、身近なところから平和について

え、行する機会を増やします

B3-1

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

多くの人々が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

Bまくいっていること】

0近年、スポーツや文化、芸術などで、平和を

発信する動きがある。

【強み】

0プロスポーツチームや長崎出身のアーティ

ストなどが平和に関する取組みを極的に

行っている。

吠ーツや芸術などを通して、身近なところ

和について考え、行動している。

平和推進課

現状分析

取組方針

0機会の創出

0スボーツや文化、芸術を通して、だれもが身近なところから平和について考え、気軽に行動

るための機会を j出する。

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0平和活動は特別の人だけがやることと捉

えられがちな風潮がある。

0自分が好きな文化やスポーツを通じて、

平和を発信できることを十分に周知で

きておらず、多くの人が様々な形で平和

について考え、行動することにつなげら

れていない。

0平和について身近なところから考え、行動

する機会が少ない。

◆成果指標

成果指標

平和を掲げるスボー

ツや芸術などの事業

総数

基準値

3件

(R 2年度)

目標値

5件

(R7年度)

指標の説明

①平和を掲げるスポーツや萇術などの事のうち長崎市

が主催するものの事業数。

業がえることで、平和を考える機会がえるため。

③年度末の実により把握する。

④令和2年度の実韻から、スポーツ・文化各1件の増加

を目標とする。



◆関連するSDG8

岡圃



別施策 B3-2

若い世代を中心に平和のを広げます

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

若い世代が

◆現状分析と取組方針

現状

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0平和活の担い手となる青少年ピースボラン

ティアを継続的に育成できている。

0市内の校生などにより活発な平和活動が行

われている。

0 少年ピースフォーラムでは少年ピースボ

ランティアが企画・運を担い、例年、全国の

自治体から派遣された少年を受け入れてお

り、平和の輪の広がりに貢献している。

【チャンス】

OSNSの活用により、若い世代に対し、ピース

ボランティア自らの企画を極的に発信でき

るにある。

平和の大切さを理解し、伝え、広げるための活動

をしている。

被継承課

分析

Ⅱ〔うまくいつていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

0青少年ピースボランティアの活に参加す

る若者が固定化する傾向がある。

0ピースボランティア自身による企画や活動

において、定例的な活動が多く、新しい取組

みが少ない。

【脅威】

0長崎市では、若い世代が比較的に平和活

をしているが、全国的には平和活動に対す

る識が薄い。

Ⅲ取組方針

①人材の育成と活動機会の拡充

0被継承への理解を深め、様々な視点から平和について考える若い世代の人材を育成します。

0様々な地域の青少年が被爆の実相について学ぴ、平和について意見を交換するを設けます。

0若い世代との連により、若い世代が平和を伝え、広げる活動に参加しやすい仕組みをつくり

ます。



◆成果指標

成果指標

被爆の実相を伝える

ための活動に参加し

た青少年ピースボラ

ンティアの延べ活

人数

基準値

637 人

(R元年度)

◆関連するSDG8

岡囲

目標値

637 人

(R 7年度)

指の説明

1高校生から29歳までの青少年を対象に市が募集す

るピースボランティアの延べ活動人数.

②活動が保たれることで、被爆の相や平和の尊

さにつぃて理解し活動する若い世代の平和の取組み

がしていくと青えられるため

③各活動の年度末の実績により把握する.

④令和元年度の延べ活動人数の維持を目標とする。

..^.■^.^...^.^...^.^.......●^^■^●^.●◆^^■^●■◆■尋甲●1◆子甲◆■呼◆甲甲早雫早^雫●.^.^^.^..^^.^.^..^^.......^....■........^............^.^...,.冒^

する計回等〕
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まちづくりの方針C

私たちは「人や企・1こ選ぱれ、産が進化し続けるまち」をめざします

地場事業者の成長を支援します

地事者の経営力の強化を支援しますCI-1

者の人材確保・成を支援します地CI-2

地業者の市での競争力の強化を支援しますCI-3

C2 人や企集を呼ぴ込み、たな事業を出して、産案を強くします

域外から企業を誘致し、新たな産業や用を創出しますC2-1

産学官金や企業間の連携による新事の 1出や新分野への進出を促しますC2-2

く世代を中心とした移住を促進し、地域や企を活性化させますC2-3

成します

識の醸成を図ります

C3 次世代につながる農林集を育てます

農林の生産性を高め、次世代を担う多様な経営体をC3-1

安心して農林業を営める環づくりを進めますC3-2

C4 水産業を環境変化に強く活気のある持続可能な産業にします

水産の生産性を高め、次世代を担う多様な経営体を成しますC4-1

水産資源の管理・回復と機能性の高い漁港整備を進めますC4-2

C5 元農水産物の消費を拡大します

新たな販路拡大や消費拡大を図りますC5-1

長崎ならではの食材や食文化に対するC5-2
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施 CI

地場事業者の成長を支援します

4,091 社

(H28~R 2

年度の平均)

◆2025年度にめざ姿(なにが、どうなっている)

'地場事業者が

◆めざす姿を達成するための別施策

地場事業者の経営力の強化を支援しますCI-1

4,091 社

(R 7年度)

C I -2

C I -3

◆成果指標

成果指

市内製造業の付加価

値額[暦年]

売上と利益を伸ぱしている。

地事業者の人材確保・育成を支援します

商工振興課

地場事業者の市場での競争力の強化を支援します

103

基準値

20部円

R 2年)

目値

2,0卵円

(R7年)

法人市民税法人税割

を課税された法人数

指標の説明

①工業統計調のうち、市内製造業の付加価値額。

②付加価値額力い造船造樋製造を取り巻く環は

急激に化しており、今後、地事者の粗付加価

値額は大きく落ち込むことが予想されるなか、地場

業者の生産性向上を園り、市内製造の付加価値

額を維持させることで、他地域に対する霞争力向上

が図られていると考えられるため。

③工統計餌査により把握する.

④今後も付加価値額の減少が見込まれるなか、令和7

年度までには準値まで回復させることを目標とす

る。

1法人市民税法人税割を課税された法人教。

②人口少やコロナ禍などにより地場業者を取り巻

く環が悪化するなか、法人税割を課税された法人

敷を維持する二とで、地場事業者の軽営力や生産性

が向上していると考えられるため。

③「市町村税課税状況等の調」により把握する。

④過去5年間の平均である4,091社の維持を目標とす

る。



旅行消費額(飲食

費・土産代)の1人

当たり単価

12,453円

(R元年度)

◆関連するSDG8

13,325円

(R 7年度)

、゛1 重◆;

①観光客の消費額のうち、魅力ある製品・サービス開

発による消の主要対象である飲食・土産代にか

かる1人当たりの単価.

②観光客1人当たりの消費単価が上昇することで、地

場事業者の外貨獲得の強化につながると考えられる

ため。

③擾市観光統計により把握する。

④R元年度を基準値とし、過去3年間(H29年度~R

元年度)の前年塵からの加準平均7"の増をR7

年度までに達成する二とを目標とする.

巨回
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別施策 CI-1

地場事業者の経営力の強化を支援します

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

地場事業者が

◆現状分析と取組方針

現状分

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0新事や生産性向上に向けた設備入にかかる

支援制度の活用が図られており、設備投'に

欲的な市内事業者も多い。

【チャンス】

0 幹製造業を取り巻く環が大きく変化するな

か、これまでの技術を活かし新たなビジネスに

参入している企業が増えている。

0新技術(1 CT ・ 1 0 T、 A I、 R P A)の進

化、 5Gの活用により、地事業者の生産性の

向上が見込まれる。

経営資源を磨き、生産性を高めている。

商工振興課

析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅)

【うまくいっていないこと】

0経者の齢化と、後継者不足等により経

営基盤が弱体化している。

【弱み】

0新技術(1 C T ・ 1 0 T、 A I、 R P A)を

はじめ、 DXに対する事業者の理解が進ん

でいない。

0商店街施設・設備が老朽化・陳腐化し、商店

街の魅力が低下している。

0経営者の齢化や組合員数の減少等によ

り、商店街の活動が低迷している。

【脅威】

0コロナ禍により、景気の先行きが不透明で

ある。

Ⅲ取組方針

1制度融'の充実

0経済情勢を十分に考しながら、取扱金融機関や用保証協会、県と連携し、制度融'の内容や

手続き等の周知、見直しを定期的に行い、経の安定化だけではなく、設投'を進めるための

制度融'の充実を図ります。

②地場事業者への支援及び関係機関との連携

0地事業者が抱える事業承継などの問題解決に向け、関係機関との連を図りながら支援を行

つていきます。
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③生産性向上のための取組みへの支援

0 ICT ・10TやA I、 RPAなど新技術導入による生産性向上の取組みを支援します。

④商店街の経営力強化

0商店街等の賑わい創出や魅力向上のために、組織力強化のための商店街の現状分析や課題解決

に向けた活性化プランの作成や商店街等が行う施設整備への支援を行います。

◆成果指標

成果指標

市の制度融'の活用

件数[累計]

基準値

2件

(R 2年度)

長市事業承継支援

補助金の活用件数

目標値

件

(R 7年度)

長商工会議所及び

商工会による経営革

新に関する相談・指導

件数

指の説明

①市の制度融資の融資先企業数。

②駐資先が加することで、事集者の経営革新等の取組

みに闘する進捗を測ることができるため。

③長崎信用保証協会の融資承諾実績により把握する.

値から過去5年間(H28~R2年度の年平均件

數("件)を毎年度増加させることを目撫とする。

(R 2年度)

5件

(R 7年度)

117件

(R元年度)

Φ長崎市承継支授補助金の活用件数。

②活用件数が増加することで、事集者の事業承継に関す

る進捗を測ることができるため。

③補助金の交付実績により把する。

④長崎市承継支授補助金の目標件数である年5件を

目標とする。

①長崎商工会議所等が小規事業者に対して実施した経

営革新にする相談・指導件数の合計

②経営革新に関する相談・指導により、小規模事業者が

自社の弱み強みを把握L、経営力強化につながると

者えられるため。

③支援を実施する長崎商工会議所及び商工会(東・北・

の事業の実縦報告書により把握する。

④長崎商工会嵯所及び商工会(東、北、南)の令和元年

度実績の1割増を目標とする。

①中小企業等経営強化法に基づき、市が先端設備等導入

計画の認定を行った件数。

②認定件数が増加する二とで、事業者の軽営革新等の取

組みに関する進捗を図ることができるため。

③導入計画の認定件数により把する.

④計回期間中、 R2年の実績値の 10怖増(21件)を毎

年認定する二とを目標とする。

先端設備等導入計画

に係る認定件数[暦

年Ⅱ累計]

129 件

(R 7年度)

19件

(R 2年)

件

(R7年)
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製造業の従業員1人

あたりの付加価値額

(従業員4人以上の

事業所)ι暦年]

1,974 万円

(R 2年)

商店街活性化プラン

の策定数[累計]

1,974 万円

(R7年)

①工業統計調のうち、市内製造業の従集員1人あたり

の付加価値額。

②製造業の中で付加価値額が高いはん用機械・輸送用機

械が大きく落ち込むことが見込まれるなか、他の分野

での付加価値額を上げる二とができれぱ、従業 1人

あたりの付加価値額を維持させることができ、生産性

の向上が図られているとえられるため

③工業統計調により把握する。

④基準値の維持を目標とする。

崎市商店街等を核とする地域の賑わい創出支橿事業

費補助金を受け商店街活性化プランを策定した数の累

計。

②商店街活性化プランを策定することが、商店街の経営

力の強化につながるとえられるため。

崎市商店街等を核とする地域の賑わい創出支援事業

補助金に活性化プランの策定を申請Lた数により把

握する。

④R2年度から市が認定を行うこととなった活性化プラ

ンの策定數をR7年度までに10件とする二とを目標

とする。

0件

(R 2年度)

10 件

(R 7年度)

◆関するSDG容

■囲
〔関達する計等〕

0 市経済成長戦略
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別施策C I-2

地場事業者の人材確保・

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

地場事業者が

◆現状分析と取組方針

成を支援します

現状

〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【チャンス】

0令和3年3月新規大学卒業者の県内就職率

が前年同期を上回るなど、コロナ禍のも

あり、地元志向が高まっている。

0事業者の採用活動及び学生の就職活動は非

接触型(オンライン)が中,Dとなっており、

地事業者にとって、活動に係る時間や事務

の軽減、県外人材との接触を効率的に行うこ

とができる環境になりつつある。

0若者のき方に対する識が変化・多様化し

ており、テレワークの入やワークライフバ

ランスの推進に取り組むことで、地事業者

が就職先の選択肢となり得る状況になりつ

つある

働く世代から選ぱれる職場となっている。

商工振興課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0人材育成に十分取り組めていない事業者が

見受けられる。

0建設業や医療・福祉など、一部ので人材

が不足している。

0地事業者における用の改善の遅れ

や、学生の就職先に対するイメージとのギャ

ツプなどにより新規学卒者の雛職率が全国

平均を上回っている。

【弱み】

0大手企業と比べて、地事業者は人材や'金

等の経営'源が限られるため、報発信力が

弱く、認知度が低い。

【脅威】

0大都市圏の企を中心に、極的な採用活動

や採用エリアの拡大が行われている。

皿取組方針

1人材の育成

0個々の業者では行うことが難しい技術・技能の伝承や、高度技術者等の中核的人材の育成の

取組みについて引き続き支援するとともに、後継者育成や経力強化のための取組みなどを

支援します。
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発信

0地元就職の促進にあたっては、学生や保護者の一人ひとりに業者が認知される二とが要

であるため、学生・保護者の趣向を踏まえた効果的・効率的な情報発信に取り組みます。

③採用活の支援

0 業者に対しては、極的な採用活動を継続的に促していくことが重要であるため、オンライ

ンを含む採用活動の支援に取り組みます。

④受入れ態勢の整

0地方への関心が高まっている中、雇用の受け皿となる事業者の受入れ態勢の整備が重要であ

るため、事業者におけるき方改革を推進します。

◆成果指標

成果指

長崎地域造船造機技

術研修センター及び

長崎工業会の人材

成の取組みに参加し

た人数

基準値

78人

(R元年度)

市内高校卒業者の市

内就職率

目標値

86 人

(R 7年度)

指標の説明

①長嶋地域造船造桁研修センター及ぴ長崎工業会

が実施する技術向上や経営力強化のための取組みに

参加した人数。

②参加者がえることで、人材育成が図られていると

考えるため。

③各団体に対する調査により把する.

④R元年度の実績の1 を毎年雑持することを目標

とする.

の市内率。①市内高校

②市内就職率が増加することで、若年者の市外流出の

抑制につながると考えられるため。

③各高校に対する査により把握する。

④調査を開始した平成28年以降で最もい平成28

年度の実績を上回ることを目標とする。

①事集者の新卒採用における求人数に対する充足率

(探用者数/京人数)の平均。

②平均充足率が加することで、事者が働く世代か

ら選ぱれる職場になうていると考えられるため。

業者に対する新卒採用状況餌査により把する。

④近3年間で最も高い平成30年度の実績を上回る

二とを目橿とする。

①事集者における市外からのUIJターンによる新卒

者の就職者数。

②新卒者の就職者が増加することで、若年者の雇用を

増やしていることにつながるため。

③業者に対する新卒採用状況により把握する.

④近5年問の平均値の約1 を毎年維持する二と

を目標とする。

業者への新卒採用

状況調査における求

人数に対する平均充

足率

57.8%

(H28年度)

59.096

(R 7年度)

76.6%

(H30年度)

業者への新卒採用

状況調におけるU

IJターン就職者数

80.0%

(R7年度)

280人

(H28~R 2

年度の平均)

300 人

(R7年度)



◆関連するSDG8

● 1
.

〔連する計等〕

0長市経済成長戦略
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別施策 C I-3

地場事業者の市場での競争力の強化を支援します

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

地場事業者が

◆現状分析と取組方針

現状

〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0シュガーロードが日本'産に認定され、長崎

の・子の認知度向上が期待される。

【強み】

0造船業で培われた金加工技術をはじめと

するれた技能・技術を有する地場業者が

いる。

0水げされる魚種が日本一であるなど、豊富

な水産'源がある。

【チャンス】

0出メッセ長崎・新幹線開業に伴い、域外か

らの訪問客の増加が見込まれる。

新たな需要や販路を開拓している。

商工振興課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0地場事業者の多くは小規模事業者であり、

営業力や商品開発力が弱い。

【脅威】

0人口減少に伴い、域内市場が縮小し、消

の減少が見込まれる。

皿取組方

①交流人口の拡大に伴う消拡大の取組み支援

0出メッセ長崎・新幹線開業やシュガーロードの日本'産認定などを契機として、交流人口

の拡大が見込まれる中、関係団体と連を図りながら、観光客及びビジネス客の二ーズを把

握し、域外からの来訪者への売上拡大の取組みを支援します。

②域外への情報発信と販路拡大

0地産品のブランド化を図るとともに、地域商社やふるさと納税制度の活用や、事業者が行

う販路拡大のための取組みを支援することにより、新たな顧客の獲得を図り、地産品

の域外への報発信と販路拡大をめざします。



3魅力ある製品・サービスの開発の促進

0地場事業者がこれまでに培ってきた優れた技術・技能を活かした魅力ある製品の開発や新た

なサービスの提供の取組みを支援することで、市の開拓・拡大や顧客獲得をめざします。

0日本遺産をはじめとする地域源を活かし、地域独自の魅力ある製品・サービスの開発を

促します。

④貿易の促進

0グローバル経済が進展するなかで、国際物流の強化は必要不可欠であり、荷主企の更なる掘

り起こしや貨物の増大を図るとともに、長崎港の更なる利用促進を図るため、港湾施設の概

要や各種助成制度の周知及び広報等の取組みを強化します。

◆成果指標

成果指標

歩行者通行量(日曜)

基準値

168,655 人

(R 2年度)

市内食料品製造業の

製造品出荷額等(従

業員4人以上の業

所)[暦年]

目値

17フ,0舶人

(R 7年度)

247 6 憶円

R2年

①市内の商唐街区域等を対に毎年7月頃に調査する日曜の

歩行者通行量。

②歩行者通行量が増加することで、商店街の利用が促進され

ると宥えられるため。

③調査を実施する長崎商工会議所の報告により把握する.

④中心市街地活性化基本計面における目標設定に準じ、基準

値から5%増を目標とする。

地域商社が取引を行

つた市内事集者數

指標の説明

247 6 億円

(R7年)

①工業統計調査のうち、食料品製造業の製造品出荷額等。

②人口減少などにより、域内消費額の低下が見込まれるなど

市内食料品製造業を取り巻く環境が悪化するなか、域外へ

の販路開拓・拡大などの取組みを強化し、市内の料品製

造業の出荷額を雑持させることで、他地埴に対する鮫争力

向上が圓られていると考えられるため。

③工業統計調査により把握する。

④基皐値の維持を目標とする。

56者

(R 2年度)

託者

(R7年度)

①地域商社2杜が取引を行った市内事案者數。

②取引を行った市内事稟者数が加する二とで、より多くの

業者が新たな販路を開拓することとなると考えられるた

め。

③地域商社からの実績報告により把握する.

④R2年度の実績の1割である6者を毎年増加させることを

目標とする



地業者の製造品

出荷額等[暦年]

4,457円

(R 2年)

長崎港

[暦年]

4,457円

(R 7年)

易額(輸出)

①工業統計調のうち、製造業の製造品出荷額等

②人口減少や幹産である造船造機製造業を取り巻く環

の悪化による需要・販売額の減少が見込まれるなか、販路

開拓・拡大により域外での販売額を増やし、製造業による

製造品出荷額等を安定させることで、他地域に対する聾争

力向上が図られていると者えられるため

③工業統計調により把握する。

後も製造品出荷額等の少が見込まれるなか、令和7年

度までには債まで回復させることを目標とする.

◆連するSDG8

589億円

(R2年)

■囲

589円

(R7年)

〔連する計等〕

0長崎市経済成長略

①長港における輸出総額.

幹産である造船を取り巻く環境が厳しいなか、軸出

額を維持する二とで、貿易の促進が図られていると考えら

れるため。

③長崎税関の貿勗統計結果により把する。

④基準の維持を目標とする。
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本施策 C2

人や企業を呼び込み、新たな事

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

移住人材、創業企業誘

企業が

◆めざ 姿を達成するための別施策

域外から企業を誘致し、新たな産業や雇用を創出しますC2-1

C2

を創出して、産業を強くします

2

C2

◆成果指標

成果指標

企業誘致に伴う新規

雇用者数[累計]

地域経済活動に活力を与え、地

業を活性化させている。

産菜雇用政策課

産学官金や企業間の連携による新事業の創出や新分野への進出を促します

3 働く世代を中心とした移住を促進し、地域や企業を活性化させます

基準値

291 人

(R 2年度)

企業と共に産

地企業等と県外企

業等との協業による

新規事業創出に係る

実証業の実施件数

[累計]

目値

1,791 人

(R 7年度)

指の説明

①令和2年度以降に新設、、移設により立地した

市外企業において 1出された 用者数。

②新規者が増加することで、雇用創出による経済

の活性化が図られると考えられるため。

③立地企業等への聞き取りにより把握する。

④コロナ禍前の過去3年問(H28~H30)の平均増加

人数約283人を踏まえ、令和3年度以降、毎年廣平

均300人の新規用者が創出されることを目標とす

る.

Φオープンイノペーションの手法を活用した地

等と外企業等との協業による新規事業創出につい

て、市が支援した実証事の実施件数.

②地城諜題解決をテーマにしたオープンイノベーショ

ンの手法を活用した事業化が園られることで、地域

に根差した新たな産集の創出の可能性につながると

考えられるため。

③年度末の実績累計により把握する。

④令和年度以降、新規創出について、市が支擬

した実証業を毎年度2件以上施することを目標

とする。

1件

(R 2年度)

Ⅱ件

(R 7年度)



◆関連するSDG8

■・阿囲
追加



別施策 C2-1

外から企業を誘致し、新たな産業や雇用を創出します

◆2025年度にめざす姿(なにが

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0 報通信関連の企業や研究開発拠点を中心

に平成28年度から令和2年度までに長崎市

外の企業が20社新設するなど、長崎市への

企業立地が相次いでいる。

【強み】

0市内に多くの大学が立地していることに加

え、情報通信関連学部の設置により門人材

も育成されている。

(長崎大学データ科学部、長崎県立大学情

報システム学部)

0工業系の国家'格試験の高校生合格者数が

全国で上位であるなど、若い世代の優秀な人

材も多い。

0地など自然災害のりスクが比較的少ない。

どうなっている)

崎市内に立地し、企業の集積と雇用の増大がな

されている。

産業雇用政策課

皿取組方針

①長崎の強みを活かした企業誘致

0地が少なく人材が確保しやすいという長崎市の強みを活かし、企業の設投の向本

社機能や開発部門の地方移転に向けた取組みなどを捉えながら、情報通信関連産業等の誘致

活動を実施します。

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0ITに関する門知識や技能を持った人材

は全国的に人手不足のため、誘致企業の人材

採用が課となっている。

【弱み】

0九州西端に位し、東京・大阪などの大都市

(消地)や生産拠点から遠く、輸送コストが

割高になる。

0山に囲まれ斜面地が多く、平地が少ない。

0工用に利用できる大きな水源がない。



②誘致企業に対する立地後のアフターフォローの充実

0誘致企業が従業員を確保できるよう、採用活への支援や事業内容の周知などを行います。

0誘致企業が長崎での事業展開を円滑に行えるよう、地場企業との協業の支援などを行います。

◆成果指標

成果指標

企業立地件数(市外

企業新設)[累計]

基準値

2件

(R 2年度)

◆関連するSDG8

目値

17 件

(R 7年度)

.

沙●

、゛1

指標の説明

①市外から長崎市内へ新たに事業所を新設した企の

件数(立地協定締結時点)。

②誘致・立地件数が加することで、雇用の拡大へ向

けた取組みが進捗すると考えられるため。

③年度末の実績累計により把握する。

④令和2年度の実績を基に、基準値から新規立地企業

を毎年3件することを目標とする

〔関連する計等〕

0 市経済成戦略

0 市まち・ひと・しごと創生総含戦略

孟業と推術革柘の
韮盤をつ(ろう



別施

産学官金や企業間の連携による新事業の創出や新分野への進出

を促します

C 2-2

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

地場企業が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0県や金融機関、他自治体との連携支援によ

り、都市と地方によるオープンイノベーショ

ンの手法を活用した新規事業出に向けた

取組みが生み出されている。

0長崎サミットにおいてもオープンイノベー

ションを通じて、新産業出を目指すことで

合意されるなど、長崎地域全体でオープンイ

ノベーションを推進する機が醸成されつ

つある。

【強み】

0市内の様々な支援機関が連携してを支

援する「創業サポート長崎」による支援体制

が築されており、令和2年度においてはそ

の支援によって260者が業している。

【チャンス】

0立地した県外情報通信関連企業と地企業

に協業のきが見られる。

産学官金や企業間で連携や協業関係を築きなが

ら、新事業や新分野進出を進めている。

産業雇用政策課

現状分析

Ⅱ〔うまくいつていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0オープンイノベーションの手法を活用した

新規事業の創出については、現状、各主体が

自然発生的に連を行っているにすぎず、こ

の動きを加速させるための組織横断的な支

援体制が整っていない。

0長崎市内において、スタートアップ(新たな

市場の開拓等を目指す起業)についての理解

が深まっていないことから、スタートアップ

を目指した起業事例が少なく、結果としてス

タートアソプに関する機運が低い状況にあ



皿取組方針

①新規業創出に対する支援体制の構築

0県外企業と地場企業によるオープンイノベーション型新規事業創出のため、より効果的な支

援が行える組織横断的な体制を構築します。

②スタートアップの機運の醸成

0スタートアップを目指す人材の掘り起こしや起業家コミュニティの活性化を図ります。

◆成果指標

成果指

地場企等と県外企

業等との協業による

新規業創出に係る

実証事の実施件数

[累計]

基準値

1件

(R 2年度)

目標値

Ⅱ件

(R 7年度)

1業サボート長崎に

よる創者数(各支

援機関の実合計)

指の説明

①オープンイノペーションの手法を活用した地業

等と県外企業等との協業による新規業創出につ

いて、市が支提した実証事業の実施件数.

②地域課題解決をテーマにしたオープンイノベーシヨ

ンの手法を活用した事業化が図られることで、地

域に根した新たな産業の創出の可能性につなが

ると考えられるため。

③年度末の実績累計により把握する.

④令和年度以降、新規事業創出について、市が支

した実証事業を毎年度2件以上実施することを目標

とする

①長崎市創業支摂等事業計画(平成26年6月20日付

けで国から認定)を実施するチーム体制「創業サポ

ート長崎」(全13機関)が行う支提事集を受けて創

業した者の数.

②創業者が増加することで、地域の関係機関の携に

よる創業支援体制が充実していると考えられるた

221 人

(R元年度)

◆関連するSDG容

296 人

(R 7年度)

,

.

■◆

、゛?

〔関連する計画等〕

0長崎市経済成戦略

0長崎市まち・ひと・しごと創生総合 略

五羣と伎山豪斬の
荘"を0くろう

め。

③各支援概関の実績報告により把握する。

去の実韻を基に、今後の創業者数を毎年5,6増

見込み、 296人を目標とする。



別施策 C2-3

く世代を中心とした移住を促進し、地域や企業を活性化させます

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

働く世代を中心としナ・移住

希望者が

◆現状分析と取方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0人口減少対策の一環で、令和元年度から専任の

組織及び相談窓口を設置し移住支援に取り組ん

でおり、以降毎年200人という移住者数の目

を達成している。

【強み】

0移住先として、都市部でのらしに加え、豊か

な自然に囲まれたらしのどちらにも対応で

き、市全体がコンパクトであり、都市部でら

しながら余暇で自然を楽しむらしも実現でき

る。

【チャンス】

0新型コロナウイルスの染拡大の影響により、

都市部から地方への移住の機運がまってい

る。

0これまでの移住は、職を前提としたものであっ

たが、柔軟で多様な働き方が大企業を中心に広

まった二とで、テレワークを行いながら、都市

部での仕事を続けつつ地方に移住するケースが

増えてくることが想定される。

、崎市への移住を実現し、地域や企業を活性化さ

せている

移住支援室

現状分析

Ⅱ〔うまくいつていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0移住者の状況として、 Uターンが7割を占

めており、 1ターンを検討している方の移

住先の候補に長崎市が選ぱれていない可能

性がある。

0移住先の地域としては、市内中心部が約8

割を占めており、移住を検討している方に

豊かな自然に囲まれた暮らしができる周辺

地区の魅力が伝わっていない可能性があ

る。



Ⅲ取組方針

①移住者に対する支援

0移住希望者が移住を実現できるよう、移住に関してのワンストップ窓口による「仕」「住ま

し、」等に関する相談対応のほか、特に移住の決定に要な要素である仕事に関して、就職支援

を行うなど移住に関するきめ細やかな支援を行います。

②移住に関する情報発

0移住検討者の移住先の候補に選ぱれるよう、長崎市で暮らす魅力の発信強化や長崎の魅力を

体験できる取組みを行います。

③関係人口の創出・拡大

0将来的な移住者の裾野を拡大するため、関係人口の創出・拡大にっながる取組みを行いま

す。

④移住後のサポート

0移住者が長崎市に定住できるよう、移住後のサポートを行います。

◆成果指標

成果

移住者数

基準値

344 人

(R 2年度)

◆関連するSDGB

目標値

300 人

(R 7年度)

住●謡11られる
まちづ(ιル

..

■易

■■

..

..

指標の説明

①市の相談窓口を通して県外から移住した人数.

②移住者数が増えることで、人に選ぱれているという

視点につながると考えられるため。

③毎年度の移住者数の実績により把握する.

④本市への転入者が減少していく中においても、移住

者を安定的に確保していくため、毎年300人(5年

間で 1,500人)の移住者数を目標とする.

〔関連する計等〕

0 市まち・ひと・しごと創生総合戦略

.

.
.
.

'
■
■
■
■
■
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施策

次世代につながる農林をてます

C3

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

◆めざす

C3-1

を達成するための個別施策

農林業の生産性を高め、次世代を担う多様な経営体を育成します

C 3-2

農林振興課

◆成指標

成果指標

1経営体当たりの

産物販売額

安全・安心で新鮮な農林産物を安定的に供給し、

経営が安定している。

安心して農林業を営

基準値

5,000 干円

(R 2年度)

づくりを進めます

◆関連するSDG8

目標値

5.507 千円

(R 7年度)

.

.

(K ー.

.、

指標の説明

①市内農産物の1経営体当たりの販売額。

②農業者が少する中、1経営体当たりの農産物販売

頗が増加することで、農業振が鳳られていると考

えられるため。

③毎年度、市場・協・所等にを行い把握す

る。

④令和7年度の市内産の農産物販売額の目値

憶円を農集経営体数986経休n020 林セン

サス(確定伯)]で除した額を目標とする.

匝]

修業と授術革新の
甚盤をウくろう 卑

,
◆、4●
風◆,
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別施

農林業の生産性を高め、次世代を担う多様な経営体を

します

C3-1

◆2025年度にめざす姿け引こがどうなっている)

農林業者が

◆現状分析と取方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

0長崎びわ「なつたより」の認知度向上及ぴ植栽

促進により、産地の維持・拡大が図られている。

O r長崎和牛・出ぱらいろ」の肥育頭数が維持

できている。

0 地や関係機関との連した担い手の育成体

制の構築により、いちごや花きにおける新規就

業者が増加している

0経・投'の両面からの支援・サポートにより、

意欲の高い青年等の新規就が図られ、近年は

毎年平均12人のへースて新たな担い手が生ま

れている。

0林業の担い手に対し支援を行うことで、林業労

働力が維持されている。

【チャンス】

0ロボット技術やAI、1CTを活用するスマー

ト業等の新技術の入が進んでいる。

0新たな研修制度やハウスリース事業が始まっ

ている。

0コロナ禍により、新しい生活様式への転換がは

じまったことから、自然豊かな地方に生活の拠

点を求める田園回志向が高まっている。

安定した農林業経営を行っている。

農林振興課

成

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0長崎びわ「なつたより」は生産者の高齢化

や管理作業の中による労力不足、寒害被

害により、安定生産が難しい。

0びわなどの果樹や花き施設など災害の影

を受けやすい作物の経営安定の必要性

がある。

0 「長崎和牛・出島ぱらいろ」は牛価格の

騰により生産コストが増加しているこ

とから、安定生産が難しい。

0新たな地域ブフンドとなりうるいちごや

花きなど、施設園芸の生産性を向上させる

ために、さらなる施設の高度化が必要であ

る。

0就初期の生産技術の未確立等により

安定した所得確保が課題となっている。



Ⅲ取組方針

①産地の効率性・収益性向上による経営安定の推進

0長崎ぴわ「なったより」にっいては、これまでの生産量の安定に向けた苗木等の支援に加

え、スマート農業技術の入による労力の軽減や経営安定に向けた補完作物の入を推進

します。

0 「長崎和牛.出島ぱらいろ」にっいては、牛入に対する支援により、安定的な肥育牛

の供給を推進します。

0いちごや花き等の新規推進品目の生産量の安定拡大を目指し、施設園芸を中心とした生産

盤整備の強化やスマート農業等の収益性向上に向けた取組みを進めます。

②多様な担い手の成・確保

0 林への就業促進にっいては、就初期の経営及び施設整備等投に係る支援、経営確

立に係るサボート体制の充実及ぴ生産基盤整備の検討などの推進等により、新規就者の

成確保及び定着に取り組みます。また、移住定住希望者向けホームページや各種就農相

談会等において、支援制度の周知を図ります。

◆成果指標

成果指標

長いちご販売量

基準値

450. o t

(R2年度)

花き販売

目値

485. o t

(R7年度)

2,541 千本

(R2年度)

指標の説明

①市内産の「長崎いちご」の販売量。

②市の代表的な施設園芸晶目である「長いちご」の

販売量が増加することで、生産性の向上が図られて

いると考えられるため.

③農協系統の実績鯛査により把握する。

④農協第5次地城農業戦に基づき、販売量朝5tを目

楳とする。

①市内産の「花き」の販売量。

②市の代表的な施設園芙品目である「花き」の販売量

が増加することで、生産性の向上が図られていると

考えられるため。

③農協系統の販売実績調により把握する.

④農協第5次地域農集戦略に基づき、販売量3,000千

本を目標とする。

①びわの優良品種 rなつたより」の販売量.

②市を代表する地堆ブランドである長嶋ぴわ「なつた

より」の販売量が増加することで、生産性の向上が

図られると考えられるため。

③農協系統の販売実績謂査により把握する。

④農協第5次地域農業戦に基づき、販売量1餌.otを

目標とする.

128

びわ「なつたよ

販売量

3,000 千本

(R 7年度)

45. o t

(R 2年度)

164. o t

(R 7年度)

長
り



長崎和牛・出

ろ販売

[暦年]

ぱらい 662.7 t

(R 2年)

認定新規就

[累計]

C

663. ot

(R7年)

者数

①市内産のブランド和牛「長崎和牛・出島ぱらいろ」

の販売量。

②素牛価格力騰する中、代豪的な地域ブランドであ

る「長崎和牛・出島ぱらいろ」の販売量が増加する

ことで、牛磨祥の向上が図られると考えられるため.

③農協系統の販売実績査により把握する。

④農協第5次地域農業戦にづき、販売量663.ot を

目標とする。

Φ農業経基盤強化促進法に基づき、市において認定

した新規就農者数。

②認定Lた新規就農者が加する二とで、意欲ある農

業者の成確保につながると考えられるため。

③認定数により把握する.

④第2期長市まち・ひと・しごと創生総合の策

定時に年加5人(平成26~30年度の認定者増加數

の平均)を目標として設定した令和6年度の目標

値53人に、更に5人を加えた数を目標とする。

①農集経基盤強化促進法に基づき、市において認定

した認定農のうち、経営改善計画の年間農集所

得目標(400万円)を達成している者の割合

②達成率が増加する二とで、認定農業者の業経営の

の向上につながると考えられるため.

③毎年度認定農業者へのにより把する。

④「ながさき農林業・農山村活性化計画」におい

て、全体の認定農集者のうち、農禦所得400万円

以上の認定業者の割合が約50怖である二とから、

令和7年度までにその水準まで近づけることを目標

とする。

36 人

(R 2年度)

認定農業者の年間農

業所得目標達成率

卵人

(R 7年度)

朝.0%

(R2年度)

50.0%

(R7年度)

◆関連るSDG8

〔連する計等〕

0長崎市農業振興計画

0 市まち・ひと・しごと創生総合戦略

0 経基盤の強化の促進に関する基本的な構想

0実質化された人・地プラン

0 崎ぴわ産地活性化プラン

0森林整備促進計画

.
.

●傾
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別施策 C3-2

安心して農林業を営める環境づくりを進めます

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

C
◆現状分析と取組方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0人・農地プランの実質化(地域の農業者が話合

いにづき、地域業における中心となる経営

体、地域における農業の将来の在り方などを明

確化すること)により、各落において、守るべ

き地や担い手が明確になっている。

0 地中間管理事の活用等により、認定業者

等の担い手への農地のが進んだことで、遊

休農地の発生防止・解消につながっている。

0 「捕獲」・「防護」・「棲み分け」の3対策を柱とし

た地域ぐるみの有獣対策の推進により、有

害鳥獣による作物被は減少している。

0間伐材の活用により、伐採される樹木の有効活

用を図り、森林整備、森林保護に寄与している。

【チャンス】

0コロナ禍により、地方移住やグリーンツーリズ

ム、業体験などの二ーズが高まっている。

安心して農林業を営んでいる。

林振興課

現状分析

証〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0地城ぐるみの取組みを推進してきた二とに

より、農作物被害は減少傾向にあるものの、

有害鳥獣の生息域は広域化し、生活環の被

害が拡大している。

【弱み】

0農地の大半は狭小な傾斜地にあることか

ら、車道までの距があり機械の搬入が困難

であることなど、耕作条件が悪い農地が多い

ため、地の貸し手とり手のマッチングが

進みにくい。

【威】

0営農環の保全活動を行う組織の構成員の

高齢化や後継者不在等により、担い手不足と

なり、保全する農地を減らす組織が多い。

0林従事者の高齢化や減少、木材価格の低迷

等による経営意欲の減退などのため、管理が

行き届いていない森林が増加しており、森林

の持つ多面的機能が低下している。



皿取組方針

①人・農地プランにづく農地の有効活用

0実化された「人・農地プラン」にづき、担い手への農地利用の集・約化や遊休農地の

発生防止・解消等を進めます。

②営農環の保全と地域源の活用

0集落の維持・強化を図るため、営農環境の保全に向けた地域活の推進と支援に取り組みま

す。

0耕作条件の悪い農地の改善や老朽化した農道・フK利施設の機能保持を図るため、小規模基盤

整や小規模水利施設の補修支授、道の維持・管理等に取り組みます。

0グリーンッーリズムにっいて、活動団体の支援を行いながら、受入れ体制の強化を図るととも

に、近隣大都市を含む域内外へのさらなるPR強化に取り組みます。

③有害鳥獣対策の推進

0 「捕獲」・「防護」・「棲み分け」の3対策を柱に、地域ぐるみの取組みによる農作物被害対策に

取り組むとともに、生活環境被害対策を強化します。

④森林の保全・活用の推進

0森林の持つ多面的機能を発揮させるため、適切な管理が必要な森林の整促進を図ります。

0木材の良さに触れてもらい、森林'源の有効利用や木材の魅力等を伝えるなどの地域産材の

PRに取り組みます。

◆成果指標

成果指

農地等保全活動取組

対象面積[累計]

基準値

ha

(R 2年度)

目標値

ha

(R 7年度)

地域ぐるみによる有

害獣捕獲隊の設立

数[累計]

指標の説明

①農地等の保全のため、多面的機能支払制度、中山間

地埴等直接支払制度の取組対象面積。

②取組対象面積が加することで、農地や施設の篭正

理につながると判断できるため。

③毎年度末の協定締結取組対象面積を集計して把す

る。

④中山接支払制度及び多面的機能支払制度に現在

取り組んでいない地区への推進を園り、毎年度9ha

(多面的機能支払制度7始、中山間地域等直接支払

制度2ha)増を目標とする.

①地域ぐるみによる有害鳥獣捕獲隊般立敷。

②捕隊が増加する二とで、自己防衛による、安心し

た農業環境の整備につながるため.

③毎年末の捕獲隊の組織結成数により把握する。

④農事実行組合や自治会等単位での組俺化の推進によ

り、年5組様増を目標とする。

107組織

(R 2年度)

132組織

(R 7年度)

132



グリーンツーリズム

体験プログラムの参

加者数

4,409 人

(R 2年度)

長崎市産材生産量

[累計]

12.000 人

(R 7年度)

①家民泊体験や農漁休験等、グリーンツーリズム

体験の参加者敷。

②ツーリズム体験の参加者数が加することで、農山

漁村の魅力と交流の拡大につながると考えられるた

◆関連するSDG容

め。

③グリーンツーリズム実践団体への調査により把握す

る。

④令和7年度までに、コロナ前の 12,000人(H28

~30年度平均)まで加させることを目標とす

る。

①市内の森材から搬出された製村用木村の生産量.

②牛磨暑が増加することで、林巣者の安心した林案の

営みにつながると考えられるため。

③年度末の林業関係団体への聞き取り調査により把握

する.

④計回期間中に、過去3箇年(H30~R2年度平均)

の生産量の平均値7.040市を毎年度雑持することを

目標とする。

28,160 nl

(令和7年度)

(

K《

〔連する計等〕

0長市農振計画

0 崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略

0農経営基盤の強化の促進に関する的な構想

0農業村整備事業管理計回

0実質化された人・農地プラン

0長崎農集振地城整備計画

0長・西彼地域鳥獣被害防止計画

0 市森林整計画

0 市公共建築物等利用促進方針

0森林経営計画

15
ほの0右.'も

守6う

◆込^

風◆,

追加



※白紙ぺ

0

0

134

ジ



施策 C4

水産業を環境変化に強く活気のある持続可能な産業にします

◆2025年度にめざ姿(なにが、どうなっている)

水産業者が

C
◆めざす姿を達成するための別施策

水産業の生産性を高め、次世代を担う多様な経C4-1

囲囲

C4-2

◆成果指標

成果指標

漁業生産[暦年]

水産振興課

効率的で収益性の高い経営を行っている。

水産'源の管理・回復と機能性のい漁港整を進めます

基準値

朝,開0 トン

(H28-30年

平均)

長崎市内で売られて

いる水産物について

新鮮さ、品数に満足し

ている市民の割合

目値

50,799 トン

(R 7年)

体を育成します

82.フ%

(R 2年度)

◆関連るSDG念

指の説明

①地区内漁業者による各港への水総量。

②生が加することで、漁案が活性化していると

考えられるため。

③毎年度が集計する「漁港港勢査結果」により把

握する.

④基準喝5%増を目標とする。

①長崎市内で売られている水産物について新鮮さ、品

数に満足している市民の割合

②満足度が上がる二とで水産物が市場で安定的に販売

されていると考えられるため.

③市民意臓謂査により把握する.

④' 5ケ年(H28-R2年度)の最高値である 82.フ,6

を各年度の目標とする。

.

,

告゛

、゛1

巨回

詑.フ,6

(R 7年度)

巨司
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別施策

水産業の生産性を高め、次世代を担う多様な経営体を成します

C4-1

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

水産業者が

◆現状分析と取方針

C

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

Bまくいっていること】

0新規漁業就業者に対し、研修の受入れや研

修終了後の経営が不安定な期間の燃油・

材等の経に対する支援を行い、早期自立

と地域漁業への定着が図られている。

0意欲ある若手漁業者が自らの漁業経営を検

しながら収益性の高い漁業に取り組んで

いる。

0漁船のりース業やエンジン交換等の支援

により、収益性が向上し、漁業者の経営安

定化に向けた環境が整えられている。

0漁業協同組合の冷凍・冷蔵等の施設更新

により、水産物の鮮度向上、作業の省力化

が図られている。

【チャンス】

0ICT等の先端技術の活用により、生産性

の向上が期待できる。

安定した水産経・を行っている。

水産振興課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0漁獲の変動により安定した経営が難しい

ため、新規漁業就業を希望する者が少ない。

0 殖用の餌や燃油等の価格がしている

ため、漁業者の経営がしくなっている。

【弱み】

0新規漁業就業希望者の漁業研修を受入れる

ことができる指者が限られている。

【威】

0水産業の従事者数は総人口の減少率以上に

減少している。また、高齢化も進んでいる。

Ⅲ取組

①支援事業の活用による経営力強化

0水産業の担い手の確保のため研修制度の充実や活用の推進に努めます。

0水産関係団体が行う機器等の入に対する支援を継続することで、経営力を強化します。

0ICT等の先端技術を活用したスマート水産業及び未利用産等を活用した陸上殖等の

入に取り組み、水産業の収益性を向上することで、職業としての魅力を高めます。

0消費者二ーズに対応可能な施設等をし、国内外の販売力強化に努めます。

②'源管理型漁業と複合漁業の推進

0'源に配した漁業に取り組むことで将来に渡り持続可能な漁業を目指します。

0 殖業の普及等、複合漁業を推進することで安定した漁業経営につなげます。
137



◆成果指標

成果指

新規漁業就業者数

基準値

人

(R元年度)

平均漁業所得[暦年]

目値

人

(R 7年度)

1,800 千円

(H27-R元年

平均)

指の説明

①漁業に新規で就業した者の人数。

②漁業に従事する者が加する二とが、水産業の維

持・発展につながると考えられるため。

③年度当釖に漁協等の関係団体に照会し把握する。

④直近5ケ年(H27-R元年度)の平均が人である

二とから毎年度人を目標とする。

機器等の導入件数

1,9U千円

(R 7年)

20件

(R2年度)

①浜の活力再生プランによる漁業所得。

②漁業者の所が向上する二とが、水産業の雑持・発

展につながるとえられるため.

③プランの連成状況報告により把する。

④浜の活力再生プランが5ケ年で10怖を向上させる計

画であるため、 4年間の計回期間で8"増を目糎と

する。

①水産係団体等が行う製氷機や水産加工器等の導

入件数。

②機器等の導入件数が加する二とが、水産業者の所

拐向上及び安定経営につながると考えられるため。

続可能な新水産稟創造事業実績報告により把

握する.

値から4年間の計画期間中に10件増加させる二

とを目標とする。

①スマート水産業の取組件数。

②ICT等を活用した効率的かつ先進的な取組みが増

加することが、水産業者の安定経につながると考

えられるため。

③持続可能な新水産業造等の実績報皆により把

握する。

④基準から4年間の計画期間中に2件増加させるこ

とを目標とする。

ICT等を活用した

スマート水産業の取

組件数

30件

(R7年度)

1件

(R 2年度)

◆関連するSDG8

3件

(R 7年度)

■ 1 'ι

、・?'

〔関連する計等〕

0長崎市水産振興計回

0浜の活力再生ブラン浜の活力再生広域プラン

追加
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別施策 C4-2

水産資源の管理・回復と機性の高い漁港整を進めます

◆2025年度にめざす姿け引二がどうなっている)

ぐ

漁業者が

◆現状分析と取組方針

現状

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0漁港施設の整備により利用者の安全性・利

便性が向上している。

0水産種苗の放流事業を継続して実施するこ

とにより、一部の魚で水が増加して

いる。

0市内 12 活組織による漁環境の保全活

動により、藻場の再生が図られている。ま

た、漁業者だけでなく、ボランティアなど地

元住民が活動に参加し、地域が一体となっ

て漁場境の保全に取り組むことで識の

醸成が図られている。

【強み】

0水産センターにおいて放流用苗の生産や

藻の再生に向けた海藻類の種苗生産技術

開発等の試験や調査が可能である。

【チャンス】

0水産物の'源や漁可能等を把握する

ため、漁...等の、を電子的に収する

体制の・築を進めるなど、 1CT等を活用

した報収集・分析技術が進んでいる。

!水産物を安定的に生産している。

水産振興課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

0漁港施設の整備は先順位をつけて進めて

いるが、交付金の内示減により、一部計画

通りの事業を達成できていない。

0藻場の再生は、活を行う人員不足により

ウニ駆除が追い付かないことや、海水温の

上昇により植食性魚類の活動期間が長くな

つたことなどにより、成果が十分に出てい

ない地域がある。

0放流用、殖用の種苗について、新たな魚

種への展開ができていない。

0漁業者の減少により、事業規模が縮小し、

放流尾数が減少傾向にある。

【脅威】

0 場の回復状況は、海水温の上昇など自然

環の変化の影響が大きい。
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皿取組方針

1水産基盤の総合的・計画的な整

0機能保全計画及び長寿命化計画にづく漁港施設や海岸保全施設の整を行うことで、水産

物の安定供給に努めます。

②適正な'源管理と新技術の活用

0漁場境の再生につぃて、ウニ駆除や母藻の等に持続的に取り組みます。

0効果的な水産種苗の放流により水揚量の増加につなげ漁生産の安定を図ります。

0水産センターにおいて、新魚種(海藻)の種苗生産技術開発に取り組みます。

0ICT等の先端技術を活用したスマート水産業及び未利用産等を活用した陸上殖等の導

入に取り組み、水産物の安定供給と安定経営を実現します。

0'源に配した漁の実施に向けた調等の取組みを強化します。

◆成果指標

成果指標

漁場環再生活動を

行った海域の場の

被度

基準値

43.9%

(R元年度)

漁協取扱漁梨生産量

目標値

%

(R7年度)

指標の説明

①水産多面的機能発揮対策支援事業で藻場の再生を行

つた海域の藻場の被度(ξ覆っている面の割

ロ).

②漁場の再生を行うことで、藻場の被度が維持されて

いると考えられるため。

③各年度の事業実棲により把握する.

④近3ケ年(H29-R元年度)の最高値%を各

年度の目楳とする。

①沿摩漁業、餐殖業など市内8漁協における漁業生産

量。

②漁場環境の保全や種苗の放流、養殖用種苗の分譲等

を実施する二とで漁業生が縫持されると考えら

れるため。

③市内8漁協の地区内水掲量の合計により把握する。

④基準値を維持する二とを目標とする。

8,739 トン

(R元年度)

◆関連するSDG8

囲"囲

8,739 トン

(R 7年度)

巨珂
〔連する計固等〕

0長市水産振興計画

0浜の活力再生プラン浜の活力再生広域プラン
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施策 C5

地元農水産物の消費を拡大します

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

ぐ

・地元農水産物が

◆めざす姿を成するための別施策

C5-1

水産林政策課

◆果指標

成果指標

市内産の産物販売

額

C 5-2

多くの人に認知され、消費の拡大が図られてい

る

新たな販路拡大や消拡大を図ります

長崎ならではの食材や食文化に対する意識の醸成を図ります

市内産の水産物販売

額

基準値

49.3 億円

(R 2年度)

目標値

54.3 億円

(R7年度)

市内産産物及び加

工品入率

467円

(R 2年度)

指標の説明

①市内産の農産物販売額。

②販売額が増加することで、産物の消費拡大が図

られていると宥えられるため.

③青果市場・農協・直売所等^調査により把握する。

④過去3年 値(R元年度)を目標とする。

①市内産の水産物販額。

②販売額が加することで、水産物の消拡大が図

られていると考えられるため。

③市内8つの漁業協同組合の報告(漁業憶同組含取

扱金額)により把握する。

侮過去3年 値(H関年度)を目楳とする。

①lt表的な市 び加工品の市民の購入乳

②購入率の加が、地元農産物の消費拡大につなが

ると考えらえるため。

③ながさきの「食」市民意識餌査により把握する.

値から、過去4年間(H29からR2年座)の平

均の伸び率である毎年度0.13舶増を目とする。

60.7 億円

(R 7年度)

49.5%

(R 2年度)

50.2%

(R7年度)



市内産水産物及ぴ加

工品購入率

49.2%

(R 2年度)

◆関連るSDG8
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50.フ%

(R7年度)

①代表的な市内水産物及び加工品の市民の購入

率。

②購入牢の増加が、地元水産物の消費拡大につなが

ると考えらえるため。

査により把握する。③ながさきの「」市

@湛準徹、ら、 4年間(HNからR2年度)の平均

の伸ぴ率である毎年度0.3,●増を目標とする.
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囲囲
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別施策

新たな販路拡大や消費拡大を図ります

C5-1

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

0 「魚の美味しいまち長崎」ガイドブックの配

布やデジタル化、「さしみシティ」動画の放

映、 SNSによる報発信等のPRにより、

観光客の「長崎の魚」に対する認知度が向上

している。

0水産物展示商談会への出展により、バイヤー

との密接な関係が構築されている。

0直売所等における旬の魚イベントが定着し

ている。

0長崎びわ「なつたより」は、「びわフェスタ」

などによるPRを通じて、品の高さが認知

されつつあり、今後の販売拡大が期待され

る。

0 「長崎和牛・出ぱらいろ」は、市内取扱店

舗の増によって消費者が商品に接する機会

が多くなったこともあり、新たな顧客確保が

できている。

0 「ながさき実り・恵みの感謝祭」等により、

消費者が地元産品を直接手に取り、味わうこ

とができる機会を増やすことで、市内水

産物のPRや地産地消の意識醸成が図られ

ている。

市内外で消されている。

水産林政策課

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0「長崎の魚」の認知から消へ促す、食べ方

の提などの取組みが不足している。

0ハトシ、からすみなど長崎独自の水産物に

対するバイヤーの関心、評価はいが、食

生活の変化による魚を食べる機会の減少等

もあり、消者までその魅力が十分には伝

わっていない。

0長崎ぴわ「なつたより」や「長崎和牛・出

ぱらいろ」は、価格に見合う品質であ

るということを消費者に伝え、選んで食べ

てもらう工夫が不足している。

0「長崎和牛・出島ぱらいろ」の流通が少な

<、市外への流通や、確実な入荷が必要な

ホテル等での使用が困難である。

【脅威】

0台風等による被害や生産者の高齢化により

生産物が減少している。



皿取組方針

1「長崎の魚」の魅力発信と消拡大

0 「長崎の魚」にっいては、刺身という食べ方に着目したキャッチコビー「さしみシティ」

を掲げたPRを継続するとともに、機運醸成を図るため市民や企業等による「さしみシテ

イ」を活用した情報発信や消費拡大等につながる活を支援するなど、民間主体の取組みを

促します。

ODM0との連携により、マーケティング調査や「観光X食」の商品充実、域外への広城プロ

モーションを行います。

0更なる知名度向上と販売促進に向けて、水産物展示商談会への出展を継続して支援します。

また、新型コロナウイルス感染症の影響下においても商談を実施できるように新たな取組み

を検討していきます。

②推進品目のブランド強化と販路拡大

0長崎びわ「なつたより」の高単価販売、「長崎和牛・出ぱらいろ」の取扱店への支援等を

通じたブランドの強化に加え、新規推進品目として「し、ちご」や「花き」などの販路拡大の

支援を行います。

3地産地消の推進

0地産地消推進の拠点である農水産物直売所の販売促進支援のため、新しい生活様式での地産

地消イベントの開催をはじめとしたPRを実施します。

◆成果指標

成果指標

「長崎の魚」の観光

客認知度

準値

56.1%

(R 2年度)

長崎いちごの販売額

目標値

66.1%

(R7年度)

指標の説明

崎市が魚のイメージがあるかという問に対し、

「強くあった」又は「あっナニ」と回答した観光客の

割合。

②認知度が向上する二とで、崎が魚の美味しいまち

であるというイメージカまっていると考えられる

ため。

崎市国内観光客動向調査により把握する.

④令和2年度を値とし、毎年度2%の増を目標と

する。

6.3億円

(R 2年度)

6.6 憶円

(R7年度)

崎いちごの販売額。

②販売額が増加することで、地元農産物の消費拡大

が図られていると考えらえるため。

③農協への調査により把する。

協第5次地域業に基づく販 485tに販

売単価1.363円/kK (H28~R2年度の平均値)を

桑じて得た額を目標とする。
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花きの販売額 2.0 億円

(R 2年度)

長崎びわ「なつたよ

り」の販売額

2.3円

(R7年度)

0.7億円

(R 2年度)

Φ花きの販売額。

②販売額が加する二とで、地元産物の消拡大

が図られていると考えらえるため。

③農協への査により把握する。

④協第5次地域業略に基づく販売 3.000千本

に販売単価刀円/本(H28~R2年度の平均値

を乗じて得た額を目標とする。

①ぴわの優良品種「なつたより」の販売額。

②販売額が加することで、地元農産物の消費拡大

が図られていると考えらえるため。

③農協への調査により把握する。

④協第5次地域農 にづく販売 164tに

販売単価1.507円/kE (H28~R2年度の具常位

を除く平均値を桑じて得た額を目標とする。

Φ市内産のブランド和牛「長和牛・出島ぱらい

ろ」(枝肉)の販売額。

②販売額が加することで、地元農産物の消拡大

が図られていると考えらえるため。

③農協への調査により把握する。

④協第5次地域農'・戦略にづく販売 663tに

販売単価2,546円/雁(H28~R2年の平均値

を乗じて得た額を目標とする。

①市内水産物所の売上額。

②売上額が加することで、地元農水産物の消拡

大が図られていると考えられるため。

③農協・漁協・直所への調査により把握する。

④直近値から、過去5年問 H28~R2年度の具

常値を除く高値29.4憶円(H28年度)を目安

として、 R7年度までに29.5億円を目標とする。

「長崎和牛・出ぱ

らいろ」の販売額

[暦年]

2.5 億円

(R 7年度)

15.5円

(R2年)

市内水産物直売所

の売上額

憶円

(R 7年)

◆関連るSDG容

28.9億円

(R元年度)

囲目
12

29,5 億円

(R7年度)

〔関連する計等〕

0 市農業振興計画

0 びわ産地活性化計画

0長市水産振計画

0 市観光・MICE戦略

0長崎市新幹線開アクションプラン

囲囲
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別施策 C5-2

崎ならではの材や文化に対する意識の醸成を図ります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

市民が

C

◆現状分析と取組方針

現状

1 〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0長崎ならではの食材や食文化の発信により、

市民認知度は市内産物が8割、水産物が

9割近くに達している。

0離乳食レシビ本と幼児を対象とした絵本の

活用により、子どもの成長過程に応じた魚食

普及の仕組みをつくる二とができている。

ながさきの食について理解を深めている。

水産農林政策課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと1

0生産が少なく市民が,・物を目にする機会

が限られる「ながさき伝統野菜(長崎白菜

(唐人菜)等)」の市民認知度は一般的な野

菜類と比べると低調である。

0 「食卓の日」に閲する各取組みが固定化

していることや、 PRの範囲が限定的であ

ることから、市民への認知は広まっていな

皿取組方

①長崎ならではの食材と食文化の発信

0幅広いに長崎ならではの食材や食文化を周知するため、広報ながさき、SNSなどを活用し

た情報発信の強化と、長崎「食」の覧会、晩会などのイベントの新しい生活様式での開催

に取り組みます。

0魚食や鯨食をはじめとした、食文化を継承するため及啓発活動を行います。

0生産者と食の提供者のマッチングや、生産者と食関係団体が連して取り組む、地元産品を使

つたフエアのPRの支援などを行います。

②「食卓の日」の推進

0 「食」の大切さに対する市民の理解を深めるため、同団体と連携し、「食卓の日」にちなん

だ市内産の水産物を使用した、特別メニューの提供や料理教室の開催などの取組みを広く情

報発信します。



◆成果指標

成果指

市内産水産物の市

民認知度

基準値

産物

79.3%

水産物

舶.2%

(R 2年度)

◆関連るSDG8

目値

産物

81.1%

水産物

88.2%

(R7年度)

指標の説明

①市内産農水産物の市民認知度。

②認知度が向上する二とで、長の食材や食文化に対

する理解が深まっているとえられるため.

③ながさきの「食」市民意識調査により把握する。

④認知度が高水準であることから、過去3年の最高

値(産物はH30年度、水産物はR2年度)を目

標とする.

(K

0 崎市農業振興計画

0長崎びわ産地活性化計画

0 崎市水産撮興計画

0長崎市観光・MICE戦略

0長崎市新幹線開業アクションプラン

する計画等〕

賃の畠い"nE
主んなに

◆勗●
風◆,
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まちづくりの方針D

私たちは「環境と調和した持続可能なまち」をめざします

炭素社会の実現をめざします

地球温暖化対の取組みを進めますDI-1

再生可能エネルギーの地産地消の推進と地域の活性化を園りますDI-2

C

D4

D2 資癒を守り大切にする社会の実現をめざします

ごみ出量の削とりサイクルを推進しますD2-1

廃物の適正処理と処理施設の整備を進めますD2-2

環境意識・行動の定着を図ります

に対する当者識の醸成を図りますD4-1

環行を促し、生活様式として定させますD4-2

D3 豊かな地域琢境を守り活かします

豊かな自然環境を保ち、自然との共生を図りますD3 1

大境や公共用水域の水環境などを良好に保ちますD3-2
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本施策

脱炭素社会の実現をめざします

DI

◆2025年度にめざ姿(なにが、どうなっている)

だれもが

◆めざ

DI

姿を達成するための別施策

地球温暖化対策の取組みを進めます

21.3%

(R 7年度)

DI-2

◆成指

脱炭素社据の実現へ向けて着実1、取り組んでい

る。

成果指

市域から排出される

温室効果ガスの排出

量

再生可能エネルギーの地産地消の推進と地域の活性化を図ります

政策課

基準値

1.993 千 t イ02

(H30年度)

次世代自

率

車の普及

目値

1 490 千 t -C促

(R 7年度)

13.3%

(R元年度)

指の説明

①墨崎市内から排出される温室効果ガスの量。

②温室効果ガスの排出量の特徴を把握し、適切な温暖

化対策を行うための指標となるため。

③毎年度ごとの温室効果ガス排出量算定により把握す

る。

崎市地球温暖化対策行計画における令和12年

度の目位を平成19年度比U%削・としており、

その目値から勘案して、値から25296削を

目とする

①二酸化炭素の排出が少ないプラグインハイブリッド

自動車(P"EV)、走行中に二酸化炭を排出しない

電気自車(EV)、水素自動車(FCV)等の普及率。

②脱炭素社会構築に向けて、自車における温室効果

ガス排出量削を推進するにあたって成果を把握す

る二とができる指標であるため

③自動車保有台数調、市民税課料により把握す

る。

④崎市地球温暖化対策実行計画における令和12年

度の目標値を 27"としており、その目標値から勘案

して、基準値から8号6増加を目標とする



◆関連するSDG容
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別施策

地球温暖化対策の取組みを進めます

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

DI-1

だれもが

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0エコライフ・フェスタやエコライフ・ウィーク

への参加など、環行動に取組む市民の数が増加

している。

【強み】

0長崎市全域の公共交通路線の徒歩圏人ロカバ

一率は 80%で一定の公共交通サービスは行き

届いている。

1地球温暖化対策に取り組んでいる。

現状分析

境政策課

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

0次世代自車の中でも二酸化炭素排出削

減に献度がい気自動車の普及率が低

い。

0電気自動車の充インフラ整が不十分

で、空白地域がある。

0家庭や事業所における温室効果ガス排出

が目標値に達していないことに加え、フロ

ン類をはじめとするC02 以外の温室効果

ガスが増加傾向にあるため、温室効果ガス

排出が目標値を上回る状況が続いてい

る。

【威】

0気候変の影による災害等が拡大してい

る。

皿取組方針

①温室効果ガスの排出を抑制する緩和策(排出削減)の推進

0持続可能な脱炭素社会の構築に向けて、再生可能エネルギーの入や電気自動車の普及拡大

、地域特性に応じた戦略的取組みを総合的かつ効果的に促進します。

0温室効果ガスの排出削減に向け、市民・事業者に率先した取組みを講じるために、長崎市環

境マネジメントシステムにおける推進体制と進行管理を強化するとともに、長崎市の事務事

業において温室効果ガスの排出削減効果の高い環境配等の取組みの推進を図ります。

0脱炭素なまちづくりに向け、都市機能の集約や公共交通の利用促進を図ります。

0環境問題への意識を共有し、環境にやさしいライフスタイルへの転換を促すとともに市民・事

業者の環境に配した活を促進します。



0市内における気自動車の充インフラの整備を促進し、走行中に二酸化炭素を排出しない

気自動車の普及拡大につなげます。

0太陽光発電等の再生可能エネルギーの導入拡大に加え、蓄池や気自車、水素自動車等
の活用による自立分散型源を確保することで、脱炭素化を図るとともに、災害に強いまち
づくりにつなげます。

②気候変動の影響に対する適応策の推進

0集中雨や台風の大型化など、気候変動により激化する災害の影響を軽減するため、市民・

業者における自発的取組みを促すとともに、実効性の高い適応策を推進します。

◆成果指標

成果指標

市域から排出される

温室効果ガスの排出

量

基準値

1,9部千 t イ促

(H30年度)

市役所から排出され

る温室効果ガスの排

出量

目値

1,490 千 t イ02

(R 7年度)

指標の説明

①長市内から排出される温室効果ガスの量。

②温室効果ガスの排出量の特徹を把握し、適切な温

暖化対策を行うための指標となるため.

③毎年度ごとの温室効果ガス排出量算定により把握

する

蛤市地球温暖化対策実行計画における令和12年

度の目標値を平成19年度比闘舶削減としてお

り、モの目橡値から勘案して、皐値から25,2%

削を目標とする

①市役所の事務及び事業を実施するにあた0て排出

される温室効果ガス排出量。

②持続可能な脱炭素社会を構築し、実効性のある地

球温暖化対策を進める上で市役所自らの温室効

ガスの排出量を把握し、市民、事者に串先した

対策を講じていく必要があるため。

③各課から収集した電気、ガス、その他燃料使用量

等のデータを基に算定を行う

④崎市地球温暖化対策実行計画における令和12年

度の目標値を平成19年度比貼牝削減としてお

り、その目標値から勘案して、基皐憧から 21.5,6

削減を目標とする

70,512t

(R元年度)

55,347t

(R 7年度)

154



◆連するSDG8
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別施策

再生可能エネルギーの地産地消の推進と地域の活性化を図りま

す

DI 2

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

再生可能エネルギーを地域で創り
だれもが

る。

した

◆現状分析と取組方針

現

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0自治体新力「(株)ながさきサステナエナジー」

の設立に伴い、市役所が保有している再生可能

エネルギーを活用したエネルギーの地産地消を

推進する体制が構築され、新たな脱炭素化事業

を推進する環境が整った。

【強み】

0再生可能工才、ルギーを活用したエネルギーの地

産地消に向けた産学官金民による連携が進んで

いる。

政策課

状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0市民が工才、ルギー消を低減させる省エネ

設、製品などの惰報に接する機会が少な

い。

【脅威】

OFIT制度※の変更に伴い、市民や事者

による新規の太陽光発事業の減少等、太

陽光発電設備の普及率が頭打ちになる可能

性がある。

皿取組方針

①再生可能エネルギーの地産地消の推進

0自治体新電力「(株)ながさきサステナエナジー」から供給される市所有の太陽光発及び廃

物発電により作られた二酸化炭素を排出しないクリーンな電力を活用した、エネルギーの

地産地消を推進し、二酸化炭素排出の削減を図るとともに、新たな脱炭素化事業を創出す

ることで、地域内'金循環を促し、用の 1出や地域活性化につながる脱炭素なまちづくり

を推進します。

②省エネ設等の及促進

0省エネ設等に関する情報発信及び普及を図り、エネルギー使用の'力化を促進します。

し、使ってい

※ F I T制度

再生可能エネルギーの固定価格買取制度の略称。一般家庭や事

気を、力会社が買い取ることを国が約東する制度。

者が再生可能エネルギーで発



◆成果指標

成果指標

公共施設の太光発電

設の導入箇所数

基準値

56施設

(R 2年度)

◆関連するSDG8

目標値

63施設

(R7年度)

囲囲 鳥゛
、゛?

指標の説明

1庁舎や学校等の市有公共施設への般の設置件赦。

②市有公共施設における再生可能エネルギーの導入実

績を把握する指標となるため。

③所管課への導入実績調査により把握する.

④墨崎市地球遍暖化対策実行計画における令和12年

度の目標を約200の公共施設のうち35貼にあたる

約70の施設への導入としており、その目値から

勘案して、基準値から7箇所増を目とする。

〔関連する計等〕

0長崎市環境基本計画

0 崎市地球温暖化対策実行計回

158
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本施策 D2

資源を守り大切にする社会の実現をめざします

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

ごみ減量・りサイクルに対する意識を高め、資

だれもが 源を守り大切にする社会の形成に取り組んでい

る。

15
陣の昏かさも

守6う

◆めざ姿を達成るための別施策

D 2-1

D 2-2

◆成果指標

成果指標

1 人 1日当たりのご

み排出

ごみ排出の削減とりサイクルを推進します

廃棄物対策課

廃棄物の適正処理と処理施設の整備を進めます

基準値

971 底

(R元年度)

リサイクル率

目値

鮖2g

(R 7年度)

◆関連するSDG8

13.乳

(R元年度)

指の説明

①ごみの総排出量を1人1日当たりに換した数

(ごみの総排出量/人口/365日)。

②ごみの排出量が減少することで、 4Rの推進が図ら

れていると考えられるため.

③ごみ処理絞計により把握する。

④平成30年度の中核市平均値を目標値に設定する。

①一般廃棄物総排出量に対する資源化量の割合。

②ごみの減量と適正分別の成果を表すと考えられるた

め。

③ごみ処理統計により把する。

④平成即年度の中核市平均値を目位に設定する。

18.酬

(R 7年度)

◆、
、◆,

η

,1'.

追加

つ(る賣任

12 つかう貴任
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別施策

ごみ排出量の削減とりサイクルを推進します

D2

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

だれもが

◆現状分析と取組方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕
【うまくいっていること】
0市民 1 人 1日当たりのごみ排出は減少傾向

にある。

0食品ロス削減を推進するきが生まれ、ごみ排
出削減に繋がっている。

0ごみの減や分別に係る市民の活について、
リサイクル推進員や団回収活動など組織的
な活動が長年続いている。

【チャンス】

0レジ袋の有料化により、市民の脱プラスチック

の意識が高まっている。
OSDGSに繋がる食品ロス削減などの環境に
配慮した活を推進する企業や団体が加し
ており、今後も継した活動が見込まれる。

0国により、多様な物品に使用されているプラス

チックに関し、包括的に'源循体制を強化す
る制度改正が進んでいる。

」み減量とりサイクルに

る。

廃物対策課

現状分析

極的に取り組んでい

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕
【うまくいっていないこと】

0燃やせるごみの中にまだ食べられる食品や

リサイクル可能な古紙が含まれている。

0燃やせないごみの中に焼却可能なプラスチ

ツク製品やゴム製品が含まれており、埋立

処分場の負担となっている。

0りサイクル推進員の数が自治会加入者の

齢化等により減少している。
0集団回収登録団体の数が年々減少してお

り、団回収される古紙や古布が減ってき

ている。

皿取組方針〔継続、更なる強化、改善、新たな取組み〕
①'源物分別収の促進
0市民と行政が一体となったごみの分別と減を推進するために、りサイクル推進員の配及
ぴ連携を強化し、各地域においてごみ減を啓発するとともに、団回収活動のほか、源物
('源ごみ、古紙、プラスチック製容器包装など)の分別収集を促進します。併せて、国の制

度改正を契機としてプラスチック源の更なる有効活用を図ります。
②ごみ排出量の削減

0市民及ぴ企業等による4R※の推進を強化し、食品ロス削減の推進など点を絞った取り組み
により、市民1人1日当たりのごみ排出の削減を図ります。

※ 4R

りフューズ
リコーユ^ス
リユース

リサイクル

(Refuse)く断る)不要なものは買わない
(Reduce)<減量・最門、化>ごみを出さない、減らす
(ReU68)(再利用>り返し使う
(RecyC1田<再生利用>再び原料に戻す



◆成果指標

成果指

4Rを実践している

人の割合

準値

(R元年度)

目値

81.誹

(R 7年度)

適正な分別がなされ

ず、りサイクルされ

ないごみの割合

指の説明

「4Rに取り組んでいますか」の問いに「4R全て

に取り組んでいる」、「一部取り組んでいる」と回答し

た人の割合。

②4Rに関する取組みを実践している人の割合が増え

る二とで、ごみ量及ぴりサイケルの推進が図られ

ているとえられるため。

③市民意識調により把する。

④令和元年度長崎市第三次環境基本計画に係る市民

識調査時に「今後実践する」「実践するつもりはな

し、」「わからない」と回答Lた人の割合(23 796相

当)を「実践している」状態となるように令和7年

度までに基準値から596増することを自標とする

①燃やせるごみ及ぴ燃やせないごみに含まれるりサイ

クル可能な資源物の割合。

②適正な分別とりサイクルの成果を表すと考えられる

ため。

③組成分析謂査により把握する。

④1年当たり1,6削減を目途として目標値を設定す

る。

18.5%

(R元年度)

◆関連するSDGB

■■■■■■

13.5%

(R 7年度)

〔関連する計等〕

0長崎市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例

0長崎市一般廃棄物処理基本計画(ごみ処理基本計画)

162



別施策

廃棄物の正処理と処理施設の整備を進めます

D2

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

2

廃棄物が

◆現状分析と取方針

現状

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕
【うまくいっていること】

0水銀体温計等の拠点回収により、水銀の適正処

理に寄与している。

0カメラによる監視などにより、不法投棄の抑制

につながっている。

0西工が平成28年から稼働しているが、 DB

0方式により安全かつ安定的に稼働している。

0マットレスなど粗大ごみの解体・再'源化によ

り、処分場の埋め立て残余年数の延長につなが

つている。

【強み】
0将来的なし尿処理の方法として、し尿等を下水

道に投入処理できる可能性がある。

【チャンス】
0全国のごみ焼却施設ではDB0方式が主流で、

民間業者にとって事業実施に関するノウハ
ウが蓄されている。

廃棄物対策課

正に処理されている。

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、み、脅威〕
【うまくいっていない二と】

0処理場へごみを搬入している処理業者の中

に、一部不適切な搬入が見られる。

0不法投棄は市内全域で発生するため、監視

が行き届く所と行き届かない場所があ

り、根絶には至っていない。

【弱み】

0ごみ焼却施設の東工場が、稼働後、30年以

上が経過し、老朽化が進んできている。

0下水道の普及や人口少に伴い、し尿処理

が減少していることから、将来的にし尿

処理施設での処理ができなくなり、施設を

廃止せざるを得ない。

【威】

0世界的に海洋プラスチックごみが問題とな
つている

皿取組方針

①廃物の適正処理
0三京クリーンランド埋立処分場に埋め立てられるごみの再'源化を促進し、埋立処分の延命

化を図ります。

0水銀体温計等の拠点回収を継続し、ボタン池のステーション回収と併せ、水銀使用製品の適
正回収及び処理を行います。

0ごみ処理について、排出されたごみの適正処理継続とともに、収・搬作業の効率化を推進
します。

0市民や廃棄物処理業者等に対し、指・監視体制の強化を図りながら、適正処理に向けた取組
みを推進します。

0カメラ設置位置を査するなど、生活保全上重要な拠点を常時監視し、不法投棄抑制を図

ります。



②処理施設の整備等
0新東工場の令和8年度の稼働開始に向けて、民間ノウハウを活用し、設計・建設と維持管理・
運営を包括的に委託するDB0方式を採用し、効率的で効果的な施設の整・営を行いま
す。

0長崎市公共施設の用途別適正化方針にづき、し尿等の下水道投入処理にっいて、費用対効
果や処理方法等を整理し、効率的かつ効果的な処理施設の整備を行います。

◆成果指標

成果指標

最終処分の年間埋

立量

基準値

22,485 t

(R元年度)

目標値

20.637 t

(R 7年度)

◆関連するSDGB

住み鵡け6hる

η
.

庄ちづ(りを.

皿■

■■

'噐
"..

指標の説明

①最終処分場に持ち込まれる不燃ごみが1年間に埋め

立てられる総量。

②廃物の適正処理により、埋め立てられる不燃ごみ

などが抑制されることにつながると考えられるた

〔関連する計等〕

0長市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例

0長市一般廃棄物処理基本計画(ごみ処理基本計画)

0長崎市一般廃物処理基本計画(生活排水処理基本計画)

0長崎市災害廃棄物処理基本計画

0 崎市上下水道事業マスタープラン

め。

終処分場で集計される数値により把握する。

④最終処分場を令和79年まで使用したい。

そのためには令和7年度までの埋立量は20.637t

までに抑えることを目標とする。(計画期間中は前

年度比年間約1.496減を目標。)
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基本施策 D3

豊かな地域環境を守り活かします

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

だれもが

◆めざす姿を達するための個別施策

D3-1

D 3-2

◆成果指標

成果指

森林整面積(植

林、枝打ち、間伐

等)【累計】

豊かな自然環を保ち、自然との共生を図ります

豊かな地域環境の保全に取り組んでいる。

大気環や公共用水域の水環などを良好に保ちます

境政策課

ホタル飛翔定点確認

割合

基準値 目値

舶

(R 7年度)

97.5%

(R元年度)

大気汚染物

用水域の水

車騒音の

達成率

①森林の整備面積。

②森林保全の程度を把握できるため

③赫業関係団体からの聞き取り調により把握する

④叶画期間中に、毎年230hヨの控面を粒持するこ

とを目標とする。

①定点のうちホタルの飛翔が確認できた箇所數の割100%

(R7年度)

、公共

及び自

境基準

指の説明

叫.9%

(R元年度)

^
^0

②ホタル飛翔の確認割合が加する二とで、川の水、

周辺の空気、餌となる生物の生息など、自然環の

保全が園られていると考えられるため。

③定点調査により把握する。

④全調査地点においてホタルが観測できる二とを目標

とする。

①大(大陸からの越境汚染や濃さに影響される監視

目である光化学オキシダントや浮遊粒子状物質、

徹小粒子状物質(PM2.5)を除く。)・水質・騒音

の常時監視地点における環境基準達成の割合。

②環基準を達成することが、良好な生活環の確保

につながると考えられるため.

③国のマニュアルに基づき測定を行い把握。

④毎年向上させ、最終的に100"を目標とする。

100%

(R 7年度)



◆関連するSDG8

団阿囲囲
◆.●
電◆,

"の昏かさも
守ろっ

.、、
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別施策 D3-1

豊かな自然環境を保ち、自然との共生を図ります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

だれもが

◆現状分析と取組方

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0自然環境の整・保全の取組みや相川休耕

田、黒崎永田湿地自然公園、いこいの里及び

体験の森等を活用した自然体験イベントの

開催により、市民の境に関する識向上に

つながっている。

0市有林において、造林木の育成や下植生の

生育を促進するため、間伐や下刈りなどを実

施し、林内の環を改善した。

豊かな自然境の中で、自然と共生している。

環境政策課

分析

算〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0希少動植物の生育環境の確保や外来

への適切な対応が不十分である。

【脅威】

0林業従事者の高齢化や減少、木材価格の低

迷等による経意欲の減退などのため、管

理が行き届いていない森林が増加してお

り、森林の持つ多面的機能が低下している。

皿取組方針

①自然環境保全及び共生の機会創出

0市民や関係団体等と連携し、自然環保全に取り組むとともに、市内に存在する自然を活か

し、多くの市民が自然や生物多様性の価値、恩恵を学び、自然とふれあう機会の 1出を図りま

す。

②森林の整備及び利用の促進

0森林の持つ多面的機能を発揮させるため、適切な管理が必要な森林の整備促進及び利用促進

を図ります。

③豊かな生態系の保全

0希少動植物の生育環境の確保や外来植物への適切な対応についての市民への周知・啓発を

図り、豊かな生態系の保全に努めます。



◆成果指標

成果指標

森林整備面積(植

林、枝打ち、間伐

等)【累計】

ホタル飛翔定点確認

割合

基準値 目値

ha

(R 7年度)

97.5%

(R元年度)

◆関連るSDGB

①森林の整備面積.

②森林保全の程度を把握できるため。

③林業関係団休からの聞き取り講査により把握する。

④計画期間中に、毎年230haの整備面積を維持するこ

とを目標とする.

Φ定点のうちホタルの飛翔が確認できた所数の割

合。

②ホタル飛翔の確認割合が増加することで、川の水、

周辺の空気、餌となる生物の生など、自然環の

保全が図られていると考えられるため。

③定点調査により把握する。

④全調査地点においてホタルが敏測できることを目標

とする

'尋.亀三分声

100%

(R7年度)

指の説明

.^^^^..^.^^.^...^.^..^^.^.^^●.^..^●◆^^●^^■^■■◆^■■◆■■雫^甲^^^●●^^..^^^^^.^^.^.^.^^.^.^.^^.^^..^

〔関連する計回等)

0長崎市環境基本計画
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別施策 D 3-2

大気環境や公共用水の水環境などを良好に保ちます

◆2025年度にめざす姿(なにが

大気や水質など身近な環境

上の条件が

◆現状分析と取組方針

現状

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

0河川のBOD※1や海域のCOD※2が水質汚

濁に係る環境を達成している。

【強み】

0汚水処理人口普及率が全国平均値を上回って

おり、高い値となっている。

どうなっている)

理想的な水準に保たれている。

環政策課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕
【うまくいっていないこと】

0光化学オキシダントが大気汚染に係る

基準を超過Lている。

【弱み】

0長崎市は日本列の西端に位しており、

大陸からの越汚染物等の外的要因の影響

を受けやすい。

0長崎の地形的特微から幹線的道路網が平地

部に集中しやすく、自動車騒音の

達成率が比較的低い。

皿取組方針

①環基準達成率の向上

0水の基準達成を維持しつつ、大気汚染や自動車騒音の環基準達成率を向上させる施

策を講じます。

②大気環境の保全

0光化学オキシダント生成原因物のーつである二酸化窒素や非メタン炭化水素を削減するた

め、自動車排気ガス抑制のための施策の継続を図ります。

※1 BOD

生活環の保全に関する環

素量。

COD

生活環境の保全に関する環

※2

基'であり、水中の有機汚濁が微生物によって分解されるときに必要な酸
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基準であり、水中の有機汚濁が分解するときに消費される酸素量である。



◆成果指標

成果指標

大気中の二酸化窒素

濃度

準値

0.018P剛

(R元年度)

大気中の非メタン炭

化水素濃度

目値

0,012P師

(R 7年度)

指標の説明

①大気環境測定局が測定する大気中の二酸化窒素の濃

度。

②代表的な大気汚染物質である二酸化窒素濃度によ

り、大気の汚染状況が把できるため。

③国のマニュアルに基づき測定を行い把握する。

④基準値から毎年0.伽Ippmずつ向上させることを目

標とする。

①大気環境測定局が測定する大気中の非メタン炭化水

・度。

②大気汚染物質に関連する非メタン炭化水素度によ

り、大気の汚染状況が把できるため。

③国のマニュアルに基づき測定を行い把握する。

④基準値から毎年0,0IP師ずつ向上させることを目標

とする

0.13即m

(R元年度)

◆関連するSDG8

0.07P叩

(R7年度)

■●●■■●

.^凹..^..^.■■.■,^■尋雫子,^^.^..^甲^..^.^^^.^..^.^.^.^.■.^^.^.^^^.^.^.^..^^●^.^^●^●、●^^●^■●^■■^.^耳■,雫^◆.^^.^.^.^^^.^^^.^.^^.^.^..^

〔関連する計回等〕

計画0長市環

0 市役所地球温暖化防止率先行動計画



基本施策

環境意識・行動の定着を図ります

D4

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

だれもが

◆めざす姿を達成するための別施策

環境に対する当事者意識の醸成を図りますD 4-1

目標値

48%

(R 7年度)

D 4-2

◆成果指標

成果指標

環境活に参加した

市民の割合

政策課

環境に対する当事者意識を持ち

践している

環境行動を促し、生活様式として定させます

◆関連するSDG8

基準値

37.8%

(R 2年度)

圃阿囲囲
臂高ι"脅を

古んな{、

囲;囲
追加

環

指標の説明

活動に参加した市民の割合。

②環境活動に参加した市民が増えることで、自発的な

環境活勲の実践が図られていると考えられるため。

③市民意識により把握する。

④令和2年度(38%)を基準に毎年鰯増を目標とする。
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別施策 D4-1

環境に対する当事者意識の醸成を図ります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

だれもが

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0小中学校では、学校教育を中心とした環境教育

の仕組みの整備が進み、学ぶ機会の確保につな

がっている。それ以外の世代でもより身近なご

み減・分別などから意識向上が図れている。

境政策課

現状分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0学校教育の総合学習において、より深い環境学

習を実施できるよう、現在まで一定支援事業等

の周知を行ったが、既に各校独自に授業計画を

立てているため、新規の環境学習時間を増やす

ことがしい状況にある。

0環学習の対叡が学校教育を中心とした仕組み

となっており、多世代、特に校生や大学生、

社会人などを対象としたものが少ない。まナこ、

リーダーとなる人材の育成ができていないこと

から、地域で行う境教育の広がりが不十分で

ある。

0外部講師による体験活動を実施する二とで理解

が深まると考えられるが、学校の既存のカリキ

ユラムと外部講師を招鴫した新たな授の調整

が難しい。

Ⅲ取組方針

①幅広い世代への環境教育・啓発の促進

0多様な世代へのアプローチを行い、幅広い世代において環境意識の醸成を図ります。

また、小中学校においては、教育委員会と連して環境教育の充実を図ります。

②環育の次世代を担うりーダーの育成

0様々な主体において境学習のりーダーとなる人材の育成を図ります。



◆成果指標

成果指

境学習等への参加

者数

基準値

29,678 人

(R元年度)

環境学習に取り組む

小中学校数

目標値

33,000 人

(R7年度)

指の説明

①親子環境教室や施設見学等の環境学晋、あぐりの

丘、市民の森、科学館、ペンギン水族館等で開催さ

れている鳳察会や体験学習、及び市立小中学校が行

つた環境講座等への参加者数。

②参加者数が増えることで、環境学習を行う市民が増

え、環墳意識の醸成が進むとえられるため。

③年度末の実績を把握する。

④基準値(R元年度)から毎年5恥人を目標とする。

①総合的な学習の時聞において環境学晋に取り組む市

内小中^数.

が進んでいると考え②実施校がえることで環

られるため.

③市内小中学校を対象に市教育委員会が行ラアンケー

から、年度末の実績を把握する。

④基準値(R2年度)から毎年5校増を目標とする。

55 校

(R 2年度)

◆関連するSDG8

Uの昆い"口を

'..'=

囲'・囲

80校

(R7年度)

.゛^..^■..'.1..■■..■早雫■雫..甲.■...^.......ー^.一■..^●●●●一●●●●●^●●●●●●^●^●^●^●..●■...^..^■.冒...■..'.■'.、■1.子1.甲■..甲^.

〔関連する計等〕

0 崎市環境基本計画

0長崎市地球温暖化対策実行計画

^



別施策 D 4-2

環境行動を促し、生活様式として定着させます

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

C

だれもが

◆現状分析と取組方針

現状

1 〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0市民環境行の推進役である「サステナプラザ

ながさき」を中心として、市民ネットワーク「な

がさきエコネット」と連携、協力しながら既存

のイベントを活用し、「ながさきエコライフ」

の取組みの;透と拡大を図っている。

0市民・業者・行政等が協働して地域への植栽

等の緑化活に参加することを通して、当事者

としての環識の醸成を図り、緑豊かな潤い

のあるまちづくりに寄与している。

'自発的な環境行動を実践している。

環境政策課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0取組みや周知方法が恒常化していること

や、市民環境行の推進役である「サステ

ナプラザながさき」の認知が進んでいない

こともあり、新たな層の掘り起こしが十分

でない。

0緑化活動に関係する市民の割合が約3眺(H

30市政モニター調査結果)であり、特に年

代が低くなるほど割合が低い傾向にある。

皿取組方

①自発的な環境行動の推進
0 「サステナプラザながさき」を中心として、多様な主体が、様々な分野で行動を実践でき

るよう、「ながさきエコライフ」の取組みの浸透と拡大を図ります。
②環境行動の次世代を担うりーダーの育成

0リーダーとなる人材の育成や新たなの掘り起こしにつながる取組みを行うことで、幅広い
市民による環境行につなげていきます。

3環行動に向けた周知・広報の推進

0環境活動について、若い世代を含め幅広い世代を対象とし、極的にSNS等を活用すること
で、更なる周知に努めます。

0リーフレットの配布や、広報ながさきおよび市HPを極的に活用し、企業・団体等へアプロ
ーチを行います。

0生活スタイル、季節感・活動場所、時間、ターゲットに合わせた、講座メニューやキーワード
を設定して効果的に実施する等、環境活動に関係するの増設を行います。



◆成果指標

成果指

環境保全団体メンバ

一数

基準値

59,283 人

(R2年度)

境活動に取り組ん

だ児生徒の割合

目標値

61,800 人

(R 7年度)

指標の説明

①市民ネットワーク「ながさきエコネツト」豊緑メン

バー数及びアダプトプログラム参加者数を合。

②人数が増える二とで、環境行動を実践する市民が増

加していると考えられるため。

③年度末時点における数値を把握する

④基準値(R2年度)から毎年500人増を目標とす

る。

①環墳活動に取り組んだ児童生徒の割合。

②環墳活動に取り組む児童生徒が増えることで、自発

的な環墳保全活動の実践が図られていると考えられ

76.側

(R 2年度)

◆関連するSDG8

81.0%

(R 7年度)

買の島い"qを
●んな

.
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^

'

るため。

③市内小中学校を対象に市教育委会が年度末に行う

において環境活動に取り組む市内小中学

生数を把握する。

④基準値(R2年度)から毎年1,6増を目標とする

.'.■^■^.■■.■,^■^早卑.甲....■......ー.............^^^.■....^..■.....^.^..、.●゛◆●゛◆◆^'1^冒一冒■■■甲◆^,雫■甲.子

〔関連する計,等〕

0 市環境基本計画

0長崎市地球温暖化対策実行計画
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まちづくりの方針E

私たちは「だれもが安全安心で快適に暮らし続けられるまち」をめざします

EI 地域の連携・協力を促し、防災体制の充実を図ります

都市の防災能向上を図りますEI-1

消防力を充実しますEI-2

市民の防火・防災力向上を園りますEI-3

車や公共交による移動の円を図ります

良好な道路ネットワークを形成しますE6-1

公共交通を維持しますE6-2

安全・安心で快適な道路・公園をつくります

だれもが安全・安心で快適に利用できる道路をつくりますE7-1

だれもが安全・安心で快適に利用できる公園をつくりますE7-2

E2 犯罪、交通事故のない地斌づくりめます

地域の防犯、交通安全活を推進しますE2-1

犯罪被、交通事故の相談・支体制の充実を図りますE2-2

を守ります

E3 安心できる消費生活環境をつくります

消費者トラブルから市民を救済しますE3-1

消費者被を防止しますE3-2

E8

E4 暮らしやすいコンバクトな市街地を形成します

安全で暮らしやすい場所に、居住及び都市機E4-1

住環を改し生活利便性の向上を図りますE4-2

を誘導・維持します

E5 安全・安心で快適な住琢境をつくります

多様な住まいの選択肢を提供しますE5-1

安全で安心な民間住宅・建築物の普及を促進しますE5-2

水道水を安定して供給し、下水を適正に処理します

いつでも安心な水を市民に届けますE8-1

汚水と雨水を適正に処理し、健全な水E8-2

E6
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施策

地域の連携・協力を促進し、防災体制の充実を図ります

EI

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

だれもが

◆めざす姿を達成するための別施策

都市の防災機能向上を図りますEI

指の説明

①世帯數でみた自主防災組のカバー率。

②全世数のうち自主防災組織の活動範囲に含まれて

いる地域の世帯数の割含が増えることで自主防災の

広がりを把握できるため。

③年度末の実績により把する.

④令和年度の全国都道府県単位での平均値%

を第五次総合計画の終年度までの目標とし、前期

本計回では毎年度"の怖を目標値とす

る。

①市内で1年間に発生した火災の発生件数

②市民等への防火の啓発活動及び防火訓続の成果

として、火災の発生件数が減少すると考えられるた

め。

③消防銃計により把握する.

④過去の火災発生件融において、令和元年の75件が

も低い件数であることから、この件数を下回るこ

とを目標として、目糎値を 70件としナニ。

80件

(R 2年)

70件

(R 7年)

EI-2

防災危機管理室

災害の被害を受けることなく、安全・安心に

らしている

EI-3

◆成果指標

成果指

自主防災組織活動力

ノ(^^

消防力を充実します

市民の防火・防災力向上を図ります

基準値

69 3%

(R 2年度)

火災発生件数〔暦年〕

目値

"

(R 7年度)



防火防災に関する訓

練等の件数

3,3幻件

(R元年度)

◆関連するSDG8

4,000 件

(R 7年度)

①市民防火組織や事業所、自治会等が1年間に実施す

る訓練・研修等の件赦。

②実施成果として、市民の防火防災意識及ぴ自助、共

助意謙の向上が図られると考えるため.

③消防統計により把握する。

④コロナ禍前の水準まで回復することを目標として、

遇去最高件数であった平成30年度の件数(4,006

件)を目安に、目標値を設定した。

●U
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別施策

都市の防災機向上を図ります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

EI ^

都市の防災機能が

◆現状分析と取方

1 〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0宅地のがけ災害対策補助金制度により、崩壊

したがけの早期復旧又は崩壊を未然に防ぐ工事

を促している。

【強み】

0地形的な特性で、市内の河川延長は比較的短く、

港湾等への流下時間も短いことから、大きな河

川断面を要しない。また、長崎市の河川は掘り

込み河川となっていることから、築堤の決

壊に伴う災が発生していない。昭和57年の長

崎大水害以降は一定、市内の河川整が進んで

いる。

【チャンス】

0激甚化する災害への対策として、国土強靭化の

ための防災・減災対策が重点的・中的に進め

られている二とから、急傾斜地崩壊対策事業へ

の補助金が増化傾向にあり、事業の進捗が図れ

ている。

土木防災課

効に機能している。

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0二級河川江川川及び大井手川については、必要

な河川断面を確保するための業用地の取得

や物の移転補等に時間を要し、整期間が

長期化している。

0急傾斜地崩壊対策事業については、要望者が関

係地権者の土地の寄付への同書を添えて申

しなけれぱならないが、地権者の同意が得ら

れないことや、所有者の所在が不明なため提出

できない状況が見受けられる。

【脅威】

0斜面地においては、住宅地の石垣などが年々老

朽化するとともに、近年の局地的な豪雨などが

もたらす災害が、全国的に頻発化・激甚化して

いる。

Ⅲ取組方針

①宅地のがけ災害対策

0市民の安全・安心な生活環境を確保するため、宅地のがけ災害対策を促進します。

②河川整備

0施行中の二級河川2河川の整備を進め、断面不足等に伴う河川災害発生のりスク解消を推進

し、防災性の向上を図ります。

③急傾斜地崩壊対策

0急傾斜地崩壊対策事業への予確保に努めるとともに、地元の要望に係る申請作業の支援を

行います。



成果指

河川整備業進捗率

(江川川、大井手川)

◆関連の深いSDG8

基準値

78.3%

(R 2年度)
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目標値

鮖.2%

(R 7年度)
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〔関連する計等〕

0長崎市国土強靭化地域計画

Φ事業進捗率。

②河川整備が進捗することで肪災力が向上するため

③総事集費に占める事集費累計の割合。

④年次計画による令和7年度の業進捗率を目楳とす

る。
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別施策

消防力を充実します

EI

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

2

消防と地域が

◆現状分析と取組方針

現状分析

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0火災発生件数は減少傾向であり、ここ数年間は

100件を下回っている状況にある。

0住宅用火災報器の設により、10年間で全焼

割合が約5割、死者数が約6割それぞれ減少して

いる。

0全国的に消防団員は減少しているが、長崎市の消

防団員の充足率は概ね90%を維持している。

0毎年、消防職員及び消防団員による一般家庭への

防火訪問などにより、市民の防火意識の向上につ

ながっている。

0令和2年度に総合消防情報システムを更新し、通

信指令体制の充実が図られている。

もに災害に強い体制を整えている。

消防局総務課

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0住宅火災での火災死者数のうち、高齢者の占

める割合力い状況である。

0住宅用火災報器が、未設の住宅があるこ

とや、設から約 10年が経過し交換の時期

に来ている報器の交換が進んでいない状

況がある。

0人口減少や就業構造の変化などから、消防団

の新規入団者の確保が年々難しくなってい

る。

【脅威】

0大規模な災や自然災害など、消防需要が複

雑多様化している。

皿取組方針

①火災予防対策の推進

0市民防火組織等の各種団体と連携しながら、特に齢者を火災から守るための方策に重点を

、火災予防対策を推進します。

0設置後10年が経過する住宅用火災報器の交換を推進するため、あらゆる広報媒体を活用して

周知啓発を行うとともに、防火防災訓練等の機会を通じて機器の設又は本体交換を含めた維

持管理の働きかけを行います。

0これまで管内で発生した火災の原因を分析し、今後の火災予防対策に活用する取組みを行いま

す。

②消防団員の確保

0消防団活動の広報を行いながら、地域や関係団体と連して消防団員の確保に取組みます。

0消防団協力事業所の認知度をあげ、消防団員が活動しやすい境づくりに努めます。

③消防体制の充実

0各種災にえるため、消防施設や車両、機材の充実を図り、高度な知識や技術を有する消

防職及び消防団員を育成します。
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◆成果指標

成果指標

出火率〔暦年〕

基準値

1.93件

(R 2年)

初期消火実施率

〔暦年〕

目値

1.79 件

(R 7年)

消防団員の充足率

指の説明

1人口1万人あたりの出火件数.

②各種火災予防の取り組みにより出火率の低減が図れ

ると考えるため。

③消肪銃計により把する。

④長市の出火率は全国平均2.95件を大きく下回っ

ている状況であり、'去10年間で最も低かった出

火率1.79件を目標値とする。

①火災件数に対する初期消火実施の割含。

②市民の防火意識の向上により、初期消火実施率の上

昇につながると考えるため。

③年間の実績により把握する。

④過去10年の初期消火実施率の平均舶.0,6を基

準とし、10貼の上を目標とする.

①消防団員の定員数に対する現員数の割合。

②消防団がえる二とにより、地域の消肪体制が強

化されるため。

③4月1日時点の現数により把する.

④令和7年度までに消防団の充足率100"を目標とす

る。

69.096

(H23~R 2

年平均)

79.0与6

(R 7年)

◆関連するSDG8

%

(R 2年度)
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100%

(R 7年度)

〔連する計等〕

0長崎市地域防災計画

0長崎市国民保護計画

0長崎市国土強靭化地域計画



別施策

市民の防火・防災力向上を図ります

EI

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

^ 3

だれもが

◆現状

現状

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

0全ての自治会に働きかけを行い、防火防災訓練が

実施されたことで地城の防火防災力の向上につ

ながっている。

【強み】

0地域と市が連した避難所営を行うことによ

、安心して迅速に自主避難ができる仕組みがあ

る。

【チャンス】

0アプリやSNSなど多様な手段で気象情報や避

難情報を取得できる仕組みがある。

と取

防災危機管理室

害に対応できるようになっている。

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0激甚化する自然災害への安全対策として、迅

速な避難所の開設が求められている。

0 齢化や継続的な活動が困難などの理由から

地域防災活動の担い手が不足しているため、

自主防災組織活動カバー率が低い。

0防災行政無線以外の防災メールやSNS等に

よる情報伝達手段について認知度が低い。

0土砂災害・浸水・津波の戒区域内に位する

要配慮者利用施設は避難確保計画の作成及び

避難訓練の実施が務化されているが、全て

の対象施酘に浸透していない。

【脅威】

0人口減少や齢化により、自治会単位での防

火防災訓練の参加者が減少している。

0災害が頻発化・激甚化しており、全国的に被

が発生している。

皿取組方針

①自助・共助の識の醸成

0自治会単位で結成している自主防災組織に限らず、地域コミュニティ連絡協議会を単位とした防

災組織の結成を促進します。

0地域防災力の向上と自主防災組織の活性化を図るため、市民防災リーダー、ながさき防災サポー
ターを成します。

0消防団が中心となって行う防火防災訓練の実施を促進します。

0市民防火組織に対し防火防災訓練への積極的な参加を働きかけます。

②自助・共助・公助が一体となった避難所の推進

0自助・共助・公助の神のもと、互いに連携した避難所営を行うため、地域と連携した避難所

を推進します。
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③情報伝達・防災啓発の充実

0様々な情報伝達手段を用いるとともに、市民が情報を取得しやすくなるように周知活動を行いま
す。

0要配慮者利用施設に対して避難確保計画の作成を促すとともに、計画に基づいた避難訓練の指導'
助言を行います。

◆成果指標

成果指標

防災メール・防災ア

プリの畳録者数

基準値

能,000 人

(R 2年度)

地域と連携した避難

所がある中学校区数

目標値

142.000 人

(R7年度)

指標の説明

①防災メール・市と携した民間の防災アプリの豊緑

者数.

②畳録者数が増えることで、防災情報をいち早く取得

できる市民が増えるため。

③年度末の実績により把握する。

④毎年度10,000人の増加を目指L、142,伽0人を目標

とする.

1連携した避難所運営・開設をする避難所がある中学

校区数。

②大雨や台風接近時に事前に開設する避難所力ね各

中^区に1か所から2か所あり、地城に偏りが出

ないよう全中学校区で地域と連携Lた避難所運営事

業を進めていく必要がある.これにより、自助・共

助・公助の精神のもと互いに連携した避難所の運

営体制が構築されるとともに、迅速かつ安心して地

域住民が避難できると考えられるため。

③年末の実績により把する。

④市内全中学校区(37校区)を目標とする。

①令和2年塵以降に防火防災飢練を実旛した自治会の

割合。

成24年度から令和元年までの問に市内約舶0

の全自治会で1回以上訓練を実施する目標を達成

(実施畢100,6)したが、訓練を継続することが、

地域の防火防災力向上につながると考えられるた

校区

(R 年度)

37校区

(R 7年度)

地域の防火防災訓練

実施率

18%

(R2年度

100%

(R 7年度)

0

め。

③年度末の実績により把握する。

④令和7年度までに再度全ての自治会で防火防災訓練

を実施することを目標とする。
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◆関連するSDG8

圖阿囲囲
〔関連する計等〕

0長市地域防災計画

0長崎市国民保護計画

0長市国土強靭化地域計画
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施

犯罪、交通事故のない地域づくりを進めます

E2

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

市民が

◆めざす姿を達成するための個別施策

E2-1

E 2-2

◆成果指標

成果

人口 10万人当たりの

刑法犯認知件数[暦

年](犯罪率)

地域の防犯、交通安全活動を推進します

犯罪、交通事故にあうことなく、安全・安心に

暮らしている。

犯罪被害、交通故の相談・支援体制の充実を図ります

自治振興課

基準値

件

(R元年)

市民が長崎市を犯罪

の少ないまちである

と感じる割合

目値

件

(R7年)

交通事故死者数及び

傷者数[暦年]

指の説明

①人口10万人当たりの犯罪発生件数を表すもの。

罪発生状況により、安全・安心なまちづくりを評価

できると考えられるため

③警察から捉供を受けた数値をに、推計人口を用いて

算出する。

④過去5年問の平均対前年減少率(7牝)を維持する二

とを目標とする。

①犯罪が少ないと感じる市民の割合.

②安全・安心なまちづくりを評価する指標のーつと考え

られるため。

③市民識調査により把する。

④令和7年度に90.0%になる二とを目とする。

①交通故発生から24時間以内に死亡した人及び30日

以上の治療を婁する負をした人の合計

②死亡及び傷といった命に関わる大な故の発生状

況により、本市の交通安全を評価することができると

考えられるため.

③警察の交通銃計により把握する。

④死者数の指を第10次交通安全計画の目 8人から

者數の指を過去8年問の平均1 人した7人、

対前年減少率(6%)を維持した刀人とし、この合

計である84人以下を目とする

%

(R元年)

%

(R 7年)

114人

(R 2年)

84 人

(R7年)
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◆関連するSDG8

ξべてU)A '

世腹と祉壬

固岡囲
[亟]
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別施策

地の防犯、交通安全活を推進します

E 2-1

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

地域が

◆現状分析と取方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0長崎市の犯罪発生件数や交通事故発生件数は減

少傾向にある。

0関係機関と連携した様々な取組みにより、市民

や業者の識が高まり、地域における自主防

犯・交通安全活動の担い手が出てきたところも

ある。

0子どもを守るネットワークの活動として、全小

学校区において年間を通じ、パトロール、情

報交換会が実施されることで、子どもたちを見

守る体制ができている。

0少年補導委員が補導活動を行うとともに少年

へのかけにより、その健全育成と非行防止が

図られている。

自主防犯・交通安全

る

自治振興課

現状分析

識を高め、活動を推進してい

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0 齢化や後継者不足により地域における自

主防犯・交通安全活動の維持や拡大が難し

い状況にある。

0刑法犯検挙人員に占める再犯者の割合が増

加している。

【脅威】

0犯罪、交通事故発生件数は減少しているも

のの、依然として犯罪、交通事故、市民の安

全を脅かす事が発生している。

0高化の進展に伴い、齢者の犯罪被害や

交通事故被害が懸念される。

0全国的にSNSの被害が多発しているなど

子どもに対して目を配るべき要素が増えて

きている。

皿取組方針

①防犯・交通安全意識の啓発

0関係機関と連携して防犯・交通安全識の啓発に取り組みます。特に援護が必要な齢者や

子どもに配慮した啓発活動に努めます。

②防犯・交通安全活動の推進

0自主防犯・交通安全活動への協力、支援を行います。

0子どもを守る才、ツトワーク活動への支援を行い、子どもの見守り活動を推進します。

0少年補導委員の活動を支援し、少年の非行防止を推進します。

0刑を終了した者の社会復帰の支援等、再犯防止活動を推進します。



◆成果指標

成果指標

色回転灯防犯パ

トロール活団体

数

基準値

20団体

(R 2年度)

子どもを守るネッ

トワークパトロー

ル実施回数

目標値

23 団体

(R7年度)

4,478 件

(R2年度)

指標の説明

①青色回転灯装備車による肪犯パトロールを行うている団体数。

②団体が加することで、地域の防犯力が高まっていると考えられ

るため。

③警察への照会により把握する.

④令和7年度に23団体になることを目指し、基準から2年度ご

とに1団体の増を目標とする。

Φ子どもを守るネットワークパトロール実施回数。

②実施回数の維持により、子どもの安全を地域で守る活動が定

していると考えられるため。

③年度末の実績により把握する.

④コロナ渦で縮小している活動を平常時の水準まで回復、維持す

ることを目指す。

①少年補導委員の中学校区ごとの年闇活動実施率の全体での平

均。

②少年補導委の定期的な活動を維持することで、青少年の非行

防止と健全育成が図られると考えられるため.

③年度末の実績により把握する。

④12力月毎月活動した場合を100"として.全体での平均が90"

を維持できることを目標とする。

①保育施設等における交通安全教室の実施割合。

②交通安全教室を実施する施設が増えることで、地域における交

通安全意識を高めることに繋がると考えられるため。

③年度末の実績により把する。

④毎年度、実施施設を1~2箇所やすことで、交通安全教室実

施施設の割合を1今6ずつ上させることを目指す。

少年補導委員の年

間活動実施率

6,200 件

(R7年度)

8896

(R元年度)

保育施設等におけ

る交通安全教室実

施割合

9096

(R7年度)

9296

(R 2年度)

◆関連するSDG8

97%

(R 7年度)

,べτの人に

能雌と唱祉卓

圃岡
〔関連する計等〕

0長市安全・安心まちづくり推進条例

0長崎市安全・安心まちづくり行動計画

0 市交通安全計回
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別施策 E 2-2

犯罪被害、交通事故の相談・支援体制の充実を図ります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

0令和3年4月1日に「犯罪被害者等支援条仰Ⅱ

を施行し、犯罪被害者等に寄り添った支援施策

を総合的かつ計画的に推進する体制が整った。

0多様化している市民の不安、トラブルに対し、

各門機関により様々な相談・支援体制が設

けられている。

【チャンス】

0国において「性犯罪・性暴力対策の強化の方針

(令和2年6月11日関係府省会議決定)」が示

され、令和2年度から令和4年度までを「中

強化期間」とし、性犯罪・性暴力の根絶に向け

た取組みや被者支援の強化が行われている。

'犯罪被害や交通事故に関する不安やトラブルを早

期に解決できている。

自治振興課

分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【威】

0依然として犯罪等は発生しており、被害者

の生命、身体、財産への直接的な被害だけ

でなく、その家族などにも精神的な苦痛や

経済的な損失を与えている。

0性犯罪等の被害では、被害者本人が相談な

どをしにくいため、表面化しにくい。

Ⅲ取組方針

①相談体制の充実

0市民が抱える不安やトラブルを早期に解決できるよう、関係機関との連携強化を図り、相談体

制の充実・強化を図ります。

②支援体制の充実

0犯罪被害者等に対しては、犯罪被者等支援の総合相談窓口の設、関係機関との連携強化な

どにより、支援体制の充実を図ります。
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◆成果指標

成果指標

犯罪被害者等支援相

談により支援につな

がった人数

基準値

5人

(R元年度)

目値

10 人

(R7年度)

犯罪被害者等支援に

係る見舞金の申請か

ら支給決定までの平

均処理期間

指の説明

①犯罪被害者等支授の総合相談窓口で犯罪被害者等に

対する支擬を行った人数。

②犯罪被害者等を確実に支授につないでいくことによ

り、支援体制の充が図られると考えられるため

③窓口での実横値により把握する。

④令和3年度に犯罪被害者支授条例を施行してお

り、まずは犯罪被害者等として支援を必要とする人

数を、過去5年間の凶悪犯罪の発生件数から10人

と仮定した。今後広報活動に注力することによっ

て、支援が必要な人を確実に支援につないでいくこ

とを目橡とする。

①犯罪被害者等に対する経済的支授である本市独自の

舞金の支給決定までに要した事務処理期間.

②犯罪被害者等に対し、 1日も早い軽済的支援を行う

ことにより、支擢体制が充実していると考えられる

4週間(28日)

(R7年度)

◆関連するSDG容

シェングー甲芥を
貿覗Lよう

白

ため.

③窓口での実績値により把握する。

④令和元年度の国における犯罪被害者等給付金の支給

は申請から約7.8か月を要しているが、本市独自の

取り組みとして支給する見舞金では、関係機関との

連携を強化することにより、支給決定までの期闘短

縮を図り、 4週間以内に交付を決定することを目標

とする

〔する計等〕

0長崎市犯罪被害者等支援条例

0 崎市安全・安心まちづくり推進条例

0長崎市安全・安心まちづくり行計画

撃打亡腎一生

オへτ'0.、1:
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本施策 E3

安心できる消費生活環境をつくります

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

市民が

◆めざす姿を成するための別施策

E3-1

E 3-2

◆成果指標

成果指標

消費生活相談窓口の

認知度

消者トラブルから市民を救済します

安心して安全に消費生活を営んでいる。

消者被害を防止します

消者センター

準値

78.8%

(R 2年度)

消者トラブルにあ

わないように注意し

ている市民の割合

目標値

83.1%

(R 7年度)

89.8%

(R 2年度)

Φ消

指標の説明

生活相談窓口がある二とを知っている市民の割

◆連るSDG8

^
^0

②相談窓口を知っていることが安全で安心な消費生活

につながると考えられるため。

③市民識調により把握する。

④消者庁が実施Lた令和元年度消者意識基本調

における「消生活センターの認知度」と同じ

83.1,6まで上させる二とを目標とする.

①消費者トラブルにあわないように、している市民

の割合。

②市民が自発的にトラブル防止に動いている状を

る二とができる指標になるため。

③市民意謂査により把握する.

④後期も含めた令和12年度までに100%となるよう

に、令和7年度94,g,6まで上昇させることを目標と

する。

94.9%

(R 7年度)

べτのA仁
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別施策 E3-1

消費者トラブルから市民を救済します

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方

現状

〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

〔うまくいっていること〕

0プライバシーに配慮した個別の相談室にお

いて、門的知識を有する相談員が対応する

ことにより市民が安心して相談できる環

が整っている。

0弁護士相談により、法的見地から相談事案へ

の解決策を講じることができる。

消費者センター

消費者トラブルから救済されている。

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

〔うまくいつていないこと〕

0高齢者の消者被害の相談件数が増加して

いる。

〔脅〕

0消を取り巻くの変化に伴い、消者

トラブルがますます多様化・複雑化してい

る。

皿取組方針

0相談員の継続的な配とスキルアップ

専門的知識を有する消生活相談員を配置し、専門的な研修により相談対応のスキル向上に

努め、相談に適切に対応します。

0弁護士相談による法的アドバイスの活用

消生活相談員だけでは対応が困難な相談事例については、弁士からの法的アドバイスを

活用して、消者トラブルの解決を図ります。

0関係機関との連携強化

齢者等を見守る仕組みとして新たに設した長崎市消者安全確保地域協議会を適切に運

用することにより関係機関との連を強化し、消者トラブルの未然防止・早期解決を図りま

す。



◆成果指標

成果指標

救済率

連携相談数

準値

97.096

(R 2年度)

目標値

97.0%

(R 7年度)

◆関連するSDG8

30件

(R元年度)

Φ消生活相談において助言等により救済できた割
合.

②増加することで、消費者被から敷済されていると
えられるため。

③消費生活相談統計から算出。

④過去5か年(H28~R2年度)の最値97.0,6を維
持することを目標とする。

①他機関と連携した相談件数。

②増加することで支援の必要がある人を掘り起こし相
談につなげることができていると考えられるため。

③消費生活相談統計から算出.
齢者等を見守る仕組みとして市消費者安全確

保地城協議会を設置したことから、過去5か年(H

27~R元年度)の65歳以上の相談件数にR元年度か

らR7年の高齢者數の伸び率から推計した件数を

基準値から増加させることを目標とする.

べての人に

畦隱と鳩発=

69 件

(R 7年度)

指標の説明

^..^^.^^^.^...^.^.^..^.^..^^..^^^^●.^^■●◆^■^■■1◆^■^",雫■^^^,.甲^^^...^..^.^......^.^.^^....^.明^^.^...^..^..^.^

〔する計等〕

崎消費者基本計固

市消費生活条例
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別施策

消費者被害を防止します

E 3-2

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取方針

〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

うまくいつていること〕

0市内の多くの等学校で消者教育の機会

がもてている。

0 齢者等を見守るための関係機関とのネッ

トワークが確立されつつある。

チャンス〕

0成年年齢引下げにより、学校等における消

者教育ののまりが期待される。

消費者被害についての知識をもつとともに、社会

や環境のことも考えた消費行動を行っている。

消費者センター

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

〔うまくいっていないこと〕

0働く世代において、出前講座等消者教育

の機会づくりができていない。

0消者が自らの利益の擁護及ぴ増進のため

自主的かつ合理的に行動することができる

よう、その自立を支援することが要にも

かかわらず、消費者トラブルの周知にとど

まっている。

0インターネットに不れな齢者がまだ多

く、ホームページ等迅速な注意啓発の情報

伝達が難しい。

〔脅威〕

0悪質商法の手口が多様化・複雑化している。

0成年年齢引下げにより、若年が消者被

害にあうりスクが高まる。

皿取組方針

0消者教育の充

消者の自立を支援するため、消者が公正かつ持続可能な社会の形成に極的に参画する「消

者市民社会」への理解を深め、消者被害や私たち一人ひとりの消行が、社会や経済、環

境等にどのような響を与えるかを考える消者教育を施します。

0迅速な情報提供

ホームページや関係機関とのネットワーク等を活用し、緊急情報を素早く市民に届けます。

0関係機関と連した高齢者等の見守り

関係機関と連し、高齢者等消生活上特に配慮を要するかたの見守りを実施します。
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◆成果指標

成果指標

講座の受者数

高齢者向けの出前講

座の受講者数

基準値

5.012 人

(R元年度)

学校等での講座の実

施件数

目標値

5,062 人

(R 7年度)

9朝人

(R元年度)

指標の説明

①出前麟座・薯らしの講座の受講者数の合計。

②受講者数が増えることで、自立Lた消者をめざす

市民が増えるとえられるため.

③各講座の受講者數により把握する.

④減,向(過去5年間平均'696)に歯止めをか
け、基準値から1,6 加を目標とする.

①高齢者向けの出前講座の受講者数。

②消費者被害が最も多い年代である高齢者向けの出前

講座の受講者を増やすことが、被害の宋然防止に効

果的と考えられるため。

③受講者数により把握ずる。

④基準値から3,2,6(R元年度からR7年度の齢者数
の伸び率)増加を目標とする。

①中学校、高等学校、大学及ぴ専門学校での出前講座
の実施件数。

②社会に出る前の若い世代に対する講座の実施件数が
えることで、自立Lた消費者の育成が進み、消費

者市民社会の実現が図られると者えるため。

③実施件数により把する.

④5年後に市内の対象とする学校等(訂校)の約5割
で実施されている状態を目標とする。

Φ消費生活相談(苦情)における事前相談の割合.

②事前相談の割合が増えることは消費者の適正な取引
への認知度が高まっていると宥えられるため

③相談統計により年度末の件数を把握し、割合を出
する。

④過去5年間の最値12.296を維持することを目標と
する。

消者契約前の相談

の割合

978 人

(R 7年度)

26 件

(R元年度)

◆関連するSDG容

44件

(R 7年度)

12.2%

(R 2年度)

へての人に

望長と傷;」主

12.296

(R 7年度)

〔.連する計,・等〕

"の島い"訂を
Aん11 12 16
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本施

暮らしやすいコンパクトな市街地を形成します

E4

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

各地区の市街地が

◆めざす姿を達成するための個別施策

安全で暮らしやすい所に、居住及び都市機能を誘E4-1

住環を改善し生活利便性の向上を図りますE4-2

追加

201

◆成果指標

成果指標

各地区が住みやすい

と思う市民の割合

都市計画課

コンパクトにまとまり、安全で暮らしやすくな

つている。

基準値

72.鰐

(R元年度)

◆関するSDG8

目標値

75.乳

(R 7年度)

・維持します

骨 lj

指標の説明

①住みやすいと思っている市民の割合.

みやすいと思う市民が増えることが、らしゃす

いコンパクトな市街地になっていると青えられるた

め

③市民意識調により把握する。

④施策の性質上、すぐに効果が実現することは難しい

が、少しでも加に転じるものとして、基皐値から

毎年度0.5ポイントを目標とする。

亀 ネ

,
分冬
電◆,羣一

'
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別施策

安全で暮らしやすい所に、居住及び都市機能を導・維持しま

す

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

E4-1

市民が

◆現状分析と取組方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

〔うまくいっている二と〕

0西九州新幹線(武雄温泉・長崎問)、長崎駅周

辺土地区画整理事業、JR長崎本線連続立体交

差事業のが進み、松が枝国際観光船埠頭2

バース化が業化されるなど、陸・海の玄関口

や都市基盤の整備が進んでいる。

0長崎自車道及び国道34号の4車線化が進捗

し、長崎外環状線(新戸町~江川町)が事業化、

長崎南北幹線道路が事業化に向けて検討され

るなど、道路・交通ネットワークの整、検討

が進んでいる。

〔チャンス〕

0都市の魅力向上に向けて、長崎スタジアムシテ

イプロジェクト、浜町地区再開発業など、官

民連携した施設整備、検討が進んでいる。

居住及び都市機能が・・約された各地区の市街地で

安全・快適に暮らしている。

都市計画課

状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

〔弱み〕

0都心部・都心周辺部は市内の重な平坦地

であり、都市盤や都市の魅力を向上させ

る施設などが充実する一方で更に地価が上

昇し、居住及び都市機能を誘導・維持しに

<くなる恐れがある。

〔脅威〕

0長崎市では人口減少が著しく、特に若い世

代の流出が深刻な状況にあり、定住人口が

確保できず、市民生活に不可欠な市機能

(生活利便施設や行政機関)が維持できな

くなる恐れがある。

皿取組方針

①都市計画の見直し

0 「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」※の実現に向けて、安全で暮らしやすい所に、少

しでも多くの住宅やオフィス、店舗などが立地しやすい環境を整えるため、更なる都市計画の見

直しに取り組みます。

②定住の促進

0定住促進に向けて、既存インフラの有効活用が可能など一定の条件を満たす市街化調整区域

において「住む場所」を確保できるよう、地区計画制度の運用基準づくりに取り組みます。
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※ ネットワーク型コンパクトシティ長崎

人口減少が進む状況においても、それぞれの地域に合ウた暮らしやすさを整えていくために、都市や地域の

暮らしに必要な施設がまとまって(コンパクト)確保された拠点と周辺の生活地区が公共交通や道路、情報

などで結ばれた(ネットワーク)「まちの形」。

◆成果指標

成果指標

居住誘導区域内の人

口密度

基準値

66.9 人/ha

(R元年度)

◆連するSDG8

目値

餌.8 人/ha

(R7年度)

仙み
竜

"

..

..

..

..

,.

〔関連する計等〕

0長崎市都市計画マスタープラン

0 市立地適正化計画

指の説明

①居住餝導区域内 lha当たりの人口密度。

②立地適正化計画の集約の視点から市街地のコンバク

ト化を定量的に評価するため.

③年度末の住民基本台(人口)により把握する。

④立地適正化計画における現況値(H28)と自標値

(R17)の按分により各年の目標値を定する。
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別施策 E4-2

住環境を改し生活利便性の向上を図ります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

各地区の市街地が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

〔うまくいっていること〕

0地域住民の日常生活に利用される生活道路が

より良く整されたことで、整道路沿線の建

替え等、土地利用促進に繋がっている。

0生活道路の拡幅などにより、自家用車やタクシ

、福祉や緊急車両等の進入が可能になり、生

活利便性の向上や防災性の向上が図られてい

る。

0東長崎地区にお土地区画整理事業や都市

基盤施設整事業による生活道路や公園の整

備が進んだことで、良好な住環が創出されて

いる。

都市計画課

205

れ、住みやすくなっている

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

〔うまくいつていないこと〕

0道路等の整に伴う用地取得に時間を要

し、計画から整までに長い期問を要して

いる。

〔弱み〕

0生活利便性が悪いなどの理由により、斜面

市街地の人口減少、高齢化が著しく進んで

いる。

〔脅威〕

0斜面市街地の空き家が増加しており、防災・

景観等の面で生活環に影響を及ぽしてい

る。

皿取組方

①住環境の改善・防災性の向上

0急速な人口減少と高齢化に対応するため、斜面市街地再生事業による手済み路線の早期完

成に努めるとともに、「車みち整事業」などの即効性・実現性の高い事業により、住の

改善と防災性の向上の推進に取り組む。

②都市基盤の整

0東長崎地区において土地区画整理事業の早期完成や都市盤施設整備事業の推進による道

路・公園の整備を精力的に進め、さらなる住環の改善を図る。

0



◆成果指標

成果指楳

斜面市街地の車道隣

接棟数

基準値

966棟

(R元年度)

◆関連するSDG8

目標値

1,102 棟

(R7年度)

弄 11 瓢
章ι■

〔関連する計固等〕

0長市都市計回マスタープラン

指標の説明

①斜面市街地における車みち蓑備事集等により、新た

に車道に隣接する建物棟数.

②車に隣接する棟数が加する二とで、生活利便性

が向上すると考えられるため.

③空地等は、周辺の物規槙を参考に、みなし棟数で

換算し、年度末における車隣接棟数を把握する。

みち整備事業の実績や要望路線等を参考に136棟

増加を目標とする。
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基本施策

安全・安心で快適な住環境をつくります

E5

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

ぐ
◆めざす姿を達成するための別施策

多様な住まいの選択肢を提供しますE5-1

207

◆成果指標

成果指標

住みやすいと思う若

年(満39歳以下)の

市民の割合

E 5-2

住宅課

それぞれの地域で、安全・安心・快適に住み

けている。

安全で安心な民間住宅・建築物の普及を促進します

基準値

71.0%

(R2年度)

戸建て住宅の認定長

期優良住宅の戸数

目標値

76.0%

(R7年度)

◆関連するSDG8

指標の説明

①長崎市が住みやすいと思う若年(満39 以下)の

市民の割合.

②多様な住まいの選択肢を提供することで崎市が住

みやすいと思う若年の市民の増加につながるとえ

られるため。

③市民意識調により把握する。

④基準値である令和2年度の若年の市民の割合を、全

市民の過去5か年平均 06.0与6)まで上げることを

目標とする。

①戸建て住宅の認定期優良住宅の戸數。

期優良住宅が増えることで、良な住宅ストック

の形成につながるとえられるため。

期優良住宅の認定戸数により把握する。

④認定戸数が基準値から年間5戸目標とする。

236 戸

(R 2年度)

噐露噐ミ◆島

261 戸

(R 7年度)

巨回
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別施策 E 5-1

多様な住まいの選択肢を提供します

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

0住宅リフオーム補助金制度により、住宅の改

善・性能向上が進んでいる。

0市営住宅入居者集における子育て世帯の

先枠及び定期借家制度の設定により子育て世

帯への支援が進んでいる。

0市営住宅の入居要件緩和により、単身の新規就

労者(満30歳未満)や移住者が、市営住宅に

入居できるようになっている。

【強み】

0平坦地、斜面地、半部、しょ部など、歴史

や伝統、豊かな自然に支えられた多様な住環境

に恵まれている。

【チャンス】

0都市部等からの移住の機が高まっており、移

住者等が求める住宅を供給する二とで、人口増

につながる可能性がある。

0 報通信の環整備により、テレワークができ

るようになり、居住する所を間わない多様な

き方が可能となっている。

'希望する住まいに安心して住んでいる。

住宅課

現状分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0高齢者が住みれた地域で住み続けられる

ような住宅改修の支援や、住み続けること

が困難になった場合の地域における高齢者

向けの住宅等に安心して住み替えられるよ

うなしくみが十分に整っていない。

0移住者数は増えているものの人口減少の緩

和にまではつながっておらず、移住者など

へ空家等の住宅報の発が十分でない。

【弱み】

0民間貸住宅の家が高い、新築したいが

希望する住宅用地がないなど、住宅に関し

て若者や子育て世帯が希望する境が整っ

ていない。

0 齢者や外国人等の住宅確保要配慮者が安

心して住み続けられるような民間住宅が少

なく、また、民間貸住宅へ円;に入居で

きるしくみが整っていない。

【脅威】

0若者や子育て世帯の人口流出が続いてい

る。
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皿取組方針

①若者・子育て世帯が安心して暮らせるしくみづくり

0若者や子育て世帯などの市営住宅への入居支援を行います。

0市民や企業等と協力し、若い世代の住環の改善を図ります。

②齢者が安心して住み続けられるしくみづくり

0高齢者が住み続けるためのリフォーム支援や、サービス付き齢者向け住宅の登録を推進し

ます。

③移住者の定住促進

0移住者への住宅探し・住宅改修の支援や、住宅報の発信を行います

④住宅確保要配慮者が入居できる民住宅や公的住宅の確保

0セーフティネット住宅の登録を進めます。

0市営住宅の管理戸数の適正化と、建替・改を推進します。

◆成果指標

目標値基準値成果指

市営住宅への子て 212 戸 戸

(R7年度)(R2年度)世帯の優先入居戸数

[累計]

..

尋■'

....

■■■■■●

高齢者人口に対する

高齢者向け住宅の割

2.フ%

(R 7年度)

〔する計画等〕

0長市住生活基本計画

0長崎市公営住宅等長寿命化計画

0 崎市公共施設マネジメント基本計画

210

指標の説明

1市住宅への子育て世帯の優先入居を実施した累計

戸数。

②子て世帯の優先入居をやすことで、安心Lて暮

らせる子育て世が増えると考えられるため.

③各年度の入居戸数により把握する。

④遇去3年闘の優先入居戸数の年平均24戸を上回る

ことをめざし、基準値から年間平均25戸を目標

とする。

①高齢者人口に対する齢者向け住宅の割合。

②齢者向けサービスがされる住宅の割合が高ま

ることで、高齢者が安心して暮らす二とができる住

環境整備が進むと青えられるため。

③サービス付き齢者向け住宅や有料老人ホーム

整備教により把握する。

④基準値である令和2年度の2.396から、令和12年度

に3.096を達る二とを目標として令和7年度の

目標値を設定する。

2.396

(R 2年度)

◆関連するSDG8

合



別施策 E 5-2

安全で安心な民間住宅・築物の普及を促進します

◆2025年にめざ姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0周囲に悪影響を与えている老朽化した危険な

空き家は、改善指導を行うとともに、除却補

助等の活用を促し、一定、除却が進んでいる。

0民問建築物は、福祉関連施設等の関連部局との

合同調査及び連携した指導、また、特殊建築物

※1の定期報告※2により、施設の適正管理が

図られている。

【チャンス】

0都市中,D部において、民間分譲マンションの建

設が進み、質の高い住宅が供給されている。

安全で安心な住まいで"らしている。

建築指導課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0既存住宅の耐震化、バリアフリー化、省工

ネルギー化など、の高い住宅ストックヘ

の更新が進んでいない。

0人口及び世帯数の減少により空き家の増加

が見込まれるが、地域における定住対策や

移住促進、他用途での利用など、地域の状

況や二ーズに対応した空き家の利活用が進

んでいない

OH28法改正により対魚となった小規模テナ

ントビルにおける特殊築物の定期報告の

提出率が低く、制度の周知防災識の啓

発が進んでいない。

0依然として旧耐構造の建物が多く、

化が進んでいない。

【脅威】

0人口及び世帯数の減少や相続問により空

き家・空地が増加し、周辺へ悪響を与え

る特定空家等※3、老朽危険空き家※4の増

加が見込まれる。

0老朽化が進むマンションの修繕が進んでお

らず、適正管理の必要性が増大している。



Ⅲ取組方針

質のい住宅ストックへの更新

0長期良住宅認定制度や低炭素建築物認定制度などの周知により、良な住宅ストツクの

成と、住宅・建築物における脱炭素社会に向けた省エネ対策等を推進します。

老朽危険空き家の除却と空き家・空き地の利活用の推進

0市民が安心して暮らせるよう、老朽危険空き家の除却及び特定空家等の改善を促進します

0空き家・空き地情報バンクの登録を推進します。

0特殊建築物の適正管理の促進

0多数の市民が利用する特殊建築物の安全性を確保するために、防災査察等における定期報

制度の周知、防災識の啓発を行い、適正管理を促進します。

0住まい・宅地とまちの防災性の向上

0内外装等のリフォームの取組みに併せた耐震改修工を促すなど、耐震化の実施を促進し

す。

0市民の安全確保のため、倒壊の恐れがあるブロック塀等の改善を促進します。

※1 特殊建築物

建築基準法第6条第1項第1号に掲げる、安全上、防火上又は衛生上特に重要である建築物等で、一定

の規模以上のホテル、旅館、寄宿舎、劇場、集会場、百貨店、展示場、就用途の児童福祉施設等、共

同住宅、寄宿舎、体育館、病院、診療所、飲食店等が対象となる。

定期報告

建築基準法第12条第1項及び第3項ι、より、建築物や昇降機なぞの寔期的な鯛査・検査の結果を報告

司・ることを、所有者・管理者に義務付けることにより、建築物等の安全性を確保することを目的とした

制度。

特定空家等

空家特措法第2条第2項に定める、そのまま放すれば倒壊等著しく保安上危険、又は、著しく衛生上

有害、著しく景観を損なっている状態その他周辺の生活環境の保全を図るために放することが不適切

であると認められる空家等をいう

老朽危険空き家

特定空家等のうち、建物の構造の腐朽又は破損の程度がより著しいもの。

※2

※3

※4

◆成果指標

成果指

住宅の耐化率

0

基準値

部.3%

(R 2年度)

目標値

90%

(R 7年度)

指標の説明

①市内の住宅の耐震化率。

②耐震化率が上がる二とで、市民がより安全な住宅に
居住していると考えられるため。

③年度末の実績により把する。

④長崎市耐震改修促進計画に基づく耐霞化率を目標と
する。



特定空家等の年間解

決件数

70件

(R 2年度)

空き家・空き地報

バンクの登録件數

(累計)

75 件

(R 7年度)

特殊建築物の建築設

の定期報告の提出

幻件

(R 2年度)

①周囲にを与える特定空家等の解決件数。

②老朽危険建築物から特定空家等へと対象を広げ対処

療法的取組みから予防措も含めた取組みに見す

ことで、空家に起因する問題を解決し、市民の安心

につながると考えられるため

③特定空黒等の除却及ぴ改善件数の合計により把握す

る.

④令和元年度以前の5か年平均55件に対し、20件増

の年75件を目標とする

率

200件

(R 7年度)

◆関連るSDGB

69.9%

(R 2年度)

■■

犀■'

■■■卸

■■■尋●●

Φ空き家・空き地情報バンクに窒録された累計件数。

②多くの空き家・空き地の情報が畳録され、その周知

を図る二とで、空き家の活用や移住・定住の機会の

増加につながると宥えられるため。

③空き家・空き地情報バンクに豊録された件數により

把握する。

④過去3か年の平均新規畳緑約20件を維持し、基準

値から約100件を目標とする

80.0%

(R 7年度)

〔連する計等〕

0長市住生活基本計回

0 崎市空家等対策計固

0 市震改修促進計画

①特殊建築物の建築設備の定期報告の提出率。

②定期報告制度の普及を促進する二とで、施設の安全

性を維持・管理することにつながると考えられるた

め

③点検を実施して市へ報告ずる定期報告の件數により

実施した施設数を把握する。

④基準値から約10舶の増加を目標とする。
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基本施策

車や公共交通による移動の円滑化を図ります

E6

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

市民が

◆めざ姿を成するための個別施策

良好な道路ネットワークを形成しますE6-1

巨回

E 6-2

◆成指標

成果指標

広域幹線道路の整備

延長(累計)

土木企画課

道路や公共交通を安全で快適に利用している。

公共交通を維持します

基準値

Okm

(R 2年度)

公共交通機関が利用

しやすいと感じる市

民の合

目標値

8.6k m

(R 7年度)

◆関連するSDG8

船.2%

(R 2年度)

指標の説明

①広城幹線道路において、整備を実施した延。

②整が実施されることで、道路の安全性、快適性の

向上に寄与するため。

③年度末の累計により把握する.

④令和2年度時点で計固されている道路墨備延を目

標とする

①市民意調で公共交通機関が利用しやすいと感じ

る市民の割合。

②公共交通機関が利用Lやすいを整えることで、

公共交通の利用促進に寄与するとえられるため。

③市民慧識調により把握する。

を雑持する二とを目標とする。

すべτの人に

儷康と揺祉を

63.2%

(R7年度)
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別施策

良好な道路ネットワークを形成します

E6-1

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0高規格道路や幹線道路の整促進に向け、国や

県に対し要望活を実施した結果、着実に進捗

が図られている。

0整備効果をめるため、事業の選択と集中を行

いながら補助幹線道路の整を推進している。

0既存の幹線道路において、道路拡幅や歩道改良

などが進み、道路環境の改善が図られている。

【チャンス】

0国において、風水害等への対策や予防保全に向

けた老朽化対策を確実に進めるための「防災・

減災、国土強靭化のための5か年加速化対策」

が策定されており、取組みに向けた国からの支

援が重点的に行われている

目的地まで迅速かつ安全・快適に移動している。

土木企画課

現状分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0市街地では、通勤時間帯を中心に交通混雑

が発生している箇所がある。

0道路幅員が狭いことなどにより、歩きやす

い歩道が整されていない箇所がある。

0予算の確保や用地交渉の難航などにより、

整備に時間を要している箇所がある。

0事業区間や事業期間がく、多額の事業

がかかることや関係機関が多岐にわたるこ

となどから、事業化前の検討に時間を要し

ている箇所がある。

【脅威】

0近年、候変動の影響による自然災害が激

化、頻発化している。

皿取組方針

①広域幹線道路網の整促進

0近隣都市間の移動時間短縮、交通混雑の緩和、道路の強靭化を図るため、規格道路や幹線道

路の整促進に向けて、関係機関への働きかけを行います。

0高規格道路等を補完する補助幹線道路の事業の進捗を図るため、予確保に向けた働きかけ

を行うとともに、整を推進します。

②既存道路の安全性・快適性の向上

0既存の幹線道路等における道路境の改善を図るため、道路改良や歩道整備、無柱化等を進

めます。



成果指標

主要地点道路混雑度

(大神宮交差点)

基準値

1."

(R 2年度)

補助幹線道路の進捗

率

目値

1.00

(R 7年度)

指標の説明

①主要地方道長畝刈線の大神宮交差点において、現

状の道路条件等のもとで通過できる用車の最大数

に対する交通量の比率。

②比率が下がる二とで、道路薑による交'混雑の解

消が園られると考えられるため。

③交通量査により把握する.

④計画時の設計どおりの交通量で利用されていること

を表す n.00」を目標とする。

①整備中の補助幹線道路6路線の進捗率.

②補助幹線道路の整備が進むことで、良好な道路ネツ

トワークの形成に寄与すると考えられるため.

③年度末の事進捗率により把楓する

④令和7年度までの計画進捗率である73.396を目標と

する。

◆関連するSDG容

53.4%

(R 2年度)

,べτのA【:

勧Bと穐赴'

73.3%

(R 7年度)

〔関連する計等〕

0長市都市計回マスタープラン

0長市立地適正化計画

0長崎市国土強靭化地城計画

0長市バリアフリーマスタープラン・崎市第2期バリアフリー基本構想

0長崎市中心市街地活性化基本計面

0 「長市中央都・臨海地城」都市・居住環境整備基本計画

0長崎市公共交通総合計画

0長市地域公共交通計画

9 '
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別施策 E 6-2

公共交通を維持します

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

公共交通が

◆現状分析と取組方

現状

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0路線バスで対応できないエリアの一部で、コミ

ユニティバスや乗合タクシーなどを運行して

いる。

【強み】

0長崎市全域の公共交通路線の徒歩圏人ロカバ

一率は 80%で一定の公共交通サービスは行き

届いている。

【チャンス】

0交流人口は平成23年度以降増加傾向で、九州

新幹線西九州ルートの開業などを控え今後も

拡大が見込まれる。

公共交通対策室

市民の移・・を支えつづけている。

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0市が支援しているコミュニティバスや乗り

合いタクシーは全て赤字行で、収支を補

填する補助金も増加している状況である。

【脅威】

0人口減少や自家用車依存率の上昇などによ

り総人口の、少率を大きく上回るぺースで

公共交通利用者が減少し、不採路線の廃

止の可能性力まっている。

0交通事業者は厳しい経営環境にあり、運

手不足や齢化も進んでいる。

Ⅲ取組方

①公共交通の維持

0既存路線の効率化・見直しなどの取組みを進めながら、公共交通を維持します。

②公共交通の利便性向上

0サービス向上などの取組みを進め、公共交通の利便性を確保します。

219



◆成果指標

成果指標

市民1人当たりの路

面車と路線バスの

年間利用回数

基準値

128.3 回

(R 2年度)

◆連するSDG念

目値

128.3 回

(R7年度)

指標の説明

①主たる公共交通機関である路面車と路線バスの年

間利用者數を人口で除した値.

②1人当たりの利用頻度を維持することは、公共交通

ネットワークの維持確保につながると考えられるた

め.

③住民基本台帳及び交通事業者へのき取りにより把

握する。

皐値を維持することを目標とする。

〔関連する計等〕

0長崎市都市計画マスターブラン

0長崎市立地適正化計画

0 崎市公共交通総合計圓

0長崎市地域公共交通計回

0長崎市中心市街地活性化基本計画

0長崎駅周辺まちづくり基本計画

0 市駅周辺エリア整備計画

0長市バリアフリーマスタープラン・長

0長市地球温暖化対策実行計回

娃 必ι

亀

魂

市第2期バリアフリー基本構想
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施策 E7

安全・安心で快適な道路・公園をつくります

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなってぃる)

道路・公園が

C

◆めざ 姿を達成るための別施策

だれもが安全・安心で快適に利用できる道路をつくります

だれもが安全・安心で快適に利用できる公園をつくります

E7-1

E 7-2

◆成果指標

成果指

道路や公園などの整

備により、安心して

暮らせるまちと感じ

る人の割合

全・安心で快適に利用されている。

土木企画課

基準値

58.8%

(R 2年度)

◆関連するSDG8

目標値

59.8%

(R 7年度)

,べτの人に

"0と保Ⅱ畢

指の説明

①5年前に比ぺ、道路や公園などの整備により、安心

して暮らせるまちになったとじる人の割合。

②安全・安心で快適な道路・公園の整備等を行うこと

が、安心して暮らせるまちの形成に寄与すると考え

られるため。

③市民識調査により把握する。

④過去5年間の増加率を踏まえ、基準値から1ポイン

ト増を目標とする。
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別施策 E7-1

だれもが安全・安心で快に利用できる道路をつくります

◆2025年にめざ姿(なにがどうなっている)

道路が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0橋梁長寿命化修繕計画及び橋梁定期点検

の結果に基づき、計画的かつ予防的な管

理を行うことで道路利用者の安全性が

たれている。

0密集市街地などの斜面地において、車み

ち整備事業等の進捗により、住環の改

善と防災性が向上している。

0危険箇所の改善など交通安全対策の取組

みにより、交通故件数の減少に献し

ている。

【チャンス】

0国において、風水害等への対策や予防保

全に向けた老朽化対策を確実に進めるた

めの「防災・減災、国土強靭化のための5

か年加速化対策」が策定されており、取組

みに向けた国からの支援が重点的に行わ

れている

土木企画課

全・安心で快適に利用されている。

状分析

豆〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0地域間を結ぶ重要な路線において、幅員

が狭い場所や交通渋滞の要因となる交差

点等がある。

0車みち整事業の対象地域外において

、自家用車や福祉車両、緊急車両が乗

り入れできない路線がある。

0道路幅員が狭いなどにより、歩きゃすい

歩道が整備されていない場所がある。

0駐車場が散在し、歩行空間等の分断やう

ろつき車両の要因となっている。

0駐車実態調査の結果、駐車は概ね充

足しているが、荷捌きスペースや駐輪

が依然として不足している。

【威】

0橋やトンネル等の道路構造物の老朽化が

進行している。

0近年、気候変の影響による自然災害が

激甚化、頻発化している。
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皿取組方針

①安全で快適な道路環境の確保

0安全で快適な走行空間を確保するため、交差点等の局部改良や狭あい箇所の拡幅、交

通安全施設等の整備を行います。

0安全で快適な歩行空間を確保するため、歩道の整や通学路のカラー舗装化、無柱

化を推進するとともに、違法占用物の撤去に努めます。

0住環の改と防災性の向上を図るため、「車みち」※1や「くらしの道」※2の整備

を進めます。

②道路構造物の長寿命化の推進

0市民が安心して道路を利用できるよう、道路構造物の計画的な維持管理により施設

の長寿命化に努めます。

③効果的な駐車・駐輪対策の推進

0歩行空間の分やうろつき車両の解消を図るため、駐車場の集約化や需給バランス

を踏まえた駐車場整備に努めます。

0多様な駐車需要に対応するため、道路空を活用した荷捌きスペース等の確保や駐

輪の整備を進めるとともに、観光・イベント需要等への対応に努めます。

0快適で利用しやすい駐車施設を維持するため、市営駐車場や駐輪場の適正な管理運

営に努めます。

※1 車みち

斜面市街地において、長崎市と地域が体となり、階段をスロープ化したり、道幅を広げたり、地域の実惰

に応じた様々な工夫をしながら、車が通れるように整備する道路。

くらしの道

車みちの整備区城外に粘いて、車が通れるように整備する道路

※2

◆成果指標

成果指標

補工を実施した

橋梁数[累計]

基準値

67

(R 2年度)

無電柱化が完了した

路線数(市道)[累

計]

目標値

128

(R7年度)

31路線

(R 2年度)

指標の説明

①橋梁長命化修繕計画に基づき修繕工事を実飾した

橋梁数。

②計画的かつ予防的な管理を行う二とで、橋梁の安全

性が確保されると考えるため。

③年度末の累計により把握する。

④橋梁長寿命化修繕計画において修繕が必要と判断さ

れた橋梁数を目標とする。

①無電柱化が完了Lた路数'

電柱化を行うことにより、市道の安全性や景観性

の向上が園られるため.

③年度末の累計により把する。

④計画路線のラち、 5路線の実現を目標とする.

36路線

(R 7年度)
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◆関連するSDG8

TべτのAに

"0と徐替是

〔関連する計等〕

0 市橋梁畏命化修繕計画

0 崎市景観本計画

0長崎市バリアフリーマスタープラン・長崎市第2期バリアフリー

0 崎市駐車整備計画

0 崎市市道の構造の技術的基準を定める条例

0 崎市移等円滑化のために必要な道路の構造に関する条例

0 市建築物における駐車施設の及び管理に関する条例

0 崎市駐車場条例

0長市二輪車等駐車場条例

0長市違法駐車場等の防止に関する条例

0第10次市交通安全計圓

0 崎市国土強靭化地城計画

亨博七"皇aの
甚昏うくら

畦,"1、● -i !'4{=

九住井'サエξ

武

追加

構想
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別施策 E 7-2

だれもが安全・安心で快に利用できる公園をつくります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

公園が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0公園施設長寿命化計画に基づき、公園施

設の補修や改修が計画的に進んでいる。

0ユニバーサルデザイン遊具の整備や、ト

イレのバリアフリー化、男女別化などが

進んでいる。

0夜景が眺望できる視点場を有する公園の

再整備により、多くの市民や観光客が訪

れている。

【チャンス】

Op a r k-P F 1制度の 1設などにより、

全国的に官民連携手法による公園整備が

進んでいる。

土木企画課

全・安心で快適に利用されている。

現状分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0少子齢化の進行や社会勢の変化によ

り、利用者二ーズが多様化するなか、魅力

的な公園の施設整に十分対応できてい

ない。

【脅威】

0遊具などの公園施設の老朽化が進行して

いる。

0近年、気候変動の影による自然災害が

激化、頻発化している。

Ⅲ取組方

1安全で快適な公園の

0公園施設の計画的な補修や改修による安全性の確保とライフサイクルコストの縮減を

図るため、公園施設長寿命化計画に基づき既存施設の長命化対策を行います。

0誰もが快適に安心して公園を利用できるよう、バリアフリー化を推進します。

②多様化した市民二ーズに対応できる公園への再整備

0ユニバーサルデザイン遊具や健康遊具の整、トイレの男女別化など、利用者二ーズに

対応する公園への再整を行います。

0官民連携手法の活用により、魅力的な公園づくりに努めます。

0災害時の避難場所として有効に公園を活用します。
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◆成果指標

成果指標

長寿命化した公園数

[累計]

基準値

142箇所

(R 2年度)

◆関連するSDG8

目標値

198箇所

(R 7年度)

圃囲囲

指の説明

1公園施設長寿命化計画に基づき再整備を行った公園

数。

②だれもが安全・安心に利用できる公園に再整備する

二とで、利用者が増え、市民や観光客の満足度が高

まるとえられるため。

③年度末における再整備済みの公園数の累計により把

握する.

④公園施設長寿命化計画において長寿命化が必要とさ

れた公園数を目標とする。

〔関連する計等〕

0長崎市緑の基本計画

0長崎市公施設寿命化計回

0長市バリアフリーマスタープラン・長崎市第2期バリアフリー基本構想

0長崎市都市公園条例

0長崎市都市公園に係る移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設憧に関する条例

追加
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本施

水水を安定して供給し、下水を適正に処理します

E8

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

市民が

◆めざす姿を達

E8-1

E 8-2

◆成果指標

成果指標

水道管(幹管路)

の震化率

するための別施策

いつでも安心な水を市民に届けます

汚水と雨水を適正に処理し、健全な水

事業管理課

いつでも安心して水道と下水道を使っている。

基準値

55.9%

(R 2年度)

汚水管(コンクリー

ト管)の管更生率

目標値

57.0%

(R 7年度)

を守ります

◆関連するSDGB

指標の説明

①基幹管路(導水管、送水管、配水本管)のうち、耐

震性がある材質と継手により構成された管路延

総延長に対する割合.

震串が向上することにより、安定給水につなが

るため。

③毎年度末の数憧を把握する.

④今後の施設整備計回に基づき、基準値から1.1ポイ

ントを自標とする。

①コンクリート製汚水管の総延に対する管更生を実

施Lた延の割合。

②管更生率が向上することにより、下水道の機能が維

持されるため。

③毎年度末の数を把握する。

④「ストックマネジメント計画」に基づき、基準か

ら 7,1ポイントを目標とする

22.9%

(R2年度)

9令な芋と1イレ
皇官駒申,

30.0%

(R 7年度)

」'

囲囲"
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別施策 E8-1

いつでも安心な水を市民に届けます

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

水道施設の機能が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0浄水場、配水タンクの耐化及び水道管の老朽

化対策は計画どおりに進んでいる。

0水道施設について水需要に合わせたスペック

(性能や容量)の適正化の検討が進んでいる。

【強み】

0施設のは進んでおり、水道の及率は高い

水準に達している。

正に維持されている。

業管理課

Ⅲ取組方針

①施設の耐震化及ぴ更新

0安定的に水を供給するため、水道施設の耐化及び老朽管の更新をすすめます。

0更新する水道施設については、スペック(性能や容)を見直すことで施設の適正化を図りま

す。

②施設及び水の適正な維持管理

0漏水箇所の早期発見・早期解消に努め、適正な維持管理を持続します。

0水質管理の充実を図り、安全で安心な水道水の供給に努めます。

③施設の広域化

0水道施設について、周辺市町との広域化・共同化を検討します。

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【脅威】

0人口減少社会の進行、産業構造の変化など

により水需要が減少し、給水及び給水収

益が減少傾向にあり、老朽化した施設の更

新計画に影響が生じる恐れがある。

0大規模地や気候変動などによる災害が激

甚化している。



◆成果指標

成果指

水道管(基幹管路)

の震化率

基準値

託.9%

(R2年度)

配水池震化率

目標値

57.0%

(R 7年度)

浄水施設の震化率

39.3%

(R 2年度)

指標の説明

①基幹管路(導水管、送水、配水本管)のうち、耐

震性がある材質と継手により構成された路延長の

総延長に対する割合。

②耐震率が向上することにより、安定給水につなが

るため。

③毎年度末の数値を把握する。

値から 1.1 ポイ④今後の施設整備計画に基づき、

ント増を目標とする.

①配水池のうち高度な耐霞化がなされている施設容量

の全配水池容量に対する割合。

②耐震率が向上することにより、安定給水につなが

るため。

③毎年度末の数値を把握する。

④今後の施設整備計画に基づき、基準から3.0ポイ

ントを目標とする。

①全浄水場の浄水施設能力に対する耐震化された浄水

施般能力の割合。

②この割合がえることにより、震災時でも安定的な

浄水処理が可能となるため

③毎年度末の数を把握する。

④「浄水施設震化計画」に基づき、基準値から44.4

ポイント増を目標とする。

42.3%

(R 7年度)

◆関連するSDG8

19.4%

(R 2年度)

■阿囲

63.8%

(R 7年度)

〔関連する計等〕

0 崎市上下水道事業マスタープラン
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別施策 E 8-2

汚水と雨水を正に処理し、健全な水環境を守ります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

下水道施設の機能が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0下水道施設の更新画を平成 30年度に策定

し、計画どおりに進んでいる。

0下水道施設について水需要に合わせたスペッ

ク(性能や容)の適正化の検討を進めている。

【強み】

0施設の整備は進んでおり、下水道の普及率は

い水準に達している。

正に維持されている。

業管理課

Ⅲ取組方

①施設の更新

0下水道の機能を維持するために計画的な施設の更新を実施します。

0更新する下水道施設について、スペッウ(性能や容)を見直すことで施設の適正化を図りま

す。

0大雨による,水被害を最小限にとどめるために計画に基づく雨水渠整をすすめます。

②施設の統合

0集落排水施設の公共下水道への統合をすすめます。

③施設の適正な維持管理

0下水道の不明水の解消に努め、適正な維持管理を持続します。

④施設の広域化

0下水道施設について周辺市町との広域化・共同化を検討します。

分析

π〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【脅威】

0人口減少社会の進行、産業構造の変化など

により水要が減少し、汚水及び下水道

使用料収益が減少傾向にあり、下水道施設

の更新計画に影響が生じる恐れがある。

0大規模地震や気候変動などによる災が激

甚化している。
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◆成果指標

成果指標

汚水管(コンクリー

ト管)の管更生率

基準値

22.9%

(R 2年度)

鉄蓋交換率

目標値

30.096

(R 7年度)

◆関連するSDG8

69.6阜6

(R 2年度)

指の説明

①コンクリート製汚水管の総延長に対する管更生を

実施した延長の割合.

②管更生率が向上する二とにより、下水道の機能が

維持されるため。

③毎年度末の数値を把握する。

④「ストッウマネジメント計画」に基づき、基準

から 7.1増を目標とする.

9全な亭ιトイレ
、き四中↓、

72.3%

(R 7年度)

0長

①公共下水道施設における人孔・桝の総敷に占める

密閉、浮上防止型鉄亜の割合。

②髞蓋から雨水等の浸入を防止することで、下水処

理の負担が軽減されるため。

③毎年度末の数量を把する。

④今後の取替計画に基づき、基準から2.フポイン

ト増を目糎とする。

する計回等〕

市上下水事業マスタープラン

桐

気帷査色に

興件m"'1鬢区
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まちづくりの方針F

私大ちはみんなで支え合い、だれもが健康にいきいきと暮らせるまち」を
めざします

人権が尊重され、様々な分野で男女が参画するまちをめざします

人権啓発を推進しますFI-1

人権から市民を守りますFI-2

男女共同参画に関する識の醸成を図ります

生活困

F6-1

FI-3

F2 高

F2-1

t安心して自分らしい暮らしを観けられる地域づくりを

地域包括ケアシステムの推進を図ります

高齢者の社会参加を促進します

地域の支援体制を構築します

介護サービスの充実を図ります

F2-2

F2-3

F2-4

F3 障害

F3-1

が安心して自分らしく暮らせるまちづくりを進めます

害の特性やライフステージに応じた支援の充実を図ります

害者の就労や生活の安定を支援します

障者が安心Lて暮らせる環境づくりを進めます

F3-2

F3-3

子どもをみんなで育てる子育てしやすいまちづくりを

結婚や妊娠の希望の実現を支援しますF4-1

母と子の健を支援しますF4-2

子て支援の充実を図りますF4-3

子どもを育てやすい環の充を図りますF4-4

ひとり親家庭等の自立を支援しますF4-5

めます

F6-2

めます

者等が将来への希を持てる支擾を充実します

生活困者等が安定した生活ができるよう支援します

生活保護受給者の就労を支援します

235

F5 原爆

F5-1

F5-2

の援僅を充実します

被者が保健・医療・福祉サービスを受けやすい環境を整えます

被体験者の救済及ぴ支援の充実を園ります

被実態に関する調査研究を促進しますF5-3

F6



F7 自らすすめる健康づくりを推進します

市民の自主的な健康づくり活動を支援しますF7-1

F7-2

F7-3

F8

健康づくり環境の充実を図ります

安心できる衛生環境を確保します

感染症の発生と感染拡大を防止しますF8-1

歯科口腔保健を推進します

F8-2

F9 安心できる医療環境の充実を図ります

救急医療体制の充実を図りますF9-1

飲食物、生活衛生等による健康被害発生を防止します

F9-2 地域医療提供体制の充実を図ります

0

0
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施策

人権が尊重され、様々な分野で男女が画するまちをめざします

FI

◆2025年度にめざ姿(なにが、どうなっている)

市民が

◆めざ姿を達成するための別施策

FI-1

F I-2

F I-3

◆成果指標

成果指

この1年問に人権に

関していやな思いを

したり、不当な扱い

を受けたことがない

市民の割合

人権啓発を推進します

人権

人権男女共同参画室

互いの人権が重されたまちで暮らしている。

男女共同参画に関する意識の醸成を図ります

から市民を守ります

基準値

74.3%

H28~R2平均)

社会全体で見ると男

女平等であると感じ

ている市民の割合

目値

75.0%

(R 7年度)

27.フ%

(H28~R2平均)

指の説明

①「この1年問に人権に関していやな思いをした

り、不当な扱いを受げたことがない市民の割合」。

②割合がえていくことで人権啓発が図られている

とえられるため。

③市民 査により把握する。

年微増させることをめざし、令和7年度には

750%とすることを目標とする

①市民意識の「社会全体でた場含に、男女が

平等になっている」と感じている市民の割合。

②割合が増える二とで男女共同参画意の醸成が図

られていると考えられるため。

③市民意識餌査の結果により把握する。

年徹増させることをめざし、令和7年度には

305%とすることを目榎とする

30.5%

(R7年度)



市の審会等への女

性委員の登用率

23.9%

(H28~R2平均)

◆関連るSDG8

40.0%

(R7年度)

.,'

◆込
、◆,

①市の審誕金等への女性委員の畳用率.

②割合が増えることで、市役所自らが女性の画に

取り組むことを示すとともに、あらゆる場面で女

性が参画する社会が実現していると考えられるた

め。

③年度末の実韻により把握する。

④附属機関の男女の比率が一方に偏らないよう努め

る(片方の性の委の比率が40"朱満にならない

ように配慮する)市の方針を目標とする。

238



別施策

人権啓発を推進します

FI-1

◆2025年度にめざ

市民が

◆現状分析と取組方針

姿(なにがどうなっている)

1 〔うまくいっている二と、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0人権について問意識や当事者識を持って

もらう取り組みとして、人権問題講演会等を

実施し、一定数の参加がなされている。

0市民全体を対象とした啓発、地域の公民館な

どが実施する人権研修、こども・障害者・外

国人など対象を絞った研修など、様々な人権

啓発の場がある。

0性的少数者に関する人権については、徐々に

その認知度が進む中、パートナーシップ宣誓

制度の開始もあり、様々な啓発への取り組み

が進められている。

権について正しい知識を得る機会がある。

人権男女共同参画室

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0人育に関する講座について「人」が難

しいものと捉えられやすく、講演会などの参

加者に固定化の傾向がある。

【脅威】

0新型コロナウイルス感染症拡大により、感染

者等への差別やいじめが問題となるなど、新

たな人権問が生じている

OSNSによる誹鏑中などで人権害が起こ

つているニュースなどが話題となり、全国的

な社会問題となっている。

皿取組方針

①人権啓発の強化

0新型コロナウイルス感染症拡大により起きた差別や、 SNSでの誹誘中など人権害事例

関心がまっていることを背景に、人権は誰しもが持っている大切な権利であることの

啓発をさらに強化します。

②性的少数者に関する人権啓発

0性的少数者に関する人権についてパートナーシップ宜誓制度の周知も含め、性の多様性へ

の理解を深めるための啓発などを行います。

③啓発手法の検討

0 演会など参加型の啓発だけでなく、ホームページ、SNSなどを利用など、これまで

人権に関する意識があまりなかった人でも、採り入れやすい啓発手法を検討します。
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◆成果指標

成果指

人権問題請演会、講

座、研修会への参加

者数

基準値

1,320 人

(H28~R 元

平均)

目標値

1,400 人

(R7年度)

人権問題講演会の参

加者のうち関心が深

まった人の割合

指標の説明

1市等が主催する人権問題講演会、中小規模講座、人

権啓発研修会、出前講座、長崎人権学の参加者数。

②めざす姿である市民が正しい知識を得られる状況に

つぃて、市民が人権に関する各種講座に参加する人

数によって測られると考えられるため。

③講座の参加者の実植値により把握する。

④コロナ禍前の近4か年の実績値の平均である

1.320人を基準値とし、モの約3,6である如人を毎

年度加し、令和7年度までに1,400人すること

を目とする.

①人権問題講演会のアンケートにおいて、「関心が深

まった」と回答した人の割合。

②参加者の関心が深まる二とにより、人権について正

しい知識を得る機会の創出をできていることが測ら

れると考えられるため。

③アンケート舷果により把握する.

④講・内容や受講者向から毎年度数値に疫動があ

るため、コロナ禍前の' 4か年平均の約船.OMを

基値とし、近5か年のうち最も実のい平

成29年度のを目標とする。

93.0%

(H28~R 元

平均)

◆連するSDG8

97.0%

(R 7年度)

■固
10

〔関連する計固等〕

0長崎市人権教・啓発に関する基本計画

0長崎市男女共同参画計画

0長崎市男女共同参画推進条例

0長崎市子ども・子育て支授事業計画

0 市子どもを守る条例

0長崎市障者基本計回

0長崎市高齢者保健福祉計回・介瞳保険事業計画

^.
電゛,
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別施策 F I -2

人権侵害から市民を守ります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方針

現状分析

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0子どもや高齢者、害者に対する被を未然に

防止するため、それぞれの関係機関の協議によ

り必要な情報交換や意識の共有などが図られ、

いじめや虐待などの早期発見、相談対応、地域

関係者の連携強化につながっている。

0主に女性に関する相談を受け付けるアマラン

ス相談は、年末年始を除き毎日相談を受けてお

り、夜間話相談日の設定や、必要に応じて法

律相談やこころの健康相談を行うなど、相談体

制が充実している。

人権男女共同参画室

人権侵害から守られている。

証〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【脅威】

0児童虐待の相談対応件数は、全国と同様に

増加しており、その背景には経済的困窮や

核家族化による孤立、保護者の疾病や子ど

もの発達の特性など様々な要因が複雑かつ

複合的に絡んでいる。

0障害者に関する相談では、害者の重度化・

高齢化等に伴い相談内容が複雑化してい

る。

皿取組方

①被害を未然に防止するための取り組み

0被害を未然に防止するため、関係機関との連携強化を図り、子どもが安心して生活し学ぷ

ができる環境づくりや高齢者及び障害者の相談対応の強化に努めます。

②相談先の周知

0相談先の周知方法を工夫し、安心して相談できる所である二とを市民に理解、認識して

うための周知を図ります。

③相談体制の強化

0多様化雑化する相談に対応できるよう、支援者(相談員)の'向上の取組みや、他機関

との連携により、相談体制を強化します。



◆成果指標

成果指標

児童待相談で改善

した割合

基準値

釘.2%

(R2年度)

目値

88.0%

(R 7年度)

アマランス相談の認

知度

指標の説明

①虐待相談の実件数のうち、相談等の対応により状況

が改善したものと門機鬨へ引き継ぐ支援をしたも

のの割合。

②改善率を維持することで、子どもが人権侵害の

被害から守られている二とにつながるとえられる

ため。

③相談実績により把握する。

④ここ 10年間で10ポイント以上増加L、高い改善率

となっていることから、モの改善率87.2,6 (令和2

年度)を維持する二とを目標とする.

IDV等に関する相談窓口であるアマランス相談の認

知度

②相談窓口が認知されていくことにより、 DV等に関

する相談件数がえ、題解決に向けた支援を行う

ことで、市民が人権侵害の被害から守られているこ

とにつながると考えられるため

③市民識調により把握する。

④平成30年度に実施した「男女共同参画に関する市

民意識調査」において、rDVを受けたときの相談

窓口として知っているもの」の質項目において、

「長崎市役所(アマランス相談・市民相談)」を回

答した割合が".3%である二とから、この數を基

準値として設定する。計画期間毎年度3.0"ず

つ増加し、令和7年度までに53.046を達成すること

を目標とする。

44.3%

(H30年度)

53.0,6

(R7年度)

◆関連するSDG8

圃囲囲
〔連する計,・等〕

0 市人権教・啓発に関する基本計回

0長崎市男女共同参画計回

0長崎市男女共同参画推進条例

0長崎市子ども・子育て支援事業計画

0長崎市子どもを守る条例

0長崎市障害者基本計画

0長崎市高齢者保健福祉計回・介護保険務計画
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別施策 F I-3

男女共同参画に関する意の醸成を図ります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方針

現状分析

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕 Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていること】 【うまくいっていないこと】

0男女共同参画推進センター主催講座の受講者 0デートDV防止授業(派遣講座)の実施校は

が増加しており、多くの人に男女共同参画に 増えているものの、学校本来の授業時間に余

関する学習のを提供できている。 裕がないなど、各学校の状況により実施でき

0男女共同参画推進センター主催講座の受講者 ないところがあり、コロナ禍以前の直近3か

の満足度が高まっており、男女共同参画に関 年(平成29年度~令和元年度)において、

する識の醸成が図られている。 授業の実施率は市立中学校41校中24校と6

0デートDV防止授業(派遣座)の実施校が 」程度の実施にとどまっている。

増加しており、若年からのDV予識の

醸成が図られている。

男女共同参画について理解を深め、その実現に向

1ナて行動している。

人権男女共同参回室
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皿取組方針

①男女共同参画の推進に関する講座の実施

0女性の人材育成、起業及びキャリア教育等の女性の社会進出を推進する講座や、ワーク・ライ

フ・バランスの普及に関する座など、男女共同参画の推進に関する座を実施するととも

に、多くの人に受講してもらえるよう、様々な媒体や関係団体へ働きかけを行うなど、積極的

に周知を図ります。

②デートDV防止授業の実施

0市内の公立中学校において、関係機関と協力して、若年からのDV予防に関する啓発の要

性やそのについて、丁寧に説明しながらできるだけ多くの学校で実施できるよう呼ぴか

けます。



◆・成果指標

成果指標

男女共同参画推進セ

ンター主催講座の参

加者数

基準値

4,500 人

(H28~R 元

平均)

DV未然防止のため

の若年への予防啓

発講座(デートDV

防止授業)開催數

目値

4,700 人

(R7年度)

指の説明

1男女共同参画推進センター主催請座の受講者数。

②参加者が増加することで、広く男女共同参画に関

する意識の醸成を図ることができるため。

加者数の実により把握する。

④新型コロナウイルス感染症拡大により受講者が減

少していることから、コロナ禍前の4か年平均

(4'500人)を基準値とし、令和7年度までに

4700人となることを目標とする。

1男女共同参画推進センターが実施しているデート

DV防止授業の開催数.

②若年層からDVに関する正しい知識を身につける

二とで、深刻なDV被害や加害の予訪につなが

り、広く男女共同参回に関する意識の醸成を図る

ことができるため。

③授業の開催実績により把握する。

④新型コロナ感染症の影を考慮し、目標値を平成

28年度から令和元年度までの4か年平均(22回)

を超え、かつ市内にある中学校及び高等学校(市

立中学校:41校、市内公立高等学校:8校、市内

私立中学校.8校、市内私立等学校:11校)で

学生が3年間に1回は受講できることをめざし、

23回を目標値として設定する。

22 回

(H28~R元

平均)

23 回

(R7年度)

◆関連するSDG8

◆込
風◆,

〔関連する計等〕

0 市男女共同参画計画

0長崎市男女共同参画推進条例
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施策 F2 地域包括ケアシステム推進室

高齢者が安心して自分らしい暮らしを続けられる地域づくりを

進めます

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

高齢者が

◆めざす姿を達成するための個別施策

地域包括ケアシステムの推進を図りますF2-1

指標の説明

① ふれあいサロンの実利用者数。

②高齢者ふれあいサロン参が増えることによ

る介護予防・生活の質の向上を目指す高齢者の加

につながるため。

(コロナ禍で一時期休止する場合でも、実利用者

数へのは少ない。)

③高齢者ふれあいサロン実績報告書により実績を把握

する。

④崎市高齢者保健福祉計画・第8期介護保険事計

画によりR5年度まで見込んでいるサロン数とR6

以降の新規開設の鈍化(開設1)及ぴ近の平均実利

用者数から、 R3~R5年度は各 134人増、 R6、 R

7年度は各34人増を目櫑とする
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F 2-2

F 2-3

地域のみんなと支えあい、いきいきと安心して

らしている

高齢者の社会参加を促進します

F 2-4

◆成果指標

成果指

齢者ふれあいサロ

ン実利用者數

地域の支援体制を構築します

介護サービスの充実を図ります

基準値

2,054 人

(R 2年度)

目値

2 520 人

(R 7年度)



医療や介護が必要に

なっても住み慣れた

地域で暮らし続けた

いと思う高齢者の割

69.9%

(R元年度)

89.0%

(R7年度)

Φ医療や介護が必要になっても住み憤れた地域で暮ら

し続けたいと思う齢者の割合。

偲ゆの割合がえることが住み慣れた地域で暮らし続

ける二とを目指す地城包括ケアシステムの推進につ

ながると考えられるため。

③「介瞳予肪・日常生活二ーズ調査」により把握

する。なお、市民意識調査を補助代替指標とする。

④令和元年度に実施した「介棲予防・日常生活圏鱸二

ーズ調」において、医や介護が必要になっても

今の住まいに住み続けたいと思う高齢者の割合が

舶.9,6であった二とから、市民意識調査の「長崎市

に二れからも住み続けたいと思いますか」(そう思

う・ぞちらかと言えばモう思う)の数値即,0,6に近

づけることを目標とする。

◆関連するSDGB

オべτΦ人に

聾壕と唱祉を

囲■,1i、囲
[亟司
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別施

地包括ケアシステムの推進を図ります

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

F2-1

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

Bまくいっていること】
0地域包括ケアシステムは体制づくり・枠組み

は着実に整ってきている。

0地域コミュ島ティを支えるしくみづくりが進

み、様々な団体の連携・協力のもと、地域の
自主的な動きが広がっており、地域のつなが

りの土台ができはじめている。
0多機関型地域包括支援センターにおいて、

"・害・児童・生活困窮等の複合的課題を
抱える世帯に対して、ワンストップで対応し
関係機関とのネットワークで課題解決に導く
支援を行っている。

【強み】
0訪問診療や介事業所などの医療・介の地
域源が他都市に比して豊富で、関係団体の
取組みも活発で先進的である。

地域包括ケアシステム推進室

で、安心して自分らしい生活を続

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていない二と】
0二ーズ調査によると地域包括ケアシステム
やACP俵)・取りに関する市民の理解が

十分には進んでいない。

0高齢者の在宅生活を支えるための専門的視
点を持った推進役を、 R3年度から配置した

ぱかりであり、まだコーディネートを担う機
能が十分ではない。

【脅威】

0超高齢社会において、後期齢者や、ひとり
暮らし高齢者、認知症高齢者の増加への対応
が求められている。

0長崎県医療計画においては、後期齢者人口
がピークとなる 2035(R1刀年に向かって在

宅医療需要の大幅な増加が見込まれている。
0地域共生社会の実現に向けて、相談支・参

加支援・地域づくりを一体的に実施する

更なる取組みが求められている。

皿取組方針

①長崎版地域包括ケアシステムの推進

0住民、医療・介護の門職・関係団体、行政との聞で、地域の目指すべき姿、方向性、課題を共
有しながら、地域包括ケアシステムの推進に向けて更なる取組みを展開していきます。

0超高齢社会への対応が必要となる中で、市民に対して地域包括ケアシステムへの理解促進、AC
Pや取りに関する意識啓発を図ります。

②多職種連携による在宅医療と介護の連推進

0日常の療支援、入退院支援、急変時の対応、看取り等の様々な場面において、医師をはじめと
した多職と連携しながら、切れ目のない在宅医療と介護の連体制を推進します。

※ ACP

人生の最終段階における医
こと

・ケアについて、本人が家族等や医・ケアチームと、事前に繰り返し話し合う
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③地域の支え合いの仕組みづくり
0住民主体の自主的な動きの醸成に併せ、地域の要請に応じて、介護予防・地域づくりの門的
視点でサボートしながら、齢者の在宅生活を支えるための地域での支え合い活動を支援し
ます。

4地城共生社会の構築
0地域の中で生活するすべての人が安心してらせるよう、高齢・障害・児童・生活困窮分野の
相譲支援機関をはじめ行政や民間機関が分野横断的に連携し、重的な支援体制を構築して
いきます。

◆成果指標

成果

高齢者の在宅での死

亡率〔暦年〕

基準値

19.フ%

(R元年度)

目標値

25.2%

(R 7年度)

①各年の齢者死亡者数に占める、病院・診療所等を

除く、自宅(老健施設、老人ホームを含む)での死

亡者数の割合。

②高の在宅での死亡率が上がることは住み慣

れた地域で、できる限り人生の最期まで暮らし読け

られるよう、医療・介護,生活支援等を一休的に提

供する仕組みづくりである地域包括ケアシステムの

進捗が図られていると考えられるため。

③厚生労働'の人口動態調査により把握する.

④全国平均の水準を目標とする.

計老人ホ老健R元年在宅

19 7,61.4,6 5 796市 12,696

25.2%8,6,6全国 3.0,613.6,6

地域包括ケアシステ

ムを知っている市民

の割合

指標の説明

20.5%

(R元年度)

45.0%

(R7年度)
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言葉だけでは'①地域包括ケアシステム 、

内容も知っている市民の割合。

②地域包括ケアシステムの理解が進むことにより、

齢者やモの家族が住みれた地域で安心して生活で

きると考えられるため

③「介護予肪・日常生活圏域二ーズ」により把握

する。市民識を補助代替指標とする。

④国が示す基礎項目に長崎市の独自目を加え令和元

年度に実施した「介護予防・日常生活囲域二ーズ調

」において、 20.5与6であったことから年度ごとに

5,6の上を目根とする.



◆ するSDGe

〔関連する計等〕

0長崎市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

0 市住生活基本計画

0みんなで、す~で!ながさき虹色プロジェクト【長崎市地域まちづくり計画】
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1 別施策 F2

高齢者の社会参加を促進します

2

◆2025年にめざ姿(なにが

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0高齢者ふれあいサロンをはじめ、社協サロン

や自主グループなど、地域における通いの場

が年々増えている。

0介纏予防活動を支援するボランティアの成

ができている。

0中年や高齢者が介護予防活を支援するボ

ランティア活動を行うことにより、元気なう

ちから介予防の識が醸成できている。

どうなっている)

自ら介護予防に努め、個人の能力を活かしながら

いきいきと生活をしている。

高齢者すこやか支援課

現状分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0退職や家族との死別など社会的つながりが薄

れることなどから、介護予防活動や社会参加

ができていない齢者がいる。

0それぞれの地域の実により通いのの開設

が難しいことから、身近な場所に通いの場が

ない地域がある。

0中高年や齢者において、地域活動やボラン

ティア活を行うことが介予防につながる

という識を持っている人がまだ十分ではな

い

0ボランティアの高齢化による入れ替わりなど

に対応てきるようなりーダー的存在となる担

い手の確保が十分とはいえない。

Ⅲ取組方

①通いの場、老人クラブ活動への参加促進

0高齢者ふれあいサロン等の通いの場の立ち上げや運営、老人クラブ活動への支援を行います。

②ボランティア活勤の促進・支援

0地域で活躍する中年や齢者を増やすため、介護予防活動を支援するボランティアの成

及ぴ活支援を行います。



0ボランティアや高齢者が通いのの活動等を通じて、地域の中でのっながりづくりや生きが

いづくりなど介護予防生活の質の向上を図ることができるよう取り組みます。

◆成果指標

成果指標

地域活動支援ボラン

ティアポイント制度

の登録者数

基準値

1,075 人

(R 2年度)

目標値

1,912人

(R 7年度)

高齢者ふれあいサロ

ン実利用者数

指標の説明

①地域活支援ボランティアボイント制度の登録者

数.

②地城活動支授ボランティアポイント制度の登録者数

が増加することで、ボランティア活動による社会参

加や地域賃献により元気でいきいきとした高齢者の

増加につながると青えられるため。

③毎年度の実績で把握する。

④「市高齢者保健福祉計画・第8期介護保険事集

計固」策定時陀年度見込み値1.185人を基準に、

過去の実績に基づき前年比10"のを目標とする。

(長崎市齢者保健福祉計画・第8期介綬保険

業計画期間に定めている目標)

①高齢者ふれあいサロンの実利用者数。

②高齢者ふれあいサロン参加による介護予防・生活の

質の向上を目指す齢者の増加につながるため。

(コロナ禍で一時期休止する場合でも、実利用者数へ

の影響は少ない。)

③高齢者ふれあいサロン実緩報告書により実績を把握

する。

飾市高齢者福祉計画・第8期介護保険業計画に

よりR5年度まで見込んでいるサロン数とR6以降の

新規開設の鈍化(開設D及び'の平均実利用者数

から、 R3~R5年度は各 134人増、 R6、 R7年度は各

34人増を目標とする.

2 価4人

(R 2年度)

2,520 人

(R 7年度)

◆関連するSDG含

〔関連する計等〕

0長市齢者保健福祉計画・介護保険事業計回

0みんなで、す~で!ながさき虹色プロジェクト【長崎市地域まちづくり計画】
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別施策 F2

地域の支援体制を構築しま

3

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

地域の人々が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0認知症を正しく理解し、支援する人が増えて

いることで、認知症によるひとり歩き高齢者

の支援体制や認知症力フ工の開設・'営など、

認知症のかたやその家族にやさしい地域づく

りにつながっている。

0認知症によるひとり歩き高齢者が行方不明に

なった際に、協力事業所として登録している

介事業所等へのメール配信による捜索協力

のしくみを整えている。また、地域住民のア

プリによる捜索協力のしくみを開始してい

る。

【強み】

0戸別訪問を行う事業者と協定を締結し、訪問

した際に、齢者の異変を把握した場合の連

絡体制を整している。

高齢者すーやか支授課

協働して高齢者を支えている。

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0地域の支援体制が十分には整っていない。

【脅威】

02035(令和17)年は後期高齢者人口がビーク

となり、認知症高齢者数も増えることが見込

まれる。

0認知症によるひとり歩き高齢者の行方不明に

よる保や捜索件数は年々増えている。

0今後も一人暮らし齢者や高齢者のみの世帯

の増加が見込まれる。

皿取組方針

①認知症サポートリーダー登録者数の増進

0認知症のかたやその家族が安心して住み慣れた地域で生活できるよう、認知症を正しく理解

し寄り添い支援する認知症サポートリーダーを増やします。
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②地域による見守り体制の確保

0地域住民や介護事業所等の見守りや行方不明時の捜索協力により、認知症によるひとり歩き

齢者の安全を確保します。

0地域における齢者の見守りを重層的に行うため、戸別訪問を行う数の事業者との連絡体

制を確保します。

0 利擁護を必要とする高齢者を適切に支援できるよう、相談窓口の周知や、地域住民や事業

所・医療・福祉等が連携し対応します。

◆成果指標

成果指標

認知症サポート

リーダー登録者数

基準値

175 人

(R元年度)

◆関連するSDG8

目標値

230 人

(R 7年度)

すべτの人に

壁腹と嶋U阜

指標の説明

Φ認知症サポートリーダー登録者數。

②認知症を正しく理解し寄り添い支擾する認知症サポ

ートリーダーを増やすことで、の認知症高齢者

や家族の支擬につながるため。

把する。③研修終了後全登録者数

④過去3年間の実績をもとに令和5年度までは毎年約

15人増とし、以降畳鐶者の齢化による辞退が見込

まれるため現状雑持を目標とする。

1 、

〔関連する計画等〕

0 崎市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

0みんなで、す~で!ながさき虹色プロジェクト【長崎市地域まちづくり計画】
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別施

介サービスの充実を図ります

F 2-4

◆2025年度にめざす姿(なにが

介護を必要とする高齢者が

◆現状分析と取組方針

現状分析

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

0特別護老人ホームの入所待機者はあるものの

介餓サービスの受給率は高い。

0地域密着型サービスの盤整備については概ね

順調に進んでいる。

【強み】

0長崎県地域医療介護総合確保基金をもとに、県

全体として介纏人材確保に関する様々な事業が

実施されており、さらに、県内を8つに分けた

長崎圏域でも協継会が設立され、各団体とも連

携しながら人材確保の事業に取り組んでいる。

0全ての地域包括支援センターにおいて介者の

居住地を限定せずに家族介教室を開催するこ

とで参加機会の拡大につながっている。

どうなっている)

住み慣れた地域で、必要なサービスを利用しながら

いきいきとした生活を送っている。

介保険課

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0地域や家族との関係が希になっている状

況において、介護者の心理的負担の軽減や

孤立防止を図るための支援が必要となって

きている。

【威】

0高齢者数の増加とともに、介二ーズが高

い後期齢者数も増加している。

0介護職員は慢性的に人材不足が続いてい

る。

皿取組方針

①介護・福祉サービスの盤整備

0高齢者に必要なサービスが十分提供されるよう、介簾・福祉サービスの盤整備を図ります。
②介讃人材の確保

0不足する介護人材を確保するため、将来の介護職への就職に係る意識の醸成、ボランティア

成など新たな介腰人材の発掘、早期離職者の解消など介護人材の定に努めます。
③介護者の不安軽減や孤立防止

0在宅で安心して介護ができるよう、個別相談や家族介護教室の開催等を通じて介護者の不安

の軽減や孤立防止を図り、必要な情報の提供や支援を行います。
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◆成果指標

成果指標

地域密型サービス

事業所の整備数

基準値

小規模多機能

型居宅介護

(看護を含む)

42箇所

目標値

第9期(令和

6年度~8年

度)介護保険

事業計画に定

める目値

◆関連するSDG8

認知症対応共

同型生活介護

72箇所

指の説明

①地域密着型サービス事業所の整備数(小規模多機能

型居宅介挫、認知症対応型共同生活介護等の整備

数)

②整備が図られる二とで、高齢者が住み慣れた地域で

安心して生活できることにっながるとえられるた

(令和2年度)

すへての人に

健庫と唱祉を

^..^.^^^.^.^.^.^.^..^...^^◆■●^■■^甲^雫.^^^..^..^.^^^^^..^..^.

〔連する計等〕

0長崎市齢者保健福祉計画・介凄保険事案計画

囲囲

め。

③聾備実績により把握する。

④介俊保険事業計画に定める数値を目標値とする

256



基本施策

障害者が安心して自分らしく暮らせるまちづくりを進めます

F3

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

◆めざ姿を達

F3-1

するための別施策

の特性やライフステージに応じた支援の充実を図ります

F 3-2

障害福祉課

地域でいきいきとしナ・日常生活、社会生活を送

つている

F 3-3

◆果指標

成果指標

日中活系サービス

の実利用者数

害者の就労や生活の安定を支援します

者が安心してらせる環境づくりを進めます

準値

4,542 人

(R 2年度)

目値

5,473 人

(R 7年度)

指の説明

①日中活動系サービスの実利用者数。

②白中における就労継続支援や生活介護等の通所系の

祉サービス等の利用は、障害者が地域で安心して

生活するために必要不可欠な支橿であるため。

③自立支援給付及び害児通所給付の実績により把握す

る。

④長崎市害福祉計画・障児福祉計画における指の

伸び率に基づき、令和2年度から毎年度3.8%増を目

標とする.
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就労移行支援業所

等を通じて一般就労

した障害者数

72 人

(R元年度)

居住系サービス(グ

ループホーム)の実

利用者数

102 人

(R 7年度)

579人

(R 2年度)

①就労移行支援事業所等を通じて一就労した障害者

数

②一就労等に向けた訓練等を行う就労移行支援事集所

等からの一般就労者數を増やすことは障害者の自立

や生活の安定につながるため。

③事業所への調査により把握する。

④令和元年度から毎年度5人増を目標とする。

①居住系サービス(グループホーム)の実利用者数。

②共同生活を営むことができるグループホームを利用す

ることで、地域における安全・安心な暮らしの実現に

つながるため。

③自立支擾給付の実績により把握する.

④長崎市障害福祉計画・陣害児福祉計画における指標の

伸び率に基づき、令和2年度から毎年度 1.6貼を目

標とする

◆関連するSDGB

627人

(R 7年度)

.
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別施策

障害の特性やライフステージに応じた支援の充実を図ります

F3-1

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

障害者が

◆現状分析と取方針

1 〔うまくいっていること〕

0 害福祉センター及び協力医療機関における

診療数が増えており、障害の早期発見・早期療

育につながっている。

0保育所、幼稚園、認定こども園を対象に、専門

スタツフによる巡回相談を実施し、害の早期

発見・早期療育につながっている。

0各健康診査や経過健診の結果を受け、幼児を

福祉センター等の専門医療機関に紹介する

ことにより、害の早期発見、早期療育につな

がっている。

0市内5か所の委託相談支援事業所において、

害者からの相談に対する支援を行い、害者の

実情に応じた支援の充実につながってぃる。

切な療育・サービスの提供を受け

現状分析

祉課

五〔うまくいっていないこと〕

0 害福祉センター診療所小児科におい

て、医師が不足しており、新規患者の相談

から初診までの期間が長くなっている。

0委託相談支援事業所の利用者数は増加し

ており、今後も二ーズが見込まれることか

ら、現状の体制では相談支援事業所の対応

が難しくなってきている。

皿取組方針

①一祉サービスの質の向上と提供

0 福祉サービス等を提供する事業所の確保やサービスの質の向上を図り、福祉サービ

ス等を円滑かつ適切に提供する取組みを推進します。

②診療所の受け入れ体制の充実

0障害の早期発見、早期療育を図るため、害福祉センター診療所における、診療、療育の充

実に努めるとともに、医師を含めた受入れ体制の充実を図るなど、療育待機期間を解消する

ための取組みを推進します。

③地域生活支援拠点の整や相談支援体制の充実

0障害者ができるだけ身近な地域で、様々な困りごとなどを相談し、必要に応じて障害福祉サ

ービスを円滑に利用できるよう支援を行うとともに、指定相談事業所や関係機関等に対する

指導・助や人材育成の支援等を行う相談支援の中核的役怯担う基幹相談支援センターの

設に向けた検討を行うなど、相談支援体制の充実を図ります。
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◆成果指標

成果指

害福祉センター診

療所(小児科)の診

療待機期間

基準値

5.8月

(R 2年度)

障

療所

訓練

センター診

(小児科)等の

数

目標値

2月

(R7年度)

指標の説明

①障害福祉センター診療所(小児料)の診療待機期

間。

②障害の早期発見、早期療育を図るために診擦待機期

間を短縮することが要であるため。

③障害福祉センターからの級告により把握する。

④の受け入れ体制の充実を図る二とにより診療待

機期間を2ケ月まで短縮する二とを令和7年度の目標

値とする。

①害福祉センター診療所の訓練者数。

②訓練者数が増加することで希盟に応じた適切な支提

を受けられる人が増え、早期療育につながる.

③障害福祉センターからの報告により把握ずる。

④過去の実横などから必要訓錬数を算定し、10.314

人を令和7年度の目標値とする。

①相談支授事業の利用者敷。

②相談者が加することで、各種陣害福祉サービス等

の利用が拡がり、福祉の向上につながると考えられ

るため。

③各業所からの報告により把握する.

④平成即年度から令和2年度の伸び串を勘案し、令

和2年度から毎年度7.4,6 を目標とする。

相談支援事業利用者

数

6,608 人

(R2年度)

10,314 人

(R 7年度)

45,郭3 人

(R 2年度)

◆関連するSDGB

'べτの人に

口距と逗社を

65.137 人

(R 7年度)

〔関連する計等〕

0長崎市障者基本計画

0長崎市障祉計画・障児福祉計画

0 崎市子ども・子育て支援事業計画

0 『健康長崎市民21』計画

0 市教育振興基本計画
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別施策

障害者の就労や生活の安定を支援します

F3 2

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

◆現状分析と取組方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0就労支援相談所においては、専門スタッフが障

者の就労支援に取り組み、者の社会参加

の促進と、自立への取り組みが推進されている。

0民間の事業所に用された者が、就労定

支援のサービスを利用することで、就職先での

就労継続が園られている。

0障害者就労施設等からの物品等の販売の円滑な

推進を図るため共同受注窓口としてはあと屋

を活用し、授産製品の販売促進につながってい

る。

障害福祉課

力に応じた就労をしている。

現状分析

π〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

0はあと屋については、市役所をはじめ、協

力企業等における移販売の積極的な展

開を行っているが、コロナ禍によりイベ

ント等における売上額は減少している。

0コロナ禍において、就労継続支援事業所

等のり上げが減少し、障害者の工の維

持が難しくなっている。

皿取組方

①障害者雇用のの確保

0 害者に対する理解促進を図るとともに、害者を用する事業主等の支援に努めるな

者雇用の場を確保します。ど、

②福祉的就労の充実・強化、一般就労への移行促進

0一般就労が困難な障害者の就労と収入増加を図るため、就労継続支援事業所等における福祉

的就労の充、強化に努めます。

0福祉的就労から一般就労への移行を促進するために、就労移行支援や就労定支援のサービ

スの利用促進やサービス提供事業所の確保に努めます。

③授産製品の受注拡大

0障者の店「はあと屋」の運営を通じ、授産製品の売上げ拡大や者就労施設等からの物

品等の先調達を促進します。



◆成果指標

成果指標

障害者の店「はあと

屋」の売上額

基準値

33,541 干円

(R 2年度)

目標値

訂,763 千円

(R7年度)

就労継続支援A型

業所の平均工(月

額)

指の説明

①障害者の店「はあと屋」の売上額。

②授産製品促進事集である「はあと屋」の売上額のア

ツプは、授産工賃アップにつながるため。

③「はあと屋」からの報告により把握する。

④令和2年度の売上額を基準として、平成29年度か

ら令和元年度の伸ぴ率を勘案し、令和2年度から毎

年度2.496増を目標とする

※令和2年度の売上額にはコロナ禍を要因とする特殊

な売上があり、今後はその売上は見込むことができな

いため、決額から当該売上額を除いた噸を基値と

する。

①障害者就労施設等の平均工賃明額)。

②工賃アップは障害者の働く意欲の向上や生活の安定

につながるとえられるため。

③障害者就労施設等の実績を集約することにより把

する.

④市障害福祉計画・障児福祉計画の指標の伸ぴ率を

用いて、令和2年度からA型は毎年度0.3%、 B型は

2"増を目標とする。

①就労定着支援事業の実利用者数。

②就労定着支擾事業の利用が増加することで、就労を

継続することができ、障害者の自立や生活の安定に

つながると考えられるため.

③自立支援給付の実績により把握する。

④令和2年から毎年度5人を自標とする。

就労継続支援B型

業所の平均工(月

額)

73,458円

(R2年度)

就労定着支援事業の

実利用者数

16,464円

(R2年度)

74,566円

(R 7年度)

◆関連するSDG8

18.177円

(R 7年度)

31 人

(R 2年度)

騎人

(R 7年度)

〔関連する計圃等〕

0 市障者基本計回

0長崎市障害福祉計回・障

締

1べ(の人1、

侭Bと掃社壬

追加

.

.

児福祉計画
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別施策

障害者が安心して暮らせる環境づくりを進めます

F 3-3

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

障害者が

◆現状分析と取方針

現状分

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0グループホームについては、目標を上回るぺ

ースで定員数が増えており、地域で安心して

らしていくことができる住まいの充につ

ながうている。

0地域移行・地域定着支援事業により、住まい

の確保や、緊急時の連絡体制の確保など、地

域で安心してらしていくことができる生活

環の充実につながっている。

0保証人がいないなどの理由で賃貸住宅への入

居が困難な障者等に対し、入居に必要な調

整等の住宅入居等支援を行っている。

害福祉課

し、自立して生活している。

析

Ⅱ〔うまくいつていないこと、み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0グループホームについては、地域生活

に適した事業用地の確保と施設整に

要する'金の調達、また、周辺住民の

理解が課題となっている。

0病院からの退院等の際に、地域移行支援

の利用を希望する者が少なく地域生活へ

移行する人数が伸び悩んでいる。

0成年後見制度について、周知が十分とは

言えず、害者へ広く浸透していない。

0家主等の障害者に対する理解が進まず、

入居につながらないことがある。

皿取組方針

①障害者の住まいの保、地城生活への移行と定着

0 害者の住まいの確保については、国補助制度を活用し、地域における必要数を検討した

うぇでグループホームの整を行うとともに、地域住民に対して害及ぴ害者理解の促進

に努めます。

0障害者支援施設を退所又は精神科病院を退院し、地域生活へ移行したい方や一人暮らしをし

たい害者等が安心して地域で暮らすことができるよう医療機関等の関係機関と連携しな

がら地域移行、地域定支援事業の利用促進に努めます。

②成年後見制度の利用

0 害者相談支援事業所など害者の権利擁護に取組む他の機関と連携を図り、成年後見制度

の周知や利用促進に努めます。
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③地域生活支擾拠点の整備

0障害者の重度化、高齢化など「親亡き後」を見据えた地域生活を支援する拠点の整備に向け

て、自立支援協継会を中心に検討を進めていきます。

◆成果指標

成果指標

グループホームの定

員数

準値

523 人

(R 2年度)

地城移行・地域定

支援事業の利用者

数

目値

723 人

(R 7年度)

◆関連するSDG容

18 人

(R 2年度)

指標の説明

①グループホームの定数。

②定數を増やす二とで障害者が安心して生活できる

居住の場の確保が図られるため

③市における指定事案者のデータにより把握する。

④平成29年度から令和元年度の伸び率を勘案し、令

和2年度から毎年6.フ,6 を目標とする。

Φ移行、地域定支提事業の実利用者数.

②利用者を増やす二とで、施設入所等の地域生活へ

の移行が図られるため.

③自立支援給付の実績により把握する.

④令和2年度から毎年度2人を目標とする。

1へての人1、

田庄と掃社工

28 人

(R 7年度)

〔関連する計園等〕

0長崎市障害者基本計画

0 市障害福祉計画・障害児福祉計

0 市住生活基本計回

0長崎市バリアフリー基本構想・特定事業計面

0 崎市地域防災計回

0 崎市安全・安心まちづくり行動計画

0 崎市人権教育・啓発に関する基本計回

仕み錢Uられる

11
0ず

1 ' まちづくりを

■■

..

▲::
"..

追加
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基本施策

子どもをみんなでてる子てしやすいまちづくりを進めます

F4

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

子育て家庭が

◆めざ姿を

F4-1

成するための個別施策

結婚妊娠の希望の実現を支援します

F 4-2

子育て支援課

まち全体に支えられ、安心して子育てができてい

る

F 4-3

母と子の健康を支援します

F 4-4

子育て支援の充を図ります

F 4-5

◆成果指撫

成果指標

子てしやすいまち

と思う割合

子どもを育てやすい環境の充実を図ります

ひとり親家庭等の自立を支援します

基準値

50.4%

(R 2年度)

目標値

60.0%

(R 7年度)

指標の説明

崎市が子てしやすいまちかどうかについて、

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答え

た就学前児童及ぴ小学生の保護者の割合。

②出産・子てしやすい環境を充実させる二とで、子

育てしやすいまちにつながると考えられるため。

③アンケートにより把る。

④令和7年度に、過去のアンケート結果を超える60貼

以上の保體者が r子てしやすいまち」と思うよう

になることを目標値とし、毎年約胎の増を目標

とする
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子ども

の人口

a5 未満)

〔暦年〕

47,718 人

(R2年)

45,904 人

(R7年)

◆連するSDG8

①住民基本台に基づく12月31日現在の年少人口。

②女性の出産可能年齢人口(15~杓歳)が減少するな

かで、結婚・出産・子育てしやすい環境を充実させ

ることで、子どもの出生数の維持、他都市からの移

住につながると考えられるため.

③市の統計により把握する。

④「第2期長市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

における新人ロビジョンの令和7年の年少人口(15

歳朱満)と同数とし、国立社会保障・人口問題研究

所の人口推移予測42.4侃人を3.502人改善した

",904人を目標とする。

べての人に寺

.偉゛と碣祉を

界Ⅷ
.

';1'岡圃
追加
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別施策 F4-1

結婚や妊の希望の実現を支援します

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

C

結婚や妊娠を望む市民が

◆現状分析と取組方針

現状

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0特定不妊治療の助成を行うことで、不妊に悩

む夫婦への経済的支援ができている。

【チャンス】

0長崎市における20代の未婚の方のうち、いず

れ結婚したいと考える方は9割以上を占める。

長崎生推進室

希望を実現している。

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていない二と】

020代の未婚の方では、いずれ結婚したいと

考える方が9割以上を占める一方、全ての

年代において未婚率は増加しており、その

背には結婚の希望はあるもののその実現

に至っていない方々の存在があると考えら

れるため、希望の実現に向けて、結婚希望

者の行動を喚起する必要がある。

0不妊の原因や治療方法等、不妊に関する知

識の啓発ができていない。

0不妊に悩む夫婦が早期に治療に取り組める

よう、職場や家庭など周囲の理解を深める

必要がある。

皿取組方針

①結婚に関する識の啓発

0結婚希望者の結婚に向けた行動を喚起するため、結婚希望者の識啓発や社会として結婚を

応援する機運の醸成を図ります。

②出会いの機会の創出

0長崎県と連携しながら、結婚希望者の出会いの機会の創出を図ります。
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③不妊に関する情報の提供

0妊娠を望む夫婦が早い段階から不妊治療に取り組めるよう、不妊に関する知識の啓発を行い

ます。

0不妊治療を受けやすぃ環になるよう、不妊に関する報の周知に取り組みます。

◆成果指標

成果指標

rwizcon (ウィズコ

ン)ながさき」に

おけるマッチング件

数

基準値

8件

(R元年度)

※6ケ月間の

実

目値

32件

(R7年度)

◆関連するSDG8

指標の説明

①長嶋及び21市町が共同運営する企案間交流事業

剛izcon (ウィズコン)ながさき」におけるマッチ

ング件数。

②マッチング數が増えることで、結婚を望む独身者の

希望の実現につながるとえられるため.

③州izco"(ウィズコン)ながさき」システムにより

実績値を把握する。

④当該業は、令和元年10月からスタートし、 6ケ

月間で8件のマッチングがあったため、この実績を

踏まえ、年間16件をとし、令和7年度には2

倍の32件を目標とする

すべTの人仁

健腺と椙祉を

〔関連する計等〕

0長崎市まち・ひと・しごと創生総含戦略

0長崎市子ども・子育て支摂事集計画

※ Wizcon (ウィズコン)ながさき

長崎内の企集や団体に所属する独身者でグループを結成・豊録し、他の企業等のグループと交流することが
できる企業交流システム
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別施策 F 4-2

母と子の健康を支援します

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

母と子が

C
◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0産科医療機関等との連により、支援が必要な

母子の早期発見・早期対応ができている。

0一部の地区において、地域の関係団体と意見交

換を行うなど、地域で子育てを支える環づく

りに取り組んでいる。

0むし歯予防習慣の定着を目的とした歯育て健

診の受診割合が年々加している。

【強み】

0総合事務所に地区担当保健師が配されてお

り、身近な所で母子の健康や育児に関する相

談や保健指が可能となっている。

0身近な所で乳幼児健康診査を実施しており

(市内7箇所)、子どもの健康の保持増進、育

児相談のとなっている。

【チャンス】

0新庁舎 2 階に子育て関連機能が約すること

で子育て家庭が利用しやすくなる。

こども健康課

健康な生活を送っている。

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0専門職(保健師等)による母子健康手帳の

交付及び相談事業を実施しているが、妊婦

と連絡がつかないなど、保健指導ができな

い場合がある。

0二ども健康課と地区担当保健師を配置する

総合事務所地域福祉課を「子育て世代包括

支授センター」と位置付けたが、周知が不

十分で、子育て家庭にとって相談窓口がわ

かりにくい状況にある。

0妊産婦の口腔の健康を図る妊産婦歯科健診

の受診率が低迷している。

0乳幼児健康診査の未受診者へ受診勧奨して

いるが、多忙等、保護者の都合により受診

に至らない場合がある。

【弱み】

0 島やへき地などの地形の問から近くに

子育て支センター※2 がなく、育児学級

も開催されていないなど、相談できる場所

が少ない地区がある。

【脅威】

0核家族化や晩婚化、若年妊娠等によって、

家族等の身近な人の助けが十分に'られ

ず、不安や孤立を抱きながら子育てを行

う家庭が存在している。
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Ⅲ取組方針

①妊娠・出産・育児への切れ目ない支援

0子育て世代包括支援センターにっいてわかりやすく周知するとともに、子育て家庭の二ーズ
に応じた相談や支援体制の充実を図り、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援を行い
ます。

0まち全体で子育て家庭を支えるため、地域の団体や関係機関との連強化及びネツトワーク
づくりを推進します。

②子どもの健やかな成への支援
0乳幼児健康診査において、未受診者対策を図りながら、乳幼児の発育・発達や疾病の早期発見

を行うとともに保護者等に対して相談や指導を実施することで、子どもの健やかな成長を支
援します。

0妊娠期から歯の健康への関心を高め、むし歯予防の促進を図ります。

◆成果指標

成果指

妊の健相談対応

件数

基準値

2,919 件

(R元年度)

4か月児健康診

受診率

目標値

2,919 件

(R 7年度)

の

◆関連するSDG8

98.4%

(R 2年度)

指標の説明

Φ妊婦の健康相談対応件数(延件数)

②妊娠期の相談支援により、妊娠・出産・子育てへの

不安軽減につながると考えられるため。

③年度末の実績により把握する。

④母子健康手交付数は年々減少する中、交付後の相

談対応1 加傾向にあることから、基値と同数を

目標とする。

Φ4か月児健康診査を受診した乳児の割合

②健康診査の受診畢が高まると、乳児の疾病の早期尭

見と保護者の育児不安の軽減が図られるため。

③年度末の実績により把する。

④入院等により受診できない乳児の過去3年間の平均

を除いた数を目標とする。

99.0%

(R7年度)

〔連する計等〕

0長市子ども・子て支提事計画(崎市母子保健計回)

0 市まち・ひと・しごと創生総合戦略

儒

※1 子育て世代包括支提センター

妊娠期から子て期にわたる切れ目のない支援のために、保健師等を配置して相談・支援を行うもの
子育て支援センター

民間団体が運する、概ね3歳未満の乳幼児とその保腰者に対する交流・相談・情報提供の場
※2

すへτの人L

健腹と唱祉を
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別施策 F 4-3

子て支援の充実を図ります

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

子育て家庭が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0子どもに関わる機関との連携が進んでおり、

行政による子育て支援施策だけでなく、地域

や市民活動団体等との協働による子育て支

援の取組みが始まっている。

0子育てに関する様々な情報発信を行ってい

る子育て応援情報サイト「イーカオ」のりニ

ユーアルや情報更新の頻度を上げたことな

どにより、アクセス件数が増加している。

0子どもや子育てに関する総合相談窓口であ

る「こども総合相談※」では、相談窓口の周

知を行ったことなどにより、相談新規受理件

数が増加するなど、子どもや保護者の不安感

や負担感の軽減につながっている。

0子ども医療の助成対線を中学校卒業まで

拡大するなど、一定の経済的支援に取り組ん

でいる。

子て支援課

域に支えられ、安心して子どもを育てている。

分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0核家族化の進展や地域のつながりの希薄化

などにより、身近な場所での支援や協力を

受けることができにくい状況にあるため、

子育ての孤立化が見られ、特にコロナ禍の

影響によって子育ての不安や負担がまっ

ている。また、子ども同士の交流、異年齢や

多世代間の交流の機会も減少している。

0長崎市が行っている様々な子育て支援施策

の報を届けたい相手にうまく伝えきれて

いないため、子育てしやすいまちと実感し

てもらえない結果にもつながっている。

0子どもの遊び場の整備に対する市民の二ー

ズはく、特に、天候に左右されない屋内

の遊び場を求める声が高い。

【威】

0子育てに係る負担感の増加などにより、多

くの対応が必要となるなど、相談機関に寄

せられる相談内容が雑かつ多様化してい

る。

※ こども総合相談

長市の子どもや子 て全に関する総合的な相談窓口。
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0子育て家庭が地域で気軽に交流・相談でき

る場である子育て支援センターの利用者数

が概ね増加傾向にあるなど、子育て中の保

護者の子育ての負担の軽減につながって

いる。

皿取組方針

①地域や商店街、職場などで子育てを応援する取組みの推進

0子育ての負担軽減を図るため、地域や商店街、職場など、どこにいても子育てを応援してもら

えるような「場所の切れ目のない支援」を充実させ、まち全体で子育て家庭を応援する仕組み

をつくります。

②子てに関する相談体制の充実

0子どもや子育てに関する相談に適切かつ迅速に対応するため、研修や人事交流等により職員

のスキルアップを図るとともに、関係機関と連しながら相談体制の充実を図ります。

③子育てに関する情報の収集・発信の充実

0子育て家庭が必要としている情報を正確にわかりやすく伝えるため、極的な情報収と効

果的な情報発信に取り組みます。

④子どもの貧困対策の推進

0貧困の状況にある子どもなどが適切な支援を受けられるよう、子どもやその家庭の生活実態

を把握するとともに、子どもの貧困対策を総合的に推進します。

⑤経済的支援の実施

0子育て家庭の経済的負担軽減を図るため、児童手当の支給や子どもの医療の助成など、既存

の経済的支援を実施します。

⑥子てを通した仲間づくりの推進

0子育て家庭が集える場を提供するため、子育て家庭が地域で気軽に交流・相談できる場の利用

促進を図ります。

⑦子どもが遊び学ぶ場の充実

0子どもたちが豊かな自然環境の中で思いっきり遊びながら成長できる全天候型子ども遊戯施

設を「あぐりの丘」に整備することで、子育てしやすい環境の充実強化を図ります。

⑧子てを総合的に支援するための拠点の整備

0子どもや子育て家庭を総合的に支援する拠点となる「こどもセンター※」の整を進めます。

0国の調査において、約7人に1人の子ども

が相対的貧困の状態であることが示される

など、子どもの貧困の問が顕著化してお

り、さらにコロナ禍の影響による深刻化も

懸念されるため、子どもやその家庭の態

や二ーズを把握し、適切な支援につなげて

いく必要がある。

※ こどもセンター

子ども自身の育ちと、子どもをはぐくむ親の育ちを支授するための施設。
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◆成果指標

成果

子てに不安や負担

を感じる割合

基準値

46.1%

(R 2年度)

子て支援センター

の延利用者数

目値

40.0%

(R 7年度)

指標の説明

①子育てに不安や負担を感じるかどぅかについて、

「感じる」と答えた就学前児及ぴ小学生の保看

の割合。

②子育てに係る不安や負担を軽させることで、安心

して子どもを育てることができると考えられるた

め。

③アンケート調査により把撞する.

④令和7年度に、「子育てに不安や負担をじる」と

思う保護者の割合が、過去のアンケート結果を下回

る40舶以下になることを目橿値とする

①子育て支授センターの子どもの延利用者数

②子育て支援センターは、地域の子育て中の保護者等

の子ての負担軽減を目的としていることから、施

設の利用者 が、地城における子て支擾の充

実につながると考えられるため。

③利用実績により把握する。

④子ども・子育て支摂事計面に基づく、令和2年度

の見込み数を目標とする。

※事集計画における令和3年度以降の量の込み

は、推計人口の少等に伴い年々減少すると見

込んでいるが、令和2年度の數値を維持する二

とを目標として設定した。

Φお遊び教室の参加者数。

②地域の身近な場所で子どもの遊びや育児について学

ぶことを目的としたお遊び教室の参加者数 す

ることで、子育てが地域に支えられているとえら

れるため

③利用により把握する。

④まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる令和6年

度の目標値(15.327人)を維持することを目標とす

る。

21,411 人

(R2年度)

45,445 人

(R 7年度)

お遊び教室の参加者

数

6.648 人

(R2年度)

15,327 人

(R 7年度)



◆ るSDG8

儒

.'

《K

〔関連する計等〕

0長市子ども・子育て支援事集計画

0長市まち・ひと・しごと創生総合戦略

3
すべτの人に

雌博と福祉を

サ

ンエンクー;'薯を

実1足しよう

白

十み 1" 6
まちづくりを

■暑
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別策 F 4-4

子どもをてやすい環境の充実を図ります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

子育て家庭が

◆現状分析と取組方針

現状分析

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0令和3年4月1日時点での保育所等の待機

児童0人を達成しており、一定保育のの

確保はできている。

0子どもが安心して生活できる放課後児童ク

ラブの運営が行われ、保護者が安心して就労

できる境づくりができている。

0放課後児童クラブの狭あい化の解消等、充

した整が図られている。

0放課後子ども教室を施する小学校区を拡

充する二とで、児童が放課後等に色々な体験

をし、安全・安心に過ごせる活動場所が確保

できている。

幼児課

サービスを受けている。

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0市域全体として保育のの確保はできてい

るものの、区域によっては不足する保育サ

ービスがある。

0研修支援などにより、保育のの向上を図

つてきたが、今後さらなる保育の質の向上

が求められている。

0放課後子ども教室の実施については、取り

まとめ役(コーディネーター)となる人材

の発掘が難しい。

Ⅲ取組方針

①保育のの確保・サービスの充実

0子育て家庭が自分の生活形態に合ったサービスを選択できるように、適切な保育のを確

するとともに、多様な保育サービスの充実を図ります。

②保育のの向上

0保育土、幼稚園教論等の研修支援や処遇改善等を行うとともに、働きゃすい職場境の整

を推進するなど、関係機関と連携しながら、保育の質の向上を図ります。
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3児童の安全・安心な居場所の確保

0放課後児童クラブに対する研修支援や処遇改善等により更なる質の向上を図ります。

0経済的負担が理由で放課後児童クラブを利用できなくなることがないように、就学援助受給

世帯やひとり親家庭等への利用料の減免措置を実施します。

0放課後子ども教室につぃて、開設に向けたセミナーの実施や学校との連携による地域の方々

への働きかけなどを行います。

◆成果指標

成果指標

待機児童数(次年度

4月1日時点)

基準値

0人

(R元年度)

保内容に満足して

いる保纏者の割合

目標値

0人

(R 7年度)

指標の説明

①保育所等の入所申込みをしているが、入所できてい

保育を必要とする児童の数。

②待機児童を解消することで、保需要に対応した供

給が図られていると判断されるため。

③保育所等の申込者数により把握する.

④待機児童の解消を目標とする。

①子育て支擾に係る保腫者アンケートで、保育内容に

「満足している」又は「どちらかといえぱ満足して

いる」と回答した保護者の割合.

②保育内容に満足している保姪者の割合がえること

で、教・保の質の向上が図られていると考えら

れるため。

③保優者等へのアンケート1こより把握する

④保饅者の満足を得られている状態を80怖と定

し目標とする.

①放課後児クラブを希望どおり利用できる児童数.

②利用を希望する児ξ霜望どおり利用できる二と

で、充実した環境のなかで健やかに成長することに

つながると考えられるため。

③毎年度5月1日時点の実枝により把握する.

④第2期子ども・子育て支橿事業計画に基づき試算L

た、令和7年度の利用可能児童数を目標値とする.

①放課後子ども教室を実施している小学校区数。

②放課後子ども教室を実施する二とで、放課後等を安

全・安心に過ごせる活動場所を確保することがで

き、充実した環境のなかで健やかに成憂することに

つながるとえられるため。

③年度末の実績により把握する。

④全ての児章が放課後等に色々な体験や活動ができる

場として、全小学校区で実施することを目標とす

る。

放課後児童クラブ利

用可児童数

80.0%

(R 7年度)

フ,693 人

(R元年度)

放課後子ども教室を

実施している小学校

区数

8.305 人

(R 7年度)

49小学校区

(R元年度)

67小学校区

(R 7年度)
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別施 F 4-5

ひとり親

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

等の自立を支援します

とり親床庭等が

◆現状分析と取組方

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0就労に向けナご格取得支援を受けた対叡者

格を取得し就業に繋がっている。

【チャンス】

0ひとり親家庭等の自立に向けた様々な公的支

援制度がある。

、自立した生活を送っている。

子て支援課

分析

証〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

0公的支援制度について、制度の存在が認識

されていないなど、支援が必要な一部の世

帯に報が行き届いていない。

【弱み】

0相談窓口が限られており、対応時間も限定

されている。

0支援が必要な世帯は様々な悩みを抱えてお

り、関係機関との連を強化するとともに

相談スキルの向上を図る必要がある。

Ⅲ取組方

①生活の支援

0ひとり親家庭等が個々の状況に応じた支援が受けられるよう、関係機関との連携を強化し、

生活支援や養育確保にむけた取組みを行います。

②経済的支援

0ひとり親家庭等の経済的自立への助成及び児童福祉の増進のため、各手当や助成及び貸付

など経済的支援を引き続き実施します。

③就の支援

0ひとり親家庭等にとってより良い用条件で就業し、自立した生活を送ることができるよう、

ハローワーク等と連携し、就業支援を推進します。
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0情報提供の充実及び相談機能の強化

0必要な人に必要な情報が届けられるよう、支援施策の情報提供を充実します。

0ひとり親家庭等に寄り添った、きめ細やかな対応が行えるように、相談機能を強化します。

◆成果指標

成果指標

ひとり親家庭等自立

支援助成を受けた人

の数

基準値

40 人

(R元年度)

◆関連するSDG8

目標値

52 人

(R 7年度)

囲団

指標の説明

①ひとり親家庭等自立支提助成を受けた人の数.

②ひとり親家庭等の二ーズに応じた就労支援を受ける

ことで、自立した生活につながるとえられるた

280

する計等〕

崎市子ども・子育て支援事業計回

め。

③年度ごとの助成

④令和7年度に52人

る。

績により把握する。

(30,6増)にすることを目標とす

〔
0



施策 F5

原爆被爆者の援

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

被爆者等が

を充実します

◆めざす姿を達成するための別施策

被爆者が保健・医療・福祉サービスを受けやすい環F5-1

削除

F 5-2

F 5-3

安心して暮らしている。

◆成果指標

成果指標

被爆者等に関する国

への要望項の実現

数[累計]

援護課

被爆体験者の救済及び支援事業の充実を図ります

被爆実態に関する調査研究を促進します

基準値

◆関連するSDG念

目標値

9項目

(R 7年度)

を整えます

すべτの人仁

田長と椙杣を

指標の説明

Φ被爆者等への擾棲施策の充実に関する国への要望事

の実現数。

②要望が実現されることで、被爆者等の援護が充

実すると考えられるため。

③年度末の要望事の実現数により把握する。

④計画期問である4年間に9項目の実現を目標とす

る。
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別施 F 5-1

被爆者が保健・医療・福祉サービスを受けやすい環境を整えます

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

被爆者が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっている二と、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0現行の援護施策については、安定的に提供

できている。

0在外被爆者の援護については、平成28年1

月から医療支給制度が、平成31年4月か

らブラジルにて一部医療機関の医療代行

申がそれぞれ開始し、大幅な改善が図ら

れている。

【チャンス】

0被爆者に対する介サービスの助成は、介

保険制度以前からのサービスに限られ、

たな介サービスへの適用といった拡充

が困難とされてきたが、令和3年度からグ

ループホームの利用が認められている

安,ひして保健・医療・福祉サービスを受けてい

る

援護課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0介瞳サービスの全額国費負担が認められてお

らず、対象サービスの拡充と比例し本市の負

担が膨らんでいる。

0在外公館等を通じた手帳交付の代理申請は、

本人確認が自治体に委ねられており、交付に

時間を要する一因となっている。

皿取組方針

①援護施策の安定的提供

0高齢化する被爆者等へ安定的に援護施策を提供できるよう、より細やかな対応に努めます。

②国への要望

0援策の充実に関する国への要望について被爆者団体、長崎県、広島県市等とも連携

し、一体的に進めていきます。
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◆成果指標

成果指

被爆者1人あたりの

介護サービス年間利

用回数

基準値

3.フ7 回

(R2年度)

被爆者に関する国へ

の要望事項の実現数

[累計]

目標値

4.42 回

(R7年度)

指標の説明

①被爆者1人あたりの介護サービス年間利用回数,

②介護サービスの利用回数が増加することによL サ

ーピスを受けやすぃ環境を整えられていると考えら

れるため。

③年度末の被爆者数に対する介護サービス等の助成延

件数の割合により把握する.

④過去の実績をもとに、基準債から毎年度0.13回増

を自標とする。

①被爆者への橿腰施策の充実にする国への要望事項

の実現数。

②要望が実現されることで、被爆者の授護が充実

すると考えられるため.

③年度末の要望事項の実現数により把握する。

④計固期間である4年間に4項目の実現を目標とす

る。

◆関連するSDG8

4項目

(R 7年度)

すべτの人に

健康と唱赴を

〔関連する計回等〕

人や国の不干諄

を/'くモう

住み桂け6れる
佳ち6< 1」を

▲::
"..

■■

..

^

^
削除
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別施

被爆体験者の救済及ぴ支援事の充実を図ります

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

F 5-2

被爆体験者が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0国に対して被爆体験者支援事業の充実を要

望したところ、平成28年度から令和元年度

まで毎年対象合併症が追加されナこ。

【チャンス】

0広の黒い雨訴訟の判決を受け、国が広

の援誰対象区域の見直しを検討している。

安心して支援を受けている。

現状分析

皿取組方針

①国への要望

0被爆未指定地域の再検討を国に対して求めます。

0被爆体験者の救済及ぴ被爆体験者支援業の充実を国に対して求めます。

調査課

亘〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0対象合併症の追加、特にがんが認められてい

ない

0広の援区域の拡大に向けた検討は進めら

れているが、長崎における具体的な方針等は

示されていない。

◆成果指標

成果指標

被体験者に関する

国への要望事項の実

現数[累計]

目標値

4項目

(R 7年度)

指標の説明

①被爆体験者に関する国への要望事の実現数。

②要望事の実現数がえる二とで、事業の改善・

充実が進んでいると考えられるため.

③年度末の要望事項の実現数により把握する。

④被体験者の救済(「被爆体験者支提の対象合

併症の大な拡充」「心地から半径12断の範囲

の被爆地域の拡大」)及び被爆体験者支擾事集の充

実 d受給者証の自動更新」「事業対象外である長

崎県外居住及び当時胎児であった被爆体験者に対

する精神響等調の科学的検証方法の検討及び

実施」「助成対象介護保険サービスの拡大」「第二

種健康診断内容の充実」「人件費を含めた事業予
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◆連するSDG8

オへての人に

疉盧と癌祉を

^^...^.^■■^尋弔,.■■^甲,^^司,.■,^..^.^....^..^..^.^...^■.^.^..^^...^.^.^.^.^..^..^^^●^●◆■●^■■^甲■^■,^甲.^..^..^^^^^.■^..^.^..^.^..

〔関連する計'等〕

人や国の不干寺

10 曼なく十う

の確保」)の目の中から計回期間である4年閻に

4項目の実現を目標とする.
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別施策

被実態に関する査研究を促進します

F 5-3

◆2025年度にめざす姿け引こが

原爆被爆の、・態

◆現状分析と取組方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0原爆被爆による人的被害の実態及び被爆者

世帯の被爆状況等を明らかにするための原

爆被爆者態調査において、着実に死没者

データの整が進んでいる。

【チャンス】

0被爆二世の健康管理のための「被爆二世健

康記録簿」の作成・配布に係る国の委託料に

よる措が制度化された。

どうなっている)

調査により把握されている。

調課

現状分析

皿取組方針

1調査研究の継続実施

0原爆被爆者態調査を実施します。

0被爆地域の拡大是正などの原爆被爆者援霞行政の施策の推進につなげるため長崎市原子爆弾

放射線影響研究会を開催します。

②国への要望

0被爆二世健康診断内容の充実を国へ要望します。

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0原爆放射線の身体的・'伝的影響について、

新たな科学的知見を得るには至っていない。

2釘



◆成果指標

成果指標

原被爆者動態調査

で判明した死没者デ

ータの整備数[累

き打

基準値

491 件

(R2年度)

被爆二世に関する国

への要望事項の実現

数

目標値

1,000 件

(R7年度)

指の説明

①原爆被爆者動態調により判明した死没者情穀の

データ整備件數

②死没者データの整備を行うことで人的被害の実態

を明らかにすることができると考えられるため.

③死没者データの整備数により把握する。

④過去の平均整備敷を縫持し、計画期間である4年

間に累計400件の〒ータ整備を目操とする。

爆二世のがん検診の実施に関する国への要望事

項の実現数。

②高齢化によりがんへの不安がしており、がん検

診の健康診断追加を国へ求めているため.

③年度末の実現の状況により把握する。

④計回期間である4年間に1 目の実現を目標とす

る。

◆連するSDG念

1項目

(R 7年度)

べτのに

範及と唱祉ル

〔関連する計回等〕

^

圖囲
削除
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本施

生活困窮者等が将来への希望を持てる支を充します

F6

◆2025年度にめざ姿(なにが、どうなっている)

生活困窮者や生活保腰受給

者が

◆めざす姿を達成するための個別施策

生活困窮者等が安定した生活ができるよう支F6-1

289

生活福祉2課

F 6-2

夢や生きがいをもって心身ともに健やかに暮

すことができている。

◆成果指標

成果指

生活保護面接相談及

び生活支援相談セン

ターで何らかの解決

を得た人の割合

生活保護受給者の就労を支援します

準値

93.8%

(R 年度)

目標値

98 6%

(R 7年度)

します

指標の説明

①生活保護窓口での面接相談及び市生活支授相談

センターで相談を行った者のうち何らかの解決を得

た人の割合。

②生活困者が生活相談窓口で相談を行い、個々の状

況に応じた助言や支擾を受けることで生活困窮者の

安定Lた生活の一助となるため.

③生活保護の面接相談者及ぴ喪崎市生活支援相談セン

ター相談者の相談結果により把握する。

④100%をめざしたいが、複数年にわたる支撰が必要

な者等が一定数いる二とから、過去4年間(H28年

~R元年でもい割合を目標値とする



生活保護受給者で就

労可能な者(病気や

害等により就労へ

の課題を抱えた者を

含む)のうち就労し

ている者の割合

63.4%

(R元年度)

63.4%

(R 7年度)

Φ生活保簾受給中の者で何らかの形で就労できると判

断された者のうち年度内に就労した実績がある者の

割合。

②就労者の割合が増加することにより、生活保護受給

者の自立の促進が図られると考えられるため。

③生活保護受給者で就労中の者に加え、ケースワーク

や就労支援事業等により就労した者の記録により把

握する。

'去4年間(H28~R元)の実値を参考に、次の

理由により近の令和元年度の実績値を維持するこ

とを目標値とする。

.稼働能力があるものの、病気や障害、長期にわたる

宋就労など就労に向けた多くの課翻を抱えている者

が複数年にわたる支授を必要としており、支援が困

難な者が一定数いる。

・新型コロナウィルス感染拡大により経済・雇用惰勢

の見しが立たない。

◆関連するSDG8

圖囲

煕《

1'へての人に

艇ほと樫祉を

追加

脇の高い丑商を
みんむに

.

.
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別施策

生活困窮者等が安定した生活ができるよう支援します

F6-1

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

生活困窮者等が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

0生活保相談において、総合事務所に地区担

当保健師が配置されており、保健師との連携

や情報交換で生活困窮者への対応が行いやす

くなっている。

0長崎市生活支援相談センターでは支援対魚

者、支援を受けて課題が解決した者ともに増

加している。

0学習支援事業においては、必要に応じりモー

トでの支援などを行い、進学希望者全員の高

校進学を支援できている。

0子どもの健全育成支援事業においては、各種

関係機関と連携し対象者が抱える課題に応じ

た支援を行うことができている。

安定した生活ができるようになり、将来への希望

を持って_らすことができている。

生活福祉2課

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0生活困窮者の相誠内容は問題の範囲が広く

合的であり、社会的に孤立しているなど容易

に解決することが困難な課題を有するケース

が存在する。

0不登校などにより学習支援事業への参加が望

ましいが参加していない対象者がいる。

0子どもの健全育成支援の対象者は子どもだけ

でなく保護者も課題を抱える複雑な世帯が多

<、解決すべき問が合的てあり、支援が

長期間にわたるものが増えている。まナこ、働

きかけても反応がなく支援が困難な世帯があ

る。

【脅威】

0新型コロナウイルス感染拡大により対面での

支援が難しくなっている。

皿取組方針

①職員・支援員の能力向上

0生活困窮者等の相談については、相談担当職員や支援員の能力向上を図るとともに、他機関と

の連強化等を行うことで課題の解決を図ります。

②子どもの学習・生活支援の施

0学習支援については、ケースワーカーや子どもの健全育成支授員などの参加勧奨のほか、学習

支援事業委託事者による家庭訪問を実施し、よりイメージしやすい形での参加勧奨を行いま

す。

0子どもの健全育成支援については、働きかけを行っても反応がない対線者に対し、より多様な

働きかけを行うため他の機関との連携などにより支援方法の多様化を図ります。
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成果指標

生活保護面接相談で

何らかの解決を得た

人の割合

基準値

99.9%

(R 2年度)

目標値

99.9%

(R7年度)

生活支援相談センタ

ーで何らかの解決を

得た人の割合

指の説明

①生活保護面接相談で何らかの解決をた人の割合。

②生活保護相談窓口で相談を行い、個々の状況に応じ

た助言や支授を受けることが、生活困窮者が夢や生

きがいをもって心身ともに健やかに暮らすことのー

助となるため。

③生活保護の面接相談者の相談結果により把掘する

④「何らかの解決」と成果を広くとらえているが、相

談途中で退席するなだ解決が困雌な者が一定いるこ

とから過去4年間(H29~R2)で最もい割合を

維持することを目標とする.

Φ前年度に生活困窮者から相談を受け支授開始した者

のうち、課題に応じた支擾を受け当該年度12月末

までに解決できた者の割合。

②生活相談窓口で相談を行い、個々の状況に応じた助

言や支摂を受けることが、生活困窮者が夢や生きが

いをもって心身ともに健やかに暮らすことの一助と

なるため。

崎市生活支授相談センター相誠者の相鮫結果によ

り把握する.

④「何らかの解決」と成果を広くとらえているが、複

数年にわたる支援が必要な者が一定数いることか

ら、過去4年間(H28~R元)で最もい割合を

持することを目標とする。

①学晋会に参加した者(多加率50鮎以上の者)のうち

進学希望の中学3年生の「高校進学看」の割含。

②学晋支事業のも大きな目的が貧困の連鎖防止で

学は将来の収入増の効果が期待できるあり、

95.1%

(年度)

95.1 96

(R7年度)

学習支援業で成果

が楊られた人の割合

1 00阜6

(R 2年度)

100%

(R 7年度)

ため。

③学晋会に参加した者のうち中学3年生の進路により

把握する。

④遇去4年間(H29~R2)の実績力勺00%であり、

今後も全の進学を目指す.
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子どもの健全育成支

援事業で成果が得ら

れた人の割合

64.0%

(R 2年度)

◆関連するSDG8

78.6%

(R 7年度)

①支橿対象者のうち、校進学、就轍、関係機関支援

移行など何らかの改善が見られた者の割合。

②支擬対象者が子どもの健全育成支擾の支擾により

何らかの改善がみられる二とは、支摂対象者が夢や

希望を持ち、心身ともに健やかにらす二との一助

となるため。

③子どもの健全育成支援事業の支摂結果により把握す

る。

④過去4年間(H29~R2)でもい割合を維持す

ることを目標とする.

. .

.

.

甲Ⅷ
.

〔連する計等〕

《K

すべてのノ、仁

01,と櫑,'を

■圖
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別施策 F 6-2

生活保護受給者の就労を支援します

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

'生活保護受給者が

◆現状分析と取組方

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0就労準支援を含めた複数の就労支援メニュ

ーを用意し、支援対象者それぞれの状況に応じ

た就労支援を行うことができている。

生活福祉2課

働きがいのある仕事についている。

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0就労準支援や就労支援を受けても長期に

わたり就職できなかったり、すぐに職し

てしまったりする就職困難事が多くなっ

ている。

【脅威】

0新型コロナウイルス感染拡大により求人が

減少したり、離職による要支援者が増加し

たりすることが予想される。

皿取組方針

①各種支援の実施・充

0就労支援員を中心とした各種就労支援事業間の連携のみならず、家計改善支援事業や健康管

理支援事業も活用しながら、就職実現に向けて対象者の状況に応じた支援を実施します。

0民間委託による就労支援業において、民間のノウハウを活かした就労支援方法や就業創練、

就労準支援の充実を図ります。
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◆成果指標

成果指

各種就労支援を受

け、就職することが

できた人の割合

基準値

33.8%

(R元年度)

目値

33.8%

(R 7年度)

指の説明

①各種就労支授を受けた人のうち、

^
^0

②支援対魚者が各種就労支擾を受け、就職ができた人

の割合が増加する二とは、働きがいのある仕事に就

くことや、生活保護受給者の自立につながると考え

◆関連するSDG8

られるため。

③各種就労支授、家計改善支摂、健庫管理支援の実

により把握する。

'去4年間(H28~R元)の実績値を参考に次の

理由により直近の令和元年度の実績値を目標とす

る.

・H28からR元の実頓 1 少傾向である。

・病気や障、長期にわたる朱就労など就労に向

けた多くの課題を抱えている者力牧数年にわた

る支援を必要としており、支援が困難な者がー

定数いる

・新型コロナウイルス感染拡大により経済・雇用

情勢の見通しが立たない。

できた人の割

......、.'......^..^■.■.甲■.雫゛呼司.....ー.^.^^.^^.^.^.....^^^^.^...^^..^.ー.●..冒●◆●●゛●卜◆●◆^◆◆◆■◆^■雫卑.雫甲早.一甲.ー..ー.^...ー"ー..ー....^..........'^.'^'^'ー'"^

〔関連する計回等〕

4べτの人に

侵蟻と娼社を

● 1

.

ぐ

人や田の干早寺
を1'くモう
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基本施策 F7

自らすすめる健康づくりを推進します

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

市民が

◆めざす姿を達成するための個別施策

市民の自主的な健康づくり活動を支援しますF7-1

健康づくり環境の充実を図りますF 7-2

歯科口腔保健を推進しますF 7-3

181.9 人

(R7年度)

②健康づくり痘境の充実を図ることで、死亡総数の5

割以上を占めている3大疾病による死亡牢を減少さ

せるとえられるため。

③市統計により把握する。

④平成29年度から令和元年度までの各年の減少率

平均値の維持をめぎし、基準値から毎年1人を目

標とする。
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健康づくり課

心身ともに健康でいきいきと

◆成果指標

成果指標

心身とも健康だと感

じる市民の割合

基準値

62.1%

(R 2年度)

らしている。

3大疾病による死亡

率

(人口 10万人当た

り)[暦年]

目標値

63.6%

(R 7年度)

指標の説明

①心身とも健康だと感じる市民の割含。

②健康づ(りの環境を整える二とで、自主的に健康を

識する市民が増加するとえられるため。

により把握する。③市民意

④平成27年度から令和元年度までのの増加率

平均値の維持をめぎし、基準値から毎年度0.3,6

を目標とする。

1がん、心疾患、脳血管疾患による年齢調整死亡率186.9 人

(R 2年度)



6024の割合 75. og6

(H28年度)

※ 年齢調整死亡率

観察集団と基準集団(昭和60年)の年齢構成の違いを考慮して補正した死亡率のこと。3大疾病は齢に

なるほど死亡率が高く、高齢者の比宰力くなるほど死亡率も高くなるため、基準集団の年齢構成に調整

して比較する

83.0%

(R 7年度)

◆関連するSDGB

①満印歳で24本以上の歯を有する人(6024)の割

②歯を健全に保つ市民が加することが、健康な生活

を送る二とにつながるため。

③歯科疾患実態調査により把握する.

④長崎市歯科口腔保健推進計画の令和4年度の目標値

80"を準とし、計画における予想増加率に皐じ、

毎年度1"を自標値とする。

すへτの人に

催康と橿祉を

住'賤けられる
享ちづくりを

'::'
"..

■■

■■ ' 囲囲■■幽●
....
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別施策

市民の自主的な健康づくり活動を支援します

F7-1

◆2025年度にめざ姿(なにが

市民が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0健康づくり推進員※の育成が図られ、地域で

の健康づくり活が推進されている。

0市主催のイベントでも、健康づくり推進員

が健康づくりの啓発を行うなど、市民の自

主的な健康づくりが推進されている。

【強み】

0地域の保健医療、職城、ボランティア等の関

係団体との協働による参加型イベントを開

催し、市民が健康チェックや康相談を受

けることで、自身の健康状態を知り、健康づ

くりへの関心を高める機会となっている。

どうなっている)

1 地域において、自

'んでいる。

健康づくり課

分析

証〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0健康づくり推進員の活動の維持のため、高

齢化等による入れ替わりに対応でき、リー

ダーになれるような人材の確保が必要だ

が、リーダーの活動に負担があるなどの

理由から、十分できていない。

0主な啓発のてある各種イベントへの参加

が少ないため、き盛りの世代の市民に対

する健康づくりに関する啓発が、十分にで

きていない。

0健康づくり推進員の地域での活の場が少

ない。

皿取組方針

①健康づくり推進員の人材確保

0健康づくり推進員の活動の場の充実を図り、モチベーションを向上させるとともに、新たな人

材を確保します。

0健康づくり推進員の高齢化等による入れ替わりに対応できるよう、リーダー等の人材を育成し

ます。

※ 健康づくり推進

地城における健康づくりの担い手で、食生活改推進、ロードウォークサボーター、精神保健福祉ボラン

ティア、あじさいサポーター、齢者ふれあいサロンサポーター、シルバー元気応援サポーター、介腫施設
ボランティア、認知症サポートリーダー、琴海地区健康づくり協力隊の9団体のこと。
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②健康づくり推進員の活動の場の確保

0地域活動との連携により、地域単位で健康づくり推進員活動を推進する働きかけを行います。

③健康づくりの啓発

0健全な食習、習慣の定着や定期的な(検)診の受診など主体的に健康管理を行う必要

性を啓発することにより、市民の健康づくり推進を図ります。

◆成果指標
、

成果指標

健康づくり推進員の

登録人数

連する計固等〕

『健康長崎市民2U 計回

基準値

1,881 人

(R元年度)

適正体重を保つよう

にしている市民の割

目標値

2,097 人

(R 7年度)

指標の説明

Φ地域において、催康づくりや介礎予防に取り組む催

康づくり推進員の豊録人数。

②健康づくり推進を増やすことが、自主的に健康づ

くり、生きがいづくり活動を実践している人をや

すことにつながるため。

③年度末の登録人数により把握する。

団体の実惰に合わせた④各健康づくり推進

目標人敷の合計とする.

段から適正休重を保つようにしている市民の割

合。

②適正休重を保つことを意識する二とは、自ら健庫づ

くりに取り組み、生活習慣病の予防につながると考

65.フ%

(R 2年度)

※正体

B脚ξ22 になる体重のこと。(適正体重(臨)=身長伽)X身長(m)×22) BM1が25 以上になると生活習慣病の

リスクが高まり、怜.5未満になると体調不良や病気のりスクが高まる。

72,2%

(R 7年度)

◆関連するSDGB

べτのAに

安゛と亊祉を

えられるため。

③市民健康意識調査により把握する。

成30年度から令和2年度までの各年の増加率

平均値を維持することとし、基準値から毎年度

1.396 を目標とする。
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別施策

健康づくり環境の充実を図ります

F 7-2

◆2025年度にめざす姿(なにが

市民が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0コロナ禍で健(検)診の受診控えが発生して

いると考えられる中でも、受診者が大きく

減少していないことから、受診しやすい環

境づくりや受診勧奨の取組みにより、市民

の理解を'られていると考えられる。

【チャンス】

0新型コロナウイルス感染症において、基礎

疾患のある方のりスクが高いことが十分周

知されたため、生活習病の予防の重要性

が市民の中に広まっていると考えられる。

0健康進法の改正により、公の場での喫煙

が制限され、受動喫煙防止につながってい

る。また、職場での喫煙の制限が禁煙を始め

るきっかけとなることが期待される。

どうなっている)

健康増進のための正しい知識を習得し

、1一努めている

健康づくり課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0健(検)診の受診率が伸ぴ悩んでいること

から、自身の健康状態の把握を行うことの

大切さについての効果的な啓発ができてい

ない。

0精神保健に関する健康教育 への

代の参加者が少ない。

【威】

0生活習病の中には、自覚症状が出にく<、

気づきにくい疾病がある。

0コロナ禍での自粛生活や生活困窮などによ

り、健康、経済・生活、家庭間題等に悩みを

持つ人が増えている。

健

皿取組方針

①正しい知識の普及啓発

0生活習病予防につながる健康教育、健康相談、訪問指導を実施し、健康進のための正しい

知識の普及啓発を強化します。

0こころの健康や自殺予防に関する正しい知識の普及啓発を行います。

②健(検)診の受診環の整備

0健(検)診の受診環境や受診機会の拡充を図るとともに、自身での健康チェックの大切さにつ

いての啓発と健(検)診の受診勧奨を強化します。
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◆成果指標

成果指

食育に関心がある市

民の割合 ※1

基準値

72.3%

(R 2年度)

ふだんの生活で意識

的にからだを勵かし

ている市民の割合

目標値

刀.8%

(R7年度)

指の説明

①食育に関心がある市民の割合。

②「食育」に関心をもつことにより、「食」について

の識が高まり、心身の健康増進が図られると考え

られるため。

③市民健康意識により把握する.

④平成30年度から令和2年度までのの増加率

平均値を維持することとし、基準値から毎年度

1.1,6増を目標とする。

①ふだんの生活で意識的に体を動かしている市民の割

合。

②白常生活の中で取り組みやすい運動が継続しやす

<、生活晋慣病予防やストレス解消につながるた

43.8%

(R 2年度)

※2

健(検)診受診率

48.8%

(R 7年度)

66.9%

(R2年度)

こ二ろの健に問題

を抱えている市民の

割合

め。

③市民健康意識調査により把する。

④平成30年度から令和2年廣までの各年の増加率

平均値を維持する二ととし、基皐値から毎年度

1.0,6 を目標とする.

①過去1年間に特定健診や場健診・人間ドックなど

を受診Lた市民の割合。

②健(検)診を受診する人が増える二とで、病気の早

発見と治療にっながり、生活晋慣病の発症と予肪

が図られるため。

③市民健康意識餌査により把握する.

④平成30年度から令和2年度までの各年の加率

平均値を雑持する二ととし、基値から毎年度

0.8,、を目標とする。

①二ころの健康に問を抱えている市民の割合。

②心理的ストレスを含む何らかの精神的な問題を抱え

ている人が減少することは、ニニろの健康づくりの

推進が圓られていると考えられるため。

③市民健康意査により把握する。

④平成29年度から令和元年度までの各年の減少率

平均値を維持する二ととし、値から毎年度

0.2,6減を目標とする

70.9%

(R 7年度)

8.2%

(R元年度)

フ.0%

(R フ年度)
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受動喫煙の機会がな

い市民の割合

30.1%

(R 2年度)

※1 食

「食」に関する知識と「食」を選択する力を習し、健全な食生活を実践することができる人間をてる
二と。

ふだんの生活で意識的にからだを動かしている市民の割合

①通勤、い物、歩など歩く機会を増やす②姿勢、速度、歩など意識して歩く③できるだけ階段を使

う④歩数を測定する⑤家事や仕事の合間にストレッチ等筋カアップをする⑥子どもや孫と活発に遊ぷ⑦

モの他のうち、 2つ以上の項目について識的に取り組んでいる市民の割合。

100%

(R 7年度)

※2

①家庭以外の場所で自分以外の人が吸っていたたばこ

の煙を吸う機会がなかった市民の割合。

②受動喫煙の機会がることが、健康につながるた

め。

③市民健康識査により把握する。

④健康増進法の趣旨により100%を最終目楳とし、

から毎年度14.096増を目標とする。

◆関連するSDG8

K(

〔連する計等〕

市食推進計面

『健康崎市民21』計回

市自殺対策計画

3
,へτの人に

樋座と椙壯を
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別施 F 7-3

科口腔保健を推進します

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス)

【うまくいっていること】

0医療や福祉に関わる多職種が参加する研修

会の実施により、歯科口腔保健に対する意

識の向上と多職種が連携して取り組む境

づくりが進んでいる。

0歯科衛生士向けの研修会では、害者や要

介護者に対する歯科保健医療において指導

的役割を果たせる歯科衛生士を成できて

いる。

0小・中学校でのフッ化物洗口実施校が増加

し、幼児期から継続的にフッ化物洗口を

実施する環が整った。

0特定健診やがん検診とあわせて歯科健診_及

ぴ歯科保健指導を行うことで、歯科受診の

きっかけになり、口腔衛生の向上に寄与し

ている。

口腔の健康管理1一努め、その機能を健全に保

いる

健康づくり課

分析

丘〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

020~30歳代の若年では、定期的な歯科受

診の要性についての認識が低く、歯周疾

患検診受診者が少なく、保健情報も伝わり

にくい。

0 齢者向けに、口腔機能維持と誤味性肺炎

予防に関する報周知が不足している。

Ⅲ取組方針

①フッ化物利用の促進

04歳から15 までの継続したフッ化物洗口の実施に加えて、成人に対しても、フッ化物配

合歯磨剤の効果的な使用方法について周知します。
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②口腔管理の啓発

0特に20~30 代の若年層に対して生涯にわたる定期的な歯科受診の重要性を啓発し、新規

の健(検)診受診者の増加を図り、歯ブラシに加えてフロスや歯間ブラシ等補助的清掃用

具の効果を周知し、使用を促します。

3口腔機能維持による健康寿命の延伸

0多職種間の連携を推進し、地域での健(検)診や様々なにおいて、口腔機能低下を予防

する方法を周知することで、健康寿命の延伸を図ります。

※1 フッ化物洗口

「一定・のフッ化ナトリウム溶液(5~10mD を用いた30秒~1分間のブクブクうがいにより行うむし

歯予防方法。

誤嶬性肺炎

飲み込む機能(底下機能)や咳をする力が弱くなり、口腔内の細、食べかす、逆流した胃液なだが誤っ

て気に入ることで生じる肺炎。

※2

◆成果指標

成果指標

歯科健診の受診率

基準値

56.6%

(R 2年度)

40歳代で進行した歯

周疾患がない人の割

目標値

59.696

(R7年度)

指標の説明

①過去1年で1回以上歯科健診を受診した市民の割

合。

②歯科健診の受診率が向上することで、歯科疾予防

と口腔機能維持が図られると考えられるため。

③市民健康意謙調査により把する。

成29年度から令和2年度までの各年の加串

平均値を維持することとし、近値から毎年度

0.696増を目標とする。

①和歳代で進行した歯周疾患がない(歯周ポケツトの

深さが4闡宋満である)人の割合

②口腔機能の維持の指標となるため

③歯科疾患実態謂により把握する

④歯科疾息実態調査は、5年に1度の実施のため、平

成23年度から平成28年度までの5年間の増

から毎年0.69'加率を雑持する二ととし、

を目標とする。

37.4%

(H28年度)

◆関連するSDG8

42.8%

(R 7年度)

すべτの人に

健隨と柵吐を
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〔関連する計画等〕

0長崎市歯科口腔保健推進計画

0 『健康長崎市民2如計画

0長崎市子ども・子育て支援事業計画

0長崎市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

(

(
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基本施策

安心できる衛生環境を確保します

F8

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

だれもが

◆めざす姿を達成するための別施策

感染症の発生と感染拡大を防止しますF8-1

F 8-2

◆成果指標

成果指標

感染症患者数

生活衛生課

飲食物、生活衛生等による健康被害発生を防止します

基準値

5人

(H27~R元

年度平均)

観光関連施設での食

中毒患者数

目標値

4人

(R 7年度)

◆関連するSDG8

能人

(H27~R元

年度平均)

指標の説明

1届出が義務付けられている3顛感染症の患者数合

計。

②3類感染症の患者数を減少させる二とで、全体の感

染症患者数の抑制につながると考えられるため。

③医療機関の報告により把握する。

5年間の平均を超えないことを目標とする。

①観光関連施設での食中患者數。

②級光都市として食中毒が発生すれぱ影響が大きいた

め.

③食中統計により把する。

④銀光関施設での食中毒をゼロにすることを目標と

する。

,べての人仁

口康と扱壮を

0人

(R 7年度)

ハートナーシノフて

17 011を,,丘Lよつ

◆、忽
風◆,

追加
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別施策 F8-1

感染症の発生と感染拡大を防止します

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

だれもが

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいつていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

0高齢者の予防接の実施により櫂患及ぴ重症

化の予防が図られ、まん延防止につながって

いる。

0麻しん風しん予防接種(1期)の接率が目

標値に近い接種率であり、子どもの感染症予

防が図られている。

【チャンス】

0新型コロナウイルス感染症対策としてマスク

の着用や手洗いの徹底等が新しい生活様式と

して定着し、他の感染症の染予防にもつな

がっている。

感染症の発生やその重症化から守られている。

地城保健課

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

0子どもの麻しん風しん予防接種(Ⅱ期)の接

種率が目標値を達成していない。

0 染症を予防するために実施する予防接種の

種類が増加しており、接種率のさらなる向上

を図るため、市民への啓発に努める必要があ

る。

【脅威】

0国際的な交流人口の拡大により新型インフル

エンザや同様に危険性のある新染症の世界

的な流行が危倶され、それに対応できる健康

危機管理体制の充実が求められている。

皿取組方

①健危機管理体制の整

0感染症の発生に速やかに対応するため、医療機関等の関係機関と協力して健危機管理体制

を整えます。

②予防接種の実施

0感染症の予防と拡大防止のため、齢者等の予防接種を実施するとともに、感染症に対する正

しい知識の普及啓発に努めます。



0子どもの予防接種の制度内容を保護者に理解してもらうため、様々な機会や所において周

知啓発を行い、個別通知や医療機関と連した接種勧奨を行うとともに、宋接種者への勧奨

を継続して実施します。

③結核患者の発生の予防と早期発見

0結核患者の早期発見により感染の拡大防止を図るため、健康診断及び検査を実施します。

また結核を発症した齢者が利用した福祉施設職員への感染予防の指導を行います。

◆成果指標

成果指標

高齢者インフルエン

ザ予防接種率

麻しん風しん予防接

種率(1期)

基準値

57.1%

(R元年度)

目標値

63.0%

(R 7年度)

96.8%

(H27~

R元年度)

麻しん風しん予防接

種率(Ⅱ期)

指標の説明

1対象者のうち、予防接種を受けた人の割合。

②接種率を上げる二とで、重症化する高齢者を滅少さ

せることができるとえられるため。

③医療機関の報告により把握する。

④基準値から毎年度IM を目標とする。

①対象者のうち、予防接糧を受けた人の割合。

②接種率を上げることで、感染症の発生及ぴまん延を

予防すると考えられるため.

③医療機からの報告により把する。

④過去5年間の平均値(96.8,6)が世界保健機関(W

HO)において流行を防ぐ接種率の目安とされる

鮖.0胎を達成していることから、毎年度97.0,6を維

持する二とを目標とする。

①対象者のうち、予防接種を受けた人の割合。

②接種率を上げることで、感染症の発生及びまん延を

予防すると考えられるため.

③医機関からの綴告により把する。

④世界保健概関(WHO)において流行を防ぐ接種率

の目安が鮖.0%とされていることから、その数値を

目標値とする

97.0%

(R 7年度)

92.8%

(H27~

R元年度)

◆関連するSDG8

95.0%

(R 7年度)

すべτの人に

俊擾と唱祉を

〔関連する計等〕

0長崎市新型インフルエンザ等対策行動計画



別施策 F 8-2

飲食物、生活衛生による健康被害発生を防止します

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

だれもが

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0食品衛生法第 13 条に定められた規格準に

違反する食品は近年減少し、安全な食品の提

供が進んでいる。

0公衆浴場等に係る浴水の水質検査の適合率

が高い数値て推移している。

0狂犬病予防注射の接種率は全国平均を上回る

数値で推移している。

1食中毒等の健康被害から守られている。

生活生課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0公衆浴等の形態の多様化に伴衛生指導の

強化が求められている。

0ぺット(犬猫)の不適正な飼育に関する苦情

が多く寄せられている。

0飼い犬の登録及び狂犬病予防注射は法定義務

であるが、小型犬等の室内飼いの増加等によ

り、狂犬病に対する関心や感染に対する危機

識が低下していることから、未登録及び狂

犬病予防注射を受けていない飼い犬がいる。

【脅威1

0アニサキスを原因とした食中毒件が近年増

加傾向にある。

皿取組方

1食中毒予防の取組み

0 団食中毒の防止や安全な食品の提供のため、食品関連事業所でのHACCPに沿った衛生

管理体制の確立と食品の製造・販売に係る事業者(従業員を含む)の生識の向上を図りま

す。



②施設への生指導の強化

0公衆浴場等の施設の衛生管理向上のため、衛生指導の強化を図ります。

③適正飼の啓発の強化

0ぺットの適正な飼育方法について市民への啓発を強化します。

◆成果指標

成果指

衛生基準を満たさな

い食品の割合

基準値

0.2%

(H27~R元

年度)

浴場水の水質検査の

適合率

目標値

0.2%

(R7年度)

狂犬病予防注射の

接種率

98.9%

(R元年度)

指標の説明

①収去による検査を行った食品のうち、品衛生注第

条に違反する食晶の割合。

②法に違反する食品の割合を低く抑えることが、安全

な食品の提供につながると考えられるため。

③年度末の実績により把する。

④ 5年問の平均を超えないことを目標とする。

①,'衆浴等の水質検査結果で、水質基準に適合ずる

検査の割合。

②水質基準に適合する検査の割合が増加することが、

公衆浴場等の衛生理向上を表すと考えられるた

め。

③保健所が実施する公衆浴場等の水質検査の報告喜に

より把握する。

④基準適合率100今6を目標とする。

①長市に登録されている犬のうち、狂犬病予防注射

を受けた犬の割合。

②接糧率を上げることにより、狂犬病のまん延防止

つながると考えるため

③狂犬病予防注射済票の交付数で把握する。

④狂犬病予防注射は法定義務のため、100,6が目標だ

が、老齢や病気等で接種できない場合もあるため、

90鮖(例年、接種できない件赦は登録敷の約1害D

を目標とし、段階的な目標達成を図るため、令和7

年度における目標値を80怖とする。

100%

(R 7年度)

72.9%

(R元年度)

◆関連するSDG8

80.0%

(R 7年度)

へτの人'ニ

促止と保祉を

.^.^^^^^^^.^....^...^.^^^^..^.●^』■^◆■◆●^◆■^呼■◆^^■^^...^^.^.^.^^.^.^.^.^..^..^...^^.^...^.^■.^.

〔関連する計・等〕

0食品衛生監視指導計画



基本施策

安心できる医療環境の充実を図ります

F9

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

市民が

◆めざす姿を達成するための個別施策

F9-1

F 9-2

◆成果指標

成果指

夜間・休日における

市内の医療体制が整

つていると思う市民

の割合

救急医療体制の充を図ります

安心して適切な医療を受けられている。

地域医療提供体制の充実を図ります

地域保健課

基準値

75.8%

(R 2年度)

かかりつけ医をもつ

市民の割合

目標値

80.3%

(R 7年度)

指の説明

①夜問・休日における市内の医療体制が整っていると

思う市民の割合。

②医療機閏の多くが休診している夜間や休日の医療体

制が整っていることが、安心できる環境といえるた

め。

③市民意識謂査により把握する。

'去5年問(H28~R2)の増加率をもとに基準値

から 4.5ボイント増を目標とする.

①かかりつけ医をもつ市民の割合。

②かかりつけ医をもつ二とにより、病院との役割分担

が園られ、また、普段の債康管理が円滑に行われて

いると考えられるため。

③市民臓調晝により把握する.

'去5年間(H28~R2)の加率をもとに基準値

から 2.3ポイント増を目標とする.

79.5%

(R 2年度)

◆関連するSDG8

81.8%

(R 7年度)
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別施策

救急医療体制の充実をります

F9-1

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

救急医療体制が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくぃってぃること、強み、チャンス〕Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕
【うまくいっていないこと】【うまくいっていること】

0夜間、休日における救急医療体制が築さ 0精神科や整形外科などの一部の診療科におい
て、救急搬送困難事例が発生している。れている。

0毎年約20,000 人の市民が応急手当の講習を 0軽症患者が二次番制病院に多数来院し、診

療に支をきたす事例が発生している。受講している。

0119番通報を受け付ける指令室に救急救命士 0心肺機能停止となった人に対して、救急車が

到するまでの間に、応急手当が行われていなど応急手当をサポートできる職員を配置

ないことがある。し、市民が行う応急手当をサポートする体制

【脅威】が充実している。

0二次輪番制病院において、当直医師の高齢化【強み】

や非常勤化が進んでいる。0急性期医療を担う医療機関が他都市と比較

して多い。

切に整備されている。

地域医療室

現状分析

Ⅲ取組方針

①持続可能な救急医療提供体制の構築

0夜間救急センターの運営や病院群輪番制病院への支援を継続するとともに、長崎大学病院や

二次救急医療を担う医療機関などと連'を図りながら、持続可能な救急医療提供体制を築

します。

②救急医療提供体制の確保・充実

0適切な救急医療提供体制を確保するため、長崎みなとメディカルセンターの救命救急センタ

ーの安定した運営に向けた連を進めるとともに、運営負担金などの必要な支援を行いま

す。

0応急手当の普及啓発体制及び 119 番通報の受付時に市民が応急手当をできるようにサポート

する体制の充に努めます。

0救急救命処や応急手当のの向上を図るため、メディカルコントロール体制の充実に努め

ます。



成果指

長崎みなとメディカ

ルセンターにおける

救急搬送応需率

基準値

88.6%

(R 2年度)

心肺生の実施率

〔暦年〕

目値

前年度を向上

(R7年度)

指標の説明

①長崎みなとメディカルセンターが救急搬送依頼を受

けた患者のうち受入を行った割合

②二次救急医療機関の後方支提的役割を担う中で、24

時間365日の受入体制が安定して確保できているか

の目安のーつとなるため.

③病院機構から毎年提出される実績報街により把握す

る。

④他の医療機関との連携及び役割分担等の影響を慮

し、前年度よりも向上することを目標とする。

①心臓疾患が原因で心肺機能停止となり救急搬送され

た人のうち、敦急車(隊)の到前に居合わせた人

が行った心肺餅生の実施率.

②いち早い応手当が敦命率の向上に寄与するとえ

られるため。

③毎年の敷急出動件数及び搬送人員の統計資料により

把する。

④全国の都市の中で、最も高い心肺蘇生の実施率を目

標値とする。

舶,696

(R 2年)

◆関連するSDGき

72.5%

(R7年)

すべτの人に

健晦と保祉を

..

..'

..'島
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別施策 F 9-2

地医療提供体制の充実を図ります

◆2025年にめざ姿(なにがどうなっている)

医療提供体制が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0医療機関など関係機関との情報共有と検討

のがある。

【強み】

0訪問診療や介讃事業所などの医療・介護の

地域'源が他都市と比較して豊で、関係

団体の取組みも活発で先進的である。

地域保健課

切に整備されている。

現状分析

丘〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0地域医療構想実現に向けた具体的な取組みに

ついて、各医療機関の役割分担や連携にかか

る協を深める必要があるが、医療機関ごと

に経営方針や財政状況などが異なるため、協

議が十分深まっていない。

0地域医療構想の現に向け、新たな感染症に

も対応できるよう、医療連携体制を構築する

必要がある。

0医療・介護の多職種問での相互理解や情報共

有が十分できていない面がある。

【弱み】

0医療機関が偏在しており、医療'源が限られ

ている地区がある。

【脅威】

0長崎県医療計画においては、後期高齢者人口

がピークとなる 2035年に向かって在宅医療

の大幅な需要が見込まれる。

皿取組方針

①持続可能な医療提供体制の築

0医療機関の機能分化、役割分担及び連携を進め、一般診療と新たな感染症の診療が両立した持

続可能な医療提供体制を構築します。



②公的医療機閲の連携強化

0長崎みなとメディカルセンターが中核的医療機関及び公的病院としての役割を積極的に果た

せるよう、現行の会議体に加え、公的医療機関同士など様々なまとまりでの会議体を活用し、

連携した取組みを行います。

3多職種連携による在宅医療と介腰の連携推進

0日常の療養支援、入退院支援、急変時の対応、看取り等の様々な場面において、医師をはじめ

とした多職と連携しながら、切れ目のない在宅医療と介護の連携体制を構築していきます。

◆成果指標

成果指標

かかりつけ医をもつ

市民の割合

基準値

79.5%

(R 2年度)

◆関連するSDG8

目標値

81.8%

(R 7年度)

すべτの人仁

健蝶亡県祉を

指標の説明

①かかりつけ医をもつ市民の割合.

②かかりっけ医をもっことにより、病院との投割分担

が図られ、また、段の健康管理が円滑に行われて

いるとえられるため。

③市民意識調査により把握する.

④過去5年間(H28~R2)の増加率をもとに値

から 2.3ポイント増を目標とする。

〔関連する計等〕

0長医療計画

0長市高齢者保健福祉計面・介護保険事業計圃

■■

■■'

■■■■

......
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まちづくりの方針G

私たちはr未来を創る人を育み、だれもが学び、楽しみ続けられるまち」を
めざします

長崎のまちを愛し、たな時代を生き抜く子どもを育みます

「確かな学力」の向上を園りますGI-1

健やかな心と体を成しますGI-2

家庭・学校・地域の連携による教の充実を図りますGI-3

安全・安心に学べる教 を整しますGI-4

芸術文化あふれる暮らしを創出し

芸術文化に触れる機会を創出しますG4-1

市民の自主的な芸術文化活の活性化を園りますG4-2

G2 だれもが生涯を通じていきいきと学べる社会をつくります

学びの場と機会の充実を図りますG2-1

能力や経が社会に活かされる仕組みをつくりますG2 2

G4

G3 スポーツ・レクリエーションの振輿を図ります

スポーツ・レクリエーションをすると機会の充を図りますG3-1

スポーツをみる機会の創出と韓技者の支図りますG3-2



※白紙ぺ ^

0

0
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施策 GI

長崎のまちを愛し、新たな時代を生き抜く子どもをみます

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

子どもが

◆めざす姿を

GI-1

成するための個別施策

「確かな学力」※の向上を図ります

健やかな心と体を育成します

家庭・学校・地域の連による教育の充実を図ります

安全・安心に学べる教育環を整備します

G I-2

学校教育課

長崎のまちを愛する気持ちを持ち、変化に対応

しながら、新たな時代を強く生き抜く力を身に

付けている。

G I-3

G I-4

「確かな学力」

知識や技能はもちろんのこと、これに加えて、学ぶ欲や自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に
判断し、行し、よりょく問題解決する資や能力等まで含めた広い学力のこと。
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◆成果指標

成果指

夢や目標を持ってい

る小中学生の割合

基準値

刀.6%

(R元年度)

長崎のまちや自分の

住んでいる地域が好

きだと思っている小

中学生の割合

目標値

82.酬

(R 7年度)

指の説明

①全国学力学晋状況調査で「や目標を持っている」

と答えた小中学生の割合。

国であり、市の小中学生の夢や希望に対する

傾向が分析できると宥えられるため

③文郁科学省から提供される調査結果により把握す

る。

④基準値から5ポイントを目標とする.

①学校評価で「長嶋のまちや自分の住んでいる地城が

好きだ」と答えた小中学生の割合。

崎のまちを愛する心を直接的に測ることができる

92.フ%

(R 2年度)

地域の行事に参加し

ている小中学生の割

95.2%

(R 7年度)

56.2郭

(R元年度)

ICTの活用によつ

て、学習に取り組む

意欲・態度が高まっ

た小中学生の割合

ため.

③各学校が実施する「学校評価アンケート」の結果に

より把握する。

④基準から2.5ポイントを目標とする。

Φ全国学力学習状況調で「地城の行事に参加してい

る」と答えた小中学生の割合。

②「長崎のまちを愛L、それを行動に移す力を身に付

ける」ためには、地の行事に参加して地域のよさ

や課題を体することが必要であると考えるため。

③文部科学省から提供される調査結果により把握す

る。

④基準値から5ポイントを目標とする。

①自分がコンビュータ等を使う授集に進んで取り組ん

でいると答えた児生徒の割合。

②ICTの活用によって学習に取り組む意歓・態度の

向上を図る二とで新たな時代を生き抜くために必要

な主休的・協働的な課解決能力の成につながる

と考えるため.

③「1CT機器等の活用状況」により把握する。

④基準値から約5ポイント増を目標とする

61.2%

(R7年度)

73.9%

(R 2年度)

◆関連するSDG8

白分声

80.0%

(R7年度)
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別施 GI-1

「確かな学力」の向上を図ります

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

子どもが

◆現状分析と取組方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス)

【うまくいっていること】

0全国、県、市の学力調査結果の分析にづき、

小3から中3までの7か年にわたり、個々の

児童生徒の課に沿った学習指導を行ってい

る。

0教職員によるデジタル教科書等ICT活用が

進んでいる。

OALTの雇用数は充実しており、その活用に

より、英語を用いてコミュニーケーションを

とる機会が増え、英語力の向上につながって

いる。

0すべての市立小学校で「長崎寺子屋事」を

実施することで、学習支援の充実が図られて

いる。

0就学援助の新入学用品について入学前支給

を実施するなど、制度の充実を図っている。

【チャンス】

0児童生徒に1人1台の学習者用コンピュータ

と高速通信環境が整い、 1CTを活用した教

育が可能となっている。

自ら学び、自ら考え、判断して主体的に行

る「確かな学力」を身に付けている。

学校教育課

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

0学力調査の結果が目値を下回っているもの

もあるため、その結果を分析し、改善へのプ

ラン策定を各学校で行っているが、プランを

実践し成果につなげる部分については全国学

力学習状況調査の「学校質問紙調査」の結果

が全国や県の数値を下回っており、不十分で

ある。

0学校への学習支援サポーターの役割等の周知

が不十分であるため、教員が子どもたちの実

に合うように効率よく学習支援サポーター

を活用できていない。
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Ⅲ取組方針

①学力向上にかかる学校訪問指や研修会の施

0 礎的基本的な学習事項の点的な指導や学習指導要領に沿った授業改善が充実するよ

う、研究指定校や計画訪問校への訪問指導や学力向上にかかる研修会を施します。また、

学力向上プランを活用した教育実践を行うよう各学校への指導を徹底します。

②ICT機器の効果的な活用

01人1台学習者用コンピュータをはじめ、 1CT機器の効果的な活用を図るために、各学

校での教職員への研修を進めてぃくとともに活用推進モデル校での実践を各学校に広めま

す。

③国際理解教の充実

0国際理解教育の充実のため、「あじさい En三11Sh 山y」や「あじさい En宮lishspeechconte8t」

などのイベントやコンテスト、国際交流体験を実施するとともに、 ALTの効果的な配

を行います。

④長崎寺子屋事業の充実

0長崎寺子屋事業の実施状況を確認するとともに、良好な活用事例を紹介するなどして学習

支援サポーターの活用の充実を図ります。

⑤就学援助の・施

0経済格差に起因する学力の格差が生じないよう、経済的支援が必要な児童生徒の保護者に

対する就学援助を行います。

◆成果指標

成果指標

全国学力学習状況調

の本市平均正答率

と全国平均正答率と

の是

基準値

点

(R 年度)

県下一斉実施の英語

科礎学力調査の本

市平均点と県平均点

との差

目標値

0.5 点

(R7年度)

指標の説明

①全国学力学晋状況調査の国語、算數の全項目の正答

車の市平均と全国平均との差。

②全国であり、市の小中学生の学力の傾向を分析

できると考えられるため。

果により把握す③文部科学省から提供される

る。

④全国竿均を上回る二とを目標とする。

1中学3年生が参加する英語科基礎学力調査の市平均

点と県平均点の差.

②基礎学力調査において、県の平均点を上回る二と

で、市の中学生の英語の実力が向上したと考えられ

るため。

③市と県の平均点により把握する。

④県平均を基値より+点上回ることを目標とす

る。

(R

点

年度)

点

(R7年度)
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授業で ICTをほぼ

毎日活用したと答え

た小中学生の割合

8 4%

(R 2年度)

◆関連るSDG8

団面
(

100.0%

(R 7年度)

①「1CT機器等の活用状況」で ICTを活用L

た授業頻度について、「ほぼ毎日使っている」と答

えた小中学生の割合。

②1人1台コンピュータのICTを活用した授が

日常的に実施されることで、確かな学力の向上

につながるとえるため。

③「1CT機器等の活用状況調査」により把握する.

④100,6を目標とする

〔連する計'等〕

0長市教育振 計画

追加
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別施策 G I-2

健やかな心と体を成します

◆2025年度にめざ姿け針二がどうなっている)

子どもが

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0学校における図の1年間の平均貸出冊数が

増えたり、乳幼児向けの読み聞かせなどの事

業が充実したりするなど、読書活動の推進が

図られている。

0各学校における体力向上アクションプランの

取組みから、柔軟性がくなるなどの成果が

出てきている。

0長崎の宝発見・発信学習や日吉自然の家での

宿泊学習、長崎商業での職業講話等を通

して、キャリア教育の充実が図られている。

0学校における「人権教育」「道徳教育」により

児童生徒に生命や人権を重しようとする心

が育っている。

0配が必要な児童生徒に対しては、障害や特

性に応じた特別支援学級や通級指教室を設

し、充実した支援を受けられるようにして

いる。

0 「被爆体験の継承」「平和の発信」「平和の創

造」の「3つの柱」による新しい平和教育に

ついて、すべての学校で実践が図られた。

長崎を愛し、やさしく、たくましく生きるナ・めの

豊かな心や体力を身に付けている

学校教育課

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕
【うまくいっていないこと1

0 務教における平和教育の更なる充をめ

ざして、「他者の意見を尊重しながら自分の言

葉で平和を語り、行できる児童生徒の育成」

を目的として作成した平和教育手引書に基づ

いた平和教育の浸透が、実践協力校による授

業公開にて順次、進めている段階のため十分

ではない。

0調べ学習等での図書館利用や、学校図館司

の授業への関わりについて、学校による温

度差がある。

0親子で絵本を読むことが子どもの豊かな性

や心を育み、生涯にわたる書習へつなが

ることを周知する取組みを、 4か月健診会

で実施しているが、受診者に時間的余裕がな

いこともあり、啓発が十分にできていない。

0体力向上の取組みが一過性のものとなってい

る。また、組織的な取組みとして定着してい

ない。

0子どもたちが社会的・職業的自立に向けて、

ふるさとの課題などの解決を自分事として体

験する、体験したことを活かしたりするキ

ヤリア教育のが、地域において不足してい

る。
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皿取組方針

①新しい平和教育の推進

0「平和教手引書」に基づいた新しい平和教育にっいて、関係機関や関係団体と連携を深めな

がら、さらに推進します。

②読書活動の推進

0学校図書館司書が極的に授業に関わり、読書活動の質を高めることができるよう、市立図書

館と連携して研修会や訪間指導を行います。

0就学前の子どもや産前期を含む両親に対しては、子どもの生涯にわたる読書習へつながる

よう絵本の活用などについて啓発活動を行います。

③体力向上の取組み

0各学校の体力向上アクションプランにっいて再考し、評価の低い子どもを高めるための取組

みになるようにします。

④キャリア教の推進

0 「小学生まちづくりアイデアコンテスト」や「中学生議会」において、未来のまちづくりにっ

いて考える場を設け、小中学生もまちづくりの主役であるという識を育て、長崎市版キャリ

ア教育「長崎LOVERS 成プログラム」を推進します。

⑤人権教育の推進

0いじめの未然防止を含めて、違いを認め多様性をする人権教育の推進を図ります。

0ジェンダー平等や性の多様性の教にっいては、情報を収集し、その取組みを広げます。

0違いを認め、多様性を重する人権教育

の推進が課題となっており、ジェンダー

平等や性の多様性の教育はまだ広がりが

不十分である。

0担任一人では対象児童生徒に十分な支援

が困難と考えられる場合に配する特別

支援教育支援員の確保が難しい。

◆成果指標

成果指標

平和の大切さを感

じ、その思いを発信

しようとしている子

どもの割合

基準値

91 9%

(R 2年度)

目標値

95.3%

(R 7年度)

指標の説明

①学校評価報告婁における「平和の大切さを感じ、モ

の思いを発信しようとしている」と答えた小中学生

の割合。

②市の小中学校すべてに調査するものであり、児生

徒の発達段に応じた平和学習の成果を分析できる

と考えるため。

③学校から提出される調査結果により把握する。

④基準値から3ポイント増を目標とする。
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読が好きな小中学

生の割合

71.7瑞

(R元年度)

全国体力・運動能

カ、運習等調査

における、市の体力

合計点と全国の体力

合計点との差

76.フ%

(R7年度)

0.1 ポイント

(R元年度)

◆関連するSDG8

①全国学力学習状況調で「読書は好きだ」と答えた

小中学生の割合。

②全国であり、市の小中学生の読書に対する識

を分析できると考えられるため。

③文部科学省から提供される調査結果により把握す

る。

④基準、ら5ポイント増を目標とする。

①全国体力・運動能力、運動晋慣等における市の

体力合計点と全国の体力合計点の甍。

②全国であり、市の小中学生の体力の傾向を分析

できると考えられるため.

③文部科学省から提供される調査結果により把握す

る.

④全国平均を0.5ポイント上回ることを目標とする。

団■阿

0.5 ポイント

(R 7年度)

〔関連する計等〕

0長崎市教育振興本計画

0長市子ども読書活推進計画
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別施策 G I-3

庭・学校・地域の連携による

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

子どもが

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0各地域の青少年育成協議会に対し、地域にお

ける少年健全育成活動への支援を行うこと

で、地域の大人の連携が進んでいる。

0学校公開の推進について、コロナ禍以前まで

はすべての小中学校で土曜授業を実施し、多

くの保護者や地域の方が学校を参観し、家庭

や地域と学校との連が進んでいる。

0ファミリープログラムやメディア研修会等の

実施により、学校と保者との間でメディア

利用についての認識が深まり連携が進んでい

る。

0幼保小連については、中学校区を単位とし

ブロックごとの協を実施することで、関

係する子どもたちについての報交換が進ん

でいる。

の充実をります

校、地域の連

学校教課

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0地域の大人の連については、少年健全育

成活動に参加する会員の固定化や減少がみら

れ、活動が縮小している。

0新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ

り、地域と学校との交流機会が減少している。

0各家庭におけるメディア使用のルールの有無

について、保護者と子どもたちの認識に違い

があり、双方が十分理解した上でのルール作

りとはなっていないことが推察される。

皿取組方

①青少年育成協会における事業の活性化

0 少年育成協議会の活動を支援することで業の活性化を図るとともに、活動事例発表会

を通して事業の極的な実施について働きかけを行います。

②学校と地城の連携の推進

0学校と地域が一体となって子どもを育むため、授業や催しに保護者や地域住民がゲストティ

ーチャーやボランティアとして関わる取組みなどにより、学校と地域の連携を図ります。

0学校への理解と協力を深めるため、土曜授を含めた学校公開を推進し、多くの保護者や地域

住民に学校を参観してもらうを増やします。
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③学校と家庭の連携の推進

0家庭教育力の向上を図るため、ファミリープログラムを取り入れた子育て講座を充実します。

0インターネット上の有害情報や危険性から子どもを守るため、長崎市PTA連合会と連携し

て、スマートフォン等の情報端末機の使い方のルールを定させます。

④幼保小連携の推進

0中学校区を単位としたブロックごとの幼保小連の取組みが進んでいることから、各ブロツ

クの取組みや「あ・は・は運」にっいても取組みの趣旨を再確認してその継続.徹底を図

ります。

◆成果指標

成果指標

「学校支ボランテ

イア」の人数

基準値

2878 人

(H28~R2年

度の平均値)

スマートフォン等の

通信端末機の使用に

ついて親子でルール

を決めている小中学

生の割合

目標値

2928 人

(R 7年度)

指標の説明

①授業のゲストティーチャーや学校園書館ボランティ

ア、登下校の安全指導など、地域の方や保腰者によ

る学校支援の活動を行っている人材の数

②学校支擬ボランティアの人数が増えるほど学校と保

棲者や地域の連携が進んでいくと判断できるため。

③「学校運に関する諸調査」により把握する.

④過去5奪間(H28~R2年度)の実績の平均値を基

準とし、毎年10人ずつ増加することを目標とす

67,6

(R元年度)

85%

(R 7年度)

◆関連するSDG8

る。

①スマートフォン等の通信端末機の使用について、親

子でフィルタリングを設定Lたり、使用ルールを決

めたりしている小中学生の割合。

②市PTA連合会が独自のメ〒イア利用の共通ルール

を作成しており、学校や家庭の取組みを進めること

が、社会全体でインターネットによる把罪やトラブ

ルから小中学生を守ることにつながると考えられる

ため。

③携電話利用状況調査により把握する。

④基準値から年度ごとに3ポイント上昇により6年間

で 18ボイント増を目操とする。

首の高い"妾を

'ん1'に
量

,
◆、,●
風◆,

連する計等〕

市教育振興基本計画
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別施策 G I-4

安全・安心に学べる育環境を整備します

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

子どもが

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0校舎等の耐力度鯛査を実施し、各学校の健全

度を指標化することで、適切な時期に改修・

整ができるよう長寿命化計画を策定してい

る。

0老朽化した学校の改築・大規模改造を計画的

に実施しており、教育環境の改善が図られて

いる。

0普通教室及び理科室・音楽室等の一部の特別

教室への空調設の整備を実施し、学習

が改善している。

0学校敷地に設している建築準法に不適合

なブロック塀等について、フェンスへの取り

替えなどの改修を行い、安全性の向上が図ら

れている。

全・安心な環で学んでいる。

施設課

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0学校の小規模化が進んでおり、子どもたちが

団生活の中で活気に満ちた活動ができる学

校規模を確保する必要がある。

0保有する小中学校施設は、全体の約3割が築

50年以上を経過しており、築40年以上の建

物も含めると全体の約半分を占め、老朽化が

進んでいる。

【脅威】

0外壁剥落や法面崩落などの災害等被害に対す

る防災機能強化が求められている。

0一部の地域において、団地開発やマンション

建設などに伴う児童生徒数の増加により、教

室不足が懸念される学校がある。

皿取組方針

①安全・安心な教育環の確保

0長寿命化計画に沿って各学校の改築や大規模改造を施し、老朽化対策を推進します。

0教育環の向上と施設の最適化を両立した取組みを推進します。

0外壁改修や法面改良を計画的に実施し、安全安心な教育を確保します。

②学校規模の適正化と適正配置の推進

0次代を担う子どもたちの教育効果を高めるため、学校規模の適正化と適正配を図ります。
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◆成果指標

成果指標

市立小中学校におけ

る長寿命化改良事業

及ぴ改築事業の実施

校数[累計]

基準値 目値

4校

(R 7年度)

市立小中学校におけ

る大規模改造等実施

校数[累計]

指標の説明

①市立小中学校における校舎や屋内運動場の寿命化

改良事業及び改築事集の実施校数。

命化計画に沿って、計画的に命化改良業

及ぴ改築事粂を推進する二とによって、施設の安全

性を保つ必要があるため。

寿命化改良事業及び改築業に着手する学校数に

より把握する。

④計画期間である令和4年度から令和7年度におい

命化改良事、改築事業のいずれかに毎年て、

手を目標と1校手することとし、計4校の

する

市立小中学校における校書や屋内運動等の大規

改造及び諸工の実施校数。

②校舎等の老朽化が進んでおり、安全安心な教育環境

を確保するには、計画的に大規改造及び諸工事を

行い、施設の安全性を保つ必要があるため

③毎年実施する工事の実績により把握する。

④計画期間である令和4年度から令和7年度におい

て、24校の実施を目とする

◆関連するSDG8

24校

(R 7年度)

背0嘉い敦斉Σ
3 ん1、

〔関連する計固等〕

0長崎市学校施設の長命化計画

0長崎市立小学校・中学校における規模の適正化と適正配置の基本方針

.
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本施策

だれもが生涯を通じていきいきと学ぺる社会をつくります

G2

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

市民が

◆めざす姿を達成するための別施策

G2-1

◆成果指標

成果指

自発的に学びに取り

組んでいる市民の割

G2-2

学びの場と機会の充実を図ります

自ら学ぶとともに、学びを通して仲間づくり、

域づくりを行っている。

能力や経験が社会に活かされる仕組みをつくります

生涯学習課

基準値

開.4%

(R元年度)

生涯学習施設等の利

用者数

目標値

44%

(R 7年度)

2'能0 干人

(H28~ H30

年度の平均)

指の説明

①自発的に学びに取り組んでいる市民の割合

②割合力まることで市民の学びへの意欲が高まって

おり、自ら進んで学びに取り組んでいると考えられ

るため。

③市民調により把握する.

④R元年度から毎年度1怖ずつ加させることを目標

とする.

①公民館、文化センター、日吉自然の家、市立図書館、

科学館、恐竜物館、ふれあいセンターの利用者

数。

②利用者数が増加する二とで、市民がより生涯学習

取り組んでいると考えられるため。

③年度末の実績により把握する。

④人口、コロナ禍のを青庫し、 H28~H30年度

の平均に恐竜物館の目標利用者数を加えた人数を

目標とする'

①自発的な学ぴが、仲闇づくりゃ地城づくりにつなが

つている市民の割合。

②割合が高まる二とで学びを通して仲間づくり、地域

づくりにつながっていると考えられるため。

③市民意識調査により把握する。

④R元年度から毎年度1"ずつ増加させることを目標

とする.

学びを通して仲間づ

くり、地域づくりを行

つている市民の割合

2,802 千人

(R 7年度)

33.996

(R元年度)

40%

(R 7年度)

合
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別施策 G 2-1

学びの場と機会の充実を図ります

◆2025年度にめざす姿(なにが

市民が

◆現状分析と取組方

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0公民館において、市民の関心がある多様な

講座を開催することで、課解決のきっか

けづくりや地域住民の教の向上、郷土愛

の醸成が図られている。

0科学館などの学習・体験施設において、見

て触れて学習できるイベントの開催によ

り、学ぴの境、機会の充実につながって

いる。

0市民や地域に役立つ報拠点としての市立

図書館では、主催事業の開催に合わせた関

連書籍を紹介する二とで、貸出者数や貸出

冊数の増加につながっている。

0市が大学に運営委託している学生ボランテ

イアシステム「游学のまちdeやってみゅー

で" Uーサポ"」を活用し、多くの長崎地

域の大学生がボランティア活動により実社

会で役立つ経験やスキルを学んでいる。

どうなつている)

様々な場所で集い、交流するとともに、ライフステ

ージに応じた学習プログラムや現代的課題,地域課

題などを学んでいる。

生涯学習課

現状分析

π〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0公民館において、各種講座を行っているが、

参加者が固定化している傾向がある。

0科学館などの学習・体験施設におけるイベ

ント内容に偏りがみられ、幅広い分野での

学びになっていない。

【脅威】

0園書館の利用者は増加しているものの、児

童書の貸出数の増加に比ぺ、学生や若者向

けの一般書の貸出数が延びていない現状か

ら、若い世代の読書離れが進行している傾

向があると考えられる。
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Ⅲ取組方針

①市民の学習機会の充実

0市民が気軽に集まれる学習機会の充実を図るとともに、新しい生活様式を踏まえたオンラ

インでの学習の機会の充実を図ります。

0科学館や恐竜博物館などの学習・体験施設における、見て触れて学べる取組みについて、

内容の充実を図ります。

0生涯にわたる読書習にっなげるため、図書館での読み聞かせ、図書の展示などの主催事

業の充実を図ります。

②学生・若者への体験活動支援

0多様な経験や交流を通じた学生の学ぴの充実を図るため、地域でのボランティアを希望す

る学生を支援します。

0若者が実現したいアイデアや企画にチャレンジできる仕組みづくりに取り組みます。

◆成果指標

成果指標

生涯学習施設等の講

座や教室の参加者数

基準値

朋,646 人

(H28~H30

年度の平均)

大型公民館における

夜間、土日、休日に実

施する公民座や

教室の参加者数

目標値

能,646 人

(R7年度)

指標の説明

①公民館、文化センター、日吉自然の家、市立図書館、

ふれあいセンター等での講座、科学館、

教室、イベントへの参加者数(オンライン講座への

参加者も含める)。

②参加者数が増加することで、社会教育施設等でより

学晋の機会が提供されているとえられるため

③年度末の実横により把握する。

④人口、コロナ禍の響を考慮し、 H28~H30年度

の平均を維持することを目標とする.

①大型公民館(中央、東、西、南、北、滑石、香焼、

外海、三和)における夜間、土日、休日に実施する

講座や教室の加者数。

②夜問、土日、休日において公民館講座に参加してい

る人数が増加することにより、市民が気軽に参加す

ることができ、利便性の向上が図られていると考え

られるため.

③年度末の実績により把握する。

④R元年度から毎年度1鮖ずつさせることを目糎

とする。

13,240 人

(R元年度)

14,034 人

(R7年度)
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公民館で実施された

オンライン講座の参

加者数及び画配信

講座の延べ視聴者数

15,フ73 人

(R 7年度)

公民館等で開催され

る講座の参加者のう

ち、満足した人の割合

①オンラインを実施可能な大型公民館(中央、東、

西、南、北、滑石)におけるオンライン講座の参加

者数及ぴ動固配信講座の延ぺ視聴者数.

②人数が増加する二とにより、市民が気軽に参加する

二とができ、利便性の向上が図られていると考えら

れるため。

③年度末の績により把握する.

④H28~H30の大型公民館(中央、東、西、南、北、

滑石)における平均受講者人数(42,863人)の20%

(8,573人)に、先行して動画配請座を行っている

公民館のR2年度の実値をに出した數値

(フ.200人)を加えた人数を目とする

①公民館、文化センターで開催された講座受講者から

のアンケーH二よる足した人の割合

②満足度が高ければ、より質力い講座を提供したと

考えられるため。

③年度末の実績により把握する.

④既に高水のため、値の維持を目標とする。

地域でのボランティ

ア活に参加した学

生数

97,9%

(R元年度)

98%

(R7年度)

5,431 人

(R元年度)

◆関連するSDG8

5,431 人

(R 7年度)

■園阿

①Uーサポで、ボランティア活動に参加した学生の延べ

人数。

②ボランティア参加者数が加することで、学生が地

域との交流を通して、学ぷ機会が提供されていると

考えられるため。

③Uーサポの実績報告により把握する。

④コロナ禍により、令和2年度に大幅に減少Lたため、

値の維持を目標とする.

〔連する計等〕
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別施策 G 2-2

能力や経験が社会に活かされる仕組みをつくります

◆2025年度にめざす姿(なにが

市民が

◆現状分析と取組方

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること1

0公民館支援ボランティア活動において、活動者

自らが企画・営した座を実施することで、

自身のモチベーションアップ、スキルアップに

つながっている。

0図書ボランティアによる架の整理や図書の

修理、読みかせ活動を通して、より良い図書

館運営につながっている。

どうなっている)

学びを通して習得した能力や経験を、地域の学習活

動等に活かしている。

生涯学習課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0公民館支援ボランティア活動に対する関心

を喚起させる二とが十分ではなく、登録者

が固定化している。

0学習活動ボランティア登録後に活できる

機会が少ない

皿取組方針

①学習活動ボランティアへの活動機会の提供

0ボランティアへの関心をめるため、活動内容の紹介を随時行うとともに、ボランティアの能

力や経験が活かせる機会の提供に努めます。

0図書ボランティアの活動を通じて、より良い読書環をつくるため、地城社会に貢献しようと

する市民が活動できる機会の提供に努めます。
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◆成果指標

成果指

地域の学習活

の支援者数

等へ

基準値

8,058 人

(H28~H30

年度の平均)

目値

8,058 人

(R 7年度)

◆関連るSDG8

指の説明

①公民館支提ポランティア、公民館自主学習グループ、

科学館サイエンスサポーター、ファミリープログラ

ムフフシリテーター、図書ボランティア、いきいき

地城連携強化推進事業サポーター、男女共同参回推

進事業ボランティア、U サポボランティアの延べ支

援者数及び公民館等で講師を勤めた地域の人材の延

べ人数。

②支授者赦がえることにより、経験や能力を地域の

学習活動等により賃献したと考えられるため。

③年度末の実績値により把握する。

④人口減、コロナ禍のを慮L、H28-H30年度の

平均を維持することを目標とする。

口の轟い"自き
みんし,1』

^^^..^.^^^.ー^ー^.ー..^'^.、...、...゛■..■弔^雫■尋弔■,皐雫闇.雫,.雫卑甲^.^.^.^..●^●^.^^ー.●^●^●^●●●●●●■●●●●、.....ー....^^.....■■、.ー...■■.■■..■,具斗..弔闇.雫甲^

〔関連する計等〕

面囲
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基本施策

スポーツ・レクリエーションの振興を図ります

G3

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

市民が

◆めざす姿を達するための個別施策

G3-1

G 3-2

◆成指標

成果指標

連動・スボーツ実施率

スボーツ振興課

スボーツ・レクリエーションをすると機会の充を図ります

いつでも

スボーツをみる機会の仙と競技者の支援を図ります

どこでも、いつまでもスボーツ

ノに親しんでいる。

基準値

能.5%

(R元年度)

市営スポーツ施設の

利用者数

目標値

65.0%

(R 7年度)

指標の説明

①成人の'一回以上の運動・スボーツ実施率。

②催康で活力に満ちた寿社会を実現するため、ライ

フスタイルに応じた運動やスポーツの晋慣が必要で

あるため.

③市民意識により把握する。

④国の rスポーツ本計画」において、 3人のうち2

人が' 1回以上運動やスポーツを実施していること

が、生涯スポーツ社会の実現が図られていると

して示されているため 65.0%を目標とする。

①市が般置しているスポーツ施設(学校施設を除く。)

の年間利用者数。

②利用者が増えることで、スポーツに親しむ会の充

実が図られていると考えられるため.

③各施設の利用者を集計し把握する.

④人口減少のもあり、過去4年間(H29年度から

R2年度まで)の利用者数は少傾向にあるなか、

も利用者數が多かったH30年度実績 a,980.407

人)まで利用者數を増加させることを目標とする。

1,689,128 人

(R元年度)

1,980,407 人

(R 7年度)
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市民応援DAYの応

件数

2,174 件

(R元年度)

件

(R 7年度)

◆関連するSDG8

①Jリーグ及びBリーグのホームタウン公式戦におい

て、小中学生とその保腰者ぺアが招待業に応し

た件数。

②応募件数が増加することで、市民のスポーツへの関

心が高まっていると考えられるため。

③Jリーグ及びBリーグへの招待事業の応募実績の合

計により把握する.

④令和元年度のV・ファーレン長崎のホームゲームヘ

の招待時の応件数2,174件(募集件数1,200件、

倍率約1,引倍)に崎ヴェルカ分の想定応募件數

543件(募集予定件数鄭件XI.81)を合計した數

値(2.717件)を目標とする。

すべての人に

貴座と掃社を

囲囲
追加
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別施策 G3-1

スポーツ・レクリエーションをする場と会の充実を図ります

◆2025年度にめざ姿け訂こが

市民が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0各鮠技団体を東ねている崎市スポーツ協会

との連携が図られている。

0スボーツ施設の維持管理が適切になされてぃ

る。

0公共施設案内・予約システムの適切な用に

より、施設予約等の利便性が向上している。

どうなっている)

日頃から、ス吠ーツやレクリエーションに親しんで

いる。

スポーツ振興課

状分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0日頃から運動やスポーツを実施している市民

の割合は、令和元年度の市民識調査による

と、成人の週1回以上スボーツを実施してい

る市民の割合は開.5%で、依然として低い状

況となっている。

0スケートボードなどの新たな競技種目の流行

等による市民のスポーツニーズの多様化に十

分な対応がとれていない。

皿取組方

①各技団体等との連携

0市民が軽にスボーツやレクリエーションに親しめるように、各競技団体、長崎市スポーツ協

会と連携し、スポーツイベントを推進します。

0スポーツ少年団及びスポーツ推進委員の活を推進し、スポーツやレクリェーションへの関心
を高める取組みを進めます。

②スポーツ環の整

0多様化するスポーツニーズの把握に努め、必要かっ適切なスポーツ環境の整備を進めます。
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◆成果指標

成果指標

各種スボーツ・レクリ

エーションイベント

への参加者数

基準値

14,799 人

(R元年度)

目値

15,148 人

(R 7年度)

学校体育施設の利用

者数

指の説明

①市主催のスポーツ・レクリエーシヨンイベントへの

参加者数。

②参加者数が増えることによりライフステージに応じ

たスポーツ.レクリエーション活動の推進が図られ

ていると考えられるため。

③各スポーツ.レクリエーシヨンイベント参加者を集

計L把握する。

④人口少の影響もあり、過去4年間(H29年度から

R2年度まで)の参加者数は減,向にあるなか、

も参加者数が多かったH29年実績 a5,1鞠人)

まで参加者数を加させることを目標とする。

①市立小.中・校の体育施設の年間利用者数.

②利用者が増えることで、スポーツに親しむ機会の充

実が図られていると考えられるため。

③各施設の利用者を集計し把握する。

④人口減少の影響もあり、過去4年間(H29年度から

R2年度まで)の利用者微は減少向にあるなか、

も利用者数が多かったH30年度実績(5聞.627人)

まで利用者数を増加させる二とを目標とする。

520,429 人

(R元年度)

◆関連するSDG8

568,627 人

(R 7年度)

τの人に

罫良と嶋社'

〔関連する計等〕

0スポーツ基本計回

0長市スポーツ推進計回

0公共施設マネジメント推進計画

..

■■'

■■..
■■■●■■
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別施策 G 3-2

スポーツをみる機会の創出と競技者の支援を図ります

◆2025年度にめざす姿(なにが

市民が

◆現状分析と取組方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0長崎市をホームタウンとするプロサッカーチ

ーム「V ,ファーレン長崎」との地域交流に

よる応援機を高める取組みなどの連が図

られている。

【強み】

0ラグビーワールドカップ 2019日本大会にお

いて、スコットランド代表チームのキャンプ

を誘致し、市民との交流を通してスコットラ

ンドラグビー協会との良好な関係を築くこと

ができている。

【チャンス】

0令和2年に長崎市をホームタウンとするプロ

バスケットボールチーム「長崎ヴェルカ」が

誕生した。

0ジャパネットホールディングスが長崎スタジ

アムシティプロジェクトにおいてスタジアム

とアリーナの整をすすめており、令和6年

に完成予定である。

どうなっている)

スポーツへの関心を高めるとともに、全国大会等に

おいて高い競技力を発揮している。

スポーツ振興課

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0サッカー、バスケットボール以外のトップレ

ベルの試合をみる機会が十分に提供できてい

ない。

0平成26年度に開催された長崎国体では、長崎

県は総合順位1位となったが、次年度以降の

総合成績が低迷している(平成29年度が24

位、平成 30年度が41 位、令和元年度が 26

位)。

皿取組方針

①スボーツを通じた地域活性化

0長崎市をホームタウンとするプロスポーツチームに対する市民の応援の醸成を図ります。

0長崎県スポーツコミッションと連携し、トップレベルのスポーツ大会や合宿の誘致を図りま

す。

②競技者の競技力の向上

0各競技団体と連携し、ジュニアの競技力の向上に取り組みます。
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◆成果指標

成果指

プロスポーツ応援事

業におけるアンケー

トで、「今後招待がな

くても観戦に行きた

い」と回答した者の割

基準値

61%

(R元年度)

長崎市スポーツ表

の受賞件數

目値

8296

(R7年度)

指標の説明

①゛リーグまたは日リーグの応授事業におけるアンケ

トで、「今後招持がなくてもに行きたし、」と回

答した者の割合。

②割合が増える二とでスポーツへの関0を高めるきっ

かけとなったと考えることができるため。

③応授事業のアンケートにより把掘する。

④過去のアンケート結果において、最も割合が嵩かっ

た平成30年度の数値(8296)を目標とする。

①長峡市スポーツ表彰の受賞件数。

②受賞者(全国大会上位入賞者など)が増えることで、

慧技力が向上したと考えられるため.

③スポーツ特別賞、スポーツ賞、スポーツ奨励賞の受

賞件數を集計し把握する。

④過去4年間の受賞件数は減少傾向にあるため、過去

3か年(H29年度からR元年度までの受貫件数の

平均値(67件)を目標とする.

52件

(R元年度)
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◆関連するSDG8

件

(R 7年度)

昏邑
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〔連する計,等〕

0スポーツ基本計画

0長市スポーツ推進計画
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施

芸術文化あふれる暮らしを創出します

G4

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

◆めざす姿を達成するための個別施策

芸術文化に触れる機会を創出しますG4-1

追加

G 4-2

◆成果指標

成果指

芸術文化を

市民の割合

芸術文化を楽しみ、心豊かに生活している。

市民の自主的な芸術文化活の活性化を図ります

文化振興課

する

基準値

51.2%

(R元年度)

芸術文化活

市民の割合

目値

55%

(R 7年度)

を行う 18.6%

(R元年度)

指の説明

①1年問に芸術文化を観賞した二とのある市民の割

合.

②芸術文化を観 Lた市民がえることは、芸術文化

あふれる暮らしにつながると考えられるため。

③市民意識調査により把握する。

④直近7年問でも高い数値を記録したH29 の数

(54.2亨6)を上回る二とを目標とする。

①1年間に芸術文化活動を行ったことのある市旻の割

合.

②芸術文化活動を行う市民がえることは、芸衛文化

活動が活発に行われ、釜術文化あふれる暮らしにつ

ながると考えられるため。

③市民意調査により把握する。

④直近7年問でも高い数値を記録したH29 の数

値(19,896)を上回ることを目標とする。

◆関連るSDG8

◆、4●
電◆,

20%

(R 7年度)
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別施

芸術文化に触れる機会を創出します

G4-1

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方針

現

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0様々なジャンルのワークショップが増え、芸術

文化に触れる機会が増えた。

0コロナ禍の中、市民文化団体や市民演奏家等と

連携を取って、新しい生活様式にあった方法で

コンサート等を実施することができた。

0長ブリックホールやチトセピアホールなど、

新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン

を策定し、安全に施酘を利用できるようにした。

な芸術文化に身近に触れている。

文化振興課

状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0学校では、生の演奏を聴かせる機会が少なく、

体験型の取組みも減っている。

0自主文化事業の若い世代の参加者が少ない。

0長崎市公会堂の廃止や、長崎ブリックホールの

経年劣化に伴う大規模修繕等により、市民が芸

術文化に触れる機会が減少していることから、

新たな文化施設の整備が求められている。

【脅威】

0新型コロナウイルス感染症拡大により、一部の

事業が実施できないなど多大な影が生じてい

る。

Ⅲ取組方

①市民が身近に芸術文化に触れる機会の創出

0子どもや学校を対象とした事業を継続して実施するとともに、子どもから大人まで幅広い市民が鑑

賞・参加し、楽しむことができる自主文化事業の充実を図ります。

0子どもや親子を対象にした事業を行うなど、子どもの頃から芸術文化に親しみ、楽しむ二とができ

る機会を拡大します。

0オンライン開催や新しい生活様式での業実施などのノウハウを市民文化団体とも共有し、終的

にはコロナ禍以前の状態に戻すことを目標に、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、市民

が様々な芸術文化に触れる機会を 1出します。

②新たな文化施設の整に向けた検討

0新たな文化施設の早期整に向けて取り組みます。
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成果指標

文化施設の利用者数

基準値

494,433 人

(H30年度)

自主文化事業の参

加・入者数

目値

532,000 人

(R 7年度)

指標の説明

①長崎ブリックホール、チトセピアホール、市民会館

文化ホールの年間利用者数.

②利用者が増えることで、直接芸術文化に触れる人が

増えていると考えられるため。

③指定管理者へのモニタリングによる各施設の年閻利

用者数の集計により把握する。

④近7年間(H26~R2年度)で最も高い數値を記

緑したH29年度の数値(531,651 人)を上回ること

を目標とする。

①自主文化事業等の年間参加・入場者数.

②市の文化事業をきっかけに、芸術文化に触れる人が

増えていると考えられるため。

加・入場者実績により把握する。

④' 7年閲(H26~R2年度)で最もい数値を記

録したH28年度の数値(6.231人)を上回ることを

目糎とする.

①遠慈周作文学館の年間入館者数

②入館者がえる二とで、芸衛文化に触れる人がえ

ていると考えられるため。

③入館者実により把握する。

④' 7年間(H26~R2年度)で最も高い数を記

録したH30年度の数値(25,323人)を上回ること

を目標とする。

4,667 人

(H30年度)

遠藤周作文学館の入

館者数

6.300 人

(R 7年度)

25,323 人

(H30年度)

◆関連するSDG8

■固園

25,500 人

(R 7年度)

〔関連する計回等〕

0市民文化活動振プラン

0アクションプラン

0新たな文化施設基本構想
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別施策 G4-2

市民の自主的な芸術文化活動の活性化を図ります

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方

現状分析

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕 Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていること】 【うまくいっていない二と】

0市民文化団体と連携し、市民の芸術文化活動の 0長市公会堂の廃止に伴い、市民が芸術文化活

発表の機会を設け、個人や団体が自主的に芸術 を発表するが減少している。

文化活を行う機会を j出できている。 0サポーターの新規登録が少なく、登録メンバー

0音楽、演劇、舞踊、美術など様々な分野の市民の齢化により、ボランティアスタッフの登録

文化団体同士が共同して事業を行うなど、ジャ者数が減少している。

ンルを超えたつながりができている。 【威】

0市民文化団体等と連携し、子ども向けのプログ 0高齢化により、担い手としての活動ができなく

ラムを作るなど、音楽分野の普及に向けた新たなる人が増える一方、人口減少により活動人口

な取組みを実施している。 が少なくなる中、新たな担い手の確保が難しく

0市民文化団体や民間のアイデアを活かし、新しなっており、芸術文化の担い手が不足している。

い形式の事業を実施している。 0新型コロナウイルス感染症拡大により、市民文

化団体等による芸術文化活が制限されるなど

多大な影響が生じている。

自主的な芸術文化活動を活発に行っている。

文化振興課

皿取組方

①市民参加・普及啓発型事業の展開

0子どもや親子向け業の充実や、参加者が少ない若者向けの事業を企画することで、芸術文化

活動を再開したり、新たに始める人を増やします。
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②市民の自主的な芸術文化活動を活性化する取組み

0芸術文化専用ホームページ「ながさき文化のひろぱ」を活用した市民文化団体の紹介などの報発

信、団体同士の交流にっながる場の提供などにより、市民活をより活発化させるとともに、芸術

文化活動に関わる市民の増加につなげます。

0部活以外で芸術文化分野の全国大会等に出する子どもたちの芸術文化活を奨励する二とで

大人になっても芸術文化活を続ける市民を増やします。

0ボランティアスタッフの活の魅力を高め、登録者數の増加に努めます。

0最終的にはコロナ禍以前の状態に戻す二とを目標に、新型コロナウィルス感染症対策を講じなが

ら、芸術文化活動を行う市民や団体が活できる場を創出します。

◆成果指標

成果指

長市が市民文化団

体等と共催する

の参加・入場者數

基準値

16,831 人

(H30年度)

ボランティアスタッ

フの登録者数

目標値

18,100 人

(R7年度)

63 人

(R 2年度)

指の説明

①長崎市が市民文化団体等と共催する事業の年間参加・入場

者数。

②共催事業の参加・入場者数が増えることで、市民が主体的

に行う芸術文化活動が活発化していると考えられるため。

③年度末の実績により把握する.

④直近7年間(H26~R2年度)でも高い数値を記録した

H27年度の敷値 08.0飾人)を上回ることを目標とす

る。

①市と協力して自主文化事案を進めていくボランティアスタ

ツフ(ブリックホールサボーター)の登録者数。

②登録者が増えることで、市民の茎術文化活動が活発化して

いると者えられるため。

③年度募集時の畳録者散により把する。

④近3年間(H30~R2年度)は低下傾向で推移Lている

二とから、近3年間を除く'去4年間(H26~H29年

度)で最も高い数値を記録した"29年度の數値円1人)

を上回ることを目標とする.

①市民文化団体の豊鋒敷。

②登緑団体が増えることで、市民の芸術文化活動が活発化し

ていると考えられるため。

③年度の最終日で集計し把握する。

④四次総合計画で目標値として掲げた296団体を目標とす

る.

市民文化団体の登録

数

100 人

(R7年度)

芸術文化専用ホーム

ページ市民交流掲示

板の利用登録団体数

245 団体

(R 2年度)

296 団体

(R7年度)

23 団体

(R 3年10月

現在)

296 団体

(R 7年度)

①市が開設している芸術文化専用ホームベージ「ながさき文

化のひろぱ」の市民交流掲示板の利用登録団体数。

②ホームページへの畳録団体数がえることで、市民の芸術

文化活動が活発化していると考えられるため。

③年度の最終日で集計し把握する.

④令和7年度に登録目標數としているすべての市民文化団体

がホームベージへ畳鰻することを目標とする.
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◆ するSDG B

■回阿
〔関連する計等〕

0市民文化活振プラン

0アクションプラン
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まちづくりの方針H

私たちは「参画と協働によるまちづくりと確かな行政経営を進めるまち」をめざします

市民との好なコミュニケーションを図ります

市民に必要なを分かりやすく効果的に伝えますHI-1

市民の声を聴き、市政に反映しますHI-2

市民に信頼される市役所にします

効果的かつ効率的で健全な行財政運営を行いますH3-1

自発的に自己力をめ、ひとのつながりを創り、市民のためにく職員(職場)を
H3-2

成します

行政のデジタル化により、市民の利便性向上と業務の効率化を図りますH3-3

参圃と協働による持続可能なまちづくりを進めます

市民が主体的に参画するまちづくりを進めますH2-1

多様な主体が強みを活かし協働するまちづくりを進めますH2-2

359

H3



09ε

0

0

>ゾ劉日※ ム



施策

市民との良好なコミュニケーションを図ります

HI

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

市民が

◆めざす姿を達成するための個別施策

HI-1

◆成果指標

成果指

市政の発信に満

足している市民の割

H I-2

市民に必要な情報を分かりやすく効果的に伝えます

さまざまな情報を共有することで、市政への関

心を高め、信頼関係を築いている。

市民の声を聴き、市政に反映します

広報広聴課

基準値

68.9%

(R 2年度)

長崎市の取組みにつ

いて、市民の声が反

映されているか分か

らないと回答した市

民の割合

自値

75.0%

(R 7年度)

指の説明

①市政情報の発信に満足している(「モう思う」「どち

らかといえぱモう思う」)市民の割合。

②満足度がまることで、市政情報の共有が図られて

いると考えられるため。

③市民意識により把握する。

④過去5年間(H27年度~R元年度)の伸び牢

(4.郭%)を、 R2年度の値にじた値(72.0,6)

に、今後の広報媒休の見しや広報戦略に基づく

開による効果を加味Lた数値を目標とする.

①長市の取組みについて、市民の声が反映されてい

るか分からないと回答した市民の割合。

②割合がることで、市政に無関心な市民がってい

ると青えられるため。

③市民意識調査により把握する。

④市民の声が反映されているか分からないと回答した

市民の割合が約6割であるため、全体の半分まで減

らすことを目標とする。

59.9%

(R 2年度)

◆連するSDG8

◆勗●
風◆,

50.0%

(R 7年度)

合
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別施策 HI-1

市民に必要な情報を分かりやすく効果的に伝えます

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方

現

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0市の情報発信に満足している市民の割合は

約70%に達している。

【チャンス】

0 報技術が発達し、 SNSなど、情報が拡

散しやすく、比較的安価で発信ができる広

報媒体が増えており、これらの報技術の

発達は更なる度化の可能性を秘めてい

る。

広報広聴課

どこでも、必要な市政情報を入手でき

状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【脅威】

0ライフスタイルや報二ーズの多様化、

の多化により、正しいや、必要な

が見つけにくくなっている。

0 報技術の進化のスピードが速いため、それ

に伴う新たなサービスを把握・理解して、市

民サービスに効果的に生かすことが難しい

皿取組方針

①分かりやすい市政報の発信

0社会勢の変化や市民からの意見・提案の動向を注視し、社会向の調査・情報分析などに基

づくターゲットに応じた分かりやすい市政情報の発に努めます。

0あらゆる発信の機会において、伝え方の工夫を識するなど、職員一人ひとりの広報力の向上

に努めます。

②戦略的・効果的な広報展開

0長崎市が抱える課題やまちづくりの方針を踏まえ、まちづくりの報やらしやすさにつな

がる報など、時期に応じて市民に点的に広報するテーマを設定し、戦略的・効果的な広報

展開に努めます。
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◆成果指標

成果指

市役所からの報を

入手しようとしたこ

とがある市民のう

ち、入手できた市民

の割合

基準値

88.1%

(R 2年度)

目標値

94.0%

(R7年度)

◆関連るSDG8

指の説明

①市役所からの情報を入手しようとしたことがある市

民のうち、必要な情報を(「入手できた」「どちらか

といえぱ入手できた」)市民の割合。

②割合が増えることは、情報を入手しやすい環境づく

りの成果であるとえられるため

③市政モニターアンケートにより把握する。

④R2年度の調査で、必要な情報を(「入手できなか

0た」「どちらかといえぱ入手できなかうた」)市民

の割含が約Ⅱ.9,6だったことから、モの割含を、今

後の広報媒体のしや広報戦に基づく展開によ

り、 R7年度までに半(約6,6)させることを目

標とする。

^.
風◆,

.^..^.^..^^..^^.^^^.^^.^...^^..^.^■^^^、●●凹●^甲^^弔^■^^,◆雫,^■^雫■^.甲.^..^..^..^甲^^^.^.^』^.^.^.^..^..^..^.^..^.^...^.

〔関連する計圃等〕

0長崎市広報戦略
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別施策 H I-2

市民の声を聴き、市政に反映します

◆2025年度にめざ姿(なにがどぅなってぃる)

◆現状分析と取組方針

現状

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0市長が直接地域を訪れ、意見交換を行う地城

懇談会を実施した地域において、参加した市

民からは「地域の課題やまちづくりの取組み

を共有できた」「市の取組みが理解できた」

といった見をいただくなど、市政への関心

をめる機会を 1出できている。また、参加

した職員は地域の実を聴くことができ、良

好なコミュニケーションを図る機会となっ

ている。

0市民から提案・意見をいただき、市の考えを

回答する「市政への提案」、しξブリック.コ

メント」の制度や人口構成等に合わせて選

出した市民にアンケート調査を行う「市政モ

ニター」制度の・用により、多くの市民の声

を聴き、市政に反映する体制が整っている。

政に関心を持ち、参画している。

広報広聴課

分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0令和2年度の市民識調査結果によると、

市民の声が市政に反映されていると考え

ている市民の合は、 22.1%にとどまり、

約60%は「分からない」と考えている。

皿取組方針

①広聴の取組みの充実・周知

0市民二ーズを的確に把握するため、市民の声を聴く機会や制度を充実させるとともに、周
知を図ります。

②市民の声の共有・公表

0市民の声を市政に反映させるため、市民の声を市内部で共有するとともに、市の考え、市政
への反映状況を市民に公表します。
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◆成果指標

成果指標

市政に興味や関心が

あり、参画したいと

考えている市民の割

基準値

50.6%

(R 3年度)

パブリック

トの意見数

目標値

卵.0%

(R 7年度)

コメン

指標の説明

1市政に味や関心があり、参画したいと考えている

市民の割合

②割合が増えることで、市政に関心を持ち、参画した

いと考えている市民が増えていると考えられるた

7件

(R2年度)

◆関連するSDG容

^.
電◆,

12件

(R 7年度)

め。

③市政モニターアンケートにより把握する。

④基準値から毎年度1,6増を目標とする。

①バブリック.コメントに寄せられた意の1案件当

たりの平均意見数

②件数が増えることは、市政に関心を持ち参画してい

る市民がえていると考えられるため。

③パブリック.コメントに寄せられた意見結果により

把握する。

④基準値から毎年度1件増を目標とする。

..^..^■.子,運^.甲.^.......^.....^..■.......●●◆゛◆●■尋◆■呼雫甲^.^..^..^...^■..^^.

する計面等〕
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本施策

参画と協による持続可なまちづくりを進めます

H2

◆2025年度にめざ姿(なにが、どうなっている)

参画と協働によるまちづくりに取り組んでい
市民が

る。

367

◆めざす姿を成するための個別施策

H2-1

H 2-2

◆成果指標

成果指

地域活動や市民活

への参加意向割合

市民が主体的に参画するまちづくりを進めます

多様な主体が強みを活かし協働するまちづくりを進めます

市民協推進室

基準値

85.29,6

(R 2年度)

地域コミュニティ連

絡協議会設立地区数

目値

87.フ%

(R 7年度)

指標の説明

①地域活動や市民活動への市民の参加向割合.

②市民の地域活動や市民活への参加意向割合が増え

ることで、参画によるまちづくりへの意の醸成度

合いが測られるため。

③市識調により把握する.

④令和2年度に実施した市民意臓謂査における「積極

的に参加したし、」、「出来る範囲の協力はしたい」人

の割合を基準値とし、毎年度0.5%増を目標とす

る。

①地域コミュニティ絡協議会の設立地区数。

②地域コミュニティ絡協議会設立地区数が増加する

ことで、地城コミュニティの活性化、多様な主体の

携、協働に繋がると考えられるため。

③協謙会の設立支授を行う中で把握する。

④令和9年度末までに市内全域で協議会が設立(恕定

80地区)することをめざし、令和7年度末時点で

船地区を目標とする.

18地区

(R 2年度)

◆連するSDG8

舶地区

(R 7年度)

圃囲
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別施策

市民が主体的に画するまちづくりを進めます

H2-1

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

市民が

◆現状分析と取組方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0自治会加入促進について、各種団体とも連

携協力し、周知活動を行うなど、加入に向

働きかけを行うことがてきている。

0 合住宅については、建設時の建築主、自

治会長等との協議や公営住宅の入居説明会

での加入申込受付などにより加入促進につ

ながっている自治会もある。

0協議会や市民活動団体等が事例を発表する

「わがまちみらい情報交換会」や地域の担

い手等を対象とした「わがまちみらいマネ

ジメント講座」の開催により、まちづくり

を進めていく上でのヒントの習得、能

力の向上に寄与している。

0市民活動センター「ランタナ」の利用者数

が増加しており、市民活団体と行政、団

体同士のつながりが増えている。

0話し合いのの開催を通した地域コミュニ

ティ連絡協会の設立支援によって、地域

課題の把握や共有、まちづくりの担い手と

なる人材の掘り起こしにつながっている

0地域コミュニティ連絡協会の設立が進

み、様々な分野の課解決や活性化に向け

て取り組む地区が出てきている。

,自ら進んで、まちづくりに取り組んでいる。

自治振興課

現状分析

五〔うまくいっていないこと、閥み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0市において、まちづくりを担う人材を育成す

る様々な研修等が行われているが、それぞれ

の担当部署で個別に報発信されているた

め、まちづくりに関心がある人たちに伝わり

にくい状況である。

0各種団体の活動の周知が十分でないため、団

体の活勤に参画・関心を持つ人が増えない。

0市民活団体は、活動'金不足などの課題を

抱えており、思うような取組みができない団

体も見受けられる。

【威】

0 齢化の進展や、単身世帯の増加、ライフス

タイルの多様化などにより、自治会加入率が

低下してきている。

0自治会、市民活団体及び地域コミュニティ

連絡協議会の中には、役員の高齢化や担い手

不足の深刻化等により、運営継続が難しい団

体もある。

369



皿取組方針

①各団体への支援の充実

0自治会、市民活動団体、地域コミュニティ連絡協議会などの各種団体の設立営、活の

援を行います。

②まちづくりの担い手創出

0各種団体の活動状況など、まちづくりに閲心を持ってもらうための情報発信を行います。

0研修.講座の実施及び効果的な情報発をすることで、まちづくりの担い手となる人材の掘ι

起こし及び育成をします。

③地域の活性化

0地域の活性化や一体の醸成につながる事業に取り組みます。

◆成果指標

成果指標

自治会加入率

基準値

67.6,6

(R 2年度)

市民活センター登

録団体数

目標値

70.0%

(R 7年度)

指の説明

①国勢調査をもとにした推計世帝数に対する自治会加

入世帯数の占める割合。

②加入牢が高くなることで、組巌全体の底上げにな

り、活動に参加する住民がえ、地域が活性化する

とえられるため.

③自治会加入世帯数調査により把握する。

④少傾向にある加入串を、増加傾向に転じさせるこ

とをめざし、令和7年度に70閥となる二とを目標と

する。

Φ市民活動センター「ランタナ」への登録団体数。

②畳録団体がえることで、団体及ぴ行政の惰報の受

発信や団体同士のつながりが増え、市民活動が活性

化Lていると考えられるため。

③長崎市市民活動センター団体豊録証の件数によ

り把握する。

④コロナ禍の影響等により活動を休止している団体や

更新を見合わせる団体等があり、令和2年塵の団体

数が大に少したことから、第四次総合計画にお

令和2年度の目標値まで回復することを目標と

する。

211 団体

(R 2年度)

257 団体

(R 7年度)

◆関連するSDG8

風◆,

〔連する計爾等〕
.^.^^..".^.■^■■尋.岡,司^.^.^..^.^..^..^...^..^.....^.^..^.^●^、◆●、●^^◆◆^^◆甲,運子甲.^

0みんなで、す~で!ながさき虹色プロジェクト【長崎市地域まちづくり計画】
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別施

多な主体が強みを活かし協働するまちづくりを進めます

◆2025年にめざ姿(なにがどうなっている)

H 2-2

多様な主体が

◆現状分析と取組方針

1 〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

0市民団体と行政による協働事業に取り組ん

だことで、協働の手法を取り入れることへ

の理解や認知を広めることができている。

0地域コミュニティ連絡協議会の設立や設立

準に全80地区(想定)のうち約半数の地

区が取り組んでおり、地域内の団体同士の

連携が進んできている。

0安定的かつ持続可能な地域におけるまちづ

くりをより一進めていくため「みんなで、

す~で!ながさき虹色プロジェクト【長崎

市地域まちづくり計画】(地域福祉計画を

包含)」を策定しナニ。

▲ お互いの強みを活かしながら、連携してまちづく

りに取り組んでいる。

市民協働推進室

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

0地区の実情、特性から設立に向けての機運が

高まっていない二と、まとめ役となる団体や

担い手が不足していることなどの理由によ

り、地城コミュニティ連絡協議会の設立に向

けての検討に至っていない地区がある。

0市民も行政もともに、協働の取組みに対する

理解や周知が十分でない。

0市民団体と行政において地域課題の共有が

十分でないことから、協働による課題解決に

つながらない。

皿取組方

1協する仕組みづくり

0多様な主体が連携してまちづくりに取り組むため、長崎市よかまちづくり本条例に掲げたま

ちづくりの本理念の浸透や「みんなで、す~で!ながさき虹色プロジェクト【長崎市地域まち

づくり計画】(地域福祉計画を包含)」を推進します。

0地域のに合わせ、地域コミュニティ連絡協議会の設立支援を行います。

②協働識の醸成

0職員研修の充実、協働事例の報発信及び市民団体と行政との情報交換などを通じ、協働に対す

る理解の促進と識の醸成を図ります。



◆成果指標

成果指標

協働の事例件数

基準値

528 件

(R 2年度)

◆関連するSDG8

目標値

550件

(R 7年度)

◆.●
風◆,

指標の説明

①協働(行政と団体や大学、企)の事例件数.

②多様な市民二ーズに対応するため、協働で取り組む

事例が増えることで、多様な主体同士の理解が深ま

り、協働に対する意識が高まっていると考えるた

め。

③毎年度の実績により把する。

④過去5年間(H27-R2年度)の増加数

考慮し、基準値から22件を目標とする。

、.^.^..^■.^^..■■^■.雫■^■^甲,^評甲^^.^^.^..^^^.^.^^..^..^^^^.^^^....^...^..^..^●.^■●.^●●^●●^■●^■■^●^■雫■^^",^■尋.^.^岡^..^.ー^..^^.^.^.^...^.^.^..^

〔する計等〕

0みんなで、す~で!ながさき虹色プロジェクト【 崎市地域まちづくり計画】

を
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基本施

市民に

H3

◆2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

頼される市役所にします

市役所が

◆めざす姿を達成するための別施策

効果的かっ効率的で健全な行財政営を行いますH3-1

自発的に自己力をめ、ひとのっながりを創1り、市民のために動く職員(職場)
H 3-2

を育成します

, 1"口とH革断の

、゛?::'_先、

指標の説明

①計回に掲げる全基本施策における成果指標の目

達成率.

②各基本施策を実に推進する二とが、本施策の目標

達成の客観的な判断のーつと考えられるため。

③全基本施策における成果指標の当蝕年度における目

標値に対する達成牢の平均値により把握する。

基本施策において当該年度における目値の達成

をめぎしていることから、毎年度100今6を目とす

る

行政体制整室

市民の立場に立ていている。

H 3-3

◆成果指標

成果指標

基本施策の成果指

目達成率

行政のデジタル化により、市民の利便性向上と業務の効率化を図ります

基準値

94.2%

(R元年度)

◆関連るSDG8

目標値

100%

(R 7年度)
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別施策 H3

効果的かつ効率的で健全な行財政運営を行います

^

◆2025年度にめざ姿(なにがどうなっている)

市役所が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっている二と、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0本計画に掲げる施策の施内容について、

市内部での一次・二次評価に加え、外部評

価を行うなど、評価プロセスが確立され、

効果的・効率的な施策の推進が図られてい

る

0滞納処分の強化等に取り組むことにより、

市税等徴収一元化権の収納率は年々向上

しており(平成29年度94.4%、平成30年

度 95.0%、令和元年度 95.3%)、未収金が

減少したことで、自主財源が確保され、財

政の健全化が図られている。

0市民対話を開催することにより、 市民の公

共施設マネジメントへの理解が い

る。

0近隣自治体である長与町及び時津町と広域

連携中枢都市圏を形成し、広域連携を推進

している。

確かな行財政運営を行っている。

都市経営室

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0大型業の実施に伴い、市債残及ぴ公債

が増高している。

0市税等の収納率は向上しているが、経年等

により債権者の特定が困難な場合や、自力

執行権がない債権の合に法的措に先立

つ財産調査が困難である二となどにより、

依然として回収できていない未収金があ

る。

0公共施設マネジメントについては、市民と

の対話を行いながら、見直しを進めてきた

が、市民の理解が得られないなどの理由か

ら、計画どおりに進められない施設がある。

0長崎広域連携中枢都市圏においては、人口

減少が喫緊の課題であり、様々な対策に取

り組んできたが克服には至っていない。

【威】

0人口減少により、地方交付税収入や市税収

入の減が見込まれている。

皿取組方針

1政策評価の推進

0総合計画に掲げる各施策のめざす姿侶)の達成に向け、施策の進捗状況を把握するとと

もに、より的確で施策の推進につながるような評価を行うことで施策の取組みの見直しや改

善を図ります。



②健全な財政運営

0中期財政見通しの時点修正を適宜行いながら将来負担が財政運に与える響を見極め、健

全で持続可能な営に取り組みます。

0国等の有利な財源を確保して、業を実施します。

3未収金対策の強化

0徴収一元化権以外の債権にっいて、基本的な権管理の徹底及び法的措置の指導.支援を

行うことによる、未収金対策の実施拡大を図るとともに債権の状況を踏まえ、それに応じた

改善策を講じます。

④公共施設の見直し

0次世代に大きな負担を残すことなく、継承できる持続可能な公共施設へと見直します。

⑤近隣自治体との広域連携の推進

0人口減少.少子化.齢化社会にあっても、持続可能で住民が安心して快適に暮らしを営む

ことができるよう、近隣自治体との広域連携を推進します。

◆成果指標

成果指

目的達成に向けて

「順調に進んでい

る」又は「概ね順調

に進んでいる」と評

価した基本施策数

基準値

14施策

(R元年度)

財政運営のための

金残高が標準財政規

模に占める割合

目標値

20施策

(R 7年度)

指標の説明

①目的達成に向けて「調に進んでいる」又は「概ね

に進んでいる」と評価した基本施策数。

②AI~H2の基本施策が着実に進捗していることを

を行っていることもって市役所が確かな行財

の客観的な判断基準になると考えるため。

③毎年実施する施策評価結果により把する。

④全39の基本施策のうち、過半數が進んでいると評

価されれぱ、全体として施策推進につながっている

と考えられることから20施策を目標とする。

19.89%

(R元年度)

11.25%以上

(R 7年度)

①財政運のための基金は財政調整基金と減債基金を

指し、両基金残高が財政規模峯に占める割合。

②災害などによる年度間の財源不足に備え、基金残高

を確保することは、持続可能な財政運につながる

ため。

③決算時点での両金残により把握する。

④コロナ禍により市税収入等の減少が見込まれ、ま

た、コロナ対策事集の財源として基金を敢り崩して

いる状況であるが、財政健全化法に定める実質赤字

比率の早期健全化基準である、標皐財政規模の

Ⅱ.25怖以上の基金残高を維持することを自標とす

る。
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未収金額 487円

(R 2年度)

30.2円

(R 7年度)

※ 標準財政規

地方公共団体が、

◆関連するSDG8

①当該年度内に納付されなかった又は徴収できなかっ

た市税・各糧権の額。

②全庁的な債権管理の取組強化による未収金縮を行

うため。

③各所属からの報告により把握する.

庁的に管理の取組みを強化し、適正かつ公

平、公正な権管理による未収金の削減を行うこと

により、基準値から30.2億円まで削減することを

目とする

11 霊"

◆辺
..

.. '

'::' 風◆,^^^^

Π・・ ■■■■

的な状態で収入されると想定される経常的一般財源の規模。

〔関連する計等〕

0 崎広域連携中枢都市圏ビジョン

0長崎市公共施設等総合管理計画
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別施策

自発的に自己力を高め、ひとのつながりを創り、市民のために

動く職員(職場)を成します

H 3-2

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなってぃる)

職員が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっている二と】

0特定任期付職員、UIJターン職員採用など、

門的な知識や民間経験のある職員の採用が

進み、多様な課題に対応できる職員を採用す

下地ができつつある。

0自主研究グループによる活の幅が広がっ

ており、職員の主体的な意識啓発活が進ん

でいる。

【強み】

0ここ數年の採用人数の増加により若い職員

が多く、新しい発想により活性化が期待でき

る。

【チャンス】

0りモート会議、電子決裁、 RPAなどの IC

T活用の気運が高まっており、業務効率化の

環境が整ってきている。

常に市民視点で考え、変化を恐れず、積極的

ヤレンジし、組織の成果に・献している。

職員研修所

現状分析

Ⅱ〔うまくいっていないこと、弱み、脅威〕

【うまくいっていないこと】

0管理監督職員が組織運営・管理の重要性を認識

している一方で、時間外勤務が年々増加傾向に

あり、健康りスクが生じるような時間數の職員

も一定数存在する。

0仕やプライベートなどの様々な要因により、

メンタルヘルス不調で休職した職員が増加し

ている。

0定期的に研修を実施するなど職員の基礎知識

向上を図っているが、全職員への浸透には至っ

ていない。

0過去の行財政改革において、退職者不補充によ

る職員数の削減により、一定の人件の抑制を

図った一方で、職員の年齢構成に歪みが生じて

いる。

【威】

0人口滅少・少子化により生産年齢人口が減少

し、主に、新規学卒者の人材確保が困難となっ

ている。
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Ⅲ取組方針

1人材の確保と育成の推進

0職員採用にっいては、受験者数を確保して、より良い多様性のある人材を導き入れられるよ
う、広報などの手法を見直します。

0変化する社会勢に対応するため、特定の門知識を持った人材を採用します0

0安定的な行政経営を継続していくため、変化に対応する政策立案、マネジメントや変革の必
要性を意識した職員研修など職務の遂行に必要な知識、能力等を身にっける研修プログラム
の充実を図ります。

0自立した職員を育成するため、幹部職員から担当職員まで、市役所のめざす姿をしっかりと
共有し、自らの役割1・行動にっいて考える取組みを進めます。

②職場環境の整備
に努めま0メンタルヘルス不調の予防と再発防止のために、職場における原因を分析し、

す。

0業務の先順位を付けっつ、更なるICTの活用や業務改善などにより、業務を効率化する
ことで時間外勤務を削減します。

0職員の自己啓発に繋がるきっかけづくりや自己啓発に取り組みやすい職場の風土づくりな
ど、職員一人ひとりがスキルアップを図れる環境を整します。

3職員の成果の評価への反映

0職員の成果を評価に反映できるよう、管理職の評価能力を強化します0

◆成果指標

成果指標

前年度に受講した

内容の理解度

基準値

時間外勤務上限とな

る年間360時間以下

で従できた職員数

目標値

100%

(R 7年度)

380

指標の説明

Φ階層別基本研修における、受講者アンケートにおい

て「前年度受講した研修内容を理解し、日々の業務

においてしている」と回答した人数が同受講者

延ぺ人数に占める割合。

②すぺての受講者が「意識している」と回筈すること

で研修の効果が図られていると考えられるため

③受講者アンケートにより把握する。

④全員が理解し、意識している二とが求められるた

め、100,6を目標とする。

Φ管理職を除いた時間外勤務対象職員のうち、年度内

の時間外勤務(災害・選拳などの特例を除く)が

360時間以内となった員の割合。

②割合が増加すれぱ、時間外勤務の状況が改善してい

ると考えられるため。

③時闇外勤務の実績により把握する。

④長崎市職ワークライフバランス推進計画に掲げ

数値を目標とする.

90%

(R元年度)

100,6

(R7年度)



年間の年次休暇の平

均取得日数

11.1日

(R元年)

◆関連するSDG8

ぐ

15日

(R7年)

,
今忽
風◆,

①全員(育休中や休中等の員を除く。)が年問

に取得した年次休暇の平均取得日数

②計画的に年次休暇を取得することで、心身ともにり

フレッシュすることができ、歓的に職務に臨むこ

とができると考えられるため。

③年次休暇の取得実績により把握する。

④長市員ワークライフバランス推進計画に掲げ

数値を目榎とする。

〔関達する計等〕

0 崎市職ワークライフバランス推進計画
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別施策

行政のデジタル化により、市民の利便性向上と業務の効率化を図

ります

H 3-3

◆2025年度にめざす姿(なにがどうなっている)

市役所が

◆現状分析と取組方針

1〔うまくいっていること、強み、チャンス〕

【うまくいっていること】

0ペーバーレス化や子決裁を推進するた

め、文書管理システムを入している。

【強み】

0令和4年度から光回線による超速インタ

ーネットサービスが市内全域で提供される。

【チャンス】

0国が社会全体のデジタル化を強力に進める

ため、様々な支援が期待できる。

! CT (情報通、技術)を効果的に活用し、市民

の利便性向上及び業務の効率化が図られている。

情報策推進室

現状分析

五〔うまくいっていないこと、弱み、脅〕

【うまくいっていないこと】

OA 1やRPAなど ICT活用の取組みを始

めているが、全庁的に拡大が図られていな

い。

0行政保有のデータについて、オープンデー

タとして一部しか公開できていない。

0テレワークやテレビ会議が実施可能な環

を一定整しているが、ネットワークや

機材等が十分ではない。

0システムの標準化が進んでいないことか

ら、自治体クラウドやICT 盤の共同利用

が行えていない。

【威】

0法令により来庁や対面方式でなければなら

ない申請・届出等がある。

Ⅲ取組方針

①行政手続きのオンライン化の推進

0市民や事業者の利便性向上と行政効率化のため、行政手きのオンライン化を進めます。

②システムの標準化

0住民記録、地方税など、自治体業務の中枢を担う基幹業務系システムにつぃて、国が定める

準化のための準に適合したシステムへ移行します。

383



31CTを活用した業務効率化の推進

OA1やRPAによるICT活用を推進し、更なる業務の効率化及び生産性の向上を図ります。

4オープンデータの推進

0市政の透明性.信頼性の向上、市民協働の促進、新産業の創出・経済の活性化及び市民の利便

性向上のため、行政保有のデータにっいて、オープンデータとしての公開を拡充します。

◆成果指標

成果指標

行政手続きのオンラ

イン化目標の達成率

基準値

42.3%

(R元年度)

公開したオープンデ

ータセット数

目標値

100%

(R 7年度)

◆関連するSDG8

指標の説明

①国が「デジタル・ガバメント実行計画」掲げる地方

公共団体が優先的にオンライン化を推進すべき手続

きをオンライン化Lた割合.

②達成率が増加することで、行政手続きのオンライン

化が図られていると考えられるため。

③年度末の実績により把握する。

和7年度までに100%を目標とする。

①オープン〒ータとして公開している件数

②件数が加することで、庁内のオープンデータに対

する取組みが進しているとえられるため.

③年度末の実績により把握する。

④令和元年度に公開した実績数の10倍を目標とす

る。

15 件

(R元年度)

150件

(R 7年度)

〔関連する計等〕

0 (仮称)長崎市DX推進計画

目塁と旺革脈の

尋血をく凸う

■●

、゛?
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(3)施策横断的な取組みを要する課題への対応

この基本計画は、基本構想において定めたまちづくりの方針に沿って各種施

策を体系づけたものですが、社会経済情勢が変化し、市民二ーズが高度化・多

様化する中では、施策横断的に取り組まなければ対応できない課題や行政だけ

では解決できない課題も少なくありません。

そうした課題に対しては、関係課で構成される庁内組織の体制を整えるなど、

行政内部における連携を図ることはもとより、企業や大学、地域の関係団体な

ど、まちづくりに関わるあらゆる主体の連携をさらに深め、複数の分野を傭瞰

する広い視野を持って、柔軟かつ的確に対応します。

3部
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1 4 人口の将来展望と人口減少対策

(1)人口の将来展望

長崎市第五次総合計画の計画期問(2022年(令和4年)度~2030年(令和

12年)度)においては、以下の人口展望に基づいて各施策を進めることとし、

2030年(令和 12年)度末の人口を概ね38万人と想定します

R42年

(2060年)

長崎市の人口は、昭和50年に50万6千人とピークに達し、昭和60年頃を

境に減少に転じました。国立社会保障・人口問題研究所.によると令和27年に

は31万1千人まで減少すると推計されています

人口減少や人口構造の変化は、雇用や福祉、子育て、防災、教育、地域コミ

ユニティ、税収など様々な分野で長崎市のまちづくりに重大な影を与えるこ

とから、平成23年度から令和3年度までを計画期間とする第四次総合計画に

おいても、市の重要課題と位置づけ、市民・企業・行政等の多様な主体が力を

合わせて様々な施策に取り組んできたところですが、これまでのところ人口減

少に歯止めをかけるには至うておらず、さらなる対策の強化が必要です。

現在、長崎市においては、自然動態に関して、合計特殊出生率を令和12年

に 1.80、令和 22年には2.00 にすること、社会動態に関して、現在の転出超

過から、令和22年の均衡(土0)に向けた段階的改善を図ることにより、急

激な人口減少に歯止めをかけ、令和42年においても約 31万人の人口を確保

することをめざしています。

450,000 (人)

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

382,504

150,000

375,072

R 2年

(2020年)
R 7年

(2025年)

1 「国立社会保障・人口問題研究所上厚生労働省に所属する国立の研究機関であり、人口や世帯の動向を捉えるとと
もに、内外の社会保障政策や制度Pういての研究を行0ている

R 12年

(2030年)

R 17年

(2035年〕

R22年

(2040年)

社人研推計

長崎市人自ビジ芽ン

309,796

R27年
(20妬年)

R32年

(乞050年)

248,336

R37年

(20聞年)
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(2)長崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略

長崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略は、総合計画で定める施策のうち、

人口減少克服と地方創生に主眼を置いた施策の体系化を図るとともに、関連す

る施策を連携させながら、長崎市の実情を踏まえた将来の人口展望に基づく基

本目標や方向性を示したうえで、長崎市の個性や強みを活かした具体的な戦略

を定めたものです。

平成27年度に策定した第1期総合戦略では、少子化と若年層の転出超過に

起因する長崎市の人口減少対策にあたって、「結婚や出産を望む市民の希望実

現にっながる環境をっくる」、「若者が長崎に定着できる環境をっくる」という

視点のもとで様々な施策を推進してきました

しかしながら、計画の最終年度である平成31年度においても、若い世代の

転入者数の減少を主な要因とする転出超過の拡大及び若い世代の減少に伴う

出生数の減少により、人口減少に歯止めがかかっていない状況にありました。

そこで、令和2年度から令和6年度までを計画期間とする第2期総合戦略に

おいては、めざすべき姿として「若い世代に選ばれる魅力的なまち」を掲げ、

その実現に向けて4つの目標を設定して施策の重点化を図り、人口の減り方を

抑制する施策や人口が減っても暮らしやすいまちの実現に向けた施策、また、

定住人口減少による消費縮小を補うため、交流人口を拡大する施策に引き続き

取り組むこととしています。

めざすべき姿若い世代に選ばれる魅力的なまち

粥2期総合戦略

~めざすべき姿と4つの目標~

基本目 1 済を強くし、いひと

基本目 2 子どもみんなで

本目 3 「まちの形」と「まちを支えるしくみ」をつくる

特定目 交流の産業化

る子

をつくる

しや寺いまちをつくる

5
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効牢的に施設を

(3)ネットワーク型コンパクトシティ長崎

少子化・高齡化などを背景として、人口減少が進行することで、病院や商店、

公共交通サービスなど、暮らしに必要な施設や機能を確保していくことが困難

となり、市民生活に重大な影を及ぽすことが予測されます。

長崎市では、このような状況においても、それぞれの地域に合った暮らしや

すさを整えていくため、都市や地域の暮らしに必要な施設が「コンパクト」に

確保された拠点(「都心部」・「都心周辺部」・「地域拠点」)と周辺の生活地区が、

公共交通や道路、情報などのネットワークで結ばれた「まちの形」として、長

崎らしい集約連携型の将来都市構造『ネットワーク型=ンパクトシティ長崎』

の実現をめざしています

■『ネットワーク型コンパクトシティ長崎』(集約連型の都市構造)のイメージ

N

外
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